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わが国 におけるコ ンピュー タ利用の進展 には著 しい ものが あ り,処 理の高度

化,多 様化 と相侯 って,情 報 システムは規模の拡大,機 能の拡充が着実に図 ら

れ てい る現状 にあ ります。

しか しなが ら,現 状の システムを有効にかつ効率的 に利用す るとい った ニー

ズは情報処理部門にとどま らず,経 営者 .管 理者か らも聞かれてお り,そ の実

施にあた っての ツール,手 法 な どの整備 ・体系化が急務 とされてお ります。

本事業は,こ の よ うな観点 か らコンピュータ ・ユーザが情報 システムの有効

利用を推進す る際の ツール,手 法,用 語 ・概念について調査研究 し,情 報処理

全般 にわたる資源の有効利用 とユーザの利便を狙い とした標準的 な手引書を作

成す ることにあ ります。

本年度は,デ ータ管理を テーマに取上げ,コ ンピュータ ・ユ ーーザの実情を踏

まえなが ら,そ の考 え方,手 順,体 制,具 体的な方法,ツ ール,デ ータ保護等

を 明らか にしま した。

デー タは個 々の企業,対 象業務に個有のものであ り,そ の管理 ・利用 も様 々

な形態があるので,一 概 に,こ の方法が最上のものであるとは言い難い面 もあ

ります。また,最 近 のOA・ データベ ースな どの進展 によ り従来の コンピュー

タ ・システムよ りも,さ らにエンド・ユーザ指向,デ ータの有効利用,デ ータ保

護等に対す る考 え方が強 くな りつつ あ ります。

本報告書を土台に,各 ユ ーザが 自社 に適 したデータ管理体制 を確立 し,実 施

す るこ とが必要 と思われ ます 。

ここに,調 査研究にあた ってご協力をいただいた委員及び関係各位 に深 く感

謝す るとともに,本 書がわが国,情 報処理の発展の一助 となるこ とを念願す る

次第であ ります。
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は し が き

コンピュー タは,わ れわれの 日常生 活にとって不可欠な ツールにな りつつ あ

る。

ハ ー ドウェアや ソフ トウェアの開発 も重要で あるが,今 日では,そ の効果的

利用に よ り高い重要性があるように思われ る。

コンピュータの効果的利用に とって ,要 員確保 ・養成は極めて重要 な問題で

あるが,一 方,運 用 ・管理技術は車の両輪の ような意味 を持 っている と言 えよ

う。

このため,昭 和55年 度よ り 「情報処理ユーザーズ ・ガイ ド委員会」を中心

にコ ンピュータ利用の効 率化 に関す る調査研究 を進め,情 報処理 部門の管理者

のための ガイ ドライ ンの作成 を行 って きた。

ガイ ドライ ンに とって,そ の理論的追 求も重要 であるが,本 プロジェク トで

は実践的かつ具体的 な手引書にな ることを狙いに,実 証的研究 を重視 し,こ れ

まで に

○ 費用対効果分析及び稼動分析 ・予測方法(昭 和55年)

○ プロジ ェク ト管理(昭 和56年)

をと りま とめて きた。

本年度は 「データ管理」を テーマに,デ ータ管理の重要性,現 状 と課題,体

系 と方法,ツ ール及び技法,デ ータ保 護な どについて,各 分野の専門家による

討議,ア ンケー ト調査,ヒ ヤ リング調査 などに よ り作業を行 って きた。

ガイ ドライ ンの作成は,本 年度を もって一応の区切 りをつけ ることにしてい

るが,こ の 「データ管理」 も,過 去の2つ の報告書 と同様 に多 くの方 々のお役

に立つ ことを願 ってい る。

なお,こ れ までの3年 間にわた る調査研究 に当っては,極 めて多 くの企 業,

関係者 の惟みない協力を得 られ,そ の好意に対 し,こ こに厚 く謝意 を表す る次

第であ る。

情報処理 ユーザ ーズ ・ガイ ド委 員会

委員長 道 下 忠 行



概 要

本 ガイ ドは,主 として コ ンピュータ化 されたデータの管 理 方 法 に つ い て,

その有効利用 と保 護の観点か らと りま とめた ものである。

ガイ ドの構成は,次 の とお りである。

第1章

第2章

第3章

第4章

第5章

第6章

第7章

デ ータ管理の概要

データ管理の現状 と課題

データ管理の体制

データ管理の体系 と方法

データ管理の技法 とツール

データ保護

L社 のデータ管理事例

すなわ ち,デ ータ管理につ いての概念 と本 ガイ ドで扱 う範 囲を明 らかに し,

企業ユーザに対す るア ンケー ト調査 を行 って,デ ータ管理の現状 と課題を把握

したo

これを踏ま えて,デ ータ管 理の体制,体 系 と方法,技 法 とツ ール,デ ータ保

護 について とりまとめてい るo

最後に,L社 の データ管理の事例を展開 し,具 体的な管理の諸問題 を紹介 し

ている。それぞれの章の内容 を要約す る と,次 の とお りである。

(1)デ ータ管理の概要

最近,ク ローズ ・ア ップされて きているデータ管理に関 し,そ の必要性 と

背景を明らかに し,デ ー タ管理の概念,対 象 データの種類,本 ガイ ドにおけ
'
るデータ管理の範囲,ア プローチの方法を とりまとめてい る。

② データ管理の現状 と課題

民間企業 ユーザに対 して実施 したア ンケー ト調査(回 答126社)の 結果

を基に,次 の よ うな事項に関 し,デ ータ管理の現状 と課題 を とりま とめてい

るo



① コ ンピ ュー タ化 の現 状 と計画,② デ ー タ管理 の体制,③ デ ータベ ース及

びDD/DS(DataDictionary/DirectorySystem),④

原 デ ー タの 管 理方 法,⑤ デ ー タの保 護,⑥ デー タ管理 の た め の 文 書 及 び標

準 化

(3)デ ー タ管理 の体 制

デ ー タ管理 の組 織 形態 と して,集 中管 理型 と分 担管 理 型 の2つ の形 態 につ

い て述 べ,そ こで の デ ー タ管理 者 の 役割 と位 置 付 け,業 務 内 容,オ フ ィス ・

オ ー トメ ー シ ョンの 推進 体 制 との 関 係 を 明 らか にす る と と もに,今 後 の デ ー

タ管 理 体制 の あ り方 を検 討 してい る。

(4)デ ー タ管 理 の 体 系 と方 法

最 初 に,デ ー タ管 理 の 体 系 を 明確 に し,こ れ に基づ き,① コ ンピ ュー タ ・

シ ス テム に よ るデ ー タ管 理,② オ フ ィス ・シス テ ムに よ る デ ー タ管 理 の観 点

か ら,方 法論 を展 開 して い る。前 者 の方 法 と しては,① フ ァイル の 管理 等 の

標 準的 な 方法,② デ ー タベ ース に よ る管 理,③DD/DSの 利 用 に つ い て記

述 してい る。 また,後 者 の方 法 と して,① オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン化 の

推進 方 策(デ ー タ管理 を中 心 と した),② 情 報 蓄積 の 主 要 な ハ ー ドウ ェア,

③ オ フ ィス にお け る原 デ ー タの 管 理 につ い て検 討 を行 って い る 。

㈲ デ ー タ管 理 の技 法 と ツール

第4章 で 管理 の方 法 につ い て記 述 したが,こ こで は 次の よ うな具 体 的 な技

法 と ツール の紹 介 を行 って い る。

① フ ァイル編 成 法,② デ ー タベ ー スの論 理 設 計,③ デー タベ ー スの 効率 評 価,

④DD/DSパ ッケ ー ジ,⑤OBE(Office-by-Example)

(6)デ ー タ保 護

デ ー タ保 護 は,デ ー タ管 理 の 重要 な側 面で あ る とい う見 地 か ら,デ ー タ保

護 の概 念 ・保 護対 策 の 分 類 を行い,こ れにもとづ き,技 術 的 な技 法 と して,①

識 別 ・認 証 技法,② ア クセ ス制 御 技 法,③ 暗 号化 技 法,④ 監 視(ジ ャーナ ル

と モ ニタ リング)技 法 を 明確 に し,ま た運 用管 理 の 方法 と して い くつ か の方



法 を紹介 している。

さらに,最 近,シ ステム監査が叫ばれている折か ら,デ ータ保護の観点か

ら,そ の必 要 性,実 態 及 び わが国におけ るアプローチの状 況を展開 してい

るo

(7)L社 の データ管理事例

前章 までは,デ ータ管理の標準的 な方法論 について記述 して きたが,デ ー

タ管理の方法に関 しては,・企業の経営方針,シ ステムの形態等で各種の態様

が考 えられ ることか ら,第7章 では具体的な事例 として,L社 をとり上げ,

会社 とシステムの概要,管 理す るデ ータの種類,デ ータベースの現状,デ ー

タ管理者の役割,デ ータ保護対策,文 書管理等一つの ポ リシーの下に一貫 し

た管理を行 っている状況を紹介 している。
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1.デ ー タ管 理 の概 要

データ管理 とい う言葉が最近,よ く聞かれ るようになったoこ れは情報 シ

ステムの部門だけでな く,事 務改善 の部 門やひいて は企業経営に携わ る人 々

か ら聞かれ るよ うにな ってい るo

い った い,デ ータ管理 とは どうい うことで,そ れは どの ような背景の下 に

登場 し,ど の よ うな狙いを もってい るのであろ うか。また,デ ータ管理 をこ

の ガイ ドで取 り上げ る意義や その範囲,視 点は何か。

この序章は,こ うしたデ ータ管理 につい て,そ の アウ トライ ンを述べ ,デ

ータ管理について全体的な イメージを明確 にす る とともに
,本 ガイ ドにおけ

る データ管理の意味付け とその アプローチについ て方向と視点 を定めた もの

で ある。

1・1デ ー タ管理 の 必要 性 と背 景

1・1.1情 報 化 と技 術 の 進 展

わ が 国 の情 報 化 の進 展 は 著 し く,通 商 産業 省産 業 構造 審 議会 の 資 料 に よ

る と,図1-1,図1-2の とお り,総 合 指 標 で み ると1970年 度 を基 礎

と して,1979年 度 で 約2.5倍 に達 し,1985年 度 では 約3倍 に な る と予

測 され て い るo

と くに 産 業分 野 に つい て現 状 を見 る と,1981年6月 末 の 汎用 コ ン ピ ュ

ー タ実動 状 況 は表1 -1の とお り
,91,603台,4兆2,585億 の規 模 に 達

して お り,わ が 国 の各 産 業分 野 で利 用 され て い る。

最 近,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンが 叫 ば れ,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タ ,

オ フ ィス ・コ ンピ ュー タの利 用 や 端 末機 の イ ンテ リジ ェ ン ト化 が 進 ん でい

る 。 この 状 況 を 日本情 報 処 理 開 発協 会 の 「コ ンピ ュー タ利 用 状 況 調査 」 及

び 「オ ン ライ ン化 調査 」 で み る と,表1-2,1-3の とお りで あ るo

ま た,労 働 省 の 調査 「昭和56年 度 職 業 別 労 働 力実 態 調査(事 務 管 理 部
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社会 ・生活の情報化
コンピュー タ系

汎用コン ピュータ

＼実端 数
'鋤 晶 晶 ＼

・・ツ… ぺ 叉主畦

輕誼
耐久 消 費 財
マイコン化率

POS端 末
出 荷 台 数

＼ 、、＼ 主こ

970
年度

{E宅用電話一
加入数

/VTR普及率

報/7/
新聞発行部数1

社会 ●生活の情報化
非 コンピュータ系

汎 用コンピュータ
実動台数

1論 台数

'

,ム ー≠

/＼

'//'

産 業 の 情 報 化
コン ピュータ系

産 業 の 情 報 化非
コンピュータ系

注① 情報化指標は、わが国の情報化

の進展 状況を測 るため、情報化を

もっと も表象す ると考え られ る27

指標をとり、1970年=icoと して

指数化 した もの 。

②27指 標は、さ らに産業分野 と社

会 ・生活分野 、 コンピュータ系と

非 コンピュー タ系に分け られて い

る。

③ 図 は、'過去10年 間の情報化 の進

展を指標別 に示 し、同時 に、今後

の情報化がいか なる様相で進展 す

・`る かを表わ してい る。面積の大 き

な指標は成長が著 しい ものである。

一1970
,1975,1979(実 績),1985,

1990(予 測)年 度(1970年 度 を100と し

た 指 数,常 用 対 数 表 示)

出所:通 商産業省 構造審議会 答申1982年

図1-1情 報化の進展 と予測
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3,5

30

2.5

社会 ・生活
コンピュータ系/

/

/ヱづ彦 芸テ
,/二づフ/産 業・非 コンピュータ系

,ジ多 乙"

2.
1970717273747576777879 1985 1990年 度

一分野別指標 の年度別推移 と

予測(1970年 度=100と した

指数,常 用対数表示)

出所:通 商産業省 構造審議会 答申1982年

図1-2情 報化総合指標

39

年

8a2(汎 用コンピェ一夕)

,'"6(オ ン,イ ンロ家蚕 即

'4乳2《t7tス コンピ輪」rタ》

〆4Zl《 ワーVプN7t)

謝二二之二瑠 ε微 誌甥

2蒙 翠 』kS22翌 翌 葦 葺 呈『.葦
(
予

定

∨

61
隼

出所=労 働省 「昭和56年 度

職業別労働力実態調査」

図1-3事 務処理機器別導入割合の推移
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表1-1産 業 別汎 用 電 子 計算 機 実動 状況

(昭和56年6月 末現在)(単位:金額 百万円)

コー ド

番 号
産'業 別 台 数 金 額

1セ ット

平 均

01 農 業 75 1,559 20.8

02 材 .・ 狩 猟 業
A-

.:』31 一335
'

10.8

03 漁 ・水産 ・養 殖 165 3,387 20.5
』04 1

鉱 業 138 4,576 33.2

05 建 設 業 1,844 47,893 26.0

06 食 品 3,110 73,471 23.6

07 繊 維 1,900 40,872 21.5

08 紙 ・ パ ル プ 730 15,282 20.9

09 出 版 ・印 刷 8U 35,551 43.8

10 化 学 ・石 油 3,183 156,614 49↓2

12
・
ガラス ・セ メン1 745 25,704 34.5

13 鉄 鋼 914 122,601 134」

15 金属製 品製造 1,525 49,421 32.4

16 機 械 1,781 75,525 42.4

17 電 気 機 械 4,046 447,319 110.6

18 輸送用機械製造 1,448 173,473 119.8

20 精 密 機 械 769 42,062 54.7

21 そ の 他 製 造 3,186 67,743 21.3

22 卸 ・小 売 ・商 事 38,337 614,837 16.0

24 金 融 6,040 679,877 112.6

25 証 券 277 63,377 228.8

26 保 険 520 137,598 264.6

27 不 動 産 230 4,293 18.7

28 運輸 ・通 信 ・報 道 2,852 112,947 39.6

30 電 気 ・ガ ス 375 64,411 171.8

一 サ ー ビ ス 業 7,255 337,464 46.5

32 (一 般 サ ー ビ ス) (3.963) (94,779) (23.9)

33 (情 報 サー ビス) (3,292) (242,685) (73.7)

34 病 院 575 19,924 34.7

35 大 学 1,045 127,162 121.7

36 高 校 443 9,205 20.8

37 そ の 他 学 校 249
『8

,333 33.5

38 地 方 公 共 体 1,408 94,886 67.4

39 政 府 691 140,279 203.0

40 政府 関 係機関 988 332,032 336.1

41 法 人団 体農協 .3,773 120,047 31.8

42 宗 教 法 人 33 1,066 32.3

43 分 類 不 能 111 7,470 67.3

合 計 9L603 4,258,593 46.5

出所=通 商産業省 「電

子計算機納入下取調査」
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表1-2

型 羽

'

禽 柏 尉

回

答

実

敵

オA
71
イ ク
ス
コ
ン

ピ

・ξ
ニ
コ
ン
ピ
ユ
8
夕

せ

の

飽

毎
ぺ
臼
笛
社
敦

◇

一 次 産 食 片

国者 吐 数% 2
100.o

0
0.0

o'o
.o

0
0.O

2
i

外国
吐 数
%

2
100.0

O
o.o

0
0.0

o
o.o

3,

針 u数
%

4
100.0

o
o.o

0
0.0

O
o.o

5

二 ま 右 京 計

国産 u蝕%
403
100.0

為
6.0

59
`4.6

9
23
栢

外田
社 蝕
%

142
100.0

7
4.9

`7
12.o

4
2.8

240

針
転 置
%

471'
100.o

8
6.2

'67

ハ4.2

13
2.8
肪3

三 次6皐 計

国者
吐 蝕
%

450
100.0

25
5.6

61
13.6

16
3.6
祇

外国
社 敏
・%

批
`00.0

.▼7

3.2

訂
12.2

7
3.2
訓7

計
吐 数
%

鋤
100.0

31

5ぼ

76

口.o
力
3.5

974

公 傷 計

口4 吐 蝕
%

"
)00.0

`
輻`

7
10.9

o
o.o

万

外u
吐 蝕
%

10

toO.0

o
o.o

2
20.o

1
10.O

ハ1

計
睦 且
%

70
1.00.0

1
L4 1。.1

1
1.4

.関

,

全 産 具 針

国産 吐 蝕
%

『
』 別 ら

Ioo.o

釦
5.4

1η
口.日

25
2.7
1.4"

外【∬
吐a
%

方6
1ω.o

"
3.7

4δ

t2・2

12
3.2

571

計
舷 舷
%

IJ'z⑨

100.0

61
5.4

、150

13.3

岱
3.1
1,920

オ フ コ ン ・ミ ニ コ ン利 用 状 況

(昭 和56年9月 末現在)

|

出所:日 本情報処理

開発協会 「コンピュ

ータ利用状況調査」

門)」(対 象898社)に よる と,図1-3の とお り,汎 用 コ ンピ ュ ー タ,

オ ン ライ ン端 末 装 置 の ほか,フ ァ クシ ミ リ,オ フ ィス ・コ ン ピュー タ,ワ

ー ドプ ロセ ッサ等 のOA機 器 の 利用 が か な り侵 透 してい る
o

また,こ れ らの 機器 に よ り処 理 され る デ ー タに 即 してい えば,デ ー タ ベ

ー スの構 築 が 行 わ れ ,企 業 内 部 の デ ー タのみ な らず,外 部 デ ー タを も蓄 積

利 用す る傾 向 に あ る。

こ う した デ ー タベ ー スは,本 社 だ け で な く,支 店,営 業所,工 場,研 究

所 とい った 部 門 に おい て も,ロ ー カル ・デー タベ ースが 開発 され,こ れ ら

の デ ー タベ ー スが 回線 で接 続 され,コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに よ る デ

ー タの 利 用 が進 ん で い る
○

この よ うに デ ー タベ ース化 を促 進 した 要 因 と して は,半 導体 技 術,デ ー

タ伝 送 技 術,ソ フ トウ ェア技術 等 各 種 の 技術 が 開 発 され,コ ス ト ・.パ フ ォ

ニ マ ンスの 向上 と相 侯 って, .広 く利 用 が 可能 とな って きた こ とが あ げ られ

る 〇
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表1-3端 末 機 の イ ン テ リ ジ ェ ン ト化 ・

(昭 和56年9月 末現在)

機 種 実 Kり Cプ 金 紙 パ キ ス 出 イ P 子
'漢
F 複 そ 合 構

Bン R
融 テ 「 ク カ ン 約 合

回 Pタ

つ/

T

そ 機
1 資

ア ツ

専 プ
用 リ

0
用 字

A 端 成

答

社

数

酩
ボ ブ

1ラ

ドィ

テ2

竈・
の

デ
イ

ス イ

関

用

端

末

プ
'ン

リ

|

ダ

/チ

しト

径
砲

プ ン

リ タ
ン も

タ 含

つ む
7)

S

端

末

特

殊

端

末

端

末

x

鑑

末

末

制

御

装

置

の

他 計

比

%

ノテン 記 入 社 数 469 191 361 63 61 32 .244 11 5 30 4 47 75

ンljト

イジ
業 種 毎 合 計 台 数 5,114 19,618 17,707 604 203 8,651 L891 1,245 199 92 811 4β07 60,442 59.5

ン エ 機種毎1社 当平均台数 26.8 54.3 28Ll 9.9 6.3 35.5 171.9 249.0 6.6 23.0 17.3 57.4 128.9

現

イ ジ 記 入 社 数 350 91 163 55 14 31 53 10 1 19 3 78 32

ン エ

テ ン
業 種 毎 合 計 台 数 4,124 4,224 23,319 325 1,505 980 287 6 140 4 2,633 3,550 4LO97 40.5

リ ト 機種毎1社 当平均台数 45.3 25.9 358.8 23.2 48.5 18.5 28.7 6.0 7.4 L3 33.8 110.9 117.4
A

在
記 入 社 数 595 25ブ 458 UO 73 59 285 19

.
6 47 7 ll4 102

計 業 種 毎 合 計 台 数 9238 23,842 4LO26 929 1,708 9,631 2,178 1,251 339 96 3,444 7,857 10L539 100.0

機種毎1社 当平均台数 35.9 52.1 373.0 12.7 28.9 33.8 ll4.6 208.5 7.2 13.7 30.2 77.0 170.7

ノテン 記 入 社 数 321 94 247
層

35 20 23 175・ 7 5 53 12 27 38

ン1川

イジ
業 種 毎 合 計 台 数 4,660 21,980 6,899 259 207 9,634 1,492 2,096 1,347 255 547 1,689 51,065 44.3

ン エ 機種毎1社 当平均台数 49.6 89.0 197.1 13.0 9.0 55.1 213.1 419.2 25.4 2L3 20.3 44.4 159.1

5

イ ジ 記 入 社 数 332 67 185 61 5 22 56 19 2 67 ll 82 23

年
ン エ

テ ン
業 種 毎 合 計 台 数 2,725 15,526 21,983 14 1,574 4㌔429 2,244 2,081 5,676 629 3,898 3,432 64,211

P-〔oo
J

リ ト 機種毎1社 当平均台数 40.7 83.9 360.4 2.8 71.5 79.1 U8.1 LO40.5 84.7 57.2 47.5 149.2 193.4

後
記 入 社 数 454 145 353 86 24 42 221 25 7 ll3 23 102 60

計 業^種 毎 合 計 台 数 7,385 37,506 28,882 273 1,781 14,063 3,736 4,177 7,023 884 4,445 5,121 ll5276

機種毎1社 当平均台数 9〕.9 106.2 335.8 11.4 42.4163.6|
149.4 596.7 62.2 38.4 43.6 85.4 253.9

出所:日 本情報処理開発協会 「オンライン化調査」

す なわ ち,大 量で高品質のデータの蓄積が行われ,こ れを検索す る ソフ

トウ ェアが開発 され,遠 隔地ヘ オ ンライ ンで伝送できるよ うにな ってい る。

データ自体 も,こ うした技術 の進展 によ り,従 来の数値情報だけで な く,

文 字 情 報,図 形 情報,音 声情報 とい った さまざまな形態で利用が行われ

る よ うにな ってきているo

1.1,2企 業経営におけ る情報価 値の増大

わが国の経済は,高 度成長期か ら2度 にわ たるオイル ・シ ョックを経て,

低 成長,安 定成長の時期に入 った と言われている。

このため,企 業経営 を厳 しく見直 し,減 量化を図るとともに新たな資源

と して情報 を有効に利活用す ることが 求め られてきてい る。
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本 社 部門 にお い ては,企 業戦 略 を決 定す るた め の情 報,計 画情 報,管 理

情 報 を,製 造 部 門 で は生 産 ・出荷 情報 を,販 売 部 門 では 営 業情 報 を,研 究

・開 発部 門 で は 製 品 開発 ・技 術 情報 をそれ ぞ れ 体 系的 に把 握 し
,迅 速 に 対

応 す る こ とが 必 要 とな って き てい る。

と くに,わ が 国 の よ うに貿 易 を主 体 とす る国 で は,企 業 戦略 上,諸 外 国

の 社会 情 報,企 業 情報,技 術 情 報が 広範 囲 に わ た り必 要 とな ってい る。 こ

れ らの情 報 を 処 理す るた め,コ ンピ ュー タを中 心 と した 技 術 の利 用 が 必 至

とな って お り,急 速 な情 報 化 の 一 因 とな って い る。

第1節 で 述 べ た よ うに,デ ー タベ ース として 各 種の 情報 を蓄 積 した り,

ネ ッ トワー クに よ り伝 送 した りす る シス テ ムの 構築 が,こ の よ うな企 業 経

営 の必 要性 か ら求 め られ て い る。

一 方 ,汎 用 コ ン ピ ュー タに よる機 械 化 と並 行 して,間 接 部門,事 務 部 門

の 生 産性 向上,経 費 の 削 減 を 目的 と し,オ フ ィス ・オー トメー シ ョン化 が

求 め られ る よ うに な って きて い るo例 えば,オ フ ィス ・コ ンピ ュー タや パ

ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タの導 入,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ に よ る文書 処 理,フ

ァ ク シ ミ リやEPDX(ElectronicPrivateBranchEx.

change)に よ る通 信の 多様 化,マ イ ク ロ フ ィル ムに よ る文 書 等 の蓄 積 保

管 とい った もの で,こ れ らは汎 用 コ ン ピュー タ処 理の 補 完 的 あ るい は 自己

完 結的 な機 械 化 とい うこ とが で きる。

オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンに よ る処 理 も また,デ ー タの管 理 とい う点

で は,よ り現場 に近 く,よ り多様 化 した もの で,企 業 経 営 の見 地 か ら意思

決 定 の 支援,事 務処 理 の 迅 速 化,ひ い ては経 費 節 減 につ な が り,強 力 に推

進 す る こ とが要 請 され て い る。

一部 の企 業 では ,す で に汎 用 コ ンピ ュー タ と これ らの オ フ ィス ・オ ー ト

メ ー シ ョン機 器 をLAN(LocalAreaNetwork)で 接 続 し,各

種 の デ ー タを処 理,伝 送 してい る とこ ろ も現 わ れ て い る状 況 で あ る 。
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1.2デ ー タ管理 の概念

1.2.1デ ー タ管理 の定義

一般 にデータ管理 とい う場合,デ ータとは何か,情 報 とどの よ うに違 う

か とい った点か ら明 らか に しなけれぼな らない。

JISC-6230「 情報処理用語」によると,デ ー タとは 「人間又は

自動的手段に よって行われ る通信,解 釈,処 理 に適す るよ うに形式化 され

た事実,概 念又は指令の表現」 と定義 され,情 報 とは 「データを表現す る

た めに用いた約束に もとつい て,人 間が デー タに割 り当てた意味」 と定義

されている。

つ ま り,デ ータは一定 の表現形式であ り,情 報 は何 らかの価値判断であ

る とい うことがで きる○ この意味で 「管理」 され る対象 とい う点では,ど

の よ うな価値判断 にも耐 え得 る意味で客観的には データの管理であ り,あ

る種の意図の下 に管理 され る とい う場合 には,主 観的な情報の管理である

とい うことがで きるo

JISC-6230も デ ータと情報 とは明確 に区分 して定義 してい るも

の の,処 理 とい う点では,「 データ処理」 と 「情報処理」は 同義語 として

扱 い,「 デー タに対 して行われ る演算の体系的実行」 と定義 している。

本 ガイ ドにおいても,デ ータと情報の差違については,JISに 準拠す

るこ ととし,管 理 とい う点では,デ ータ管理 も情報管理 もほぼ 同義語 とし

て とらえ,客 観的 にデータ管理,主 観的 に情報管理 とい う用語 を使用す る。

次に,「 人 間又は 自動的手段」 とい う点 については,つ ま りマニ ュアル

処 理か機械処 理か とい う点では,前 者を含 めるとデータ管理 の対象が広範

囲に拡が ること,本 報告書がEDPユ ーザのための ガイ ドであることか ら

専 ら後者に よるデータ管理 を対象 とす ることとした。

以上 のことか ら,本 ガイ ドにおいて,デ ー タ管理 とはrEDPシ ステム

または,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン機器(以 下 オフ ィス ・システムとい

う。)に よ り,あ る目的の ために データを収集 ・蓄積,処 理,伝 送及び利
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用 す る一連 の 行為 」 と定 義す る こ と とす る。

ま た,デ ー ダベ ー ス に関 しては,JISC-6230に よ る と,「 あ る

デ ー タの 集 合 の 一部 又 は 全部 で あ り,少 な くと も 一つの フ ァイ ルか ら成 る

デ ー タの集 合 で あ って,与 え られ た 目的 又 は デ ー タ処 理 シス テ ムを 満足 さ

せ る もの」 と定義 され て い る。

しか し,こ れ で は具 体 的 な イ メ ー ジを得 る の は困難 で あ り,そ こで

① デ ー タ定 義 及び デ ー タベ ースへ の ア クセ ス,管 理 の ア プ リケ ー シ ョ ン

・プ ログラ ムか らの 分 離

② 複 数 キ ーに よる ア クセ ス及 び フ ァイ ルの 結 合 が可 能

等 の観 点 か ら,DBMS(DataBaseManagementSystem)

に よ り管 理 され てい る フ ァイ ルの 集合 体 を,デ ー タベー ス と定義 し,そ れ

以 外 の フ ァイル を標 準 的 な フ ァイ ル管 理 シス テ ム と呼 ぶ こ とと した 。

1.2.2対 象デー タの種類

デ ータ管理の対象 データについては,ハ ー ドウェア ・ソフ トウェア等情

報化 の技術の普及度 に即応 して,さ まざまな種類 ・形態の ものが企業 にお

い ても,行 政機 関において も,蓄 積管理 され るよ うにな ってい る。

この ガイ ドでは,デ ータ管理の概念を上記の よ うに設定 した ところか ら,

対 象デー タを コンピュータ化 あるいはオ フィス ・システム化 された ものに

特定 し,次 の よ うに分類す ることとした。(図1-4)

① 文字情報………これは,日 本語情報処理技術 の進展に よって もた らさ

れ た もので,各 種の文献,記 事情報 な どが あ り,一 般企業では通常,

特許情報や技術関係文献 を蓄積 ・管理 しているo

② 数値情報 ………これは,EDPの 初期か ら処理 されているもので,統

計 データ,経 済 データな どがあ り,一 般企業では生産,販 売,在 庫

財務,経 営 など各種 の もの を大量 に処理 してい る。

③ 画像情報 ………これは,医 療や研究 開発 な どで使用 され る図形 ・静止
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④

⑤

⑥

画像を意味 し,心 電図,リ モー ト・セ ンシ ング写真などがあ り,一

般 企業では設計図がその代表的 なものであ る。

映像情報 ………これは,画 像情報 の一つの発展 したもので,静 止画に

対 し動画 を処理す るものである。現在では,ま だ企業で本格的に利

用す るには至 っていない。

音声情報………これは,人 間,自 然,機 械 などの発す る音声を蓄積す

るもので,一 般企業では入 力,出 力情報 を音声によ り処理す ること

で顧 客サー ビスの向上に利用 し ょうとい うものがみ られるが,現 状

は,そ の利用はあま り進展 してい ない○

そ の 他………その他の もの としては,例 えば,あ る種の触覚に よ り

情報 を伝送す るもの,と くに身体障害者 な どに対 し点字情報を表現

す るものな どが考 えられ る。

これ らは,デ ータ管理の対象 を情報 の種別か ら分類 した ものであ るが,

一方 ,利 用の形態か ら分類す ることも考 えられ る。

図1-4対 象 デ ー タの 分類
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これ は,デ ータの 特性 に よ り管理 の方 法 を 検討 す る場 合 に有 効 で あ る。

① 汎 用 コ ン ピ ュー タに よ り管 理す る もの

この 中 に は,DBMSやDD/DS(DataDictionaryand

DirectorySystem)に よ り管 理 され るい わ ゆ る デ ー タベ ーーース

に よる もの と,こ れ まで 行 わ れ て きた 単 な る フ ァイル 管理 シス テ ムやl

RS(lnformationRetrievalSystem)に よ り管 理 され る

も のが ある 。

そ の利 用 の 仕方 は,企 業 に よ り異 な り種 々の形 態 を と ってい る。

② オ フ ィス ・コ ンピ ュ ー タや パ ー ソナル ・コ ンピ ュー タに よ り管 理 され

る もの 。

これ は,汎 用 コ ンピ ュー タに よ り管 理す る もの と 同 じで,そ の 処理 量

が 小規 模 な もの,ワ ー ク的 な 意味 を もつ もの な どが あ る。

③ ワー ド ・プ ロセ ッサ に よ り管 理 され る もの

これ は,文 学 情 報 な どを フ ロ ッ ピィ ・デ ィス クに 蓄積 され る もので 内

容 の修 正,変 更,削 除 あ るい は伝送 等 手軽 に しか も低価 格 で 行 うと ころ

に メ リッ トが あ るo

④ マ イ ク ロ ・フ ィル ム ・シ ステ ムに よ り管 理 され る もの

これ は 比較 的 内 容 変 更 の行 わ れ ない デ ー タにつ い て,長 期 保 管 の見 地

か らあ るい は低 価 で 保 管す る とい う見地 か らと られ る方 式 で,文 字 ・文

書 ・文 献 か ら最 近 は 画 像,数 値 情報 まで蓄 積 され る よ うにな って い る。

しか も,コ ンピ ュー タに よ り検 索が 可 能 な もの と して処 理 され るよ うに

な って きて い るo

今 後,技 術 の 進 展 に伴 ない,光 デ ィス クな ど電 子 フ ァイル と して蓄積

され る もの 心で て くる と考 え られ る。

1.2.5本 ガイ ドに おけ るデ ー ダ管理 の 範 囲

以上 見 て きた よ うに,デ ー タ管理 の 内容 は,そ の 種 類,方 法,目 的 に よ

一11一



り非 常 に 広範 多 岐 にわ た ってお り,こ れ に どの よ うに ア プ ローチ し,と り

ま とめ るか は重 要 な課 題 で あ る。

委 員 会 に お いて,提 出 された 意 見 の概 要 は 次 の とお りで あ る。

・ ガ イ ダ ンス と しては,現 状の 技 術動 向を 紹 介す るもの で十 分 で あ る。

・ デ ー タ収 集 に 従事 す る人 が,デ ー タを どの よ うに マ シ ン ・リー ダ ブル

にす るか,そ の 指針 とす べ きで あ る。

・ デ ー タ管 理 とい う場 合 に,管 理の 意味 が 特 定 の 目的(例 えば経 営 の合

理 化)に 向 って の 手 続,方 法 で あ る とす れ ぼ,ツ ール に よる管 理 の 相 違

は 第 二 義 的 な議 論 で あ る。

・ デ ー タを 利 用,管 理 す る立場 で,効 率 化 と デ ー タの保 護 の 二つ の 観 点

か ら ア プ ローチす るo

・ 組 織 で 共 用 で きる デ ー タを ど うデ ータベ ー ス化 して管 理 す るか とい う

ア プ ロー チ に限 定す る 。

・DBMSに つ い て は,詳 細 な内容 を展 開す る こ とは 回 避す べ きで あ る。

・ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムに よ る管理 と対応 させ,オ フ ィス ・シ ス テ ム

に よる管 理 を どの よ うに 位置 づ け るかが 課題 で あ る 。

・ デ ー タの 管 理 者 は,必 らず し もDBA(DataBaseAdmini-

strator)に 限 らない の で広 くと ら えるべ き で あ る。

この よ うに,各 種 の 意 見 が 出 され たが,本 ガイ ドにお い て は,デ ー タ管

理 を経 営論 的 に と ら えるた め には,組 織 の特 性 に よ り利 用 の方 法,利 用 者

が 異 な り,デ ー タの特 異 性 の 問題 が あ り,困 難 な こ とか ら,次 の よ うにそ

の範 囲 を設 定 した 。

① 本 ガイ ドの 対 象 は,汎 用 コ ンピ ュー タ ・シ ス テ ム とオ フ ィス ・シス テ

ムを含 め て デ ー タ管理 に 関 し,責 任 を 有す る マ ネ ー ジ ャの業 務 に焦点 を

しぼ る。

② そ の 方法 論 と して,デ ー タの 効果 的 な利 用 ・管 理,デ ー タの保 護 の 二

つの 立 場 か ら ア プ ロ ーチを 行 う。

一12一



③ また,汎 用 コンピュータ ・システムに よるデ ータ管理を中心 として,

データベースに重点を置 く。

④ しか し,オ フィス ・システムによるデータ管理を含めることか ら,両

者の関連に十分留意す る。

⑤ 技 術動向は,デ ータ管理者に必要な最少限度のものを紹介す る。

⑥ 組織 によるデー タ管理の差異 を考慮 して,極 力事例を収集 し,参 考 に

供す る とともにその課題,今 後の方向を検討す る。

この結果,こ の ガイ ドの構成 を次の ようにとることとした。

① デー タ管理の現状

② デー タ管理の体制

③ デー タ管理の体系 と方法

・コンピュー タ ・システムによる管理

・オフ ィス ・システムによる管理

④ データ保護

⑤ デー タ管理の技法

⑥ 事 例研究

す なわち,各 企業 におけ るデータ管理の現状について アンケー トと ヒ

ア リングによる調査 を実 施 し,そ の状況を踏 まえて,体 制 と方法を明 ら

かにする とともに,デ ータ保護 とデータ管理の技法に関 し,技 術的に検

討 を加 え,こ れ らの総括 として先進 企業の事例を ピックア ップして紹 介

しているo
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データ管理 の現状 と課題
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2、 デー タ管理 の現 状 と課 題

情報処理関連技術の進歩は,機 器及び応用技術の多種 ・多様化,機 器の低

廉 化を実現 した。この ことが企業のEDP化 の適用範囲を広げ,情 報 システ

ム部門の関与す る業務対 象を拡大することにな った。

その対象 とす る業務は,基 本事務業務で ある財務 ・人事 ・販売 ・物流等の

範 囲を越 え,経 営計画 ・市場調査 ・研究開発 ・試作等へ と幅広 くな って きて

い る。情報 システム部門の取扱 う業務の性格が,企 業経営の戦術的な面を把

握 す るものか ら,戦 略的 な面を捉 えるものへ と変 ってきてい るわけであ る。

また,EDP化 の適用範囲が拡大す ることに よ り,情 報 システム部門が情報

資 源 として管理す るデータの量 は,膨 大な もの にな ってきてい る。

一方情報処理技術面では,統 一的集約的 なデータ管理技術 としてのDBM

S,そ の管理者 としてのDBAの ような管理技術面における新 しい技術や概

念が普及 しつつある。反 面,オ フィス ・オー トメーション機器によるデータ

管理 ・ユーザ部門 によるデータ管理 あるいは分散処理指向とい うよ うな,集

中管理に対立す る形態の管理方法が 出現 しつつあるo

この ような環境変化の中で,企 業の情報 システム部門はその取扱 うデータ

を,ど のよ うな体制 ・方法で管理 してい こ うとしているのであろ うか○

本章では企業の情報 システム部門におけるデータ管理に関す る現状 と課題

について,調 査結果 にもとづ き報告す る。個 々の問題点の解決策及び具体 的

な方 向付けは,3章 以下の各章で示す 。調査は ア ンケー ト調査,事 例研究,

企 業への訪問 ヒア リングに よった。 ア ンケー トは126社 か らの回答を得 た。

訪 問 ヒア リングの対象企業は アンケー ト回答企業の中か ら12社 を選んだ。

問題 の性格上,選 択式設 問の回答数を集約 したものよ りも,自 由記述及び,

ヒア リング結果の中か ら整理 した ものの方に,興 味深 く多 くのユーザが首肯

され る情 報 が多か った よ うに思われる〇
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2.1コ ン ピ ュー タ化 の現 状 と計 画

デ ザ イ ン ・オ ー トメー シ ョン,フ ァ ク ト リ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,オ フ ィス

・オ ー トメ ー シ ョ ン とい う言葉 が宣 伝 され る中,企 業が 管 理す る コ ンピ ュー

タ化 され た デ ー タの範 囲,即 ち業 務 種 別,は どの 程 度 の もの に な って い る の

か 。 ま た,管 理 対 象 と して い るデ ー タの 形態 は,従 来 の数 値 デ ー タの コ ンピ

ュ ー タ化 か ら文 字 ・文書 ・文 献 デ ー タ,図 形 ・画 像 デ ー タ ・音 声 デー タの コ

ン ピ ュー タ化 迄,ど の程 度 企 業 の 中 で実 現 され てい るか 。 さ らに,デ ー タ ・

ベ ース化 が ど うい う業 務 を対 象 と して実 現 して お り,広 が ろ うと してい るの

か 。 これ らにつ い て 調査 した 結果 を報告 す るの が この節 の 目的 で あ る。

2.1.1コ ンピュー タ化デー タの形態 と範囲

調査では,コ ンピュー タ化 データの形態 として,数 値データ,文 字 ・文

書 ・文献 データ,図 形 ・画像 データ,音 声 データ,そ の他(映 像等)デ ー

タとい う区分を行 ない,且 つ それ らが企業の ど うい うレベル迄浸透 してい

るかを知るため,利 用 レベル として本社,工 場,研 究所,支 店 ・営業所 と

い う階層分 けを行ない,企 業の主 として情報 システム部門が管轄 している

範 囲で,ど の程度迄それぞれの形態の利用が進んでい るか を答 えても らっ

た○ また,そ れ らが本社 の どの様な業務種別で実現 されているかを知 るた

め,業 務種別 として経営 ・企画 データ(経 営計画,新 商品企画等),研 究

開発 デー タ(研 究,開 発,試 作等),販 売営業 データ(市 場調査,観 客管

理 計画,販 売,配 送等)財 務 データ(財 務計画,資 産管理,原 価計算,経

理 等),人 事 データ(人 事管理,採 用計画等)総 務 データ(総 務 ・法務等)

渉 外 データ(株 主総会,環 境保全等)を 設定 した。

(1)デ ータ形態 と管理階層

図2-1に 管理階層毎のデータ形態別保有状況を示す。

① 数値 データ98%122社 が本社で データ保有 を している。

また,工 場及び支店 ・営業所 において もデータ保有がそれぞれ60
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社 ・56社 におよんでお り,企 業における コンピュータ保有の増 大 と

分散処理の実態 を うかが えさせ る。 ・(参照,図2-2,事 業所 当 り実

台数)

② 文字 ・文書 ・文献 データ 本社においても既に45%の 企業が こ

の形態のデータを保有 している。また,工 場,支 店 ・営業所が6%

程度であ るのに対 して数値 データの保有では劣 っていた研究所が11

%と ほぼ倍近 くな っている。これは技術文献の情報が中心を 占めてい

ると思われ る。

③ 図形 ・画像デ ータ26%の 企業が本社 において この形態 のデー

タを保有 している。

工場,研 究所 にお いて もそれぞれ10%,13%程 度の企業が保 有 し

て いるoフ ァク トリ ・オー トメーシ ョン,デ ザイ ン ・オ ー トメーシ ョ

ンの萌芽が うかが える。

④ 音声 ・その他1社 の回答があ ったのみ。音声 の利用 による配送

セ ンタ業務の省力化等 マスコ ミに言われてい るが,実 デー タとして

保有 し,何 らかの業務に適用 している企業は皆無で ある。 入出力機器

・蓄積媒体の低廉 化,応 用技法の発展が必要な分野 と言 える。

(2)デ ータ形態 と対象業務種別

図2-3に 本社における業務種別毎のデータ形態別保 有状況を示す
。

① 数値 データ

基本事 務業務であ る販売 ・営業 データ,財 務 デー タ,人 事 データに

つ いては90%以 上 の企業が保有 している。企業経営の戦略 的な面 を

補 佐す る経営 ・企画,研 究開発業務のデータはそれぞれ55% ,30

%迄 保有す るに至 っている。それぞれの企業 における コ ンピュータ利

用の歴史が反映 して と思われ る。即ち,先 ず基本業務のEDP化 が実

行 され・実績 データの蓄積の後に,企 画,研 究開発業務のEDP化 を

推進す る とい うパ ターンが データ保有状況か らも うかが える。
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デ ー タ 区 分

本 社

工 場

数 値 文字 ・文書 ・文献 図形 ・画像 その他(映 像)
.一

I
l
l
|

98.4(122) 45.2(56) 25.8(32)

l

I

I

.

一

一'一

一"'

48.4(60)
6.5 8.1

(8)(10)
" ,

1'ノ
,"
,'!'!

,'"

113105
(14)@3)

!!ノ

ノ

,ノ ノ

そ の他
一〇.8(1)

O、8(1)

研究所 298(37)

＼ 、 ・、:
　 　

＼ 、＼i

支店 ・

営業所
452(56)

56

(7) 0.8(1)
N=124

注)Oの 数字 は回答数,

Nは 回答社数

図2-1デ ータ形態別保有状況

4台 使 用

44事 業 所

(1.2%)
3台 使 用

152事 業 所

(4.1%)

2台 使 用

577

事業 所

(15.6%)

5台 以上 使 用

42事 業 所

(1.1%)

2,883事 業所

(78.0%)

出所:産 業能率大学

「第10電 子 計算機導入

実態調査報告」

図2-2事 業 所 当 り実 動 コ ン ピ ュ ー タ 台 数
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② 文字 ・文書 ・文献 デ ータ

全般 的に業務種別 の相対的な関係は数値 データと似た傾向であ る。

一部 データの性格上総務 データ ・研究開発 データが多いが
,全 体的に

見れば まだまだ緒についたばか りの感がある。(1)項との関係で見 ると,

56社 の企業がそれぞれ1～2業 務で保有 している程度であろ う。

③ 図形:画 像 データ

(1)項との関係で見 る と,32社 の企業がそれぞれ経営企画,研 究開

発,販 売営業,業 務の いずれか1業 務 で保有 している状況であ る。 ヒ

ア リング企業の中に,図 形処理 システ ムによる建築設計 を実施 してい

る企業 があ ったが,こ れ な ど研究開発 データの図形デ ータ化の好例 と

言 える○

④ 音声 ・その他

保有状況は皆無であるo(1)項 で述べた様 に関連技術の進歩が望 まれ

る分野で ある。

2.lr2デ ー タ ベー ス化 の範 囲

2.1.1に お いて コ ンピ ュー タ化 され てい るデ ー タの対 象 とす る業 務 種 別

を 見 たが,こ こでは,更 にそ れ らが どの程 度 デ ー タベ ー ス化 され てい るか

を 調 べ てみ たoア ンケ ー ト調査 で は各 企業 の本 社 に おい て 運用 中,開 発 中,

あ る いは 計 画 中 の デ ー タベ ース に関 して,デ ー タベ ース総 個 数,そ れ ぞ れ

の デ ー タベ ー ス名,デ ー タベ ー ス毎 の主 な デ ー タ項 目名,件 数 ,デ ー タ量,

目的(計 画 ・管 理 ・実 施 の いず れ の形 態 か)に つ いて 回答 して も ら った 。

(1)普 及 度

本 社 にあ る デー タベ ー ス個数 の分 布 は,表2-1に 示 す とお りで あ る。

126社 中40社32%は ま だ デ ー タベ ース を保 有 して い ない 。

保 有 して い る企業86社 の 内68社79%(全 体 の54%)が,そ の

個 数 が6個 以 内 で あ り,21個 以上 保 有 の 企 業 の 内13社15%(全 体
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の10%)(図2-3)で しか ない 。

ま た,産 業 能率 大学 で 調査 した オ ン ライ ン ・リアル タイ ム処 理 を 行 な っ

て い る事 務 所 の比 率 は(図2-4)約57%と 本 調査 で 得 た デ ー タベ ー

ス保 有企 業 比 率68%と は近 似 した数 字 とな ってお りデ ー タベ ー ス化 は

オ ン ライ ン ・リアル タイ ム処 理 を一 つ の契 機 と してい る とみ れ る。

デー タ区 分

数 値 文字 ・文書 ・文献 図形 ・画像

、、

、

経営 ・企画 デー タ 549(67)
4957
6)(7)

研究開発データ

,/一'J/'/
',〆'

,''
ノ,

295(36) )

」4

0

6

2

1

(

139

(17)

販売 ・営業 デ ー タ
934(114)

230

(28) )
0
1
9
1(

財務データ 959(117)

''

''
〆'

〆

ノ

'

/

'
'

,""

　　

(9)O.8(1)

人事データ
926(113) )

ユ

6

3

1
1
(

総務データ 303(37)
139

(17)

渉外デ一夕

ノ'
'

'
''"

!

'""!
'

!

'
1

一
'

繍

図形 ・画像

1.6(2)

N=122

注X)の 数 字 は回答数,

Nは 回答社数

図2-3本 社 における対象業格別 データ保有状況
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表2-1本 社 にお け る デ ー タベ ー ス保 有状 況

本 社 に あ るデ ー

タベ ー ス個 数
会 社数(N)

0 40

1～2 36

3～4 20

5～6 12

7～8 1

9～10 2

11～15 1

16～20 1

21～ 13
N・=126社

これ を裏 付 け る デ ー タ と して デ ー タ ベ ー ス化す る場合 の重 要 な意 志 決

定 ポイ ン トの1位,2位 に デ ー タ処 理 の効 率 性,使 い勝手,オ ン ライ ン

・シ ス テ ムで 使 用 す るか ど うか とい うオ ンライ ン ・リアル タイ ム処 理 に

関係 す る点 が あげ られ て い た。

(2)対 象 業務 と規 模

対 象 業 務種 別 毎 の デ ー タ ベ ー ス数 を,運 用 中 ・開発 中 ・計 画 中 の区

分 けで ま とめ た もの が 表2-2で あ る。 また,デ ー タ ベ ー ス の 規模 を

デ ー タ件 数 か ら見 た のが,図2-3で あ る。

開発 中 ・計 画 中 を含 め る と回答 企 業 は98社 とな って い る。 表2-1

にあ る よ うに,デ ー タ ベ ー ス を現 在保 有 して い る企 業が86社 で あ る

こ とか ら,こ れ か ら デ ー タ ベ ー スを も と うと してい る企 業 が12社 あ

る こ とが わ か る。 業 務種 別 毎 の デ ー タ ベ ー スの個 数 は,図2-3本 社

にお け る対 象 業 務 別 デ ー タ保 有 状 況 とま った く異 な った傾 向 を示 してい

る。 図2-3で は,販 売 ・営 業 デ ー タ,財 務 デ ー タ,人 事 デ ー タが,ほ
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OlO2030405060708090100%o

lllllllllll

53年 度 1,557 930 163 219 N==3,001

54年度 1,614 1,271 180 291

55年 度 1,424 1,533 165 334

56年 度 1,164 1,886 1 377

N=3,476

120

N=3,573

117

N=3.682

112

57年 度 936 2,096 B5438 N=3,6
:、93

1 1 1 一 その
オフラインパッチ処 理 オ ンライ ン ・ インライン処 理

リアルタイム処理 リ
モートバッチ処 理

出所:産 業能率大学

「第10電 子計算機導

入実態調査報告書」

図2-4処 理形態 別事業所数の推移(各 年 とも3月 末現在)

ぼ同 じ程度の企業で保有 されていたが,こ れ に対 してデ ー タ ベ ー ス化

され ている業務は,表2-2に 見るように販売 ・営業デ ータが群を抜い

ているo人 事 データ,生 産 データ,財 務デ ータが これに続 いてお り,デ

ー タ ベ ー ス化の 目的の一端が ここにもうかが える。即ち,販 売 ・営業

データのよ うな 日々の取引を迅速に処理 し,時 々刻 々とかわる在庫情報

を的確に把握す ることによ り取引の機会損失を少な くす ることが必要な

もの,ま た人事 データの よ うなデータの一元化を し重複 を排除す ること

に より使い易 さを促進す ることが必要なものが,デ ー タ ベ ー ス化の対

象 としてまず取上げ られ ている。
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計 画 ・管理 ・実 施 の視 点 か らみ る と,や は り管理 ・実 施 の 目的 で の デ

ー タベ ー ス化 が ほ とん どで あ る
。計 画 を 目的 と した デ ー タベ ース化 は,

経 営 ・企 画 デ ータに 一部 見 られ るだ けで あ る。 開発 中 ・計 画 中 の もの を

見 て も,や は り管 理 ・実 施 を 目的 に した ものが 多 く,計 画 を 目的 に した

も の は 少 ない 。

デ ー タベ ー スの規 模 を件 数 で見 る と5万 件 以下 の デ ー タベ ー スが55

%と 半 数 以上 あ るが,一 方50万 件 以 上 の デ ー タベ ー スが16%程 度 と

大 容 量 デ ー タベ ー スの 構築 が な され つ つ あ る。 但 し.こ の 大 容 量 デ ー タ

ベ ー ス化 され て い る分 野 は,販 売 ・営業 デ ー タ,生 産 デー タ とい うオペ

レー シ ョナル業 務の 分野 が ほ とん どで あ る。

開 発 目的及 び 対 象業 務 の いずれ の面 か らみ て も,デ ー タベ ー ス化 の現

在 の 対 象 は,オ ペ レー シ ョナル な面 が 主 流 と言 える〇
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表2-2対 象業務別デー タ ベ ースの保有状況

、
業務種別 ＼

運 用 中 開 発 中 計 画 中

計画 管理 実施 その他 計画 管理 実施 その他 計画 管理 実施
その他

経営 ・企画

デ ー タ

(24)

19 2 3

3 10 3 3 0 0 2 0 1 1 0 1

研 究 開 発

デ ー タ

(10)

7 2 1

0 4 3 0 0 2 0 0 0 1 0 0

販 売 ・営業
デ ー タ

(131)

117 7 7

4 43 47 23 1 4 1 1 0 2 1 4

財 務

デ ー タ

(39)

31 6 2

0 16 9 6 1 1 0 4 0 2 0 0

人 事
デ ー タ

(54}

37 7 10

0 22 12 3 0 4 1 2 1 7 0 2

総 務
デ ー タ

(4)

4 0 0

0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

渉 外

デ ー タ

(0)

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生 産

デ ー タ

(45)

34 4 7

0 11 10 13 1 2 0 1 1 2 3 1

文 献

デ ー タ

(5)

3 1 1

0 0 1 2 0 1 0 0 0 1 0 0

そ の 他

(5)

4 1 0

0 2 1 1 0 1 0 0 o 0 0 0

(注)回 答98社
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表2-3デ ータ規 模 別 デ ー タベ ース数

データ規模

業務種別

～

1万 件

～

5万 件

～

10万 件

～

50万 件

～100

万件 未満

100万 件

以 上

経 営 ・企 画 デ ー タ 7 4 1 5 0 0

研 究 開 発 デ ー タ 2 2 0 2 0 0

販 売 ・営 業 デ ー タ 21 18 9 24 6 23

財 務 デ ー タ 9 8 2 3 1 1

人 事 デ ー タ 17 10 3 3 0 0

総 務 デ ー タ 1 2 0 0 0 0

渉 外 デ ー タ 0 0 0 0 0 0

生 産 デ ー タ 8 10 0 8 2 2

文 献 デ ー タ 0 0 2 1 0 0

回答98社

2.2デ ーダ管理 の体制

データの管理体制 としては,単 一部門例 えば情報 システム部門のみで集中

的に管理す る体制 と複数部門による分担管理集 中管理統括者の様な位置付け

の ものを設ける体制及び複数部門による完全な分担管理体制の3形 態が考 え

られる。本調査では,集 中管理体制(単 一部門による管理)か 分担管理体制

(複数の部門で分担 して管理)か の2者 択一設問を先ず行ない,更 に集中管

理体制あるいは分担管理体制で も集中総括管理者が いる場合その管理者の管

轄す る業務 内容を複数項 目か ら選択す る設 問を した。また,分 担管理の場合,

部門間の相互連携の方法 として どの様 な手段 を用いているか,現 在の データ

管理体制に どの様な問題点 あるいは課題がある と見ているかを 自由記述 して

もらった。
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2.2.1管 理体制の形態 と集中管理者 の役割

管理体制につ いて回答 した企業は,121社 で この うち69%の83社

が集中管理,残 り31%の38社 が分担管理で あ った。

集 中総括管理者の業務 内容を大 き く管理的要素 と技術的要素に分け,そ

れぞれ回答 して もらった ものが図2-5,図2-6。

%

項 目 1020304050607080
1`1``1ll

デ ごタ ・ファイルの物理環境 の管理 8副8・)1

フ ァイル運用 の効率化 74.7(7・ 口

各種運用標準(i基準)の 設定 747(7・[

フ ァイル要求の受付,割 当 737(70)1

オ ンライン,TSS等 の システムの管理 7・6(68)1

通信回線の管理 66.3(63)1

各種計画の立案(開 発計画,予 算計画,
要員計画等)

5・β(49)1

機密保護レベルの設定 50.5(48)

フ ァ イ ル や デ ー タ の 利 用 に 関 す る コ ン サ

ル テ ー シ ョ ン
463(44)1

デ ータの内容 の管理 442(42)1

デ ータの利用の管理 42ユ(40)1

そ の 他
]・ ユ(・)

N=95

注)()の 数字 は回答数,Nは 回答社数

図2-5集 中総括管理者の役割 一管理的 な要素
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%

項 目 1020304050607080
`■1`lII|

フ ァ イ ル の バ ッ ク ア ッ プ や リカ バ リ 85.6(77)

フ ァ イ ル 構 造(デ ー タベ ー ス で あ れ ば ス

キ ー マ,サ ブ ス キ ー マ 等)の 設 計 60.0(54)

フ ァイル編成法 の選択(直 接編成,順 編

成,デ ータベ ース等)
589(53)

システムの効率 評価 589(53[

ア プ リケ ー シ ョ ン プ ログ ラ ム の 設 計 544(49)1
フ ァ イ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シス テ ム

(DNMS,IRS等 を 含 む)
…(・ ・)1

パ ス ワー ドの付与 400(36)1
デ ー タ ・デ ィク シ ョ ナ リ/デ ィ レ ク ト リ

の 作 成 ・管 理
344(31)

デ ータの暗号化
コ ・・(・)

そ の 他
]・ ・(・)

N=90注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-6集 中総 括 管 理者 の 役 割 一技 術的 な要 素

(1)管 理 的 な要 素

業 務 と して アサ イ ンされ て い る もの で 比 率 の 高 いもの は,「 デ ー タ フ

ァイ ルの 物 理 的 環境 の 管 理 」,「 フ ァイ ル要 求 の受付 ・割 当」,「 フ ァ

イル運 用 の 効 率化 」 「各 種 運用 標 準 の設 定 」,「 通信 回線 の管 理 」,「

オ ン ライ ン ・TSS等 の シス テ ムの 管理 」で あ るoこ れ らは コ ン ピ ュー

タの物 理 的 な環 境 管理(資 源 管 理)で あ る。

また,「 デ ー タの 内 容の 管 理 」,「 フ ァイル や デ ータの 利 用 に 関す る

コ ンサ ル テー シ ョン」 ,「 各種 計 画 の 立 案 」,デ ー タの 「利用 の管 理 」

の 業 務 は,コ ン ピュー タ運 用管 理 者 の 管轄 で は な く,ど ち らか とい う と

ア プ リケー シ ョ ン開発 管 理者 が み て い た もの で あ る。

これ が 集 中 総 括管 理 者 の業 務 枠 の 中 に幾 分 で も入 って き た とい うこ とは,

集 中総 括 管 理者 の責 任 の広 が りを示 し,ま た,こ の様 に しなけ れ ば 全 般
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的な 管 理が な し難い環境 にな りつつある と言 える。

(2)技 術的な要素

この面の業務の中で,管 理的な要素 と同程度の高い比率を示 した もの

は,「 フ ァイルのバ ックア ップ ・リカバ リ」のみであ る。

これは コンピュータ運用管理者の基本業務であ り,そ の他の業務は アプ

リケーシ ョン開発管理者 とパ ッケージ評価技術 スタ ッフ等が共同作業的

に遂行す る業務 と言 える。 これ らが集中総 括管理者の業務枠の中 にかな

りの比率で含まれて きていることは,管 理的要素で見た と同様,集 中総

括管理者の権限幅の拡大 と同時 に,責 任の増加を示す ことにほかな らな

いo

(3)集 中総括管理者の位置付け

集中総括管理者の職 能は,図2-5,図2-6に も見 られ るよ うに幅

広 くとらえられているoし か しなが ら,そ の職能の重点は管理的な要素

にあ り,技 術的な要素の委任度 は管理的 な要素に比較 して低 いが,各 企

業 においてデ ー タ ベ ー ス資産が増加す るにつれて,集 中総括管理者の

DBA的 業 務の重要性が増す と考 えられ る。従 ってDBAと 集中総括管

理者 との業務分担 ・相対 的な関係の整備 ま,今 後の重要 な課題 となろ うo

2.2.2分 担管理

分担管理 を選択 した企業数は38社,そ の 内9社 は集中総括管理者 をお

いてお り,残 り29社 が完全な分担管理体制 を とっている企業 である。

これ らの企業が部門間で どの よ うな業務分担を してい るか を整理 したの

が図2-7で あ る。 どの業務に対 して も,回 答企業数38社 を越 えてい る

ことか ら,業 務の分担管理だけでな く同一業務の複数部門管理 の実態が う

かが える。物理的な管理は運用部門 ・管理部門,フ ァイル設計は開発部門

とい う結果は業務の性格か ら当然であろ う。 しか し,デ ータ利用の管理 に

関 しては,絶 対 的 に どの 部 門 がや るべ きで あ るとい う明確 な傾向はでな
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か った。複数部門間で相互調整 しなが らとい うのが実態であろ う。データ

内容の管理に関 しては,業 務データに対す るユーザ部門の権限の大き さが

うかが えるが,開 発部門 ・運用部門へ の責任の付与による分担管理 ・相互

調整の傾 向 もみ られ る。

以上 の ように,同 一業務 に対 しても複数 部門管理 しているのが実態であ

った。それでは この よ うな分担管理を行な うにあた って部門間で どの よう

な連携 を とっているかを集約す ると以下の よ うな結果 とな った。

① 必要に応 じた会議連絡会の開催(8社)

② 標準化 され た文書 ・申請書 による連絡 と定例会 ・連絡会の併用(7社)

③ 標準化 マニ ュアル ・業務依頼文書等に よる連絡(6社)

④ 定例会(週 単位 あるいは全部門の機械化委員会),連 絡会の開催(5

社)

⑤ 問題が発生すればその都度部門責任者間で話 し合い実施(3社)

物理的な管理 ファイル設計等 データ内容の管理データ利用の管理

開発部門

運用部門

ユ　ザ部門(
5)

保守部門工
、。)

;/!!',!",''" '''"`
ノ プ,''"" '

,'

、
、、
、
、 、
、

、 、 、
、 、

368(14) 289(11'237(9) 395(15)

1'、 、 、、'、 、

1,、 、 、 、 、

1ノ 、、 、 、
1'、 、 、 、
.,、 、 、

,、

、＼

237(9) 89.5(34) 316(12) 31.6(12)

、'
1、 、、10.5,"、'
1、 、、、(4),'"
1、 、,'

、,'

"
"
"

"
"
,''

""

"
'

632(24)
t
316(12) 316(12)

i5<(2ン///・//
L"

132

(5)

、

579(22) 447(17)

■,

図2-7分 担管理の 内容

N=38

()の 数 字は回答数,Nは

回 答社数
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2.2.5現 在のデータ管理体制 における問題点

現在の データ管理体制 にお ける問題点 ・課題の設問に回答 した企業は,

54社 である。

デ ー タの管 理 そ の もの に関 す るものが計30件,管 理体 制に関す る も

のが計17件 と,こ の二つに問題点が集約 され てい る。データの管理に関

しては,デ ータの機密保護 ・オープン使用時のデータ管理があげ られてお

り,エ ン ド・ユニザ利用の広が りへの対応 を迫 られている状況がわか る。

管理体制に関 しては信頼度の高い分担管理についてが多 く指摘 されてお り,

先の定例的調整連絡会議 を設けた として も,分 担管理体制では,責 任の所

在のあい まい さ,信 頼度 の高 い管理体制の確立 のむず か しさが生ず る可能

性 を示 している。

データ管理責任者の

不在(4)

頼度の高い分

担管理体制の確

立
47,1(8)

デ ー タの機 密 保 護

が 十 分 にな され て

い ない

33.3(10)

回答数=61回 答社数58社

注)()の 数 字は回答数

図2-8デ ー タ管理体制にお ける問題点 ・課題
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2.5デ ー タベ ー ス及 びDD/DS.

デ ー タ管理 技 法 と して のDBMS及 びDD/DSの 利用 実 態,利 用 して行

く上 で の 問題 点,選 定 の ポ イ ン ト等 につ い ての 調査 結 果 を報 告す る。

2.3.1デ ー タベ ー ス化 の基 本 方針

前 出 の 表2-1に み る よ うに,ア ンケー ト調 査 企 業 の 内約68%が デ ー

タ ベ ー ス を 保 有 し て い る 。これら の企 業 が 管 理 しよ う とす るデ ー タを デ

ー タ ベ ー ス 化 す る場 合 の意 志 決定 の ポイ ン トは ,図2-9に 見 られ るよ

うに多 くの要 素 が あ る○ しか しなが ら 「デ ー タ処 理 の効 率 性 ・使 い 良 さ」

「オ ンラ イ ンで 使 用 す るか ど うか 」 「デー タの一 元 化 ・共 用 化 」 「デ ー タ

の 一元 管 理 」 の上 位4回 答 がほ ぼ全 体 の60%を 占め てい る。 これ らは 一

般 的 に デ ー タ ベ ー スに 最初 に期待 す る効用 で あ る。 他 に デ ー タ保 護 の た

め,「 メ ンテナ ンス及 び リカバ リの容 易性 」 の よ うな デ ー タ保 護管 理機 能,

へ の期 待 が挙 げ られ てお り,こ の 機 能 の 重 要 性 が うか が えるoな お,オ

ンライ ンで使 用 す るか ど うかの 中 に 「エ ン ド ・ユ ーザ に オ ンライ ンで 積極

的 に デ ー タを利 用 して業 務 に役 立 て て も ら う」 とい う意見 が 多 く,エ ン ド ・

・ユ ーザ の ニー ズへ の 対応 に取 組 む情 報 シス テ ム部 門 の前 向 きな姿 勢 が感

ぜ られ た 。

2.5.2デ ー タベ ー ス 運 用管 理 の 問題 点 と今 後 の計 画

デ ー タベ ー スの運 用 ・管 理面 にお け る問題 点 及 び 今 後 の 計画 に つ いて は,

そ れぞ れ 図2-10,図2-11の よ うな 回答 を得 た 。

「運 用 管 理体 制 が 不 十 分 」 とい う体 制 に 関す るそ の ものず ば りの指 摘 が あ

るが,そ の ほか で は 「デ ィス ク ・メモ リ等 コ ン ピ ュー タ ・リソースの 増 大 」

「ア クセ ス タイ ム,レ ス ポ ンス タ イ ム等 の低 下 」 と い う物 理 環 境 管理 面 に対

す る運 用管 理 体 制 上 の 問題 が 上 位 を 占め た 。 また 「バ ックア ップに ロー ド

が か か る 」,「 運 用 管 理作 業 の 増大 」 は運 用 上 の 問 題 で あ り,さ らに 「デ
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%

項 目 5101520
`III

デ ータ処理 の効率性,使 いよさ 214(15)

オンライン・システムで使用す るか どうか 20.0(14)

デ ータの一元化 ・共用化15.7(11)

デ ー タの一元管理 129(9)

デ ータの性質 ・構造 11.4(8)

メンテナンス及び リカバ リーの容易性 10.0(7)

データの利用頻度8.6(6

デ ータの重複性の排除 7ユ(5)

デ ー タの保護 7.1(5)

システムの柔軟性 ・拡張性 7.1(5)

システム開発 の容易性,ア プ リケーショ

ンプ ログラム開発 の工数削減等
7.1(5)

・ス ト・パフォーマンス=亟 コ

発生デー糧 コ29(2)

アプ リヶーシ。ンサイ ドの必要性 コ29(2)

そ の 他 214(15)

N=70

注)()の 数字 は回答数,Nは 回 答社数

図2-9デ ータベース化の意志決定の ポイ ン ト

ータ要素 ・定義用語の統 一化 」の ように データベ ースの利用 にあた って当

初 か ら配慮 してお くべ きであ った環境整備作業の不備 もあげ られている。

このよ うに データベ ースを設計 し維持運用 しデータベ ースの資源消費型特

性 を理解 してい く上では,効 率の 良い運用体制作 りが求め られている。

「データ構造の変更が容易ではない」,rDB設 計 に ロー ドがかか る」,

「データ保護が不十分」 とい う指摘があるが,こ れ らは図2-9デ ータ

ベ ース化の意志決定 ポイ ン トで利点 としてあげ られ ていた項 目であ り,そ
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れが現実には まだ課題 として,指 摘 され ているのは,利 用パ ッケージの機

能 が利用者の意図 とずれていた り,パ ッケージの機能の理解不足 もあろ う。

いずれに して もDBMS利 用 の業務 システムの規模の大 きさと今後 の利用

の広が りを考 えると,こ のよ うな問題が生ずる ことによ ってユーザ企業が

蒙 る被害は膨大 なものになる可能性がある。

これ らの問題が発生 しないよ うな,ユ ーザ企業側の導入 ・運用体制作 りと,

パ ッケージ提供企業側 の適用技術 サポー ト,ユ ーザ企業業務 リサ ーチ ・パ

ッケージ機能 ア ップ努 力が必要である。

%
問題点 102030

111

運用 ・管理体制が不十分 19.7(12)

使 用 す る デ ィ ス ク ・メ モ リ等 コ ン ピ ュ ー

タ ・ リソ ース の 増 大
18.0(11)

ア ク セ ス ・タ イ ム,レ ス ポ ンス タ イ ム等

の 低 下
140(9)

データ構造の変更が容易ではない 『
メ ン テ ナ ンス に ロ ー ドが か か る ⊇
バ ッ ク ア ッ プ に ロー ドが か か る 一6β(4)

リカバ リー(障 害対策)に ロー ドがかる
=]・ ・(・)

・・の設計に・一・がかか・=コ ・・(・)

運囎 離 業の猷 コ4・(・)

デー・ペースの有効利用難i]a3(2)

デー・保護の不粉 コ3・(・)

デー・鵠 蟻 用語の統一化 コa・(・)

そ の 他31.1(19)

N=61

注)()の 数字 は回答数,Nは 回答社数

図2-10デ ー タベ ースの 運 用 ・管 理 面 にお け る現 状 の問 題 点
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今 後 の 作業 と して,ユ ーーザ 企業 は 図2-11に あ が ってい る よ うな事 項

を 計 画 して い る。 回答 数 は少 ない が,図2-10現 状 の 問題 点へ の 対 応 策 ・

と して は 一応 出揃 って い る と言 え よ う。

%
課 題 ξ

1
`0

1戸 20

デ ータベース化 の推進
208 5

DD/DSの 導入 ・利用
16.7(4)

デ ータベース管理者の育成 ・確保
12.5(3)

デ ータ管理体制の整備 ・充実
12.5(3)

デ ータベース構造 の改善 ・向上
12.5(3)

デ ータの一元管理
12.53

デ ー タ保護 一
そ の 他

16.7(4)

N・=24注)()の 数字 は回答数,Nは 回 答社数

図2-11デ ー タベ ー ス運用 管 理 面 に お け る今 後 の計 画

2.5.5DD/DS利 用の現状

DD/DSに 関す る回答は14件,回 収 ア ンケー ト総数の11%で あ り

極 めて少なか った。DD/DSのDBMS運 用面 にお ける有効性 を認識 し

ていないわ けで も,具 体的な必要性が顕在化 していないわけで もない こと

は,2.3.2.デ ータ ベ ース運用管理の問題 点でみた とお りである○ どちら

か とい うと聡 先行 した ものに具体的 ・・ッケージが追随 し・とれか らが普

及期である とい うのが実態ではないだ ろうか 。

(1)導 入の 目的 ・利用機能

導入 の 目的は以下 の様 にな ってい る。

① ソース ・デ ータの収集 処理,著 積,及 びユ ーザへ の情報提供の分

野で ア プ リケーシ ・ン開発における非計画性冗長性 と矛盾性を防 ぐ。

7件
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② ア プ リケ ー シ ョ ンの 開発 と修正 にかか る リー ド ・タ イ ム と コス トを

減 らす 。9件

③ デ ー タの 使 用 法 と責任 に 関す る標 準 の設定 と実施 を可 能 にす る。

4件

ま た,利 用 機 能 は以 下 の様 に な ってい る。

①DD/D用 デ ー タ定義 言 語10件

② 既 存 の デ ー タベ ー スか らの 自動 デ ィクシ ョナ リ ・セ ヅ トア ップ

1件

③DD/D用 オ ン ライ ン照 会 用 言語5件

④ フ ァイル生 成 用 コ ン トロー ル ・カー ドの生 成2件

⑤ テ ス ト'デ ー タベ ース作 成機 能1件

⑥ ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラムの デ ー タ定 義 部 の生 成5件

⑦ 構 造 図等 を プ ロ ッタへ 出 力す る機 能0件

⑧ デ ー タベ ー ス定 義 マ ク ロ ・パ ラ メー タの生成6件

以 上 の 様 に,現 在 は ソー ス定 義 言 語 の利 用が 主 体 で あ り,デ ー タ ・デ ィ

クシ ・ナ リ機 能 を利 用 す る 目的 で導 入 され て い るo

② 利 用 面 にお け る問 題 点 と今 後の 計 画

利用 してみ ての現状のDD/DSに 対す る問題認識は以下の様にな っ

ているo

① 日本語が使 えない,日 本語サポー ト機能が弱 い。

② 定義体が複雑 あるいは生成が実用的でない。

③ デ ィクシ ョナ リのデータ精度に問題がある。

④ バ ッチ処理主体で あるため使いづ らい。

⑤DBA不 在の ため標準化が不徹底の ままであ る。

⑥ その他

また,今 後の計画は以下の様 にな っている。

①

件

件

件

件

件

件

nO

ウ
臼

-
⊥

「⊥

1

6

デ ー タ ベ ー ス 以 外 の マ ス タ ・フ ァ イ ル に つ い て も デ ィ ク シ ョナ リを
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利 用す る。1件

② オペ レーシ ョン自動化 システムとの結合 を図 る。1件

③ 漢字化への対応1件

④ プ ログラム ・コン トロール ・テーブルの登録管理。1件

問題点 として 日本語機能不備が3件 あが っている。利用機能の導入 目的

でみた ように,デ ータ ・デ ィクシ ・ナ リ機能 の利用が中心で あるとい うこ

ともあろ うが,日 本語による管理が不可欠の機能 にな りつつ ある。

2.4原 デ ー タの管 理 方 法

コ ン ピ ュー タ化 され て い る文 字 ・文書 ・文献 デー タお よび 図形 ・画 像 デ ー

タの原 デ ー タを現 在 どの よ うに管 理 して お り,コ ンピ ュー タで の管 理 とは ど

の様 な形 で の管 理 か につ い て調 査 した 結果 を報 告す る。

2.4.1文 字 ・文書 ・文 献 デ ー タ

(1)原 デ ー タの 保 管 手段

原 デ ー タの 蓄 積,保 管手 段 は 図2-12の 様 に な って い る 。

%

蓄積 ・保管手段 102030
'1■ 儂o 『o

6
10
7080
11

書庫 ・キャビネッ トに保管 80.0(48)

マ イ ク ロ フ ィル ム の マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 333(20)

"ロ ー フ イ ル ム 233(14)

〃 ア パ チ ャ ー カ ー ド =コ ・3・(8)

そ の 他 の マ イ ク ロ フ ィル ム ] 50(3)

そ の 他
_」 ・α・(・6)

N=60注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-12文 字 ・文 書 ・文献 デ ー タの 原 デ ータの 蓄積 ・保 管 手 段
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マイ ク ロ ・フ ィル ム化 が30%程 度 の企 業 で な され て い るが
,80%

の 企業 は まだ 書庫,キ ャ ビネ ッ ト保管 を管理 方 法 の 主流 と してい る。

レー ザ ・デ ィス ク,静 止 画VTRに よ って い る企 業 は,回 答 企 業 の中

で は なか ったo

② コ ン ピュー タで の 管 理 方法

コ ンピ ュー タで の 管理 方法 は 図2-13の 様 に な って い る
orコ ン

ピ ュー タへ の 記憶 」 が24件54 .59・ とや は り一番 多 いが,「 所 在 場

所 の デ ー タを コ ン ピ ュー タに蓄積 」,「 索 引 情報 が コ ン ピ ュー タに よ

って 作成 」 の よ うな運 用 手順 の 整理 に コ ン ピ ュー タを利 用 した もの も

か な りあ り,コ ンピ ュー タ利 用 の レベ ルが まだ低 いの が 判 る。

ま た,「 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ に記憶 」 が16件 とな って お り,ワ ー

ド ・プ ロセ ッサ の普 及 と相 侯 って ワー ド ・プ ロセ ッサ の この面 で の 役

割 は よ り一 層重 要 な もの にな るの で は ない だ ろ うか 。

コ ン ピュー タに よ って索 引 を作 成 して い る場 合 の 索 引形 態 につ い て

は 以下 の様 な 回答 を得 た 。

ア

イ

ウ

工

オ

カ

キ

書 名(表 題)索 引

著 者 名索 引

KWIC(KeyWord

KWOC(KeyWord

KWAC(KeyWord

ダ ブルKWIC

フ ァセ ッ ト索 引

InContext)

OutContext)

AndContext)

件

件

件

件

件

件

件

6

nδ

0

4
▲

'4

0

0

1

1
⊥

-
⊥

2.4.2図 形 画像 デ ー タ

(1)原 デ ー タの保 管 手 段

原 デL－タの保 管 手 段 は 図2-14の 様 に な って い るo文 字 ・文 書 ・

文 献 デ ー タ とほ ぼ 同 じ傾 向を示 してい る。即 ち,マ イ ク ロ ・フ ィル ム
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%

項 目 1020304050
1`lll

コン ピュ三夕に文字または画像情報 とし

て記憶させて いる(た だ し,ワ ー ドプロ
セ ッサ以外の コン ピュータ)

54.5(24)

索引(イ ンデ ックス)情 報が コンピュー
タによって作成 されている

4・.9(・8)1

ワー ドプロゼ ッサに記憶 させ ている
36.4(16)

所在場所を示すデータが コンピュータに

よ って管理 されている

18.2(8)

検 索 装 置(マ イ ク ・ブ イ ・レム ビュ ー ワ等)

が コ ン ピ ュ ー タ と オ ン ラ イ ン あ る い は オ

フ ラインで結 合 され て い る

13.6(6)

注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-13文 字 ・文 書 ・文 献 デ ー タの 原 デ ー タの コンピュータとのかかわ り

化 は30%程 度 の企 業 で な され て い るが70%の 企業 は まだ 書庫 キ ャ

ビネ ・ッ ト保 管 を管 理 方 法 と してい る。

(2)コ ン ピ ュー タで の管 理 方 法

コ ン ピ ュー タで の 管理 方 法 は以 下 の様 に な って い る。

① デ ィジ タル化 して コ ンピ ュー タに 記憶'18件

② 所 在場 所 を示 す デ ー タが コ ンピ ュー タに よ って管理 され て い る 。

6件

③ 保 管 の た め の 装置 が コ ンビ ゴー タ とオ ンライ ンあ るい は オ フライ

ンで 結 合 され て い る ・1件

2.4.ろ 管 理面 における現状の問題点 と今後の計 画

文字 ・文書 ・文献 デー タの管理面における現状の問題点は下記の様に指

摘 された。 、

① 保管 スペース(DASD容 量 も含 めて)が 問題である。8件

② 検索時 間がかか る。5件
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蓄積 ・保管手段

%

102030・40
1`fl 『o

6070
`1 『o

書庫 キャビネッ トに保管
一

70β(17)

マ イ ク ロ フ ィル ム の マ イ ク ロフ ィ ッ シ ュ 333(8)

〃 ロ ー フ ィ ル ム 208(5)

〃 ア パ チ ャ ー カ ー ド ==]…(・)

VTR コ 4.2(1)
その他

一 一「

・6.7(4)

③

④

⑤

図2-14

N=24注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図形 ・画像 デ ー タの蓄 積 ・保 管手 段

デー タの作成に時間 と手間がかかる。5件

日本語処理がなされていない。4件

キー ワー ドの体系化がはか られていない。1/0機 器 ・ソフ トが不十

分,そ の他 。 、11件

(回答企業20社)

データの性格上やむ を得ない面があるが,予 想通 りの回答であ る。保管

スペースを問題に しな くてすむ大容量外部記憶装置 ,例 えば光 ディスクの

よ うなものの低廉化 と,デ ータ作成が簡便にで きる入力機器の普及が必須

の条件なのであろ う。

これ ら問題点の解決策が色濃 くでているのが今後の計画での回答であ る
。

即 ち,

① 文書 データ作成 に ワー ド ・プロセ ッサ導入。3件

② 記録媒体の高度化。2件

③ 日本語処理への移行又は拡充2件

図形 ・画像 データの管理面における現 状の問題点に関 して種 々の指摘が

行なわれ ているが,こ れ とい った ものはない。利用技術,運 用経験の蓄積
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がない現状では,最 大公約数的 に取 りあげ るべ き視点 もな く,今 後 の利用

拡張に待つ ところ大 とい うところであ る。

但 し,今 後 の計 画としてあげ られた 内容をみ ると・利 用計画企業の図形

・画像 データの コンピュー タ化への期待の深 さが うかが える。即ち,⑤ 化

合物構造検索,構 造のDB化,⑤ 部品集計 ・構造解析 データの処理,㊤C

AD導 入等が計画にあが っている。

2.5デ ー タの保護

業務 システムのナ ンライ ン化 によるコンピュータ直接利用者の増大,TS

S等 によるエ ン ド・ユーザへ の情報公開,あ るいはEDP化 業 務の拡大によ

る蓄積 ・管理情報の多様化等への対応は情報 システム部門が直面す る大 きな

問題であ る。許可 された人へ必要な情報 を迅速に公開することが要請 され る

一方で,許 可 され ない人への漏洩の防止,部 外者の盗用 ・破壊の阻止等デー

タ保護機能 の充実 ・体制の確立が望 まれている。

ここでは企業が データの安全 対策上 とっている管理上の対策及び技術上の

対策 について調査 した結果 を報告す る。対策 を項 目選択す る設問に対 しての

回答はほぼ ア ンケー ト回答企業の90%以 上か ら得 られたが,課 題 ・問題点

に関す る 自由記述欄への回答 は46社40%弱 と以外に少なか った。

2.5.1デ ー タ保護のための対策

データ保護の うち,管 理上の対策 としては図2-15の ようなものがあ

げ られ ている。 このうち,「 データ保 護規定等の制定」を除 くとその他の

項 目につ いては60%～80%の 企業が実 施 してお り,物 理的な対策の必

要性は認識 されている と見 ることがで きる。ただデータ保護規定等 の制定

が30%程 度の企業で しか実施 されていない とい うことか らみて も,そ れ

らの作業は 日常の業務運用の中か ら自然発生的 に成立 して きたもの と言 え

るのか も知れ ない。
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%

項 目 10 2030
`1 告o

5
|0

6
10

フ ァイル,記 憶媒体 の分散保管 692(83)

記憶媒体の二重化 66.7(80)

コ ン ピュー タ室 等,デ ー タ の あ る 室 へ の入

室 老 チ ェ ック(磁 気 カ ー ド ・ガー トヤ ン等)

55.0(66)

各種手順(手 続)の 設定と標準化の推進 52.5(63)

データ保護規定等の制定 300(36)

そ の 他 コ ・・(8)

N=120注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-15デ ータの 安 全 確i保の た めの 対策 一管 理上 の 対 策

技 術 上 の対 策 と しては,図2-16の よ うに パ ス ワー ド付 加 に よ る ア クセ

ス禁 止 が 「ユ ー ザ に対す るパ ス ワー ドの付与 」,「 端末 装 置 に対す る パ ス

ワー ドの付 与 」,「 フ ァイル,デ ー タに対 す る パ ス ワー ドの 付 与 」 の 三つ

で,全 体 のほ とん どを 占め て い る 。 この中 で ユ ーザ に対 す る パ ス ワー ドの

付 与 が 最 も多 いが,こ れ は パ ッケ ー ジの標 準的 な機 能で あ る こ と と,端 末

装 置 に対す る付 与,フ ァイ ル ・デ ー タに対す る付 与 に比 べ て 定 義上,利 用

上 の問題 が 少 な い こ とか ら も当然 の こ とと言 えよ う。rセ キ ュ リテ ィ ・ロ

グの 利 用 」が10件 約11%と 少 し回答 が あ った こ と,あ る いは 「デ ー タ

の 暗 号化 」 を4社 実 施 して い る こ と等か らデ ー タ保 護で 必 要 とす る機 能 が

広 が ってお り,保 護 が重 装 備 化 しつ つ ある こ とが うか が え る。

2.5.2デ ー タ保 護に関す る問題点 と今後の計画

データ保護 に関する問題点の 自由記述回答46社 を整理す ると以下の よ

うになるo

① データの保全の方法18件

② エ ン ド・ユ ーザに対す る機密保護 ・データ保護12件

一41一



%

項 目 102030
lIl

4050
11 『o

7080
'r

ユーザに対するパスワー ドの付与 80.0(76)

端末装置に対するパス ワー ドの付与 60.0(57)

フ ァ イ ル,デ ー タ に 対 す る パ ス ワ ー ドの

付 与
358(34)

ス キーマ/サ ブスキー マの利用
__」 ・29(・7)

セ キ ュ リテ ィ ログ の 利 用 コ ・α5(・・)

セ キ ュ リテ ィ プ ロ フ ィ ー ル に よ る ア ク セ

ス 管 理 コ ・・(・)

DD/Dの 利用 コ6.3(6)

デ ータの暗号化 ]・・(・)

そ の 他 ]・ ・(・)

N=95注)'()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-16デ ータの 安 全 確保 の た めの 対 策 一 技 術上 の対 策

③ デ ー タの保 護 基 準 の 確立 ・8件

④ パ ス ワ ー ド暗 号 化8件

⑤ デ ー タ保 護 実 施 に よ る コス ト増 ・シス テ ム効率 低 下4件

この よ うに,デ ー タ保 護 へ の 積極 的 対応 を図 る上 で の問 題 が 多 く指 摘 さ

れ て い るが,⑤ デ ー タ保 護 実 施 に よる コス ト増 ・シ ステ ム効 率 低 下 が あが

って い る のが 注 目され る 。 デ ー タ保護 ・機 密 保 護 は 保 険 的性 格 が あ るだけ

に,費 用対 効 果 は 今 後 一 層 問題 とな るで あ ろ う し,又,'シ ス テ ム ・スル ー

プ ッ トへ の影 響,ユ ーザ の コ ンピ ュー タ利 用 に際 しての 手順 の煩 雑 さ等 も,

デ ータ保 護 が シス テ ム的 に重 装備 化す る につ れ,顕 在 化 し問 題 とな って く

る。 なお,今 後 の計 画 と して,回 答 企 業 は以 下 の よ うな諸 事 項 を あげ て い

る。⑦ パ ス ワー ドの付 与 の 強 化 ④ デ ー タの 分 散 保管 の実 施 拡 充 ◎ ソフ

トウ ェア ・パ ッケ ー ジ等 の導 入 に よる デ ー タ保 護 の 強化 ◎ セ キ ュ リテ ィ

・プ ロフ ィー ル等 に よる ア クセ ス管理 ㊥ バ ックア ップ体制 ・防 災 体 制 の
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強化,等 であ る。物理的対策 と ソフ トウェアによる対策が相半ば している。

2.6デ ー タ管理のための文書及び標準化

デー タ管理台帳 ・データ利用管理台帳の有無,デ ータ管理のための標準的

な手続 を規定 した ドキュメ ン ト各種の有無及び データの有効利用の ための標

準化 につ いて調査 した。

これ ら文書標準化の必要性 についての企業の認識は,前 述の種 々の調査の

中に散見できた。調査への回答企業数 もほぼ ア ンケー ト回答企業の90%に

達 してい る。ただ必要性 を感 じなが らも作成 ・管理のための工数不足か ら,

充実 している とは言い難 いのが実情であ る。

2.6.1デ ー タ管理台帳 ・利用管理 台帳

デー タ管理台帳 については図2-17に 見 るように,管 理台帳を作 って

ある企業は49社44%,そ の 内DD/DSに より作成 してい るところが

6社 で大半は 自社で独 自に ファイル設計 しその中で管理 している。一方,

作 っていない企業は62社55%強 で あるが,そ の中で全 く必要 を感 じな

い とす るのは5社 のみで あ り,必 要性 を感 じなが らも工数不足か ら後廻 し

にな っているのが実情で ある。

データ利用管理台帳 については図2-18に 見るよ うに,作 って ある企

業40社 の うち,利 用管理台帳 に コンピュータを利用 しているところは,

20社 で,18社 が帳票 利用 とい うハ ン ド手順に頼 っている。作成 してい

ない理 由 として,必 要性 を感 じなが らも工数不足か ら作 っていない とす る

企業が42%あ る〇一方,デ ータ管理台帳 と異な り,必 要性 を全 く感 じな

い とす るのが31社 にのぼ った。デ ー タベ ー スの運用 管 理面 にお ける課

題 としてデ ー タベ ー スの 有効利 用 推進があげ られていたが,集 中総括管

理者への データ利用の管理の委任度が39社42%程 度であるこ と,分 担

管理体制にお いて も,デ ータ利用の管理が各部門に分散 していること等か
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ら考 えあわせ ると,デ ータの有効性管理 ・利用管理への認識の低 さと同時

に難 しさもうかがい しれ る。セキ ュ リテ ィ ・ログ的な側面 と併せ て今後,

利用管理台帳の必要性 は増大す るであろ うが,工 数不足あるいはデー タの

有効性管理への認識の稀薄 さか ら後廻 しの作業にな っているとい うのが現

状である。

作成 管 理 のた め の

工数 が わか らな い

33.

(21)

帳 票 を利用 してい る

32.3(20)

を 全

感 じ な

い8 ,14
.8(5)

(3)

55.9

(62)

データ管理台帳の内容がわからない

N=111

注),()の 数 字 は 回答数

Nは 回答 社 数

図2-17デ ー タ管理 台帳
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マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ・オ フ ィス コ ン ピ ュ ー タ等 で

こ れ に 関 連 す る 情 報 を 管 理 して い る

5.0

(2)

そ の 他

17.5

(7)

利

用

管

理 帳票を利用 している

37.7

(40)

必要を全 く感 じない

47.0(31)

62.3

(66)

利

用
階

帳

は
作

N=106

注)()の 数 字は回答数,

Nは 回答社数

図2-18デ ー タ利 用管 理 台帳

2.6.2手 続文書及び各種標準化

デー タ管理のための標準的な手続を規定 した文書の有無に関す る設問へ

の 回答は,図2-19に 見 るとお り94社 とア ンケー ト回答企業 の約80

%で ある。 「アクセス及び操作の手順書」 「フ ァイルの使用あるいは変更

に 関す る手順書」 「バ ックア ップ手順書」 「リスター ト及び リカバ リ手順

書 」 「アプ リケーション ・プログラムの作成 に関する手順書」が ほぼ40

%以 上の回答を得 ている。 しか しなが ら,バ ックア ップ手順書の65%が

最 も高い作成率 であ り,全 般的には低い と言わざるを得ない。
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手 続文書のよ うな ものがな くて も,問 題が発生す る都度それな りに調整iし

つつ解決 しているとい うのが実情で,手 順書の作成工数がねん出 し難 いの

で あろ う。 「パス ワー ド及び ユーザ識別子の付与手順書」は,エ ン ドユー

ザ 利用の拡大に対応 して今後整備 して行か ざるを得 ない ものであ るが,現

状 は まだ低い。rフ ァイルのパフォーマ ンス測定に関す る手順書」,「 フ

ァイルのテス トに関す る手順書 」は,新 規EDP化 業務の本番化審査基準

書の役割を果す ものであ るが,作 成企業数 も少な くこのよ うな視点 自体が

まだ まだ定着 していない ことを表わ してい る。

%

項 目 102030405060
`lI``1

バ ックアップ手順書 64.9(63)

リスター ト及び リカバ リ手順書" 57,756

アプ リケーションプログラムの作成 に関

す る手順書
55.7(54)

フ ァイルの使用 あるいは変更 に関す る手46 .4(45順 書

.

データのアクセス及び操作の手順書44.3(43)

パスワード及びユーザ識別子の付与手順書237(23)

フ ァイルのテス トに関する手順書 一 ・34(・3)

フ ァイルのパ フォーマンス測定 に関する

手順書 コ ・・(・)

そ の 他 コ2」(2)

N=97

注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-19デ ー タ管 理 の た めの標 準 的 な手 続 を規 定 した ドキ ュメ ン ト

データの有効利用のための標準化 に関す る回答は,図2-20に 見る と

お り,回 答企業は103社 と手続文 書の有無に回答 した企業数 よ り若干多

い○ 「ファイルの標準化」,「 データコー ドの標準化」はほ とん どの企業

が 実施 している○ しか し,そ の他項 目は30%～60%と 標準化 の度合は

低 く,「 ファイルの運用管理方法の標準化 」,「 媒体 の標準化 」のよ うな,
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コ ンピュー タ運用管理者の業務が 明確であれば も っと高率であ るはずの も

の までこの程度であ るとい うこ とは,運 用管理体制の不備の一端があ らわi

れ ている と言わ ざるを得 ない。設計 ・運用標準化 とい うものへの配 慮が不

充 分なままか,あ るいは ベテラン ・プランナの個人 ノウハ ウに依存 しつつ

新 規EDP化 をこな しているとい うところであ ろ う。いずれ に して も,今

後 充実 と整備が望 まれ る業務である。

%

標準化項目 102030405060708090
11`r{IIll

デ ー タ コ ー ドの標 準 化

〔部 門 コ ー ド,各 種 処 理 コ ー ド,商 品 コ ー ド等 〕
90.3(93)1

フ ァ イ ル の 標 準 化

〔 ラ ベ ル,フ ァ イ ル 式,フ ァ イ ル 編 成 等 〕
レ

84.5(87)1

フ ァイルの運用管理方法 の標準化

〔データの保護,各 種手順等 〕
583(60)1

デ ータの利用 に係わるソフ トウエアの作成方法

に関す る標準化

〔言語 の限定,デ ータチェック方法 の指定等 〕

・&3(・ ・)1

媒 体 の 標 準 化

〔テ ー プ の大 き さ,フ ロ ー ピ ー デ ィ ス ク の タ イ

プ ・マ イ ク ロ フ ィ ル ム の タ イ プ等 〕

476(49)「

デ ータの標準化

〔デ ータタイプとそれに応 じた長 さ,内 部 コー
ド〈JIS,Ascn等 〉単位,制 度等 〉

39β(41)1

フ ァ イルの設計方法 の標準化

〔デ ータベースであればSDDM,第3規 形法

等 〕

330(34)1

N=103注)()の 数字は回答数,Nは 回答社数

図2-20デ ー タの 有 効 利用 のた め に行 ってい る標 準 化

2.7デ ー タ管 理 の課 題

こ れ まで,コ ンピ ュー タ化 され て い るデ ー タ,デ ータ管理 の体 制,デ ー タ

ベ ー ス,DD/DSの 利 用,デ ー タの保 護,デ ー タ管 理 の た めの 標 準化 及 び

文 書 等 につ い て そ の実 態 と現 状 にお け る企 業 の 問題 認 識 を見 て きた 。 最後 に

デ ー タ管 理全 般 に お け る問題 とそ れ を解 決す るた め に取上 げ るべ き今 後の 課

題 につ い て,回 答 企 業 の生 の声 を紹 介す る。
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企 業の情報 システム部門はおかれ てい る立場 を次のよ うに認識 してい る。

"デ ータ管理は データを有効活用す るために実施す るのだ とい うことを忘れ

てはな らない"こ の意見に代表 され るよ うに各社の意見 も大別 して"デ ータ

を有効活用す るために何 をすべ きか""OAへ どう対処す るか"と い う2つ

の 問題に集約 された。

有効活用に関 しては,

① コンピュータ化の促進 によ り蓄積管理す るデ ータが肥大化す る。その管

理 と有効利用が非常に重大 になるo

② デ ータの利用状況,デ ータの所在,プ ログラムとの関連を一元的に管理

す る体制 を整備 し,デ ータの有効活用 をはか る必要が ある。

③ デ ータの高度利用のためのデ ータベースの整備 ・管理基準の設定が必要

で ある。

④ エ ン ド ・ユーザにデータ開放す るためのハ ー ド/ソ フ トの ツール とデー

タ保護のための環境整備が必要である。

⑤ 情報量の無秩序な増大 はか えって業務効率化 を阻害す る面が強い。 コン

ピュータに蓄積すべき情報の吟味(不 要データの削減,重 複 データの排除)

・体系化 を通 じ,シ ステムの開発 ・維 持の生産性 向上,デ ー タの正確性保

持 を行 うべ きである。

とい うよ うに,体 制作 り,標 準化 の必要性が強調 され ていた。

OAに 関 しては,次 の ような ものがあ った○

①OAの 進展に伴 い,デ ー タ ・サー ビスの領域が広が り,デ ータ管理が増

々重要になるo

②OAデ ータ作成 とホス トとのイ ンタフェースの標準化ル ール作 りが必要

③ ホ ス ト・コンピュータ,オ フ ィス ・コンピ ュータ,パ ー ソナル ・コ ンピ

ュータのデ ータの共用 ・共通化を図るべ きである。

④ データ ・ベースとOA化 を別 々に考 えるのではな く,デ ータベ ースの進

んだものがOAで あ るo
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⑤ 会 社 デ ー タは,メ イ ン ・フ レー ム,ロ ー カル ・デ ー タは分 散 フ レー ム,

個 人 デ ー タは パ ー ソナ ル ・コン ピ ュー タ とい うよ うに,機 能 分 担 した 形 で

OAを と らえなが ら も,OAを 従 来 の ホ ス ト体 系 の 一環 と して管 理 して 行

う とす る意見 が 圧 倒 的 で あ った 。

以 上 の よ うに情 報 シ ステ ム部 門 の意 見 を集 約す る と,デ ー タ管 理 の 課 題 を

図2-21の よ うにな る。各 節 でみ て き た問 題認 識 とそれ に対 す る将 来 計 画

が,こ こで の課 題 に 集約 され てい る○

これ らの 課題 に積 極 的 に取 組み,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン化,デ ザ イ

ン ・オ ー トメー シ ョ ン化 に 備 え るデ ー タ管 理 の体 制 を構築 し,デ ー タ保 護 の

面,デ ー タの 有 効利 用 の 面 で齪 酷 を きた さな い よ うに してお くこ とが,現 在

の 情 報 シス テ ム部 門 に課 せ られ た 責 務 な の で あ る。

%

課 題 5101520
1`i'

デ ー タ管理 の方法 ・体制 222(10)

データ保護対策 20.0(9)

データベ ースの構築 13.3(6)

データの一元管理(標 準化含む)133(6)

デ ータ量 の増加 に対す る対応方法11 .1(5)

デ ー タの保管方法 89(4)1

エンド・ユーザに対す るデータ利用 の推進 8.9(4)

DD/DSの 導 入 ・利用 89(4)1

そ の 他22,2(10)

N=45

注)()の 数字 は回答数,Nは 回 答社数

図2-21デ ータ管理全般に関す る今後の課題
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デ ー タ管 理 の 体 制
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3.デ ー タ管 理 の 体 制

データ管理の方法 を検討す るうえで,デ ータ管理の体制をどのよ うに整備す

るかは,重 要な課題であ る。 とくに,デ ータの 占める価値が高ま っている今 日

企 業に とってその管理を どのよ うに実施す るかは,経 営戦略上の重要 なポイ ン

トであると言 っても過言ではない○

従来の汎 用 コンピュー タ ・システムに加 え,新 たに オフ ィス ・システムに よ

るデータ管理が行われ るよ うにな り,集 中的に管理す るか,分 担管理す るかに

よ って態様が大 き く変 って くる。

ここでは,集 中か分担か とい う管理の体制 と管理者の機能,役 割等を検討す

る ことによ り,デ ータ管理の重要性,そ の課題及び最近,活 発化 しつつ あるオ

フ ィス ・オー トメーシ ョンとの関連につ いて検討を行 うこ ととす る。

5.1デ ー タ管 理 の組織 形 態

3.1.1シ ス テ ムの 形態 と デー タ管理 の組 織

本 ガイ ドで は,デ ー タ管理 につ いて,「EDPシ ステ ム また は オ フ ィス

・シス テ ムに よ り
,あ る 目的 の た め に デ ー タを収 集 ・蓄 積,処 理,伝 送 及

び 利 用 す る一連 の 行 為 」 と定 義 して い る。

しか し,そ の た め に は,デ ー タ管理 の担 当組 織 は,た だ単 に デ ー タのみ

に つ い て 責任 を 有す る とい うこ とで な く,大 き く分類 して,EDP資 源 の

物 理 的 管理,フ ァイ ル の設 計 管理,デ ー タの 内容 の管 理,デ ー タの 利 用 管

理 に 関 して,管 理 的,技 術 的 な責 任 を負 わ され て い るのが 通 例 で あ る。

この こ とは,EDPシ ステ ム又 は オ フ ィス ・シス テ ムの 形態 に よ り,デ

ー タ管 理 の組 織 に大 きな差 異 が 生 じる こと を意味 して い る
。

デ ー タ管理 の 組織 と しては,集 中管 理 型,分 担 管理 型 及び これ らの 折 衷

型 が 考 え られ るが,今 回 の調 査 でみ る と,集 中管 理型 は83社(69%),

分 担 管理 型38社(31%)と い う結 果 に な って お り,圧 倒 的 に集 中 管 理
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型 が多い。 また,分 担管理型38社 の うち,総 括管理者を設置 してい る,

い わゆ る折衷型は9社 と非常に少 くな っている。

そ こで,シ ステムの形態 とデータ管理の組織の相関関係 をみ るために,

調 査 回答企業121社 の本社 におけるデータベースの数 と,デ ータ管理の

組織(集 中管理型か分担管理型か)を 対比す ると,表3-1の とお りであ

るo

表3-1デ ー タベ ー ス数 とデ ー タ管 理 組 織

データベ ース個数 回答社数
管 理 方 法

集中管理 分担管理 そ の 他

0 40 27 9 1

1～2 36 25 9 0

3～4 20 12 7 1

5～6 12 8 3 1

7～8 1 0 1 0

9～10 2 2 0 0

11～15 1 0 1 0

15～20 1 1 0 0

21～ 13 7 6 0

また,ヒ ア リング調査 を実施 した12社 につ いて,シ ステムの形態 とデー

タ管理組織の関連をみ ると,表3-2の とお りで ある。

この よ うに見て くると,現 在のデー タ管理の体制 として,情 報 システム

の部門を中心 とした集中管理体制が圧倒的 に多いが,シ ステムの高度化,

デ ータベ ースの構築 の状況に応 じて分担管理の体制が とられ るようにな っ

て きている と言 うことがで きる○

と くに,今 回の調査ではデータベースを本社で保有 していない企業が約
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30%を 占め,デ ー タベ ース を1～2個 保 有 して い る もの と3～4個 保 有

して い る もの,こ れ らを含 め る と約75%を 占め る とい う状 況 で あ り,こ

の 意味 で は集 中管 理 が 可 能 であ る と考 え られ る。

デ ー タベ ースの 数 が 増 加 し,次 第 に ユー ザ部 門 に 開発 が 委 ね られ た り,

業 務 ナ リエ ンテ ィ ドに な って くる と,い きお い分 担 管理 を と らざ る を得 な

くな る と考 え られ る。

これ は,一 律 に メル クマ ール が あ る とい うの で は な く,企 業 にお け るデ

ー タ管 理 ,情 報 管理 の考 え方,戦 略,戦 術 に よ って,管 理 体制 が 決 定 され

る と言 うこ とが で きる 。

表3-2シ ステ ム とデ ー タ管理 組 織

社名 システ ム名 デ ー タ
ベ ー ス 数

処 理 の
形 態 端末数

DP部 門
職 員 数

集 中 ・分
担 区分

データ管理

組 織

A M-200,M-180 5
工場,支 社,関

係会社 とネ ット
130 95 分 担 {

DP部 門
ユーザ部門

B M-160/7 1 バ ッチ 一 58 集 中 DP部 門

C B-68002台 5 全 国ネ ット 不 明 46 集 中 DP部 門

D IBM370/158 2 パ ッチ 一 26 集 中 DP部 門

E IBM3033 4 支店,工 場,研

究所 とネッ ト 不 明 64 集 中 DP部 門

F
IBM3081β033

4341
18

工 場,研 究所等

とネッ ト
不 明 166 分 担

DP部 門

{
開発部門
ユーザ部門

G M-160H 2 各 部門 とネ ット 53 27 集 中 DP部 門

H M-150H 3

、

工場 とネッ ト 13 13 分 担
DP部 門
開発部門
管理部門

1 ACOS700 4 工場,支 店 とネ

ッ ト
不 明 47 集 中 DP部 門

J
IBM370/168
1BM3033,3081 5 事業所,営 業所

とネッ ト
1,050 120 分 担

{
DP部 門
開発部門
ユーザ音[門

K ACOS450 8 本 社 内 ネ ッ ト ワ
ー ク 9 23 集 中 DP部 門

L IBM3033,30812台 6

1

営 業所,工 場 と
ネ ット 不 明 295 集 中 DP部 門
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5.1.2集 中管 理型 組 織

今 回 の調 査 で69%の 企 業 が 集 中管 理 型組 織 で あ る こ とが 明 らか に な っ

た ○

それ で は,集 中 管 理 の 形 態 は どの よ うに な って い るか を見 てみ よ う。

大 き く分 類す る と,次 の3つ の形 態 に分 け る こ とが で き る。

① 情 報 シス テ ム部 門

② ア プ リケー シ ョ ン開発 部 門

③ ユ ーザ 部 門

今 回 の調 査 で は,情 報 シ ス テ ム部 門が80%,ア プ リケー シ ョ ン開発 部

門 が18%と な って お り,ユ ーザ 部 門で 集 中管 理 を行 って い る事 例 は,あ

ま り見 られ なか った 。

一 方 ,ア メ リカのIBM社 の調 査(IMSDB/DC(Information

ManagementSystemDataBase/DataCommunica-

tion)等 を使 用す る ユ ー ザ及 びIBM社 内 を対 象 に1981年2月 ～3

月 に実 施 した もの)で は,次 の よ うな 結果 とな って い るo

③DP部 門23%

② 適 用業 務 開発 部 門23%

③ 開 発部 門外(サ ー ビス部 門)39%

④ そ の 他 .15%

この こ とは,わ が 国で は 情報 シス テ ム部 門が デ ー タ管理 に関 して,い か

に 責 任 を有 して い るか が 判 る。

ア メ リカで は,む しろ 開発 部 門 外(サ ー ビス部 門)が,デ ー タ管 理 を実

施 してお り,こ れ はTSS(TimeSharingSystem)が 発 達 し・

エ ン ド ・ユ ーザ に対 し,い か に サ ー ビスを行 うか で,そ の担 当 セ クシ ・ン

が 設 置 され,そ こが重 点 的 に デ ー タ管 理 を行 って い る こ とを示 して い る。

わ が国 に お いて も,現 在 は情 報 シ ステ ム部 門 が集 中管 理 す る形 態 が 多 い

が,デ ー タ管 理 の 機 能 が 情報 シス テ ム部 門の 手 に負 えな くな り,分 担 管 理
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を経 て,ユ ーザ ・サ ービス向上の観点か ら,今 度は専担 のデータ管理部門

が設け られてい くのではない ろうか。

そ こで,デ ータ管理部門が独 自に設置 され,そ こが情報 システ ム部門や

ア プリケーシ ョン開発部門 とどのよ うな位置付けにあるかを示 した事例 を

見 てみ よ う。

1

DP

担当取締役

1 ll
適用業務
開発担当

データ管理

担 当

テクニカル ●

サ ービス担 当

オペ レーショ

ン 担 当

システム資源

担 当

無

DBA

一 適用業務
維持担当

デ ータ ベースア

ドミニス トレー

シ ョン担 当

一 OSシ ステム・

ガログラム担 当 オペ レーション
TSOサ ービス

担 当

一

一

一

一一 プロジェクト

担 当

ライブラリ ・

サービス担 当
一
DB/DC

システム ・

プログラム担吉

マ ス ター端 末

オペ レーシ ョン

ネットワーク

装 置担 当

一
TSOシ ステム

プログラム担当

バッチ資源

管理担当

一 J.E.シ ステ ム

・プログラム担当

J.E.サ ービス

担 当

HASP.JES

データ コ ミュニケ
ーションアドミニ

ス トレーション

相 当

出所:IBM「 デ ータベ ース運用 と管理」

図3-1GUIDE/SHAREに お け るDBAの 位 置
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これ は,IBMのDBAに ついての事例で あるが,デ ータ管理担当が置

か れ独立 している理想型 を えがいたもので ある。

ここでは,わ が国の企業が多 くとっている ようなEDP資 源の管理か ら

解放 されてい ると考 えられる。 この意味では,今 回の調査でみ る限 り,デ

ー タ管理の集中組織 とい うのは,こ うした データ管理担 当が独立 して枢要

な位置 を与 えられ ている とい うのではな く,情 報 システム部門が業務の一

環 として,デ ータに関す る事項 を受け持 っていると言 うこ とがで きる。

この ことは,後 節のデー タ管理者の ところで詳述す る予定である。

5.1.ろ 分 担 管 理型 組 織

デ ー タ管 理 の 組織 は,シ ステ ムの 拡大 や デ ー タベ ースの 構築 に伴 い,集

中 管理 型 組 織 か ら分 担 管 理 型 組織 へ 移 行す るの で は な いか と考 え られ る。

デ ー タ管 理 の主 要 な業 務 につ い ての 分担 管 理 状 況 は 第2章(P29)で

示 した とお りで あ るが,① 物 理 的 な管 理 は,運 用部 門(DP部 門)(63.2

%),② フ ァイ ル の設 計 等 は,ア プ リケー シ ョ ン開発 部 門(89.5%),

③ デ ータ内 容 の 管 理 は,=一 ザ部 門(57.9%),④ デ ー タ利 用 の管 理 は,

ほ ぼ 同 じよ うな 数値 で あ るが,ユ ーザ 部 門(44.7%)と い う結 果 に な っ

て い るo

次 に,ヒ ア リン グ調 査 を実 施 した企 業 の うち,分 担 管 理型 の 組織 で あ る

A社,F社,J社 につ い て,そ の 状況 をみ てみ よ う。

①A社 の 例

DP部 門

・管 理 課 ～物 理 的管 理(デ ー タ ・フ ァイ ル)

・開発 課 ～ フ ァイル の設 計

ユ ーザ 部 門 ～デ ータ内 容 の管 理,デ ー タ利 用 の 管理

②F社 の 例

DP部 門
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・企画調整課 ～ファイル設計のチ ェック,デ ー タ利用の管理

・開発課 ～ ファイルの設計,デ ータ内容の管理

・運用課 ～物理的な管理

ユ ーザ部門 ～データ内容の管理

③J社 の例

DP部 門

・開発担 当～物理的な管理,フ ァイル設計

・運 営 担 当 ～物 理 的 な管 理 ,デ ー タ 内容 の 管理,デ ータ利用の 管

理

これ らの企業の特色は,大 規模なデータベ ースを複数個保 有 し,そ れ ら

が 業務サ イ ドで あるため,ユ ー ザ 部 門 に デ ー タ内容 の管理 を委ね ざるを

得 ないとい う点 にある。そこで,課 題 として データ管理に関 し,全 社的見

地 か ら体制の整備 を行いたいとい う意向で ある。

分担管理型組織 の連携方法 については,第2章 で述べた とお り,定 例的

会 議が行われ,併 わせて標準化 マニュアル,ド キ ュメン トの標準化が進 め

られてい る。

5.1.4オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの推 進 部門 との 関 係

デ ー タ管理 の課 題 の 一つ と して,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに どの よ

うに対 応 す るか とい うこ とが あげ られ て い る。

これ は,情 報 シス テ ム部 門 か らみ て,オ フ ィス ・オ ・一トメー シ ョ ンを ど

の よ うに考 えるか と い うこ と に集 約 され,① 汎 用 コ ンピ ュー タ ・シス テ ム

との イ ンタ フ ェー ス,② デ ー タベ ー スへ の 取 り込 み と切 分 け に大 き く分 類

す る こ とが で き る。

この こ とは,企 業 と して オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンを どの よ うに考 え

る か に か か って お り,そ れ が オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 体 制 を どこ に

設 置 す るか とい う決 定 につ な が ってい る。
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今 回の 調 査 で,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの推 進 体 制 を設 けて い る と

こ ろは,22社 で あ った 。そ の 内訳 をみ る と,次 の とお りで あ る。

① 固定 的 な組織 を設 け てい る もの9社

② 委 員会 又は プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ムを設 け て推 進 して い る もの13社

固 定 的 な組 織 と して は,OA推 進 本 部,総 括管 理 ・OA担 当主査,シ ス

テ ム支 援 セ ンターな どで あ り,委 員会 組 織 と して は,事 務合 理 化 委 員会,

生 産性 向上 委員 会 事 務 効 率化 分 科 会,OA化 推進 委 員 会,効 率 化 小 委 員会

な どで あ り,プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ム組織 と して は,OAイ ンス トラ ク シ ョ

ン ・チ ー ム,OA推 進 プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ム,オ フ ィス効 率化 推 進 プ ロジ

ェ ク ト ・チ ー ム,電 算 化 推 進 プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ムな どで あ る。

また,情 報 シ ス テ ム部 門 との 関係 で,こ れ らの オ フ ィス ・オ ー トメー シ

ョンの 推 進体 制 をみ る と,次 の とお りで あ る 。

① 情 報 シス テ ム部 門 で 担 当 も し くは 委員会 等 の事 務 局 を担 当 して い る も

の6社

② 情 報 シ ステ ム部 門 が 参 加 ・協 力 して い る もの8社

③ そ の他 別 組織 が 推 進 して い る もの8社

この 結果,情 報 シス テ ム部 門 が,オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョ ンに は,直

接 ・間接 に コ ミッ トしてい る こ とが 判 るo

次 に,ピ ア リング調 査 を実 施 した12社 につ いて,オ フ ィス ・7r-一 トメ

ー シ ョンの推 進 体 制 をみ る と ,表3-4の とお りで あ る。
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表3-4オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの 体 制

社 名 OAの 推進体制 情 報 シ ス テ ム部 門 と の 関 係 等

A と くにな し 情報 システム部門でオ フコン,パ ソコンの導入を推進

B 一 OA化 は とくに意識 していない

C 一 組織的な動きはない

D 事務都率化委員会 オフヨツ の導入 にっいてチェック

E 情 報 システム部 ワー ド・プロセ ッサ ・FAX等 は別組織で担当

F 業務効率化推進室 情報システム部門内で担当

G コ ン ピュータ推進委員会 情 報 シス テ ム 部 門 で オ フ コ ン,パ ソ コ ン の チ ェ ッ ク

H,1 一 OA化 は推進 していない

J OA推 進室 情報システム部門と別組織

K 一
情報 システム部門で指導 ・教育

L 情 報 システム部 情報システム部門ですべてOA機 器の導入を推進

こ の よ うに み て くる と,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンに 関 して は,① 事

務 の合 理 化 とい う観 点 か ら,全 社 的 に取 り組 ん で い る と ころ,② 情 報 シ ス

テ ム部 門 で オ フ コ ン.パ ソ コ ン等 の機 器 導入 につ いて推 進 を図 って い る と

こ ろ,③ 全 くオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンに取 り組 ん で い ない と ころ に分

け られ る。

今 回の 調 査 対 象126社 中22社 の 回答 が あ っただ け で あ り,オ フ ィ ス

・=オー トメ ー シ ョ ンの推 進 体 制 作 りは ,世 間 で 言 われ るほ ど,進 ん で い な

い と言 える 。そ の 中 で,全 社 的 に業 務 効率 化 の 観点 か ら推 進 を 図 って い る

と ころ,情 報 シ ステ ム部 門 が 直接 ・間接 た ず さわ って い る と ころな どが 見

られ た こ とは,情 報 シス テ ムを取 巻 く環境 が,広 が りを も って きて い る こ

と,す なわ ち デ ー タ管 理 もそ れ に伴 い広 が りを も って きて い る と言 うこ と

が で き る。
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5.2デ ー タ管理 の 役 割

ろ.2.1デ ー タ管 理 の 位 置 づ け

デ ー タ管 理 を実 施 して い く うえで,そ の管 理 者 は デ ー タ管 理 者 と呼 ば れ

る のが 通 例 で あ る。

一 般 に ,デ ー タベ ー スの 開発 ・運 用 が中心 とな って い るため,デ ー タ管

理 者 はDBAと 言 わ れ る こ とが多 い 。

DBAの 機 能 は,一 般 に 「デー タベ ース全 体 を見 渡 して,こ れ らの デ ー

タベ ースの 設計 と使 用 を 統 制す る こ と」 と定 義 され て い る。

DBAの 役 割 につ いて,GUIDE/SHAREの 考 え方 は,次 の とお

りで あ る。

ス

,

一

ヤ

ベ

ジ

タ

ネ

ー

マ

デ

図3-2GUIDE/SHAREに お け るDBMSの 機 能

こ こで,要 求 者 とは,シ ス テ ム内の デ ー タを使 用 した い と望 ん で い る ユ

ー ザで あ り,デ ー タベー ス ・マネ ー ジ ャは,ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェア

の 組 合 わせ で,要 求 者やDBAが 指示 した とお りに デ ー タベ ー スへ の ア ク

セ ス を行 うもので あ る。 そ してDBAは,デ ー タ ベ ー スへ の ア クセ ス を制

御 す る規 則 を定 め,デ ー タを蓄 積 す る方 法 を決 定 す る者 で あ る。

こ の よ うな背 景 の下 に,DBAの 役 割 として,次 の 点 が あげ られ て い る。

① デ ー タ構 造 及 び ス トレー ジ構 造 の記 述
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② データ ・エ レメ ン ト間に存在す る関係の定義

③ デ ータベース ・マネージャが,デ ータ構造か らス トレージ構造を実体

化す る時 に使用す る規則の定義

④ デ ータベース ・マネージャが プライバシ ィ及びデータの イ ンチ リグテ

ィを保証す るために使用す る規則の定義

⑤ システム ・パフォーマ ンス測定 のための規則の定義

これ らの役割は,他 の2つ の機能 と密接な関係を保ちなが ら動作す るこ

とが要求 され るo

IBMが,ア メ リカの企業 について調査 した ところによると,87%は

デ ータ管理について,1人 の管理者が責任を有 してお り,58%は データ

ベ ース管理者 と呼ばれ,18%は データ管理者 と呼ばれている。

この ことは,一 概 に言 えないが,デ ータ管理 とい う概念 はデータベ ース

の管理を意味 し,DBAが これ を管理するもの と考 えられ てきたが,デ ー

タベース化 された データだけでな く,そ の他の データを管理す る必要性か

ら,デ ータ管理者とい う呼称が使われ るよ うにな ってきてい るのではない

だ ろうか。

現 在は,デ ータベ ースだけでな く,フ ァイル管理 システムや 情報検索 シ

ス テムも多 く普及 し,ま た,オ フィス ・オ ー トメーシ ョンが言われば じめ

て きた ことか ら,DBAと い う限 られた呼び方 よ り,デ ータ管理者 とい う

方が,状 況を的確 に表現 してい よう。

今回の調査では,デ ータ管理 に関 し,集 中管理 と分担管理 に分類 し,分

担管理を行 ってい るところを含め,デ ータ管理の集中総括管理者の現状に

つ いて検討 を行 っている。

集中総括管理者に関 しては,次 の2つ のパ ター ンがみ られ る。

① 特定の個人 が任命 され てい るもの

② 特定の グル ープや チームにその名称が与 えられているもの
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前 者 が圧 倒 的 に多 いが,と くに デ ー タ管 理 を専 損 して い る と ころは 少 な

く,次 の よ うに主 と して情 報 シ ステ ム部 門 の人 々が これ に あた って い る ケ

ー スが 多 い。

・部 長16社

・次 長3社

・課 長 ・室長28社

・課 長 代 理1社

・課 員 ・担 当者17社

・そ の他(グ ル ー プ ・リt・一ダ)3社

この よ うに,課 長(室 長)ク ラスが 最 も多 く,次 い で 課 員 ・担 当者,部

長 とい う順 に な って い る。

IBMの 前記 調 査 にお いて も,デ ー タ管 理 者 の レベ ル として,①DP部

門 の責 任 者 に 直 属(23%),②2階 層下(43%),③3階 層下(20

%),④4階 層 下(3%)と な って お り,DP部 門の 責任 者 を部長 クラ ス

と想 定す る と,中 間 管理 者 層 に集 中 してい る とい うこ とが で き る。

5.2.2デ ー タ 管理 者 の業 務

デ ー タ管 理 者 の 業務 は,DBAの 業 務の よ うに 明確 に され て い ない が ・

DBAよ り広範 囲 な業 務 を担 当 してい る と考 えられ る。

IBM社 の 調 査 で は,次 の よ うな業 務が デ ー タ管 理 業 務 と して 行わ れ て

い る○

・DBの 物 理 的 環 境 の管 理(80%)

・制 御 ブ ロ ックの作 成(86%)

・バ ックア ップ/リ カバ リ(76%)

・DBMSの チ ュ ー ニ ング(65%)

・新 しいDBMSの 導入(36%)

・デー タベ ー スの 論 理 設 計(78%)
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・適 用 業 務 の プ ロ グラム設 計(17%)

・デ ー タベ ー ス に関す る教 育(58%)

・コ ンサ ル テ ー シ ョ ン

シ ス テ ム分 析者(88%)

プ ログラ マ(89%)

エ ン ド ・ユ ーザ(39%)

・DDの 管理(67%)

・DDへ の主 要 入 力(60%)

・安 全保 護(50%)

・長 期計 画(38%)

・会 計 監 査(30%)

・デ ー タ通信 管 理(36%)

す な わ ち,デ ー タベ ー スに 関す る設 計,管 理(DBMS,DD/D),

指 導 ・教育 とい った ところが 数 多 くの企 業 で 実 施 され,安 全 保 護,会 計 監

査 ・長 期計 画・ プ ロ グラ ム設 計,エ ン ド ・ユ ーザ 指導 な どは,比 較 的 少 く

な って い る○

この 調 査 は,ア メ リカのIBMユ ーザ で デ ー タベ ース を使 用 して い る企

業 を対 象 と して い るの で,あ る意 味 でDBAの 業 務 に近 い 。

今 回の 調 査 に お い ては,デ ー タベ ース を保 有 して い る とこ ろ,保 有 して

い な い ところ を併 わ せ,デ ー タ管 理 に 関す る集 中 総括管 理 者 の 業 務 につ い

て,広 く現状 を調 査 して い る。 そ の結 果,集 中総 括 管理 者 の設 置 され てい

る部 門 は情 報 シ ス テ ム部 門 で あ るこ と(80%),集 中総括 管理 者 は ,課 長

ク ラスが 多 く,そ うで な い場 合 は 部 長 ク ラス ,課 員 ・担 当者 で あ る こ と,

デ ー タ管 理 の 専担 者 が 少 い こ と等 か ら,幅 広 い 業 務を担 当 して い る こ とが

判 る。

す な わ ち,集 中 総括 管 理 者 の業 務 を,管 理 的 側 面 と技術 的 側 面 に分 け て

み る と,次 の よ うな結 果 とな って い る。
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① 管 理 的 要素

・デー タ ・フ ァイ ル の物 理 的環 境 の 管 理

・フ ァイル運 用 の 効率 化

。各 種 運 用標 準(基 準)の 設 定

・フ ァイ ル要 求 の 受付 ,割 当

・オ ンライ ン ・TSS等 の シ ステ ムの 管 理

・通 信 回線 の管 理

・機 密 保 護 レベル の設 定

・各 種 計 画の立 案

・デ ー タ内 容の 管 理

・コ ンサ ル テ ー シ ョ ン

・デ ー タ利 用の 管 理

② 技 術 的 要 素

・フ ァイ ルの バ ックア ップや リカバ リ

・フ ァイ ル構造 の設 計

・フ ァイル 編成 法 の 選 択

・シス テ ムの効 率 評 価

●ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの設 計

・フ ァイ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ムの 選 択

・パ ス ワー ドの付 与

(84.8%)

(73.9%)

(73.9%)

(72.8%)

(71.7%)

(66.3%)

(51.1%)

(51.1%)

(44.6%)

(44.6%)

(42.4%)

・デ ー タ ・デ ィクシ ョナ リ/デ ィ レ ク トリの 作 成 ・管 理

・デ ー タの暗 号化

さ きほ ど述 べ たIBM社 の調 査 と対 比 してみ る と,興 味 深 い傾 向が うか

が え るo

① フ ァイル の物 理 的 管 理 に 関 して は,日 米 いず れ も中心的 業 務 と考 え

られ て い るが,(日 本84.8%,米80%),わ が 国の 場合 は,シ ス テ

ムの 管理(71.7%),通 信 回線 の管 理(66.3%)の 業務,い わ ゆ

(85.1%)

(58.6%)

(58.6%)

(58.6%)

(52.9%)

(43.7%)

(41.4%)

(34.5%)

(8.0%)
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る 資源 管 理 業 務が 高 率 とな って い るo

② バ ッ クア ップや リカバ リは,と もに重 要 な 業 務 と考 え られ て い る。

(日 本85.1%,米76%)

③ わ が 国 では,各 種 運 用標 準 の設 定(73.99・),フ ァイ ル運 用 の 効

率 化(73.9%),シ ス テ ムの効 率評 価(5&6%)が 重 要 な業 務

とな って い る。(米 の状 況 は 不 明)

④ わ が 国で は,コ ンサ ル テ ー シ ョン業務(44.6%)が あ ま り行 われ

て い な いが,米 で はか な りの重 要 業 務 と され て い る。(88～89%

た だ し,エ ン ド ・=・・一ザ に 対 して は39%と 低 い。)

⑤ 同 様 に,DD/Dの 利 用 ・管 理 は,わ が 国 が 低 く(34.5%),米

で は 高 い(60～67%)。

⑥ デ ー タ 内 容 の 管 理(44.6%),利 用 の 管理(42.4%)が,わ

が 国 の場 合 は 半 数 を 占め て い る。(米 の状 況 は 不 明)

⑦ 日米 とも に,各 種 計 画 の立 案(日 本51.1%,米38%),機 密 保

護(日 本41.4～5Ll%,米50%)が,一 つの 業 務 と して考 え ら

れ て い るo

⑧ わ が 国 で は,ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラムの 設 計 にか な りた ず さ

わ って い るが(52.9%),米 で は 直接 関与 して い な い(17%)で,

デ ー タ ベ ース教 育 が 高 率 とな って い る。(58%)

⑨ 日米 と もに,DBMSの 選 定 ・チ ュー ニ ン グが,一 つ の 業 務 と考 え

られ て い る。(日 本43.7%,米36～65%)

これ らを総 合 す る と,デ ー タ管 理者 の業務 は,次 の よ うに 考 え られ る。

す なわ ち,デ ー タ ・フ ァイ ル に関 しては,① デ ー タ ・フ ァイ ルの 管 理,

② フ ァイル 要 求 の受 付 ・割 当,③ フ ァイル 運 用 の 効 率 化,④ デ ー タ利

用 の管 理,⑤ フ ァイ ル構 造 の 設計,⑥ フ ァイ ル編 成 法 の選 択,⑦ バ ック

ア ップ ・リカバ リな ど各 種 の管 理 が 必要 と考 え られ る。

しか し,デ ー タの 内容 の 管 理 に関 しては,シ ス テ ムの 規 模 や デ ー タベ 一
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⑪ システムの効率評価

⑧DBMS等 の選択

⑨ チューニング

(又 は デ ータ
フ ァイル)

(オ ンライ7,TSS等 システム の管 理)

⑫ パス ワードの付与

⑩DD/Dの 作成 ・管理

① データ・ファイルの管理

② ファイル要求の受付・割当

③ ファイノ↓運用の効率化

④ データ利用の管理

(データ内容躍)

⑤ プアイル構造 の 設計

⑥ ファイル編 成 法 の選 択

⑦ パックアップ・リカバリ

データ管理者

⑬各種運用標準(基 準)の 設定

⑭機密保護レベルの設定

⑮各種開発計画の立案

アプ リケーション

開 発 管 理 者

⑯ コンサルテ ーション

⑰ 指 導 層,

(ア プリケーション・プログラムの設 計)

図3-3デ ー タ管 理 者 の 業 務
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スの開発 ・運用の度合 いに応 じて差異があ るが,原 則 として ユーザ部門に

委 ねざるを得ないのではないか と考 えられ る。ただ し,全 社的な汎用 ・総

合 デー タベースとい った ものに関 しては,そ の内容の管理は,デ ータ管理

者 が実施す るもの と考 えられる。

次 に,DBMS,DD/DS,IRSと い った デー一.タ管理の ツールや技

法 に関 しては,そ の選択,チ ューニングとい った技術 的な側面か らの管理

行為が必要である。常に技術動向には,留 意 して おかなけれぼな らない。

と くに,DD/DSに ついては,今 後ます ます その重要性が増加す ると

考 えられ,こ れ の導入を促進する とともにDD/Dの 作成 と維持管理は,

大 きな業務 となるで あろ う。

システム資源 の管理に関 しては,デ ータ ・ファイルを中心 として,そ の

効率評価(パ フォーマ ンス評価)が 重要 な業務である。最近は,デ ータベ

ースを含 め,効 率測定 の ツールが整備 されて きてお り,そ の ツールの利用

に よ り常 に改善方向を検討 しなければな らない。

しか し,調 査 に表われた ように,TSS,オ ンライ ン等の システムや通

信 回線 の管理 につ いては,本 来は情報 システムの運用管理者の業務である

と考 えられ,こ こでは一応除外 している。

次にデ ータ管理者の重要な業務は,デ ータの蓄積の増大,機 密性 の増加

に伴 う,機 密保護の業務である。保 護 レベルの設 定,パ スワー ドの付与,

ひいてはデータの暗合化な どの対策が必要 となるo最 近は,シ ステム監査

が 言われ,資 源全体 を含め,そ の認識が高 まって きている折か ら,デ ータ

・ファイルに関 して,常 に監視の 目を注がなけれぼ ならない。管理的 な業

務 とい う観点か らは,各 種の運用標準(基 準)の 設定が必要である○ と同

時 にデ ータの有効利用の見地か ら,設 計に関 して もい くつかの標準化 を進

め,そ の徹底を図ることが要請 され る。

また,シ ステ ムの 開発計 画につ いて,中 心的機関 として,情 報 システム

の管理者,ユ ーザ,ア プリケーション開発管理者 と協力しつつ,そ れ らの 立
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案 を行 わ な けれ ば な らない 。

最 後 に,ユ ーザ や ア プ リケ ー シ ョン開発管 理 者 に対 して は,常 に デ ー タ

ベ ース,デ ー タ ・フ ァイル の設 計,運 用,利 用に 関 し,コ ンサ ル テ ー シ ョ

ン と教 育 を実 施 しなけ れ ば な らない 。 ここで,調 査 で は ア プ リケ ーシ ョン

・プ ロ グラムの 開発 ・設 計 が あげ られ てい た が,こ れ につ いて も設 計の 標

準 化 や コ ンサ ル テ ー シ ョンを通 じて,本 来 は開発 管 理 者 に委 ね て い くのが

望 ま しい 姿 で あ る と考 え られ る。

以 上,デ ー タ管 理 者 の業 務 を要 約す る と,デ ー タ ・フ ァイル に 関 し,設

計 ・管 理 ・運 用 を行 い,そ れ を有 効 に利活 用す る方 式,方 法 を検 討 し,今

後 の 開 発 に際 し,コ ンサ ル テ ー シ ョンや教 育 を施 し,機 密保 護 や 安 全対 策

を 実施 して い くこ とが,デ ー タ管 理者 の業 務 と考 え られ る。

と くに,最 近 は オ フ ィ ス ・オ ー トメ ーシ ョンの 導 入が 言われ てお り,デ

ー タベ ースや デ ー タ ・フ ァイ ル との 接 続 ・利 用が オ フ ィス ・シ ステ ムに よ

り可 能 とな って きて い る現 在,そ れ らの機 器 に よる デ ー タ管 理 に関 して も,

業 務 の一 環 と して 検討 す る こ とが 重要 な課 題 とな ってい る。

ろ.ろ デー タ管理体制のあ り方

データ管理の体制に関 し,組 織形態 と管理者の機能 について述べて きたが,

最 後にその問題点 あるいは課題 をふま えて今後の方向を検討 してみ よ う。

第2章 でみたよ うに,今 回の調査において,デ ータ管理の体制に関す る課

題 として,① データ管理の方法 に関す るもの と② データ管理の体制に関す る

ものが あげ られてい る。

後者 に関 しては,① 信頼度の高い分担管理体制の確立(8社),② 全社的

な データ管理体制の確立(5社),③ データ管理責任者の不在(4社)の3

点 に要約 され るo

集 中管理,分 担管理のいずれの体制 をとるにせ よ,責 任 と管理 内容の充実

が 問われている と言 うこ とがで きる。
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一方,IBM社 の調査で は,次 の ような課題が指摘 されてい る。

① 権 限がな く責任が重 い(46%)

② 仕事が多い(46%)

③ デ ータ管理の考 え方 に対す る他部 門の反対(43%)

④ 組織 内での位置(39%)

⑤ 経 営管理者によるサポー トの欠除(36%)

⑥ デ ータの共用 に対す る反対(34%)

これは,デ ータ管理の体制 とい うよ り,デ ータ管理者の本音 とみ る ことが

で きよう。

次 に,デ ータ管理の体制を検討す る うえで,各 企業がOA化 を含 めてどの

よ うな意識を有 してい るか,こ の結果が体制づ くりに反映 して くる と考 えら

れ るので,紹 介 してみ よう。

(1)デ ータ管理の考 え方

① データは会社 の財産で あるとい う認識の下 に,デ ータの保護,デ ータ

の利用状況,デ ー タの所在,プ ログラムとの関連を一元的 に管理す る体

制(含EDPシ ステム)を 整備 し,デ ータの有効活用を図る必要がある。

② データを企業 の資産 として位置付け,十 分な安全 ・機密管理の下に,

効 果的 にデータを活用 し,業 務の効率化 を促進す る。そのために,技 術

的 ・管理的な仕組みの強化 と体制の充実 を図 り,企 業の共有財産 として

の データの管理 を促進す る。

③ データ管理 とい った場合,や や もす ると管理面が強調 されが ちであ る

が,実 際は データを有効活用す るために実施す るとい うことを忘れては

な らない。

管理 面とは,デ ータ管理の対象 となるデータについて,入 力箇所,更

.新 箇所及び保存規程を定義 し,そ れにもとづ き重複データ発生の未然防止

を図ることである。この よ うに,デ ータの意味を明確化す ることによ り

デ ータを情報 として利用す ることも可能である。
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④ 主要 データの安全対策,機 密保 護の推進 と主要データの一元管理 によ

るデータの活用,シ ステム開発における省力化推進

② データ管理の範 囲

① 物理的な管理は行われているが,内 容管理は非常に難 しい。

② デー タ管理の範 疇 として,デ ータの名称やその意味づけを管理す るデ

ー タ属性管理,デ ータベ ース管理,デ ータ保全管理,デ ータを利用す る

局面 におけるエ ン ド・ユーザ ・サ ービス体制 とツールの整備があると考

えてお り,そ れぞれの課題 に対 して検討す る必要がある。

③ デ ータの管理 に関 しては,重 複管理,管 理体制の不統一を防 ぐため,

あ るいは情報検索,将 来への予測のための基礎 デ ータとなるため,で き

る限 り標準化 し,体 系づ けて管理す る必要があ る。今後は,数 値 データ

だ けで な く,文 書,・図形等に関 してのデータ管理を推進す る。

㈲ デー タ管理の体制

① デー タ及び フ ァイルを効率的 に活用す るため には,単 一部門で集 中 し

て 管理す る必要があ る。

② 実績集計型 データの分散管理 と管理統計 用データの集中管理 を推進す

る とともに情報 ネ ッ トワー クを充実す る。

③ デ ータ収集及び 一時的簡易計算 の分散化及び マス ターとヒス トリーの

集 中管理

④ デ ータ管理 について専門のデータ管理者の設置が必要である。

(4)オ フィス ・オ ー トメーシ ョンへの対応

① デー タベ ースとOA化 を別 々に考 えるので な く,デ ータベースの進ん

だ ものがOAで あ るo

② 会社 データは,メ イ ンフレームデ ローカル ・データは分散 フレーム,

個人 のデータはパ ーソナル ・コンピュータ

③ デー タ管理の中心は,あ くまで中央 コンピュータが管理 しているもの

で あるが,必 要 な時 にどこで もデータを と り出 して見れる体制づ くりが
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ポ イ ン トで あ るo

パ ソ コ ンの大 量 導 入 に伴 い,本 体 との接 続 が 自由に可 能 となれ ば,オ

ン ライ ンと併 わ せ て 全 社 的 デ ー タベ ー スが 実 現 す る もの と思わ れ る。

ま た,ペ ーパ レス,日 本 語処 理,グ ラフ,図 形 化 も平 行 して 推 進す る必

要 が あ るo

④ デ ー タ管 理 につ い て は 集 中管 理,保 管 に つ い て は分散 保 管,ホ ス ト ・

コ ン ピ ュー タ,オ フ コ ン,パ ソ コ ンの デ ー タの 共 用,共 通化 は 図 るべ き

で あ る。

⑤OAデ ー タ作成 とホ ス トとの デ ー タ ・イ ンタ フェー スの標 準 化 の ル ー

ル 作 り及 び 定 期 的 な改 訂 がが 必 要 で あ る。

こ の よ うに見 て くる と,わ が 国 の 場 合,デ ー タ管 理 に関 して,デ ー タの

有 効 利用 とデ ー タの機 密 保 護 ・安 全 対 策の 観 点 か ら重 要 な 業 務 と して把 握

さ れ て い る こ とが 判 る。

そ れ と同時 に,デ ー タベ ー スが 中心 的 な シ ス テ ム と して 考 え られ,'オ ン

ライ ン化 の 進 展 と相侯 って デ ー タの集 中化 と分 散 化 の議 論 が 行 われ て い る。

一 方 ,デ ー タ管 理 の範 囲 につ い て,デ ー タベ ー スの設 計,費 用,フ ァイ

ル の管 理 等 は 行 わ れ て い る もの の,デ ー タの 内容 や 属性 管 理 に 関 して,そ

の 困難 性 が 指 摘 され て い る。

ま た,体 制 に関 して は,デ ー タの集 中 と分 散 の 仕 分 け を経 て,専 任 の デ

ー タ管理 者 の 必 要 性 が 叫ば れ て い る
。

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに関 して は,や は り汎用 コ ン ピュー タ ・シ

ス テ ムを中 心 と し,オ フ コ ン,パ ソ コ ンとの デ ー タの 関連づ け,共 用 化 ・

共 通化 の次 元 で と らえ られ てい る こ とが判 る。

こ れ らを総 合 す る と,わ が 国 の企 業 の デ ー タ管 理 に 関 して は,デ ー タベ

ー ス の 開発 ・運 用 ・デ ータベ ースの 分 散化 ,ネ ッ トワー クの 拡大,オ フ ィ

ス ●オ ー トメ ー シ ョ ンの進 展 に伴 い,従 来 の よ うに情 報 シ ス テムの 管理

者 が,デ ー タ管 理 を も総 括 す る集 中管 理型 で な く,デ ー タ管 理者 と呼 ばれ
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る専 任 の マ ネ ー ジ ャを設 け,情 報 シス テ ムの管 理 者,ア プ リケー シ ョン ・

プ ロ グラ ムの 開 発管 理者,ユ ーザ と相 互連携 を保 った形 態 の体 制 が 必 要 と

な って くる と考 え られ る 。 この 場 合 の デ ー タ管 理 者 は,前 節 で述 べ た 業 務

を 行 う必要 が あ るが,そ の た め には,や は り各管 理 者 との 協 力 ・調 整 が 前

提 条 件 とな って い る。

す なわ ち,デ ー タベ ースや デ ー タ ・フ ァイル の設 計 ・運 用 につ い て は,

EDPシ ステ ムの 一 部 と して,情 報 シ ステ ムの 管理 者 と緊 密 な連 携 が 必 要

で あ り,ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラムにつ い て は,す べ て デ ー タ管 理 部

門 で 開発 す る こ とは不 可 能 で あ り,一 定 の標 準 化 され た ル ー ルの 下 に,ア

プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの 開発 部 門を 指導,コ ンサ ル テ ィ ン グをす る

必 要がある。

ユ ーザ部 門に対 しては,デ ータの内容の管理 をすべて実行す るこ とが困

難 で あることか ら,デ ータの内容 ・属性に関 し吟味 し,利 用度の低 いもの,

重要で ない ものについて,相 互に協力 して取捨選択 を行 うことが必要で あ

るo

オ フィス ・オー トメーシ ョンに関 して も,全 社的見地か ら,デ ータの管

理 とい う側面で,オ フィス ・システ ムによるデータとの共用化 ・共通化,

分 散化を検討す る必要が ある。

この場合,事 務合理化,業 務効率化 とい う観点か ら,数 値 デ ータのみな

らず,文 字,図 形(画 像)等 データの種類が拡大す ると考 えられ,事 務合

理化相互部門 との コ ミ=ニ ケー ションが重要な課題であるo

いずれにせ よ,デ ータ管理者 は情報 システム部門の重要 な役割分担の下

に,責 任の集中化 ・明確化を図 ってい く必要がある。
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4.デ ー タ管 理 の体 系 と方 法

4.1デ ー タ管理 の体 系

デ ー タ管 理 の体 系 を示 す と,図4-1の よ うに な る。 この 図 の よ うに,文

字,あ るい は 数値 等の形 態 を なす 各 種 デ ー タを 集 中 あるい は 分担 管 理 体制 の

もと で,物 理 的及 び 論理 的 な管 理 を 行 うのが デ ー タ管理 で ある。

こ の うち,管 理 対 象 デー タの 種類 及 び デー タ管理 の体 制 につ い て は 既 に第

1章,第3章 で述 べ た。 本 章 及 び5章,6章 に おい て は,主 と して 論 理的 な

管 理 を 中心 に,そ の方 法 や 技 法 を示 す こ とにす る。

デー タ管 理 の方 法 を大 き く分 け る と,コ ンピ ュー タ ・シス テ ムを 利 用す る

方 法 と,オ フィ ス ・コ ン ピ ュー タや パー ソナ ル ・コ ンピュー タ等 の オ フィス

・シス テ ム を利 用す る方法 の2つ に 分 け られ る
。

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムに よ るデ ー タ管理 とは ,中 大 型 の コ ンピ ュー タを

利 用 した デ ー タ管 理 で あ り,オ フ ィ ス ・システ ム に よるデ ー タ管理 とは,い

わ ゆ るOAの 一 環 と して の デ ー タ管理 であ る。 従 って,マ イ ク ロフ ィル ム等

に よ る原 デ ー タの 管理 も この 中 に 含 まれ る。

ア ンケ ー ト調 査の 結 果 等 に よる と,コ ンピ ュー タ ・シス テ ムに よる デー タ

管 理 を行 うのは,主 と して 次 の よ うな場 合 で あ る。

① オ ン ライ ンに よ り利 用す る。

② デ ー タが大 量 に あ る。

③ 検 索 の 多様 性,迅 速 性 が 要 求 され る。

④ デー タの 検索 よ りも,そ の 後 の処 理 が複 雑 で 大 きな プ ロ グラ ムを必 要

とす る。

⑤ 複 数 の ユー ザ が利 用 す る。

⑥ デ ー タ間 の 関連 性 が 高 い。

ま た,オ フ ィス ・シ ス テ ムに よ る デ ー タ管 理 は 主 として次 の よ うな場 合 に

行わ れ る。
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デー タ管理の体制・

集中管理

分担管理

データ管 理関連OA機 器 の管理

光 ディスク

原データの管理

管理対象データ

経営 ・企画データ

研究開発デー タ

販売管理 デー タ

財務 デ ー タ

人 事デ ー タ

総務 デ ー タ

渉外 デ ー タ

数値情報

画像情報

音戸情報

映像情報

在 英 システム管理者の認 と
思われる.

物理的な管理

デ ータ管理

データ・プアイルの物理的環境の管理

コンピュータの管理

メモリ,ディスク等のリソースの管理

通信回線の管理

TSS.オ ンラインの管理

ファイル媒体の管理

論理的な管理

デー タ ・コー ドの 管 理 ■

入出力データの管理

入出力デー

データ内容の管理

プアイルその ものの管理

フ7イ ル管理台帳

レコード一覧表

レコードx日日一触

フ'イ ル利用の智理

利用要求の受付と許可

利用状況の管理

フ'イ ル利用管理台帳

プアイ ルの保全.

パ フク ア7フCリ カ バ リ

フ7イルの分散保管

セ キ ュ リテ ィ ・

プ ロフ ィ ール

データの暗号化

データ圧縮

ファイルの管理

企画 ・計画 ・他

フ'イ ルの論理 ・物理設計

編成方法の選択

ツールの選 択

順 編 成

索引順編成

区分編成

直接日成,他

OSの フ7イル
鯉 〃竿

プアイノkD/B,OD/Dの 作成

メタデータの管理

効率の改善

再 構成

再日 成

開発計画等の計画立案

標準の設定

データの標準化

ファイルの標準化

媒体の標準化

アータの標準化
コー ド

ファイルの設計方法の標準化

運用管理方法の標準化

ソフトウ呂ア作成方法の標準化

概念スキーマ

外部スキーマ

内部 スキーマ
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① 給 与 ・人 事 情 報等 非 公 開 デ ー タを扱 う。

② 給 与,販 売 管 理等 の部 門 限定 的 な デ ータを扱 う。

③ ユー ザ が小 人 数 で あ る。

④ デ ー タ間の 関 連 性 が あ ま り無 く,デ ー タ量 も余 り多 くない 。

⑤ デー タの検 索 及 び 処理 の 内容 もそれ ほ ど複雑 で な く,コ ン ピ ュー タの

非 専 門 家 が利 用 す る。

コ ンピ ュー タ ・シ ス テ ムに よ る デ ー タ管 理 と,オ フ ィス ・シス テ ムに よる

デ ー タ管 理 に は,以 上 の よ うな 違い が あ る。 しか し,半 導体 技 術 の 革新 的 な

発 展や ソフ トウ ェアの 発 達 に よ り,オ フ ィス ・コ ンピ ュー タや パ ー ソナル ・

コ ンピ ュ ータの発 達 は 目ざ ま し く,オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ用DBMSやQ

BE(QuerryByExample)と い っ た デ ー タ管 理 を主 目的 とす る強 力な ツ

ール もで きて お り,従 来,中 大 型 コ ンピ ュー タで しかで きな か った こ とも容

易 に で き るよ うに な って きて い る。 従 って,デ ー タ管理 の 方 法 とい う意 味 で

は,マ イ ク ロフ ィル ム等 に よる原 デ ー タの 管理 方法 を除 い て は,コ ン ピュ ー

タ ・シス テ ムに よる デー タ管理 も,オ フィ ス ・シス テ ムに よ るデ ー タ管 理 も

ほ とん ど違 い は ない と言 える。 よ って,第2節 以 下 で は,主 と して コ ン ピュ

ー タ ・シ ス テ ムに よ る デ ー タ管 理 の 方法 につい て 述べ る こ と に し
,オ フ ィス

・シス テ ム に よ るデ ー タ管 理 に つい て は ,方 法 論 とい うよ り,オ フ ィ スにお

け るデ ー タ管理 の高 度 化 の た め の方 策,及 び 文書 ・画像 蓄 積 の た めの ハ ー ド

ウ ェア,そ して 原 デ ー タの 管理 方 法 につ い て述べ るこ とにす る。

4.2コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム に よ るデ ータ管 理 一標準 的 な 方 法

オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タな ども含 め た コ ンピ ュータ に デ ー タを 蓄積 ・管 理

す る場 合 の 標 準的 な 管 理 方法 と して,

① フ ァイル の管 理

② デ ータ ・コー ドの管 理

③ 入 出 力 デ ー タの 管理
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④ データ管理に係わる標準化

⑤ その他

の5つ を取 り上げて,そ の内容 を具体的 に示す こととす る。

4.2.1フ ァ イル の 管理

フ ァイ ル管理 は,デ ー タ管 理 の 中 で も最 も基本 的 な もの の一 つ で あ り,

その範 ち ゅ うには 次 の よ うな もの が含 まれ る。

① フ ァイル そ の もの の 管 理

② フ ァイル 媒体 の管 理

③ フ ァイル 利 用 状況 の 管 理

④ デ ー タ保 護

⑤ 効 率 の改 善

デ ー タの 保 護 に つ い ては,第6章 で 総 括 的 に述 べ る ので,こ こでは,そ

れを 除 くその 他 の もを説 明す る。

(1)フ ァイ ル その もの の管 理

コ ン ピュ ー タ上 にお け る フ ァイ ルそ の もの の 管 理 は,OS(Opera・

tingSysterri)に よ り行 わ れ る。 この場 合,デ ー タ管 理 者 は,フ ァ イ

ル管 理 表(図4-2～ 図4-4)等 に よ り,現 在 所 有 してい る フ ァイル

を管 理す る。 この 時 重要 とな るの は フ ァイルの 識 別 で あ る。 フ ァイル は

シス テ ムの 目的 に従 ってい くつ か作 成 され るが,こ の フ ァイル を識別 す

るた め に は,フ ァイル 識 別名 を用意 しな けれ ば な らな い。 フ ァイル識 別

名 を決 め るキ ー と して は 次の よ うな もの が あ る。

・シ ス テ ム名

・フ ァイ ル媒 体

・フ ァイル の管 理 者(デ ー タ管 理者)

・フ ァイル の存 在場 所

・保 全 保 護 の レベ ル
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・データの基にな ってい る実体
,等

これ らを組合わせて,フ ァイルの識別名を決める方法 を定めればよい
。

この際注意す ることは,そ こに盛込 まれ る情報 によってファイルの識別

名は,汎 用的にな った り,固 定化 された りす る事であ る。例 えば ,媒 体

を含めた識別名は,媒 体の変更に対す る柔軟性 には欠け ることになる
。

ファイルの識別名が決め られた ら,コ ンピュータ上で管理す るために,

ファイルの ラベルを作 ることになる。 この ラベルは,使 用 しているOS

の標準的な もの を利用す るのが最 も良い方法である
。 図4-5と 図4-

6に,磁 気 ディス クの ラベル形式の例を示す。

ファイル

管 理
番 号

ファイル名

ファイル

設 計 書

番 号

ボリューム

番 号

ボリューム名 作成者 作成 目的
作成

年月

保存

期間

保 管

場 所

関係ファイル

番 号
OS 利用部門 備 考

1040
人 事

ファイル
F-108 T-40 人事マスタ 吉 田

スキル

評 価
50.4 永久 人事部 1050.1051

ACOS
-4 人事部

一
/
/

/
/

'

＼ 一一

図4-2フ ァイル管 理表
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レコード

茄

レコード

名
実体名 識別キー

項目名

蹴
か
卿
か

レコー ド数 発 生 消 滅
機 密
保 護
の
レベrレ

保全

の

要否

備 考

(固 定の
ときの レ
コー ド長)

現 在 将 来 管理部門情報名
タイ

ミング
量 管理部門蹴 タイ

ミング
量

40 スキル SKILL
社 員
コー ド 固 1030 未定 人事部

学歴
資格
教育

4
半

期

人事部 随時
退職
徽
A 要 150

六

卜
劔

『
新入社賦 遁 格取徽 員数+糖 終了社員数

.

・

「

/ 一
r ＼

、/

/

/

図4-3レ コ ー ド一 覧 表

/

＼ ノ 一

注美デー クベースの場合の

レ コー ド名 識別キー項 目名
レ コー ド数

,orオ
ー ナ ・レ コー ト

メ ー バ ・レ コ ー ド

対応比

現 在 将 来

ス キル 社 員 コー ド 1030 未定 メ ン バ ・レ コ ー ド 1:1

項

目

海

項 目 名
レペ レ

亮

文
字
区
分

桁 数 蹴

または

可変的

一 意 な

属 性 値 数

変更に

対す る

影響度

データ

準備の

難易度

機 密

保護の

レベル

保 全

の

要 否

備 考

最大 最小 現在 将来

1 社員 コー ド i 数 5 5 固 4 4 入 小 c
`擾

2 入社 日 1 数 6 6 問 1 1 変更無 '」・ C 勇1

2-1 年 2 数 2 2 固 1 1 変更無 小

2-2 月 2 数 2 2 固 1 1 変更無 小

2-3 日 2 数 2 2 固 1 1
/
/

一 ＼
/

∨

/
＼
、 、 ノ 一

図4-4レ コ ー ド項 目一 覧 表
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標 準 ボ'リ ュ ー ム形 式1:標 準 ポ リ=一 ム ・フ ァ イル

VOI.

1

HDR

1

・HDR

2

UHL

1
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UHL
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、
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〃EOF
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EOF

2

UTL

1

(任意)

UTL
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(任意)
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ノ

'
ノ
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/ノ. .

標 準 ボ リ ュー ム形 式2マ ル チ ・ポ リ=一 ム ・フ ァ イ.ノレ
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1
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'
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1
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〃
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(続)

//
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//

EOF

1

EOF

2

〃
,T

lM
!

-

〆.

T/
M
'
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標 準 ポ リ=一.ム 形 式3マ ル チ ・フ ァ イ ル ・ボ リ ュー ム

VOL

1

'H])n

1

HDR

2 .

/◇

T

M

z

フ ァ イル

A

'〃
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標 準 ポ リ=一 ム形 式4:マ ル チ ・フ ァイ ル/ボ リュー ム

VOL

1

HDR

1

HDR

2

zT

M

z

ファ イル

A

/

1
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2 M

〃
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%
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z

イル

(続)
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Ml
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2
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%
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HD、4

2
フ ァM

z

イ ノレC

//
TEOF
Ml

%

EOF

2

〃「〃
TT

Mi
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〔備考〕

VOLl

HDRl

HDR2

UHL1

～

UHL8

TM

EOFl

EOF2

UTL1

～
UTL8

ル

ル

ベ

ベ

ラ

ラ

レ

●

.

ノペ

ダ

ダ
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ツ

ツ

・

へ

ヘ

ム

・

・

一
ル

ル

ユ
イ

イ

リ

ア

ア

ボ

フ

フ

期

1

2

初

第

第

}ユ ー ザ ・ フ ァ イ ル ・ヘ ッ ダ ◆ラ ベ ル(1～8ま で オ プ シ ョン)

ル

ル

ベ

ベ

ラ

ラ

●

・

ラ

ラ

ー

ー

レ

レ

ト

ト

ク

■

■

一
ル

ル

マ
イ

イ

●

ア

ア

プ

フ

フ

一
1

2

テ

第

第

}ユ ー ザ ・ フ ァ イ ル ・ ト レ ー ラ ・'ラ ベ ル(1～8ま で オ プ シ 冒 ン)

図4-5磁 気 テ ー プ.のラベ ル の形 式(1)
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ラベ ル ・ レ コ ー ドの 内 容1:初 期 ボ リ ュー ム ・ ラベ ル

1～3 ボ リュ ー ム ・ ラベ ル 識 別 子:VOL

4 ボ リュ ー ム ・ラベ ル 番 号 :1

5～10 ボ リュ ー ム識 別 コ ー ド :

11 ボ リューム機密保護 :

12～21 予備
22～41 予備

42～51 所有者名 :そ の ボ リュームの所有者名

52～80 予備

ラ ベ ル ・ レ コ ー ドの 内 容2:第1フ ァイ ル ・ヘ ッ ダ/ト レー ラ ・ ラベ ル

1～3 ラベル識別子 :HDR/EOV/EOF

4 ラベル番号 :1

5～21 フ ァイル識別子 :フ ァイ ル 名 の 左 端17バ イ ト

22～27 ボ リ ュー ム識 別 コ ー ド:ボ リ ュ ー ム ・ ラ ベ ル の ボ リュ ー ム識 別 コ ー ドの 内 容

28～31 ボ リューム順次番号 :ボ リ ュ ー ム 連 番(10進 数)

32～35 ファイル順次番号 :マ ル チ ・ファイル ・ボ リューム 上 で の ファイル 相 対 番 号(10進 数)

36～39 世代番号

40～41 バ ー ジ ョン 番 号 :同 一 世代 内での更新,コ ピー番号

42～47 作成日 :△yyddd

48～53 満期日 :△yyddd

54 ファイル機密 :

55～60 ブ ロ ッ ク ・カ ウ ン ト :

61～73 シ ス テ ム ・ コ ー ド :プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ス テ ムの 識 別

74～80 予備 :

ラ ベ ル ・レ コー ドの 内 容3:第2フ ァイ ル ・ヘ ッ ダ/ト レー ラ ・ ラベ ル

1～3 ラベル識別子 :HDR/EOV/EOF

4 ラベル番号 :2

5 レ コー ド形 式 :F(固 定),V(可 変),U(不 定)

6～10 ブ ロ ッ ク長 :10進 数

11～15 レ コー ド長 :10進 数

16 記録密度 :0(200),1(556),2(800),3(1600)

17 フ ァイル位置 :

18～34 ジ ョブ/ジ ョブ ・ステ ップ の 識 別:

35～36 記録手法 :7ト ラ ッ ク の場 合

37 コ ン ト ロ ー ル ・キ ャ ラ ク タ :F(標 準),P(プ リン ト),M(マ シ ン)そ の 他

38 ブ ロ ッ ク ・ラ ベ ル の 形 式 :

39 ブ ロック形式 :B(ブ ロ ック化),S(ス パ ン),R(ブ ロ ック化 スパ ン),

F(標 準)そ の他

40～50 予備
51～52 ブ ロ ッ ク ・ラ ベ ル 長 :

53～80 予備

ラベル ・レ コー ドの 内 容4:ユ ー ザ ・フ ァイ ル ・ヘ ッダ/ト レー ラ ・ラベル

1～3 ラベル識別子:UHL/UTL

4 ラベル番号:1～8

5～80 ユーザ指定 :ユ ーザの任意設計

図4-5

出所:水 野幸男 「ソフ トウェアの標 準化」

磁 気 テ ー プ の ラ ベ ル の 形 式(2)
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磁 気 デ ィス ク ・ボ リューム形 式

IPLVOLI

フ

ア

イ

ノレ

A

フ
ア
イ
ノレ
B
－

口

一
画

IPL:イ ニ シ ャル ・シ ス テ ム ・ ロ ー デ ィ ン グ ・ レ コ ー ド

(ブ ー トス トラ ップ ・ レ コ ー ド)… … シ ス テ ム ・

ボ リ ュー ム の み

0シ リン ダ,0ト ラ ッ ク,レ コ ー ド1,2

VOL1:初 期 ボ リ ュー ム ・ ラベ ル

0シ リン ダ,0ト ラ ッ ク,レ コ ー ド3

VTOC:VolumeTableofContents

ボ リ ュー ム ・ラ ベ ル の 形 式

1～3

4

5～10

11

12～21

22～41

42～51

52～80

ボ リューム ・ラベル識別子:VOL

ボ リューム ・ラベル番号

ボ リューム識別 コー ド

ボ リュームの機密保護

VTOCポ イ ンタ

予備

所有者名

予備

:1

:VTOCの 開始 ア ドレス(CCTTR△ △ △△△)

VTOCラ ベルの形式

VTOCは,さ ら に 次 の5種 類 の ラ ベ ル に 分 け ら れ る 。

。VTOC(形 式4)ラ ベ ル

{
。 フ ァ イ ル(形 式1 ,2,3)ラ ベ ル

。未 割 当 ス ペ ー ス(形 式5)ラ ベ ル

。未 使 用(形 式0)ラ ベ ル

1～44

45

46～50

51～52

53～56

57～58

59

60

61～62

63～66

67～68

69

70

71

72

73～74

75

76

77～100

101～105

106～1]5

116～140

キイ識別子

形式識別子

形式1ラ ベルの最高 ア ドレス

形式0ラ ベルの個数

代替 トラ ック ・ア ドレス

残余代替 トラック数

VTOCイ ンデ ィケータ

予備

装置の容量

トラック容 量

オーバ ヘッ ド・バイ ト1

〃

〃

装置イ ンデ ィケ ータ

装置 トラレンス

ラベル数/ト ラック

2

3

:す べ て16進 、、04〃

:16進"F4〃

:CCTTR

:利 用 で きる形式0ラ ベルの個数

:次 に利用で きる代替 トラックCCTT

:16進 　01"

●

●

■

.

●

●

・

■

●

■

●

●

.

・

.

・

PDSデ ィ レ ク ト リ ・ブ ロ ッ ク数/ト ラ ッ ク:

予備

形式6ラ ベルへのポインタ

VTOCエ クステン ト

予備

VTOC作 成 時にマ ウン トした

装置に関す る情報

:最 初の形式6ラ ベルのア ドレスCCTTR

図4-6

出所:水 野 幸男 「ソフ トウェアの標準化」

磁 気 デ ィス クの ラベル の形 式
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(2)フ ァイル媒体の管理

フ ァイルは一般的に,磁 気 テ ープや磁気デ ィス クに格納 され る。従 っ

て,こ れ らの媒体 を厳密に管理す ることは,極 めて重要なこ とである。

ここでは,フ ァイル媒体の選定の問題 とボ リューム管理の具体的 な方法

を示す。

(i)フ ァイル媒体の選定

フ ァイル媒体 には,表4-1に 示す通 りそれぞれの長所,短 所があ

るのでその選定 に際 しては,次 の事項について検討 しなけれぼな らな

いo

θ デー タ構造 ・アクセス形態の検討

対象 ファイルの デー タ構造,ア クセス形態を実現できる媒体は何

か,ま た,OSで サ ポー トしている機能で実現 できるかを検討す る。

(イ)処 理方式

処理方式が シー ケ ンシャル処理 であれば,一 般に どの媒体 も使用

で きるが,ラ ンダム処理,も しくは両方の処理が必要であれぼ ダイ

レク ト・アクセスがで きる媒体が必要 となる。

(ヴ デ ータ量の検討

次の式によ り,各 媒体のおお よその所要数 を求め る。

全 デ ータ量

媒体の所要数=× 収容率媒体
1ボ リュームの容量

全データ量は,将 来の伸び率及び データ格納の冗長 度を含 めて考

えるように しなければな らない。

国 ア クセ ス ・タイムの検討

ダイ レク ト・アクセスによる検索 を必要 とす る場合 には,ど の程

度の アクセス ・タイムを必要 とす るか検討す る。

各種 メモ リ価格 とア クセ ス時間を図4-7に 示す
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表4-1フ ァイル 媒 体 の特 徴

フ ァイル媒体 ファイル編成法 処 理 方 式 利 点 欠 点

磁気 テープ ・順編成 ファイ

ノレ

・シ ー ク エ ン シ

ャル 処 理

1)他 の媒体に比べ1字 当

た りの記憶 コス トが最も安

い。

2)一 括 処理においては処

理時間が速 く,経 済的。

3)ス ペ ース効率が最も良

い。

4)記 憶 容量が大 きい。

5)フ ァイル作成 ・保守 ・

障害対策が容易。

6)ヒ ス トリ情報等 を記録

しやすい。

7)保 管が容易。

1)フ ァイル中の個々のデ

ー タを即時に取 り出せない。

2)フ ァイル編成法 が順編

成 ファイルだけなので処理

が限 られ る。

3)更 新処理に伴ないフ ァ

イルの コピーが必要 となる。

4)分 類 作業が多 くなる。

デ ィ ス クパ ッ

ク

・順編成 ファイ

ノレ

・待機区分編成

ファイル

・索引順編成 フ

ァイル

・乱編成 ファイ

ノレ

・シ ー ク エ ン

シ ャ ル 処 理

・ラ ン ダ ム処

理

1)高 速 ア クセスが可能で

フ ァイル中のどのデー タも

ほぼ同一時間で取 り出せる、

2)取 りはずし可能 なため

容量が大 きい。

3)分 類作業を少な くでき

る。

4)多 重 ファイルボ リュー

ムが可能。

5)特 殊 なデータ構造やア

クセス形態に対処できる。

1)磁 気 テープに比べて1

字 当たりの記憶 コス トが高

い。

2)フ ァイル編成法やア ド

レッシングの決定に手間が

かかる。

3)フ ァイルの作成 ・保 守

・障害対策 は磁気テープほ

ど容易でない。

4)フ ァイルの再編成の必

要が生 じる。

フ ロ ッ ピー デ

ィス ク

同 上 同 上 1)高 速 ア クセスの可能

2)手 軽に扱え る。

3)多 重 ファイル/ボ リ

ュームが可能

4)安 価 である。

5)分 類 作業を少な くで

きる。

1)記 憶 容量がせいぜ い2

Mbが 限 度である。

)磁 気 テープの ような互

換性がない。

MSS 同 上 同 上 1)大 容 量(数Gb)が

可 能

2)多 重 ファイル/ボ リ

ュームが可能。

地磁気デ ィス クパ ックと

2)を 除 き特徴は同じ

1)ア ク セス時間が比較的

遅い(数 秒)。

2)高 価 であ る。

出所:水 野 幸男 「ソフ トウェアの標 準化」
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図4-7各 種 メモ リ価 格 と ア クセ ス時 間

㈱ シ ー ケ ンシ ャル 処理 時 間 の検 討

次 の式 に よ り処理 時 間 の概 算 見 積 りを行 う。

。磁気 テ ー プの場 合

ブ ロ ッ ク数 ×(ブ ロ ック ・サ イ ズ×1バ イ ト当 りの転 送 時 間十

ギ ャ ッ プ通過 時 間)

。磁 気 デ ィス クの 場 合

ブ ロ ッ ク数 ×{平 均 回転 待 時 間十(ブ ロ ック ・サ イズ ×1バ イ ト

当 りの 転 送時 間)}十 フ ァイル に必 要 な シ リンダ数 × シ ー ク ・タ

イ ム

(カ}オ ペ レー シ ョ ンの 容 易性 の 検討

オペ レーシ ョンの複 雑 さをな く し,操 作 上 の 誤 ま りを 減 少 させ る

こ とな ど,オ ペ レー シ ョンの 容 易性 に つい て 検 討す る。

闇 フ ァイ ルの 個数 及び 使 用 頻 度の 検 討

小 フ ァイ ルの数 が多 く,そ の 使 用 頻度 が 高 い場 合 には,媒 体 の交

換 な どの オ ペ レー シ ョンが 多 くな り繁 雑 にな りが ちで あ るが,磁 気

デ ィス クで は,マ ル チ ・ファイル ・ボ リューム形式 が 容 易 に採 用 で き,

この よ うな場 合 には,そ の特 徴 を 生か す こ とが で きる。

以上 の よ うな 個 別検 討 が 終 了す る と,そ の 結 果 を総 合 的 に検 討 す る総

合 検討 に よ り媒 体 を決 定 す る。 その 手順 は 次 の 通 りで あ る。

① 費 用

② 媒 体 の 決 定
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③ チ ャ ネル ・コ ン トロー ラ等の 機能 検 討

④ 必要 数 の 見 積 り

⑤ 装 置 の増 設 等 の 検討

(川 ボ リュー ム管 理 の 方法

磁 気 テ ー プや 磁 気 デ ィス ク ・パ ック等 の ボ リュー ム管 理 は,磁 気 テ

ー プの 自動 倉 庫 的 な もの もあ るが 一般 には人 間が 行 わ な けれ ぼ な らな

い 。 そ の た めに は,フ ァイル とボ リュー ムを対 応 させ るため の ボ リュ

ー ム ・ラ ベル を は り
,キ ャ ビネ ッ ト等 に きちん と管 理 してお く必要 が

あ る。

ボ リュー ム ・ラベル には,次 の よ うな 内容 が 記 述 され る。

・ボ リュー ムNO .

。ボ リュー ム責 任 者

。ボ リュー ム区 分

。ボ リュー ム作 成 日

。フ ァイル 名

。フ ァイル の保 存 期 間

。ボ リ ューム を使 用 す る場 合 の注 意 事 項 ,特 に,ボ リュー ム区 分 な ど

は,カ ラーの ペ ンを 用い た り,カ ラ ー ・マ ー カ な どで 色 分 け し て

お くの が 良い。 ボ リュー ム ・ラベ ルの 例 を 図4-8に 示 す。

/作 業区分
テープ名 ＼

作成年月日 作 成 者

REV 保存期限

密度 リー ル%備考

＼
親子区分

/

図4-8テ ー プ ボ リュ ー ム ・ラ ベ ル 例
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また,ボ リュー ム管 理 の 実用 的 な方 法 に は次 の よ うな もの が あ る。

① ボ リュー ムは 使 用 区分 毎 に分 け て管 理す る。

② ボ リュー ム には 同 種 の フ ァイル を登 録 し,そ の 同種 の ボ リュー ム

を集 め て1区 分 を 設 け る。

③ ボ リュー ム を格 納 す るキ ャ ビネ ッ トは,ボ リュー ム区分 に合 わせ

て,ラ ベ ル を は って お く。

④ ボ リュー ム と フ ァイル の対 応 表 を作 って お く。

なお,ボ リュー ムの 内 容が 頻 繁 に変 わ る よ うな場 合 に は,ボ リュ

ー ム ・ラベ ル の書 き換 えが繁 雑 に な り,管 理 上 ミスが発 生 しや す く

な るの で,.リ ー ルNo.な どだ けで 管理 す る もの も一 方 法 で あ る。

(3}フ ァイ ル利 用状 況 の 管 理

フ ァイル は 一度 作 られ る と,フ ァイル作 成 者 自身 が 消去 しな い 限 り,

い つ ま で も存 在 す る こ とにな る こ とが多 い 。 この よ うな状態 で 放置 して

お くと,ほ とん ど利用 され る こ とが な く,か つ,あ ま り重 要 で な い フ ァ

イルがCPUに 最 も近 い 磁 気 デ ィス クに存 在 し,よ く利 用 され る フ ァイ

ルが止 む を 得ず 磁 気 テ ー プ上 に あ る とい った 事 態 が 生ず る。 この よ うな

状 態 は全 体 と して の作 業 能 率 を 著 し く下 げ る と 同時 に,コ ン ピ ュータ ・

シス テ ム を有 効 に利 用 して い な い ことを意 味 して い る。 デ ー タ管 理者 は,

この よ うな ア ンバ ラ ンス を生 じさせ ない た め に,フ ァ イルの 利 用 状況 を

常 に監 視 し,あ ま り使 わ れ な くな った フ ァイル の 磁 気 テー プへ の 移行,

あ るい は,使 用頻 度の 高い フ ァイルの磁 気 デ ィ ス クへ の登 録 な どを行 わ

な けれ ば な らない 。

また,フ ァイ ル の機 密 保 護 の 観点 か らも フ ァイル の実 際 の 利 用 者 を き

ちん と把 握 してお くこ とは 重 要 な ことで あ る。

以上 の よ うな フ ァイ ルの 利 用 状況 の 管理 を行 う場 合 に は,フ ァ イル 利

用 管理 表 を 作 る とよい。 フ ァイル利 用管 理 表 の 例 を 図4-9に 示 す。
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利用許可番号 利用責任者 使 用 キ ー 利 用 目的 利用期間 利 用 方法 連 絡 先 備考

55-02-113 吉 田 一 男
社 員 コー ド

1011-1053

部内
スキル管理

55年4月1日 ～

55年4月15日

部内端末よ

りのアクセス

内線5423

企 画 部

/ ＼ 、

図4-9ア イル利 用 管理 表

＼/

フ

//
～_ /

(4)フ ァイルの改善

データは固定化 され ず,シ ステムの要求に基づいて変動するのが常で

ある。 そ こで,い ろいろのデータの変化に対処 して,改 善を図 ってい く

こ とが重要 となる。 こ こでは,フ ァイル内の デー タを改善す る方法 を示

す。 フ ァイルの改善の方法 には,再 編成 と再構成がある。前者 は,デ ー

タの格納状況を改善す るための方 法で あ り,後 者は,デ ータの論理的構

造を改善す る方法 である。

① 再編成

再編成の一般的方法は,一 度 デー タを外に出し,改 めて入れ直す も

ので ある。 しか し,デ ータを1件1件,全 件入れ直すためには,相 当

時間がかか り,一 般 には,夜 間あ るいは週末に行われる。

② 再構成

再構成 は,デ ータの論理的な構造を改善することであ り,単 純にデ

ータの入れ直 しです むものではな く,再 構成のパター ンに応 じた処理

プ ログラムの改造が必要 となる。
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以 上,再 編 成,再 構 成 に つ い て簡 単 に述 べ た が,デ ー タベ ー スの場 合

は,DBMS,つ ま りデ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムの 種類 によ って,そ の

や り方 も変 わ って くる。 これ につ い て は,次 章 で 述 べ る こ とにす る。

4.2.2デ ータ ・コ ー ドの 管理

デ ー タ ・コ ー ドとは,デ ー タを識 別 し,分 類 し,配 列す るた め に使 用す

る数 字,文 字,ま た は,そ の 他 の 記号 の こ とで あ り,通 常は 冗 長 度の 高い

自然 語 を機 械 処理 に 適 合 した 比 較 的簡 単 な 形 に 変換 した もので あ る。 デー

タ ・コー ドを決 め る こ とを コー ド化 と呼 び,デ ー タの体 系 化,デ ー タ処理

シ ス テ ムの 効率 化,及 び デー タの 互換 性 の た め の 標 準化 を 目的 と して行 わ

れ る◎

(1)コ ー ド化作 業 の 手順

デ ー タ ・コー ドの 策定 は,処 理 プ ログ ラムの 設 計や 管理 の 方 法 な どに

影 響 を 与 える ので,利 用 者の 自由に任 せ るべ きで は な く,あ くまで デ ー

タ管 理 者 が 中心 とな って,長 期 的 な計 画 の も とに 討 議や 調 整 を行 う必 要

が あ る。 コー ドの策 定 を 利 用 者の 裁 量 に任 せ て しま ったた め に,1つ の

コー ドが2重 の 意味 を持 って しまい,処 理 が混 乱す る とい う例 は よ く見

られ る こ とで あ る。

デ ー タ ・コー ドを決 め るに は,ま ず,処 理 す べ き デー タを 体 系化 し,

既 に コー ド化 され てい る もの との 調 整iを図 った上 で決定 し,コ ー ド ・フッ

クと して ドキ ュメ ン ト化 す る とい った 手 順 が と られ る。 この 後,そ の コ

ー ドに関 す る管 理 規程 が 作成 され る こ とに な る。

この よ うな 一 連 の 手順 を コー ド・ブ ックの内容 も含 めて 図示す る と図4

-10の よ うに な る。

(2)コ ー ドの 種 類 と適 用分 野

コー ドには 多 くの 種類 が あ り,そ れ ぞ れ に 個 有の 特 徴 を有 して い る。
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コー ド・ブックの作成

。データ ・アイテムとその対応 コー ドとの関連を示すコー ド表

。コー ド表の運用方法 とその例示 及び解説

。コー ドとの対応が困難なデー タ・アイテムの処置,例 示

。コー ド作業の細部の指示,例 示

。コー ド作業を容易にするための早見表

図4-10コ ー ド化 作業 の手 順

切 順番 コー ド(SequenceCode)

一 定 の 順 序 に並 べ られ た項 目に対 して ,一 連番 号 を割 り当て た もの

で あ る。 これは 項 目が 少 な く組 換 えや 削除 が少 ない もの に適 してい る

が,分 類 や 識別 機 能 を持 ってい ない の で,短 期 間で 消 滅 して しま う情

報 や 固定 的 な情 報(長 期 間 に亘 り異 動 が な い と予想 され る情 報)を 扱

うの に よ く利 用 され る。

(例)… …都道 府 県 コー ド(JISC6260)

ま た,順 番 コー ドは,合 成 コー ドの 一 部 と して もよ く用 い られ る。

(例)… …従業 員番 号

× × 一 × × × ×

(採 用 年 度)(一 連 番 号)

(イ)区 分 コー ド(BlockCode)

この コー ドは,デ ー タ項 目を ブ ロ ック別(グ ル ー プ別)に 分 け る こ

とが容 易 で あ り,か つ,少 ない 桁 数 で 多 くの情報 を表 わせ るが,追 加

に 対す る考 慮が 必 要 で あ る。
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(例)… …市 区 町 村 コー ド(JISC6261)

表4-2市 区町 村 コー ド

101千 代 田区

102中 央 区

103港 区

123江 戸 川区

201八 王 子市

202立 川市

203武 蔵野市

217保 谷市

302羽 村 町

303瑞 穂町

308奥 多摩町

(注)区:101～199,市:201～299,町 村:301～799

(ヴ 桁 別 コー ド(GroupClassificationCode)

対 象 とな る デー タ項 目を,階 層 を持 った ブ ロッ ク(ま た は グルー フり

に分 け る こ とに よ り,各 ブ ロ ックに特 別 な意 味 を持 た せ た コー ドで,

各 ブ ロ ッ ク毎 に集 計 した り,抜 き 出 した りす るの に便 利 で あ る。 例 え

ば,1000位 を大 分 類,100位 を中分 類,10位 を小 分 類 と し,さ

らに,そ れ ぞ れ の ブ ロ ッ ク内で 連 続番 号 な どをつ け る方 法 で あ る。 し
'

か し,ブ ロ ックの 中 に収 容 で きな い項 目が 出 た りす る と不都 合 が 生 じ

るので 十 分 な 配慮 が 必 要で あ る。

(例)… … 勘 定科 目 コー ド

表4-3勘 定科 目 コー ドの例

1000資 産 勘定 2000負 債勘定

1100流 動 資産 2100流 動 負債

1110現 金 2110短 期 借入金

1111当 座 預金 2111買 掛 金

1112受 取 手形 2112支 払 手形

1113売 掛 金 2113支 払 金

(司 十進 コー ド(DecimalCode)

十進 法 の 原 則 に従 って,下 位 の 桁 へ 追 加 を行 ってい く方 法 で,階 層

的 な関 係 を持 た せ てい るの で 使い や す く、 新 し く発 生 した 項 目を 原則
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的 に 無 限 に収 容 し,分 類 す る こ とが 可 能 で あ る。 しか し,こ の コー ド

は,桁 数 が 大 き くな った り,不 揃 にな る欠点 があ る。

(例)… … …図 書 コー ド

表4-4図 書 コー ドの 例

哲学

宗教

社会科学

法律

商法

会社法

株式会社

100

200

300

320

325

3252

32524

囲 表 意 コー ド(MnemonicCode)

コー ドの 中 に,対 象 とな る デ ー タの 属 性(名 称,容 量 等)を 直接,

あ るい は 間接 的 に 組み 入 れ た もので あ る。 解 り易い が,半 面機 械 処理

が む ず か しい 。

(例)… … …商 品 コー ド

19TVC→19イ ンチ ・カラ ーテ レ ビ

350VCC→350Wの 円筒 型 掃 除機

(ガ 数 字 式 文 字 コ ー ド(Numerical-AIphabeticalCode)

予 め定 め られ た 方 式 に従 って 文 字 を数 字 に置 き換 える方 法 で,ア ル

フ ァベ ッ ト順,あ るい は五 十 音 順 に 表 示す る のに便 利 で あ る。

(例)… ……人 名 コー ド

T・MAS-=芸¥裂 」畢

コー ドの 種類 には,上 記 の もの の他 に,い くつ かの コー ドを組 合 わ

せ た 合 成 コー ドな どが あ るが,上 記 の 代表 的 な6つ の コー ドの 特 性 を

表4-5に ま とめた。 そ して 利 点,欠 点,適 用分野 を ま とめ た もの を

表4-6に 示 す。
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表4-5コ ー ドの 種類 と特 性

コ ー ド 少ない桁数 固 有 性 分類の便利さ 追加の容易性 機 械処 理 表 意 性

順 番 ○ ○ × ○ × ×

区 分 △ △ △ △ △ △

桁 数 × △ △ ○ × 〇

十 進 × △ ○ ○ ○ ○

表 意 × △ △ △ △ ○

数字式文字 × △ △ △ △ ○

(注)○:便 利である △:ど ちらともいえない ×:不 便なことが多い

表4-6コ ー ドの 利 点 と欠点 及 び適 用 分 野

コー ド

(お よび別称)
利 点 欠 点 適 用 分 野

順 番 。単純 でわか りやすい 。分類機能がない 。分類を必要としない情報

(一 連番号式 。桁数が少 ない 。 コ ン ピ ュー タ処 理 に 。永続性があり固定的な情

コ ー ド) 。デ ー タ の 発 生 順 に コ ー ド 不向き 報でデー タ発生順に コー

(一 連番号法) をつけた場合,追加が容易 ドがつけられるとき

。不変情報の確認が容易 。合 成 コ ー ドの 一 部 と し て

使われる

区 分 。最少の桁数で多 くのプロ 。 コ ン ピ ュ ー タ処 理 が 。コー ド桁数 に制限があ り

(ブ ロック分類 ックに分類 できる やs面 倒 ブロック分けが必要なと

コ ー ド) 。追加に対する考慮が き

(細 別 コー ド) い る 。合成 コー ドの一部 として

使われる

桁 別 。情報の構成分類が容易 。桁数が多 くな りやす 。分類の基準が明確な情報

(ブ ロ ック分類 。融通性があり,追 加補充 い

コ ー ド) が容易

(十 進細別 。 コ ン ピ ュ ー タ処 理 に 適 し

コ ー ド) ている

十 進 。追加が容易 。桁数が多 くな り不 揃 。図書 整理,住 居表示など

(十 進細別 。無限に拡張 できる い となる

コ ー ド) 。 コ ン ピ ュ ー タ処 理 に '

(十 進分類 不向き

コ ー ド)
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コー ド

(お よび別称)
利 点 欠 点 適 用 分 野

表 意 。対象品目の性質を含んで 。桁数が多 くな りやす 。対象物の性能 ,寸 法,重

(記 憶 コー ド) い るのでわか りやすい い 量,面 積,距 離を明確に

。同一番号が発生 しや したいとき

すい

・ コ ン ピ ュ ー タ処 理 に

不向き
A 、

、

数字式文字 。 ア ル フ ァ ベ ッ ト,50音 。桁数が多 くなり不揃 ・人名 ・会社名などに用い

(置 換 コー ド) 順に表示可能で索引が容

易

いの場合 もある る

合 成 。大 ・中 ・小 の分類 も可能 。統 一 し た コ ー ド体 系 。対象物が多角的な性質を

で コー ドの階層を有す る を確立 しに くい もってい るとき

ので多方面からの識別分 。桁数が多 くなる

類ができる
」

(3}エ ラー の種 類 とそ の チ ェ ック

コー ドの チ ェ ッ クにつ い て も デー タ管理 の一 部 と考 え られ る。 ここで

は,コ ー ド・エ ラーの 種 類 とそ の チ ェ ックの方 法 につ い て 述 べ る こ とに

す る。

(i)エ ラーの 種 類`

コー ド・エ ラー の 種類 には 次の よ うな ものが あ る。

(丁 誤 字 エ ラ ー(TranscriptionError)

特 定 の 桁 にお け る表示 の 誤 ま り。

(例)12345(正)→12845(誤)

(イ)転 倒 エ ラ ー(TranspositionError)

左 右 の数 字 が 入 れ換 った 誤 ま り。

(例)12345(正)→12354(誤)

(ヴ ダ ブル 転 倒 エ ラ ー(DubleTranspositionError)

1桁 とん で左 右 の 数 字が 入 れ 換 った 誤 ま り。
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(例)12345(正)→14325(誤)

(司 ラ ンダム エ ラ ー(RandomError)

① ～ ③ の エ ラーが 重 った もの

(例)12345(正)→14825(誤)

123456(正)→148265(誤)

(iDチ ェ ッ ク方 法

コー ド・チ ェックの方法 としては,rModulus10」,rModulus11」,

そ して 「チ ェ ッ ク ・レター法 」 な どが あ る。 この うちチ ェッ ク ・レタ

ー法 は ,一 定 の ル ール に従 って,コ ー ドの 各 々の 数 字 に アル フ ァベ ッ

トの1文 字 を対 応 させ て,エ ラーを発 見す る方 法 で あ り,非 常 に複 雑

な もの で は あ るが,エ ラーの検 出能 力 は非常 に高 い と言 わ れ てい る。

こ こでは,最 も一般 的 な方 法 で あ るModulus法 につ い て,そ の概要

を 紹 介す る。

Modulus法 とは,ま ず,コ ー ドの 各 桁 毎 に あ る走 った数(Weig-

hts)を 乗 じて得 た 積 の 和 を 計算 し,次 に この和 を一 定 の定 数(MO-

dulus)で 除 して余 りを計 算す る。 この 余 りの数 に対 す る モ ジ ュ ラス

の 補数 を チ ェ ッ ク ・デ イ ジ ィ ッ トとす る もの で あ る。

({列)… … 一・Mbdulus10,Weight1,2,1,2,1,2

コー ド:486532

計 算1486532

× × × × × ×

121212

4十16十6十10十3十4=43

計 算243÷10=4… … 余 り3

計 算3余 り3に 対 す るMbdulus10の 補 数

10-3=7← チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ ト

他 に,Weightが1,3,1,3,1,3法 や7,6,4,3,2法9,8,
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7,4,3,2法,1,3,7,1,3,7法 等 が あ る。 また,Modulus

11は 和 の 合計 を11で 除 し,そ の 余 りの 数 に対す るModulus11

の 補数 を チ ェ ック ・デ ィジ ッ トとす る方法 であ る。

(4)コ ー ド設 計 上 の留 意 点

コ ー ドは 一 度設 定 され る と,そ の 変 更 は簡 単 で はな いの で,設 計時 に

は 十 分注 意 しな けれ ば な らない。 コー ド設計 上 の一般 的 な留 意 点 に は次

の よ うな もの が あ る。

① むや み に新 しい コー ドを作 るの で は な く,現 在 あ る コー ドを で きる

だ け利 用 す る。

② 処理 しやす い よ うに 固定 長 とす る。

③ コー ドの 長 さは,記 憶容 量 や 伝 送 時 間 を考 慮 して,で き るだ け短 か

くす る。

④ デ ー タの量 を十 分 把握 し,再 度 コー ド化 した り,コ ー ドの 長 さを拡

張 しな くと も追 加 が 可能 な よ うに して お く。

⑤ コー ドには,標 準 的 な文字 を 使 用 し,入 力装 置 に と って特 殊 な制 御

機 能 を持つ よ うな 文 字 は使 用 して は な らない。

⑥ コー ドの種 類 は デ ー タの 特 性 に応 じて 最 適 な もの を選 ぶ。

⑦ デ ー タの ライ フ ・サ イ クル を 考 慮す る。

㈲ コー ド管理 の 方法

コー ド管理 を有効 に行 うた め に は,次 の よ うな事項 につ い て十 分 検 討

し,コ ー ド管 理 規定 と して 明文 化 してお か な けれ ば な らない。

。コー ド ・ブ ックの 作成 ,配 布,管 理 の方 法

。コー ド変 更 の手 続 き

こ こで は,コ ー ド管 理 の 方法 例 と して コー ド管理 規 定 の例 を表4-7

に 示す 。
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表4-7コ ー ド管 理 規 定 の 例

(目 的)

規 定1:こ の 規定 は,情 報処 理が効率良 く行えるように,コ ー ドの取扱いに関す る事項を定める

ことを 目的 とする。

(管 理担 当部署)

規定2:コ ー ド体系及び コー ドの統一,コ ー ドの設定 及び変 更な らびに これに付随す る業務はデ

ータ管理者が行 う。

(責 任 と権限)

規 定3:デ ー タ管理者は,コ ー ド管理に関する一切の責任 と,コ ー ド変更,新 設な らびにそれに

伴 う会議召集の権限 を持 つ。

(コ ー ド・ブック)

規 定4:① コー ド・ブックはコー ド体系を明らかにし,各 コー ドを収録す るものとす る。

② コー ド・ブ ックは関係各部署に配布するもの とす る。

③ コー ド・ブックを配布 された部署は責任を持 って それを管理する。

④ コー ド・ブックは差 し換 え自由なルーズ ・リーフ形式にす る。

⑤デー タ管理者は,半 期 に一度は全社的にコー ド・ブ ックの照合を行い,コ ー ド管理が

正 し く行 われてい るか ど うかを確認 する。

(コ ー ド変更手続 き)

規定5:① 関 係部署は,コ ー ドの変更な らびに新設の必要が生ずれば,デ ータ管理者ヘ コー ド化

対象や変更理由を連絡す る。

② データ管理 者は上記の連絡を受けた場合,直 ちに協議 し決定す る。

③ データ管理者は,コ ー ド変 更一 覧表を作成 して,関 係部署へ配布す る。

④ 関係部署は,コ ー ド変更一覧表をもとにして,コ ー ド・ブックを更新す る。

付 則 この規定 は昭和58年4月1日 より実施す る。'

4.2.5入 出力 デ 一 夕の管 理

入 出 力デ ー タは,一 時 的要 素 の 強 い デ ー タで あ る。 この た め,フ ァイ ル

管理 とは異 な り,入 出 力 デー タの 作 成,入 出 力 処理,出 力 デー タの 配布,

そ して必 要 な場 合 に入 出力 デー タの 保 管 とい うそ れ ぞれ の 局面 か ら管 理方

法 を検討す るとよい。

切 入出力データ作成の管理

入出力デー タは,フ ァイル内デー タの源 となるものであるか ら,そ の

発生状況 を,正 確に把握 しておかなければな らない。 具体的には,入 出
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カデー タ名,媒 体 名,作 成者,作 成 目的,作 成年月 日,保 存期間等であ

る。

(イ)入 出力処理の管理

入 出力処理の うち,デ ー タ管理者 が特 に関与 しなけれぼな らないのは

入 力処理である。 いつ,ど んな方法 によ り,デ ータが入力 され,既 存の

ファイルの更新 を行 うのか バ ッチ処理 については,デ ータ管理者が直接

指示 し,オ ンライ ン処理 の場合につい ては,シ ステムの利用者等 との協

議 によ り,管 理の範囲を明確に してお く必要が ある。

⑰ 出力データの配布

データ管理者は,デ ータの利用に関する許認可 を行 うが,そ の際,出

力結果の配布先について も申請 させ,機 密 デー タの流出等 に十分注意 し

なければな らない。

←⇒ 入 出力 データの保管

入 出力 データは一時的で あ っても, .システムのバ ックア ップ対策か ら,

保管期間を定 め,保 管す ることも重要であ る。入 力データが原始伝票を

兼ねてい るような場合には,監 査上の問題があるので,法 的に定め られ

た期間,正 当な保存 を考慮 しなければな らない。

入 出力データを管理す るのに便利 な入出力デ ータ管理表の例 を図4-

11に 示す。

人出力デー ク
整 理 番 号

人出力デ ータ名
人lbカ デーク
設 計 書 番 号

媒体名 作成者 作成 目的 f1成
年 月
保 有
期 間
保 着

場 所

処理フUグ
ラム番号 発生部門

利 川
部 門 備 考

10】51 商品売ヒ高 551 カ ー ド 川 村 ・ノじ1:,日 算 59510 1カ 月 販売部 541-P4 γ軒店 販売部

/
『

/
/

1入 出力デー タ管理表

' /

＼ / 図4-1
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4.2.4デ ータ管 理 に係 わ る標 準化

デ ー タ管理 を効 率 的 に行 うた め,と い う よ り,デ ー タを 有効 に利 用す る

た め には,種 々の 標 準 化 を実 施 す る こ とは 不 可 欠 な こ とで あ る。 ち なみ に,

ア ンケ・一 ト調査 に よる と,デ ー タ ・コー ドの 標準 化 が90%以 上,フ ァイ

ル の標 準 化 が85%以 上 の 企業 で実 施 され てい る。 ま た,標 準 化 の一つ で

あ る各 種手 続 につ い ては,バ ッグ ア ップ手順,リ ス ター ト及び リカバ リ手

順,及 び ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムの 作 成 に関 す る 手順 が50%以 上

の 企業 で 標 準化 され て い る 。 こ こで は,こ れ らを含 む,次 の よ うな標 準 化

に つい て説 明す る。

① デ ー タの標 準 化

② フ ァイル の標 準化

③ 媒 体 の 標 準化

④ デ ー タ ・コ ー ドの 標 準化

'⑤
フ ァイ ルの設 計 方 法の 標 準 化

⑥ デ ータの 運 用管 理 方法 の 標準 化

⑦ デ ー タの 利用 に係 わ る ソフ トウ ェアの 作 成 方法 め 標 準 化

(1)デ ー タの標 準 化

デ ー タの標 準 化 を考 える場 合,コ ン ピュー タ内部 にお け る標準 化,つ

ま り,内 部 デ ー タの標 準化 と,外 部つ ま り入 出 力 デー タの 標 準化 の2通

りが考 え られ る。 内 部 デ ー タの 標 準化 とは,せ いぜ い 内 部 コー ド(JIS,

ASCE,等)と 意 味 的 な面 か らの 単位(㎞ かneか,¥か$か 等)程 度 で

あ ろ う。 よ って,こ こで は,入 出力 デー タの 標準 化 に主 点 を置 く。

入 出 力 デ ー タは,質 問,処 理 の指 示,ま たは,ト ラ ンザ ク シ ョン ・デ

ー タ と して シ ス テ ムに入 力 され,出 力 デー タは,こ の入 力 デ ー タに よ っ

て 質 問 の解,あ るい は,処 理 結 果 と して 出 力 され る,こ れ らは,そ の シ

ス テ ム内 に おい て 普通 一 時 的 な デー タ であ り,一 般 には単 一 目的 で作 ら

れ,利 用 され る。
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さ ら に,入 出 力 デ ー タは,コ ンピ ュー タと人 間 の 間 に存在 す る もの で

あ って,デ ー タ処理 の 方 法,効 率 に大 きな影 響 を 持つ と と もに,人 間 の

行 動 に も密接 に 関係 す る とい う特徴 を 持 ってい る。 この よ うな入 出 力 デ

ー タの 標準 化 は ,次 の よ うな利益 を もた らす。

o

o

o

o

入 出力データ準備工数の削減

出力データの利用の汎用化

入 出力データ管理の容易化

(入 出力 データの取 り扱い,保 守等)

データ処理の標準化の促進

また,入 出力 データを標準化する場合は,次 のよ うな点に留意 しなけ

れば な らない。

① 入 出力データの システム内での存在の明確化

入出力 デー タの設定 目的や処理 内容,及 び利用状況等 を明確化す る。

② ファイル上の デー タとの対応

入 出力デー タが,フ ァイル上のどのデータと,ど のよ うな関係を持

っているか を明確化する。

③ 媒体の特性

入 出力データの実現 媒体の特性 を考慮 して標準化す る。(表4-8,

表4-9参 照)

④ データを処理す る アル ゴ リズム

データ処理パ ター ンや技術等を含 めて考 える。

入 出力 データの主 な標準化の内容には次の よ うな ものが ある。

① 原始伝票

。原始伝票 の必要項 目

。項 目の配置 とサ イズ

。使用文字の種類 と標準字体
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表4-8 入 力媒体の特徴

入 力 媒 体 入 力 装'置
入 力 デ ー タ作

成 用 補 助 機 器
特 徴

紙 カ ー ド 紙 カー ド読取装置 ・カ ー ド穿孔 機 ・ター ン ア ラウ ン ド ・システム用媒 体 として 使

(CR) (含 、検孔機) 用 で き る。

・カー ド穿孔装置 ・デ ー タ ・パ ンチの と き ,デ ー タの 追加 ・修 ・

・ マ ー ク ・カ ー ド ・ コ 正が容易。

ンバ 一 夕 ・他の入 力媒体 と比べて,プ ログラ ミングが

・ タ グ ・カ ー ド ・ コ ン 容 易 。

パ 一 夕(タ グ ・ リー ・穿孔桁数に制 限がある。(800r90桁)

ダ) ・保管に注意を要する。(場 所 ・温度 ・湿度)

どせん孔機付加算機 ・重量があるため運搬がた いへん。

・データ発生現場に設 置することはむずか し

い 。 .

紙テープ 紙テープ入力装置 ・紙 テープ読取 さん孔
・さん孔桁数の制限がない。

(PTR) タ イ プ ライ タ ・保存 に場所を とらない。

・紙 テープ さん孔 タイ

プ ライタ

・馨 く.小 さいので運搬が容 易であ るc

・伝票の発行 と同時に作成で きる。

・紙テープさん孔装置 (入力情報発生現場での媒体化が可能)
・テ レ ック ス ・オフ ライン ・デー タ伝送 が 可 能

…

i

・DataBec

・ キー テ ープ装 置

・媒体化用の補助機器の種類が豊富。

・紙 テープその ものは,他 の入力媒体 より安

÷
一

・マ ー ク ・ カ ー ド ・ ア 価
べ 一 ノぐ一 ・'紙テープ ・パ シチのとき は,デ ー タの追 加 修

・ タ グ ・ テ ー パ ー(タ 〔 正がたいへんである。

グ ・ リー ダー) ・カー ドと比 べ る と,処 理 プ ログ ラ ムの作 成

. ・さん孔機付会計機 が た いへ ん で あ る。

・さん孔機付加算機 ・紙 テー プ ・コ ー ドが統 一 され て いな い 。

・ キ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス ・弱 く破 れ や す い 。

歩 一
・コ ー ドの 解 読 が む ずか しい 。

タグ ,タ グ ・ リー ダ ・ タ グ ・ メ ー カ ・商品の値札などとして用い られ ることが多 .

(タ グせん孔機) い。.

ジ ャー ナル ・テ ジ ャー ナル ・テ ー
・OCRレ ジス タ ・業務 特 性 か ら採 用 の 可 否 の決 ま る こ とが 多 ,

"

一プ プ ・リーダ(光 ・OCR加 算機 い 。

学文字読取装置) ・OCRタ イプ ライ タ

OCR用 帳票 光学文字読取装置 ・手書 き ・一般の人が容易に情報作成者になりうる。

(OCR) ・ライ ン プ リン タ (デ ー タ発生時に即時入 力媒体化できる)
・ ターン ア ラウ ン ド・シ ス テ ム用 媒 体 と して

i
l 使用できる。

・コス ト面 で比 較 的 高 価 。

・文字数の制限 と取扱 いが面倒。

・規格制限が きびしい。

OMR用 帳票 光学 マーク読取装

.

・'手書 き (OCRと ほぼ同様な特徴を有する。)

置(OMR) ・ ライ ンプ リン タ ・多種少量デ ータの入力が可能である。

・印字機器を使わずに帳票作成ができる。

・OCRよ り廉価

磁気 テープ 磁気 テープ装置 ・磁気テープ装置 ・高速多量データ伝送が可能

(MT) (MT) ・キー テ ー プ装 置 ・保管条件に注意を要する。(場 所 ・磁気 ・

ゴ ミ ・湿 度)

フ ロ ッ ピ ー ・ フ ロ ッ ピ ー ・ オフィス ・コンピュー タ ・肉眼で媒体上のデータ確認は不可能。

デ ィスク デ ィスク装置 パー ソナル ・コン ピュータ ・破損デ ータの再生不可能。

出所:水 野幸男 「ソフ トウェアの標準化」
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表4-9出 力 媒 体 の 特 徴

出 力 媒 体 出 力 装 置 特 徴

OCR用 帳 票 高速製表印字装置 ・高速印字 による出力が可能

(ラ インプ リンタ) ・日常用いられ る数字 ,記 号,印 字が可能,マ ークの併用

も可能
・ターン ・ア ラウン ド・システム用媒体 として使用可能

・規格(大 きさ,使 用文字など)に 制限あ り

OMR用 帳票 高速製表印字装置 ・高速印刷による出力が可能

・ターン ・アラウン ド・システム用媒体 として使用可能

・マークの解読 がやや面倒

・マ ー ク ・シ ー トの 規 格 に 制 限 あ り

紙 カ ー ド カー ド穿孔装 置 ・ターン ・アラウン ド・システム用媒体 として使用可能

・プ ログラム処理が容易

・カー ド上に穿孔内容を印字で きるの で解読が容 易

・穿孔桁数に制限あり

・取 りあつかいに注意 を要 する。

印 刷 用 紙 高速製表印字装置 ・高速 で ,日 常用 いられ る数字,英 字,カ ナ文字 および記

(印 字帳票) 号による印字が可能
・印字形式は比較的 自由である。

・複写枚数に制限あり(5枚 程度)

・ひ ら仮名
,英 字の小文字 は使用できない。

・文字の大 きさは一定

出力 タイプライ タ ・ラインプ リンタより安価 である。

・印字 の種類 は ライン ・プ リンタとほぼ同じ

・オフライン印字用 として手軽 に使え る

・印字速度が遅い

・その他は ラインプ リンタとほぼ同様

印 刷 用 紙 デ ィジタル ・プロッタ ・グ ラフ,図 などを描ける

(図 形) デ ィスプ レイ装置

紙 テ ー プ 紙テープ出力装置 ・オフライン伝送 が可能

(プ リ ン ト ・イ ・オフ ライン帳票 印刷用プリン ト・イメージ・テープとして用

メ ー ジ) いることができ る。

～

磁気テープ(プ 磁気テープ装置 ・高速オ フライン伝送が可能

リ ン ト ・ イ メ ー

ジ)

出所:水 野幸男 「ソフ トウェアの標準化」
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。コ ピーの 枚 数,等

② 紙 カー ド

。カー ドの形 式

・ス タブ ・カ ー ド(stubcard)(パ ンチ ・カ ー ドと伝票 を兼 ねた

もの 。)

・デ ュア ル ・カ ー ド(dualcard)(紙 カー ドの一 部 を原票 と して

必 要 な 項 目を手 書 き し,そ れ を 見 て穿 孔 した もの 。)等

。項 目の 配 列

・ユ ニ ッ ト・レ コー ド・カ ー ド(unitrecordcard)(1枚 あた

り『1件の デー タを 穿孔 す る よ うに設 計 され た もの。)

・ス プ レ ッ ド・カ ー ド(spreadcard)(キ ー項 目の 共通 な 同種 の

デ ー タを1枚 の カー ド上 に 複数 件 穿 孔 す る よ うに設 計 された もの。)

・マル チ プル ・ユ ース ・カ ー ド(multipleusecard)(複 数 件

の デ ー タ をパ ンチす る よ うに設 計 され た もの。)

・コ ンポ ジ ッ ト・カー ド(compositecard)(関 連 業 務 内で使 用

され てい る形式,項 目内 容 の異 な った種 類 の伝 票 を その い ずれ の

場 合 で も穿 孔 で きる よ うに デ ザ イ ンした もの。)

・マル チ.カ ー ド・レコ ー ド(multi-cardrecord)(1件 分 の

デ ー タを 複数 枚 の カー ドに穿 孔 した もの。)等

③ その 他

その 他,紙 テ ー プ,OCR(OpticalCharacterReader)用'

帳 票,OMR(OpticalMarkReader)用 帳 票等 の 標準 化 が あ る。

(2}フ ァイル の標 準化

フ ァイ ルの 標準 化 の 対 象 と して は 次の よ うな もの が あ る。

① ラベ ル(フ ァイ ル識 別 名)

② フ ァイ ル編 成 法'(次 章 で 述べ る。)

③ 論 理 あ るい は 物理 レコー ドの標 準 形 式 等
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(3)媒 体 の 標準 化

ファイル媒体 は,磁 気 テープや磁気 デ ィスク ・パ ックをJIS標 準で使用す

るの が 良い 。 なお,フ ロ ッピー ・デ ィス クはJISが 無 く標 準 化 しに く

い が,最 近 は メー カの 間で 自主 的 に標準 化 す る動 き もあ り,そ の動 きが

注 目 され る。 現 時 点 で は,相 互 利 用 が 可能 な よ うに,メ ー カや 機種 を限

定 す る しか ない。

(4)デ ー タ ・コー ドの標 準 化

デ ー タ ・コー ドの設 計 方法 を含 む管 理 方 法 につい ては 既 に述 べ たが,

設 定 され る デ ー タ ・コー ドが 標 準 的 な もの で な けれ ば な らない こ とは 改

めて 言 うまで もない 。 特 に部 門 コー ド,商 品 コー ドとい った 全 社 に関連

す る もの の 標準 化 とその 普及 は 極 め て重 要 な こ とで あ る。

㈲ フ ァイル の設 計 方 法 の標 準 化

フ ァイル の設 計 方 法 の標 準 化 と して は,フ ァイル設 計 フ ォー マ ッ トを

用 意す る の が一般 的 で あ る。(図4-12図4-13参 照)

な お,フ ァイル の設 計 は 後 の 処理 に大 き な影 響 を 与 える もの で あ り,

設 計い か ん に よ って は,後 の 処理 の 効 率 が10倍 も違 うこ と もある。

(特 に デ ー タ ベ ース の場 合),従 って設 計 方 法 の 一 部 として設 計技 法 に

つ い て も標 準 化 して お き,設 計 者 に よる差 が あ ま り出 ない よ うに して お

くこ とが 重 要 で あ る。 フ ァイ ル設 計技 法 として は,SDDM(Senteri.

tialDataBaseDesignMethod)や 正 規 化法 とい った ものが あ る。

これ らの 技 法 は,基 本 的 には デ ー タベ ー スの論 理 設 計 技法 で あ り,次 章

で そ の 概 要 を 述べ る こ とにす る が,一 般 の フ ァイル 設 計技 法 と して も参

考 に な る もので あ る。

(6}フ ァイルの 運 用 管理 の標 準 化

前章 で も述 べ た よ うに,デ ー タ管 理 者 は,デ ー タの運 用 管理 に係 わ る

多 くの役 割 を担 ってい る。 この 場 合,管 理 を有 効 か つ効 率的 に行 うた め

に は,デ ー タ管理 に 係わ る手順 や 手続 につ い て も標 準 化 して お くこ とが
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システ言 フ ァイルID 作成者印 整理番号

PAGE

一

フ ァイル 名

種別
,

レコー ド形式

口 固定長1口 可変長・

レコ ー ド長 ブ ロ ッキ ング ・フ ァク ター

概要説明

レベル デ ー タ 名

.

項 目 名 タイプ ・行数 説 明

.

・

'

一

ー

ー

一

一

一

一

ー

一

一

一

一

ー

ー

ー

ー

一

一
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図4-12 フ ァ イ ル 仕 様 書
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必 要で あ る。 標 準 化 して お くべ き手 順(手 続)に は 次 の よ うな ものが あ

る。

① デー タ(フ ァ イル)の 利 用 申請 と許 可

② デ ー タ(フ ァイ ル)の 保 護 レベ ルの 設定 と変 更

③ デ ー タ ・コー ドの 設 定 と変 更

④ 入 出力 デ ー タの 管 理 の 手 続

⑤ ボ リュー ム管 理 の手 続

⑥ フ ァイル 改善 の手 続

⑦ フ ァイ ル保 全 の 手 続,等'

(7)デ ー タの利 用 に 係 わ る ソフ トウ ェアの作 成 方法 の 標 準 化

デー タ管理 とい うよ り,シ ス テ ム管 理の 一 環で あ るが,デ ー タの 利 用

に係 わ る ソフ トウ ェ ア生 成 方 法 の標 準 化 も広 い 意味 で の デ ー タ管 理 の観

点か ら重要 なことであ る。具体的 には,デ ー タ定義部分な どデータの利

用に関連する部分の'プログラ ミングの仕方な どの標準化である。 また,

この場合,言 語の限定,コ メ ン トの挿入の仕方等,プ ログラ ミング全体

の標準化がな され てい るこ とが望ま しい。

4.2.5そ の 他

以上,デ ー タ管 理 につ い て 種 々の 観 点 か ら述 べ て きた が,そ の 他 の デ ー

タ管 理 関連 事 項 と して,デ ー タの 正 当性 の チ ェ ッ ク及 び デ ー タ 圧 縮 に つ

い て,簡 単 に そ の 方法 を示 す こ とにす る。

ω デ ー タの 正 当性 の チ ェ ッ ク

(P入 力 デー タの チ ェ ック

入 力 段 階 での デ ー タの チ ェ ックは 特 に重 要 で あ り・GIGO(Gar-

bageIn,GarbageOut)に な らない よ う十 分注 意す る必要 が あ

るo

入 力時 の チ ェ ッ クの 方法 は,入 力 デ ー タの持 つ個 々の 特 性,量,発
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生 場 所,入 力媒 体 な どを 十分 考 慮 して 決定 す る こと にな る が,複 数 の

チ ェ ック方法 を組 合 わ せ て行 うのがほ とん どで あ る。

入 力 時 の チ ェ ック方 法 には次 の よ うな もの があ る。

① ニ ュー メ リッ ク ・チ ェッ ク

デ ー タ値 の 属 性 が 明 らか な と き,入 力 デー タが そ の属 性 に相 当す

るか ど うか を チ ェ ックす る。

② フ ォ ーマ ッ ト・チ ェ ック

デ ー タの 桁 数 が 規定 通 りに な ってい るか どうか をチ ェ ックす る。

③ シー クエ ン ス ・チ ェ ック

デ ー タが 規 定 通 りの順 序 で 入 って くるか どうか を チ ェ ックす る。

デ ー タに連 続 番 号 を付 与 し,そ の 連続 性 を チ ェ ッ クす る。

④ リ ミッ ト・チ ェ ック

デ ー タが 規 定 範 囲 内の数 値 で あ るか ど うか を チ ェ ッ クす る。 プ ロ

グラ ムに上 限値,下 限値 を セ ツ,トし,こ れ と入 力 デ ー タ を比 較 して

チ ェ ックす る。

⑤ 組 合 わ せ チ ェ ック

デ ー タが数 種 の コー ドの組 合 わせ か ら成 り立 って い る とき,そ の

コー ドの 組 合わ せ に矛 盾 が ない か ど うか チ ェ ックす る。

⑥ 対 応 チ ェ ッ ク

デ ー タで 使 用 され る コー ドを プ ロ グ ラム中に組 込み,入 力 デ ー タ

の コー ドが そ の 中 に含 まれ てい るか ど うか を チ ェ ックす る。 コ ー ド

の 種 類 や 量が 多い 場 合 に は,コ ー ド・マ ス タ ・フ ァ イル を利 用 して

チ ェ ックす る。

⑦ バ ッチ ・ トー タル ・チ ェ ッ ク

デ ー タ上 の 特定 項 目の 合計 値 を手計 算 で 求 め,こ れ を デ ー タと一

緒 に入 力 し,コ ンピ ュー タの 計算 に よ る合 計値 と一 致す るか 否 か チ

ェ ックす る。
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⑧ バ ラ ン ス ・チ ェ ッ ク

デ ー タ上 の2種 類 以上 の 合計 値 が 等 し くなる事がわか っている とき,

コ ン ピュー タで 合 計 を 計 算 し,等 しい か ど うか チ ェ ッ クす る。

⑨ チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ ト付 コ ー ドの チ ェ ック

チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トの 計算 方法 に従 って 計 算 し,こ れ を チ ェ ッ

クす る。

(ii)デ ー タの 状 況 チ ェ ック

一度 記憶 され た デ ー タが,常 に 正 しい 状態 で 存在 して い る とは必 ら

ず しも言 えな い場 合 が多 い。 特 に,デ ー タ間 の 関 連 が 深い もの につ い

て は,こ の 疑 い は 大 きい 。 従 って,デ ー タ処理 の 段 階で も,常 に誤 り

状 況 に 目 を光 らせ,誤 りが 発 生 した 場 合 に は,迅 速 に デ ー タ管 理者 に

知 らせ,対 応 を 求 め る こ とが 必 要 で あ る。

処理 段 階 の チ ェ ックの 方 法 には 次 の よ うな もの が あ る。

① ダ ブル ・レコ ー ド・チ ェ ック

投 入 デ ー タに 同 一 アイ テ ムが複 数 個 ない とい う前 提 が あ る とき,

複数 個 あ った 場 合 エ ラー とす る。

② ア ンマ ッチ ・レ コー ド・チ ェ ック

投 入 デ ー タの キ ー項 目が マ ス タ ・ファイル と一致 しない と きエ ラー

とす る。

③ プ ラス ・マ イ ナ ス ・チ ェ ック

計 算 結 果が プ ラス ある いは マ イナ ス にな った ら理 論 上 不都 合 の場

合 の チ ェ ックで あ る。

④ オ ー バ フ ロー ・ア ン ダーフ ロー ・チ ェ ッ ク

計 算 結 果 が 異常 値 を示 した場 合 には,デ ー タの 誤 ま りを疑 ってみ

る必 要 が あ る。

(2}デ ー タの 圧縮

デ ータ の圧 縮 とは,デ ー タを記 憶 す る場 合 に必 要 な領域 を 小 さ くす る
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こ とで あ り,こ れ に よ り,大 量 の デ ー タを よ り小 さな リソー スで 管 理 で

きる こ とに な る。 しか し,デ ー タ圧 縮 は,記 憶 ス ペ ース 内で 処理 され る

こ とにな る ので,変 換 す るた めに 必 要 な命 令実 行 が伴 う。 この 処 理 コス

トは,デ ー タの 値 が圧 縮 された り復 元 され た りす るたび に発 生 す る こ と

に な る。 また,使 用 す る方 法 に よ って は,圧 縮 され た形 の ま まで は検 索

が で きない こ と もあ り,こ の 場 合 には 予 め検 索 の 対象 とな る デ ー タを復

元 してお か な けれ ば な らな い。 このた め,入 出 力操 作 中 と同 様 に,フ ァ

イル操 作 中 に もか な り大 きな 処理 上 の 負 荷が生 じる こ とに な る。 従 って ,

デー タ圧縮 を行 った と きに発 生 す る総 処理 コス トは ,変 換 操 作 に伴 う処

理 と,そ の操 作 そ の もの が 何回 必 要 か にか か ってい る。 この よ うな こ と

か ら,デ ー タ管 理者 は,ス ペ ー ス節 約 と,そ の た め に悪 くな るパ フ ォー

マ ンスにつ い て 十 分利 用 者 と討議 し,最 良の 万 法 を講 じな け れ ば な らな

いo

デー タ圧 縮 の方 法 と して は,次 の よ うな方 法 が あ る。

① ブ ラ ンク(ゼ ロ)消 去 法

これ は,デ ー タ中 に あ る ブラ ンクあ るいは ゼ ロを無 く して しま う も

の で,"A△ △ △ △ △B"と い うデー タを"A@5B"と した りす る

もので あ る。

② 文 脈 セ ン シテ ィブ 圧縮 法

デ ー タが あ る キ ーの 順 に従 って 並 んで い る 時,キ ーの 初 め の部 分 の

文 字 は,各 レ コー ドと も同 じに な る傾 向が あ る。 こ の場 合,繰 り返 し

文字 数 と前 の文 字 イ メー ジ と異 な る イ メー ジ を示す こ とに よ って,大

幅な容 量 の 減少 が 達 成で き る。 この 方 法 は,シ ーケ ンシ ャル ・フ ァ イ

ルの 場 合 に 利用 で き る。
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(例) MARSDEN

MARSTON

MARTIN

MARTINO

MARTISON

MILLER

MARSDEN

4TON

3TIN

60

6SON

lILLER

③ 文脈 フ リー圧縮法

この方法 は,ご く普通に使われてい るもので あ り,.い わゆる コー ド

化で ある。 この方法 によれば,非 常 に長い単語,あ るいは文 も数個の

数字や文字 に置 き替 えることがで きる。

この他,画 像情報等のデータの圧縮のた めの符号化法な どもあるが,

ここでは省略す る。

4.5コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム に よ るデ ータ管理 一 デ ー タざ 三ス

前 節 で は,デ ー タ管 理 の 標 準的 な方法 につMて 述Nた が,こ こでは,デ ー

タベ ース に よ る デー タ管 理 につ い て以 下の 観 点 か ら説 明 し,技 術 的 な部 分は

第5章 に委 ね る。

①

②

③

④

デ ー タベ ー ス化 の メ リ ッ トと問題 点

デ ータベ ース 化 の判 断 基 準

DBMS(】Z)ataBaseManagementSystem)選 定 基準

デ ータ ベ ー スの 運 用 管理 の た め の ドキ ュメ ン ト

4.5.1デ ー タベ ース化 の メ リ ッ トと問 題 点

デ ー タベ ー ス化 は,必 ず しも メ リッ トばか りを もた らす もの で は ない。

従 って,デ ー タ ベ ー ス化 に 当 って は その メ リ ッ トと問題 点 を十 分 把 握,検

討 した上 で 推進 す る こ とが 望 ま しい。 デ ー タベ ー ス化の メ リッ トと問 題 点

と しては 以 下 の よ うな もの が あげ られ る。
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(デ ー タ ベ ー ス導 入 の メ リッ ト)

・デ ータ を総 合的 に管 理す る こ とに よ って デ ー タの 共 同利 用が 可能

・デ ー タの 冗 長性 が 必 要最 小 限 に と どめ られ る
。

・デ ー タ相 互 間の 矛 盾 を少な くで き る。

・ア プ リケ ー シ ョンプ ログ ラムの作 成 が 容 易

・デ ー タの 安全 確i保が 容易

・組織 体 の標 準 が 確 保 で き る}。

・多 様 な情 報 要 求 に 対応 可 能。

・シ ス テ ムの 拡 張 性 を高 め るこ とが で きる
。

(デ ー タベ ー ス化 に お け る問題 点)

・デー タベ ー ス化 が必 ず しも効 率 ア ップにつ ながら ない
。DBMSの オ

ー バ ヘ ッ ド分 だ け効 率 が下 が る場 合 も ある
。

・既 存 の フ ァイル ・シ ステ ムか らデー タ ベ ー スへ移 行す る 場 合 ,多 くの

費 用 が か か る。 デ ー タベ ー ス化 は新 しい 業 務 の必 要性 とコ ンバ ー ジ ョ

ン費 用 との トレー ド ・オ フ と して検 討 す べ きで あ る。・

・デ ー タベ ースは ,組 織 体 に と って重 要 な清報 が集 中 化 され る こ とに な

り,シ ステ ムの ハ ー ド/ソ フ トな どい ろい ろ な要 因 に よる デ ー タベ ー

スの破 壊 の 影 響 は甚 大 な もの と な る。

・き め の細 か い セキ ュ リテ ィの 確 保 ,あ るい は プライバ シーの 保 護 を図

れ ば 図 るほ ど効率 は 悪 くな る。

・現 存 デ ー タベ ー スの コ ンバ ー ジ ,ヨツ 技 術 は 確 立 され て お らず,一 度 作

成 した デ ー タベ ー スを他 機 種 用 に コ ンバ ー トす る こ とは 難 しい。

以 上 の よ うに,デ ー タベ ー ス化 には 種 々の メ リッ トと問題 点が あ る。 よ

って デ ー タベ ー ス化 に際 して は,そ れ ぞ れ の トレー ド ・オ フを充 分 検討 し

な け れ ば な らない 。
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4.5.2.デ ー タベ ー ス化 の 判 断 基 準

デ ー タベ ー ス化 に伴 うメ リッ トと問 題 点 につ い て は,い ま述 べた とお り

で あ るが,で は,一 般 に どの よ うな判 断 基 準 に よ りデー タベ ー ス化 が 推進

され てい るので あろ うか。

今 回の ア ンケー ト調査 等 に よ る と次の よ うに整 理 で き る。

・複 数 の ユ ーザ に よ る ナ ンライ ン ・ リアル タイ ムを行 う場 合の 効 率 性

・デー タを一 元的 に管 理す るこ との 容 易性

・複 雑 な検 索 に対 す る応 答性

・ア プ リケー シ ョン ・プ ロ グラ ムの 開 発 や メ ンテナ ンスに 関す る容 易性

・総 合 的 な コス ト・パ フ ォー マ ンス等 『

上 記 の3項 目まで 良 くす る こ とは,デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの 本来 の 目

的 で あ り,多 くの ユ ー ザ では,こ れ らの 目的 の達 成 を 第一 義 に考 えてい る

よ うで あ る。

4.ろ.ろDBMS選 定基準

データベースの定義はいろい ろあるが,こ こではDBMSを 利用 した シ

ステムを考 えることにす る。DBMSは 現在,数 多 く開発 されてお り,今

後 も改造型 ・改良型 を含めれ ば多 くのDBMSが 開発 され るものと思われ

る。

こ こで はDBMSの 選 定 の 際 の チ ェ ッ ク ・ポ イ ン トを示 す 。

一 般 的 なDBMSの 選 定 手 順 を 図 示す る と次の よ うに な る。
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以 上 の 考 察 で 最 も優 れ た

候 補 シ ス テ ム に対 して ベ

ンチマ ー ク'テ ス トを 行 う

利用者の ニーズの収集

利 用 者 の ニ ー ズ を ま とめ る

ニーズ間に

矛盾が あるか

ニ ー ズ の 一 覧 表

DBMS機 能 との対応

矛盾を含まない

機能一覧表

候 補 デ ー タ ベ ー ス 管 理

シ ス テ ム を 取 り出 す

それぞれを必要機能一

覧表にそ って評価す る

各想定 システ ムの運用

費 と保守費を評価す る

矛盾 を解 決 す る

重みづけをした機能一 覧表

'不 可 欠

・ 重 要

・ 任 意

'不 要

⑳ 好 ま し くない

図4-14一 般 的 なDBMS選 定 手順

一115一



次 に,簡 潔便 な方法 を示す。

木型構造 をもつ

DBMSを 選 定

する

.対象 とす る計算機

のOSで 稼動可能

なDBMSを 選ぶ

綱型構造をもつ

DBMSを 選定

す る

イ ンパ ーテ ツ ド ・プ

アイル型 のDBMS

を選 定 す る

図4""15DBMS簡 易 選定 手順
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ユーザ環境 を満足す るのに最善 と思われ るDBMSを 選択するためには,

候補 システムのそれぞれを広範囲にわたるい ろい ろな基準 について,次 の

2つ の視点か ら評価 しな くては な らない。

① そのDBMSは,そ の基準 を どの くらい満足 してい るか。

② 全体 としてみた とき,そ の能力は対象で あるべきユーザに と って どの

くらい必要 なものか。

こ うした評価が なされ る前に,包 括的な基準 の一覧表が作成 されな くて

は な らない。 この一覧表は ユーザの要求事項 と,利 用可能な データベ ース

技術の組合せか ら作 られ るべ きで ある。 以下にそのための一覧表の例を示

す。 なお,こ の他に も必要資源の程度や提供業 者のサポー トについて も検

討 しなければ な らないのは無論 のことである。
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表4-10 DBMSの 評価基準

データ定義言語
、

・水準や詳細仕様

(DDL) ・妥当性検査の規則

・機密保護

・物理的な記憶領 域の活用手法

・集団項目の定 義

ω

デ ー タ セ ッ ト ・意 味のある名前の使用
"

ア
(フ ァイ ル)の ・DBMSを 通 じてア クセスされ ない ファイル(外 部ファイル)を 記述する機能

1
1 定義

・フ7イ ル内に許 される レコー ドまたはアイテム数の制限

タ レ コー ドの定 義 ・意味のある名前の使用

機
の

・可変 長 レ コー ドの サ ポ ー ト

・レ コー ド長 も し くは1レ コー ド当 た りの デ ー タ項 目数 に 関す る制 限

定
繰 り返しデータ ・許され るネステ ィングの階層の数

義 ・1グ ループ内のデ ータ発生数(可 変 または固定)

能
と

表

・異なるグル ープ種類の数

・文字数 または構成要素に関す る1グ ループの大 きさ

.と
現
デ ー タ項 目

(フ ィール ド)

・長 さの制限

・名前づけのし きたり,形 式

の定義 ・繰 り返 し グル ー プ/集 合の メンバ ー ・シ ップ

・デ ー タの 圧 縮

特

・派生データ要 素(レ コー ド内 に貯え られ る代わ りに他の要素から派生する)

.

{21提 供 され るデ ー ・1つ の オ ー ナ ・ レ コー ドに対 す る メンバ ーの 種類 の数

タ構造概念の種類 ・1つ の メンバーに対 するオーナの種類の数

・複数 の(Cascaded)オ ーナ ・・メンバ ー関 係 の 複 雑 さ,も し くは 深 さ

徴 ・木
,網,表

ラン ダ マイ ジ ン ・最大の ロー ド ・フ ァクタ(シ ノニムの結果がパ フ ォーマンスを重大に低下 させ ない最大
'グ

限のファイルの充足パーセンテージ)

{3、 ・物理的な入出力処理効率における資源有効性

ア ・ポインター用の 記憶 領 域及 び こ れのメンテナンスに要するオーバヘッ ド

ク ・1フ ァイル中に複数の レコー ド・タイプを許 し,そ れらのフ7イ ルを連続的 に読 める機能
.

セ

ス 組込み相互連結 ・サ ポー ト可 能 な リス ト(連 関 ,チ ェイ ン,リ ン グ)

方 ンス テ ム ・ポイ ン ター の種 類(正 方向 ポイ ン タ,逆 方 向 ポ イ ン タ,先 頭 ポ イ ン タ)

法 ・連鎖内の レコー ドの配置に関する柔軟性

と

検 イ ンデ フクシ ン ・1レ コー ド・複数 キー の サ ポ ー ト

索 グ ・索引処理の効 率(検 索及び更新)

・索引内の スペース管理(再 使用 と拡張)

・順 次 処理 の サ ポ ー ト

ω 機 密 保 護 ・サポー トされ る使用者 と端末`ζ対す る識別の種類:要 求を出すプ ログラムの名前 に基礎を

おいた機密保 護

・フ ァイル ・レ コー ド,あ る い は項 目の種 類 に よ る機密 保護,あ る い は レ コ・「 ドか ア イ テム

の 発生回数 による機密保護
・要求 された操作の種類による機密保護,例 えば構造の変更や フィール ド ,レ コー ドの読み

込み,更 新,変 更 といった操作
・データを転送 した り,デ ー タベースにデー タを転送する際に符号化した り,復 号 化したり

す る機能

倒 物理的な記憶領 ・フ丁イル間の アクセス上の コンフ リク トを最小 にし,利 用可能な記憶領域を最 小限に活用

域の管理 するために,使 用者もし くはDBMSに よ って制御 されている特定 ファイルの特定 装置へ

の割振 り
・1フ ァイル 内の利用可能な空間の取扱いを最 適化するための利 用可能なオプシ ョン

・1フ ァイル 内の レコー ドの 配 置 に 関 す るDBMSの 制御

・削除された レコー ドが占有 していた空間の再 使用や回復のためにDBMSが 用いてい る技

術の効率
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(6}操 作上 の 特 徴 と

イン タ フ ェー ス

'1つ また は それ 以上 の オペ レー テ ィン グ6シ ステろと と もに使 用 す る際 の容 易 さ と効率

・1つ 以 上の トラ ンザ クシ ョン ・ コ ン トロ ー ラ と と.もに 使用 す る際 の容 易 さ と効率
・売 手の サ ポ ー ト

.イ ン タ フ ェー スを と る際 の 効 率 柔 軟性,そ して 使い 易 さ
・DBMSとDD/DSと の間 の コ ミ

ュニ ケ ー シ ョン と コン トロール の水 準,使 い 易 さ,そ

して効率

1

・そのDBMSを サポー トするい ろいろなハー ドウェア,複 数CPUと の通信が可能な こと
・現時点においてDBMSの 標準 といえるものはCODASYLん かない

。 それとの互換性

機
・バ ッチ/オ ン ライン操作 モー ドや照会 用言語/リ ポー ト機能/ホ ス ト言語処理

,そ してデ
ー タベースと非 データベース ・フ7イ ル 双方への検索をサポー トす る機能

σ}バ ック ア ップ と ・取 引 ログ,チ ェック ・ポイ ン ト処理 前/処 理 後 の イ メー ジ
能 リカバ リ ・自動 ダンプ機能

!部 分 ダンプ,デ ータベ ースの全体/部 分の復元(パ ラクアップ)
・デ ー タベー スが 読 め な くな っ た と きの リカバ リ機 構

と

・システムに異常が発生 したが,デ ー タベ ースは読める時の リカバ リ機構 、
・有効ではあるが正 しくないデータ`ζよ って影響を受けたすべての更新と リポー トの 監査証

跡を含む正し くないデ ータの訂正 と削除

特

・

・2つ 以上のプログラムが同一 フ7イ ル/ブ ロックの レコー ドをアクセスしようとした時の

衝突を解決 するDBMSの 方法論
・ トランズ クシ ョンの後戻 りと選択 され た レコー ドの格納 し直しにおけ るDBMSの 効率

徴
(リ ス ダー ト)

'.

(8)そ の他 の サ ー ビ
「

・完 全 な デ ー タベ ー ス
,ま た は特定 の フ ァイ ル を保 持 す るユ ーテ ィ リテ ィ。例 えば ダンプ,

ス とユーテ ィリテ ィ 再編成/再 構成,ロ ー ド
,・DBMSの 内部機能 として選択 された レコー ドを ソー トする機能

・DBMSに 取り入れ られ ている自動編集基 準。例えば範囲や受入 れ可能 な値の リス ト。保

証 されたユニークな値,特 定 フィール ド値の存在/欠 如
・FILLER項 目や空白のつなが りや前ゼ ロ

,そ の他を取 り除 くような内部的なデータ ・
レ コー ドの圧 縮

・DBAま たは ユ ーザ にデ ー タベ ー スの 構 造 の 全 部 ま'たは一 部 を リス トあ るい は グ ラフ
ィ ッ

ク形式で表現できる能力
」

・レ コー ド・ア クセ ス回 数 を は じ め
,応 答 時 間,シ ス テムの パ フ ォーマ ン ス,資 源活 用状 態,

エラー回数,関 連ユーザ数とかい った活動統計を収集す る機能

・提 案 され た構 造 の変 更 を シ ミュ レー シ ョン し,シ ミュレ ー'シ ョン され た 構造 に対 して擬 似

トランザ クシ ョンを処理する機能
。他 の サ ー ビス

{U導 入の容 易さ ・DBMSの 導入と維持の手順は必要 と・され る訓練 の量をは じめ
,要 求 される熟練度の水準,

難 しさの程度について評価 される
・デー タベースの構築や初期化を簡単にす るために提供 される機能で

,デ ー タ・コンパージ
・ン,フ ァイ ルの 事 前 編集,フ ァイル の 初 期 ロー ドの よ うな ものが あ る 。

2 ・DBMSパ ッケージに対す る更新の頻度 と,そ の場合に必要なマンパ ワーと時間

導

入
働 使い易 さ ・デ ータ項 目や レコー ド,フ ァイル それに構造 を記述するデータ定義言語(DDL)の 使い

■ 易さ,物 理的記憶装置に対するオプシ ョンの使い易 さ,パ フ ォーマンスの測定や統計の使

使
い 易 さ,そ してデ ー タベ ース構 造 の シ ミュ レ ー シ ョン と保 全 の 使い 易 さ

用
・要求 されるデータ構造についての知識の深 さ,デ ータ操作言語(DML)の 使い易さ,プ

●
ログ ラムのデバグやテス ト作業の容易 さ

運
・DBMSが オペ レー タに 出す メ ッセ ー ジ や 警 告 の 理 解の し易 さ

,llカ パ リ手 順 の 具体化 の

用 容 易さ

上

の
(31運 用上の変更の '索 引/ポ イ ンタ・/ア クセス方法の変更の容 易さ

変

更

の

容易さ ・レコー ド・タイプもしくはそれの関係の削除/追 加 つまりデータベース構造の修正の容 易

さ
・デ ータ項 目の追加/削 除/変 更の容易 さ

容

易

・データベース/フ ァイルの再編成 の容易 さ

・基 本的 な キー の設計変更の容 易さ,例 えば キーを注文番号か ら製品番号 または セール ス

さ
マ ンIDに 変えるよ うな ,基 本 キー項 目としてレコー ド内の異なる要素を選択す ることの

影響
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4.ろ.4デ ー タベ ース運 用 管理 の ドキ ュメ ン ト

今 回の ア ンケー ト調査 に よ って あ げ られ た デー タベ ース運 用 上 の 問題 の

中 に は,DBMS自 身 の性 能 や 機 能 か ら くる問 題 が多 か ったが,運 用管 理

上 の 問題 点 としては,次 の よ うな もの が あ る。

・デー タベ ースが 複 雑 化 し,管 理 が 困難

・デー タベ ース化 に伴 い ,専 任 の デ ー タ管理 者 が必 要

・デー タの 機密 保 護 対 策 が 不 十分

・デ ー タの管 理 に 関す る組 織,ツ ー ルが 不十 分

・運用 管 理 に必 要 な 資料 が す ぐに 出 ない

・デ ー タ管理 に 関 す る コ ンセ プ トが確 立 され てい な い

この よ うな こ とか ら,デ ー タベ ー スに よる デ ー タの運 用管 理 を効 率 的 に

行 うた め には,デ ー タ管 理 者 を設 置 す る とと も に,デ ー タ管 理基 準 の設 定

が 不 可 欠で あ る と言 える。

また,デ ー タベ ース を効 果 的,効 率 的,継 続的 に運用 す る た め には,必

要 な手順,標 準,あ るい は デ ー タベ ー スそ の もの につい て ドキ ュ メ ン ト化

して お か ね ば な らない 。

これ らの ドキ ュメ ン トは次 の よ うな人 々の た め に,特 別 に作 成 され た り,

ま た は選 択 的 に配 布 され る こと にな る。

・エ ン ド・ユ ーザ

・ア プ リケ ー シ ョン開 発 担 当

・オペ レー タ

・デ ー タ管 理 者

・そ の他,部 門 の管 理 者

以下,ド キ ュメ ン トの 内容 と配布 の ガイ ドラ イ ンを示す と ともに,ド キ

ュ メ ン トの うち特 に重 要 な 「デ ー タベ ース記 述 に 関す る ドキ ュメ ン ト」及

び 「使 用 手 順 に 関す る ドキ ュ メ ン ト」 につ い て 説 明す る。
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(1}ド キ ュメ ン トの 内容 と配 布 の指 針

必 要 と思 わ れ る ドキ ュメ ン トの 内 容 は次 の通 りで ある。

① デ ー タ ・ソー スの 記 述

・デ ー タの 提 供 元

・利 用 してい る プ ロ グ ラム

・生 成 ・消去 の 基 準

② デ ー タベ ー スの 記 述

・デ ー タ構 造(論 理 的)

・記 憶構 造(物 理 的)

・デー タ属 性(メ タ デ ー タの記 述)

③ 標準

・承 認 され た 標 準

・提 案 され た 標 準 と承 認 された標 準 との差 異

④ デー タの ア クセ ス及 び 操作 の 手順 ・デー タ使 用 ・変 更の 手 順

・DBMSコ マ ン ドの使 用 に関す る制約

・"呼 出 し"手 順(TSSや オ ンライ ンで 使 用す る よ うな 場 合)

⑤ パ ス ワー ド及 び ユ ーザ識 別 子

・パ ス ワー ド付 与 手順

・ユ ーザ 識 別 子 付 与手 順

・端末 及 び デ ー タ ・ア クセ ス手順

⑥ デ ー タベ ー スの パ フ ナー マ ンス測 定

・使 わ れ る リソー ス(頻 度 を含 む)

・サ ー ビス され るユ ーザ

・応 答 時 間 及 び コス トに 関す る効 率

・利用 度 を モ ニ タす る手 順

●パ フ ォー マ ンス管 理 に 関す る手 順

⑦ バ ッ クア ップ手順
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・バ ッ クア ップ され るべ き デ ー タの 識 別

・バ ッ クア ップ され るべ き デ ー タの 量

・使 用 され るべ きバ ック ア ップ機 構

・バ ックア ッ プ ・ス ケ ジ ュール

・デ ー タ保 管 手 順

⑧ リス ター ト及 び リカバ リの手 順

・DBMSに 関す る リス ター ト手 順

・ リカバ リ手 順

・復元 の 優 先 順 位 及び 順 序 一

⑨ デー タベ ー ス ・テ ス ト

・テス ト ・デ ー タ ベ ー ス作 成手 順

・テ ス ト完全 性 基 準

・プ ロ グラ ム受 諾基 準

、⑩ シス テ ムに 関す る記 述

●ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラムに 関す る記 述

・DBMSに 関 す る記 述

・ツ ール に 関す る記 述

⑪ 教 育 と訓練

・ユ ーザ 訓 練 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン

・訓練 基 準 及 び カ リキ ュラム

上 記 の各 種 ドキ=メ ン トの配 布 に 関す るガ イ ドライ ンを表4-11に

示 す 。
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表4-11ド キ ュ メ ン トと配布 に 関す る ガ イ ドラ イ ン

受 取 人 エ ン ド ・ デ ー タ ア プ リケ ー シ

文書の種類 ユ ー ザ ー 管 理 者
オ ペ レ ー タ

ヨン開発担当

デ ー タ ・ソ ー ス の 記 述 0 M 0

デ ー タベースの記述 M M 0 M

標準 M M M M

デー タ ・アクセス及 び操作手順 0 M M

パ ス ワー ド及びユーザ識別 M
'M

・ M M

デ ー タベ ー ス の パ フ ォー マ ン ス 測 定 M 0

バ ッ クア ップ手順 M 0

リス ター ト及び リカバ リ手順 M
'M

M

デ ー タベ ー ス ・テ ス ト M
'M

M

シ ステムに関する記述 M M M

教育と訓練 M M M M

M:main O:option

出 所:BernardK.P!agman「DBAの 諸 機 能 と 領 域 」

② デ ー タベ ー スの 記 述 に 関す る レポー ト

デ ー タベ ー ス に関す る記述 は 大 きく,デ ータ ・ソースに 関 す る 記述 と デ

ー タベ ー ス に関 す る記 述 の2つ に 分け られ る
。 前 者 はDD/DSに よ り

管 理 され るの が 一般 的 で あ るがDD/DSが 導 入 され て い な い場 合 には,

手 書 きの ドキ ュメ ン トと して ま とめて お く必 要 が あ る。 後 者 は,そ の 多

くが デ ー タ ベ ース を設 計 し,構 築 す る過 程 に お いて,DBMSか ら出 力

され る。 以 下,具 体 的 にそ の 内容 につ い て説 明す る。

ω デー タ ・ソー スの 記 述

デ ー タ ・ソー ス の記 述 とは デー タベ ース に格 納 され る個 々の デ ー タ

要素 につ いて 詳 し く記述 す るこ とであ る。

文 書 の フ ォー マ ッ トの例 を 図4-16に 示 す。 この フ ォー マ ッ トに

示 され て い ない もの で,記 録 して お くべ き情報 と して は,次 の よ うな

もの が あ る。
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① データの提供元(発 生元)

② 利用 してい るプ ログラム 『

③ 生成,消 去 の基準

④ 完全性チ ェック値

⑤ 暗号化の有無 とその方法

⑥ 単位 等

識

別

#

データ要素名 処 理 名
'

オ ンライ ン

または

バ ッチ

優

先
順
位

発
生
頻の
度 平
数均

処
'理

頻

度

(安.

要 全

祭保)護

加
工
デ
い
タ

.桁

数

デ

タ1

イ タ

ブ ・

13 A商 品売上高' 販 売 管 理 バ ッ チ
. 1' 月1回 月1回 要

一 10 数字

一

``,

・

'

デー タ要素特性表の 例

一

図4-16

ノ

/ ～ ノ

(ii)デ ー タベ ー スの 記 述

デ ー タ ベ ー スの記 述 とは,デ ー タの論 理 構 造 を記 述 す る もの で あ る

が,先 に 述べ た よ.うに,デ ー タベ ース を構 築 す る時 にDBMSか ら出

力 され る レポ ー トをそ の ま ま使 用す る こ とが 多 い。 従 っそそ の 内容 は

当然,PBMSの タイプ醜 類にい て多少異 な ・下 くるが・ ここで

はCODASYLタ イ プのDBMSを 利 用 した場 合 に 出力 され る ドキ

ュ メ ン トに つ い て述 べ る こ とにす る。

CODASYL ,タイ プのDBMSを 利 用 した 場 合 の デ ー タベ ース設

計 時 に お け る デ ー タ管 理 者 の役 割 を 図示す る と図4-17の よ うに な

る。 この 中で デ ー タベ ー ス に関す る ドキ ュ メ ン トと して使 用 す るの は

一124一



－
N
切
ー

'

アータヘ ース

手 続 きの作

成 と保守

利用者に
知 らせるぺ き

情報

ア 一 夕 ヘ ー ス

手 続

利 用 老

者

ムラ

用

グロ

利

プ

COBOL74

コ ンパ イ ラ

オ ブ ジェクト・

プ ログ ラム

注:サ ブ・スキーマの 正 当性

確 認後,コ ンパイ ル

翻

・部分的設計

サフ・ス キーマ

フ7イ ル

サブ・スキーマDDL

正 当性 確認

ス キ ーマ ・

サ ブセ ッ ト

・フ7イ ル

図4-17

機密保護設定

プ ライ バ シ ィ

設 定

サブ ・スキーマ と

プログラムの管 理

サ ブスキーマ

プログラム リス ト

論理的設計

ス キ ー マ

DDL/DMCL

翻 訳

スキ ーマ ・

フ ァイル

スキーマ/DMC

サブスキ ーマ表示

スキーマDDL,

工MCL,サ ブスキー

マDDL表 示

デ ー タ管 理 者 の 役 割 概'念 図

物理的設計

ア一夕ヘース

初 期化

ア ー タヘ ース の

ダ ンプ と解 析

アー タベ ース一

部/企 画 ダ ンプ

解 析

対 応 づけ デ ータベ ース ・プアイル

ア一夕ヘ ース

・フ ァイル

データベースの ア ン

ロー ドと ロ・一 ド

ス

ド霧
テ

ア

.



次 の3種 で あ る。

① ス キ ー マ翻訳 レポ ー ト

②DMCL翻 訳 レポ ー ト

③ サ ブ スキ ー マ翻 訳 レポ ー ト

な お,上 記 の レポ ー トを利 用 した マ ニ ュ アル で管 理す る場 合 の フ ォ

ー ・7ッ ト例 を 図4-18～ 図4-21に 示 す
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システム名 VOε=SER 聾心 多用

1
ページ

/
茄 DSNAME ファイル名/デ ータベース名 関連JOB柘

ファイル/デ ー タベース属 性 マルチ・ボリュウム SPACE 年 月 日
備考レコード長 ブロック長 件 数 シリン歩数 ファイル区分 {B) 倒 害些単位 シリンタ数 1次 2次 登録 廃止

OS

DB

.

OS

DB
「一

OS

DB

OS

DB

OS

DB
、 .一 －A,

■ OS

PB

A

OS

DB
、

OS

DB

OS

DB

.一一 －L

OS
.

DB

OS

DB

OS

DB

一

OS

DB

OS

DB

図4-18デ ィ ス ク 管 理 台 帳

計
使用可能シ リンダ数



システム名 データベース名 DBDNAME

データベース構造図
作成 ・改定年月日 本 番

シ万 ム・テスト
ユニット・テスト

長 担当 ページ

・

・

デ ー タベ ー ス区 分
ブイジカル/一 ロジ カル

ボディ/セ な!ダリINDX/プ ライマリ1NDX

IMSア クセ ス ・メソッ ド HIDAM/⑭DAM/HぽSAM/HS&M

OSア クセス ・メソ ッド. VSムM/OSAM

H
パD

ラA
メM

l
タ

ラ汐 ≒イス三モ盗 一ル各

ルー トアンカポイン ト数

相対 ブロック数

バ イ ト数

パ ス ワ ー ド YES()/NO

DD名

デ ー タ ・ セ ッ ト名'

デ ィバ イ ス ・タ イ プ 3350/.3330

制御インタ→ 魂(CI)サ イズ

SCANパ ラ メ ー タ

フ リー ・ スペ ー ス
CI %

CA %/個

VOτ=SER・ 名

SPACE CYL/TRKiMB
GI.S適 用区分 適用可()/適 用不可

その他補足

デ

表,セ

《

募 ・

階
層
レ
ベ
ル

セグ メン ト名
一 一 一 一 ー 一 －

SEGMENTNAME
「

.

レイアウト万 セクソ ン ト長

更

新
ノレ

|
ノレ

ポインタ セ グ メ ン トK・EY関 連 「

備 考

(セグメント名
/DB名)

親

子

兄

弟

努

、し
吟

返
↓
ン
ス分

開始桁 長 さ

項 目 名
一 一 ー 一 －

FIELDNAME

、

一 一 一 一 一 一

,

一 一 三 一 一

「

・

一 一 ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一

一 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一
'

竃

一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一' 唱

、

.

一 一 ー 一 一{
'

一 ー 一 一 ー 一

A

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一

一 一{一 一 一 一.一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一

デ ー タベ ース 説 明 ・

「

・

更新ノレーノレH:HERE

F:FIRST

L:IAST

1フ・一ル枢 到

図4-1

P:PRIMARYKEYL:1、CHILDレ ーケン姻}IU:urVI(Pt
X:XDFIDM:DU]PLICATE

S:2M)INDEXSEA(HFIELI)

9デ ー タ ベvス 構 造 図
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アクセス
メソー ド

DATABASE定 量 分 析 表 作成 年月日 担当者 ページ 返しページ

特徴,問 題点,改 善点

デ ータセット・ク九一プ

クルーラ名

'セ グ メ ン ト名

内 レセグメン}名
セグメント長

(B)

KEY

U・M KEY名

上位との関係

平均
オカレン

発 生 ・ 滞 留 件 数

新期発生
件数
サイクル 滞留期間 滞留

Primary/SecondaryIndexDB含 む 計

データ容量

(MB)

ディスク容量

(MB)

IleviceT)fpe

(Vol=SER)

フ リ ー

・ス〈〉 ス

Lコ ー トサ

イズ・

CIサ イズ

ポイ ン タ,イ ン

サ トルール 他

図4-20
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シ ステム名 DATABASE定 量 分 析 集 計 表 作成年月日 担当 ペア

柘

デ ー タベー ス名

'ル
ー ト'・セ グ メン ト諸 元
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VOε=SER 備 考
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R
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ック
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R
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図4-21 デ ー タ ベ ー ス 定 量 分 析 集 計 表



(3)使 用手順に関す る レポー ト

データベースの操作に関する ドキュメ ント化の うち,主 要 な4つ の手

順を説 明す る。

(Dデ ー タベース使 用/変 更の手順

ユーザが データベースを使用す るに 当ρては
,当 然 データ管理者の

許可 を受ける必要がある。 また,ユ ーザが データベースの変更を希望

す る場合は,図4-22に 示すような変更 申請書 をデータ管理者に提

出す る ことにな る。 これ らデ ータベースの使用 あるいは変更の要求が

出 され た場合の受理手順は図4-23の よ うになるのが一般的である。

実際には,こ れ を基準 に して個 々の デー タベースの環境に応 じた手

順 を確立す る必要があろ う。

要求部門名 :

要 求者 名:

日 付:

デ ータベ ース名:XXYY

変更責任者名 :

変 更 個 所

(レ コ ー ド名) 追 変 削
セ グ メ ン ト名 フ ィ ー ル ド 名 加 更 除 変 更 内 容

ABC

DE 〉
FG 〉

H'1 〉 新しいフィール ドの追加

JK 〉

理 由:

構造変更の場合以下に図示

変更対 策 〔DBAが 記入 〕

(ス キ ー マ)(サ ブ ス キ ー マ)

DBD変 更口PSB変 更 口 再編成 口 適用プログラム変更□

図4-22デ ー タベ ース変 更 申請 書 の 例
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プログラマまたは分析者 デ ー タ 管 理 者 影響受けるユーザ

NOO
・

一

NO

DB変 更 必要

NO

YEsNO

DB使 用 または

変更の要求
・ ㌻ ㌻ … 変更必要

⇔舎A

YES

変更個所の

摘出
●

NO

使 用 同意

YES

他 の適用業務
への影響 検討

1・

YES

一

一1

使 用許可

NO

新 ユ ー ザ の

登 録

唱

1必 要 なときは

YEslDB変 更
一

新ユーザの

登 録

L__

－

i必晋鯵設
Il

_一

↓

デ ィ ク シ ョ ナ リ イ

YES
・喝

YES

.
-

図4-23デ ータベー スの使用 または変更に関す る手順の例
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(ii)パ ス ワー ドとユ ーザの識 別子 の 記 述

デ ー タ管理 者 は,デ ー タベ ー スの使 用 を許 可 した ユ ーザ に対 し,ユ

ーザ識 別 子 を 付 与 し,必 要 とあ らぼ パ ス ワ ー ドを設定 しな けれ ば な ら

な い。 これ らの 情 報 は ユ ー ザ管 理 の キ ー とな る重 要 な もの で あ る。 図

4-24は,パ ス ワー ド及 び ユ ーザ 識別 子 の ユ ーザ に対す る通 知 書 の

例 で あ る。

この パ ス ワー ド及 び ユ ーザ識 別 子 の設 定 に あ た っては,次 の よ うな

手順 を決 め て お く必 要 が あ る。

。ユ ーザ識 別子 付 与 手 順

。パ ス ワー ド付 与 手順

。パ ス ワー ド変 更 手順

。ユ ーザ に 対す る費 用賦 課手 順

発 行 年 月 日

発 行 者

発行 責 任 者

図4-24パ ス ワー ド通 知 書 の 例
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印i)リ カバ リ手順 と リス タ ー ト手 順

リカバ リ/リ ス ター トが 必 要 とな るの は,当 然 障害 が 発 生 した 場 合

で あ るが,リ カバ リが ス ム ー ズに な され るた め には,障 害 発生 時 にお

い て,可 能 な限 り詳 し く障 害 の 状 況 を記 録 し,ダ ンプ ・ リス トや ロ グ

等 の 資料 を添 えた 障 害報 告 書 を 作 らな けれ ば な らない。 この 障害 報 告

書 は ユ ーザが 記 入 した り,オ ペ レー タが 記 入 した り,デ ー タ管 理 者 自

身 が 記 入 した りす る こ とに な る。 具体 的 な障 害報 告書 の 例 を図4--25

に示 す。

実 際 の リカバ リは この障 害 報 告 書にもとついて行 わ れ る こ とに な る が,

処理 にあ た って は 次 の よ うな こ とに つ い て前 も って そ の手 続 を 規定 し

てお くこ とが必 要 とな る。

。バ ック ア ップ ・テ ー プ作成 の 頻 度 と手 順

。 ログ ・テ ー プ及 び ジ ャーナ ル ・テー プの管 理 方 式

。デ ー タベ ース ・ リカバ リ機 能 の テ ス ト方 式

。 リカバ リ/リ ス ター ト手 順

。エ ラーの 判 定基 準

㈹ デ ー タ保 管 手順 の記 述

デ ー タベ ー スに格 納 され るデ ー タが 各 種 統計 資 料や 観 測 資料 な どの

場合,そ の オ リジナ ル ・デ ー タは テ ー プ等 に格 納 され て別 途 保 管 され

る こ とに な る。 また,一 般 的 な デー タ ベ ー スの場 合 に お い て も,,バ ッ

クア ップ ・テ ープを 定 期的 に と り,そ の 全 部 また は一部 を デー タベ ー

ス ・ヒス トリイ ・メ ー ジ ・テ ー プ と して保 管 す る ことが あ る。 これ ら

のい わ ば オ リジナル ・デ ー タと もい える もの を保 管 し,管 理す る こ と

も デ ー タ管 理者 の 役 割 の 一 つで あ る。

以 下,保 管 の具 体 的 な 方法 や 保 管 場 所 の選 定 の 方法 等 に つ い て述 べ

る。
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PROBLEMREPORT 「

ForPROBLEMREPORTER:Fillinthissect ion,Keeplastcopy, andforward『esttoDeptPC.

Name: .,Dept: D": Date=「
Machine/Systemused:Descriptionofproblem:'

[]TOS
」

口IMS/VS

口OS/VS1
.

[]OS/VS2
1

.

口S/370.155

[=lS/370.158'
」

F

.

口s/3
.

SupPorUngd㏄um㎝tationattached:

口Hardcopyofscreen口VTOClistl㎎

口Programlisti㎎ 口SEREPdump

口Syst㎝d㎝P[コLCG

Is.this'problemholdi㎎upyourwork?Yes/ND

口 ・ther-specify F

、

、

F

FO・COORDINATOR:Keeplast。 。py。 ㎡,e。d爬st toprobl㎝solver..、
Problemalre冨1yreported:Yes/No-Reportno.

Problemarea:
、.

Date:

.

P・i。 ・ity:
一 』dli・e(byPass/sotution):

,

Priority:－Deadline(bypass/solution):
.

Priority: _Deadline(bypass/solution): .

Sol:utionacceptedby: .

,Assignedto:

Assignedto:

Assignedto:

Date:

Date: .
ご

Date:
層 .F

Date' ●
.

Closi㎎code:
.

.

ForPROBLEMSOLVER:Keeplastcopy.Return 「
acopytoDeptPC ateachupdate.

Descriptionofbypass: .

Changerequestm. _submittedon:Final

Changerequestno.submitted㎝:FinaI

Informationtousers:onbypass

-Bycoordinatorwh㎝problemreportα1ロ

ーByreoorttoproblemmeetingロ

ーIn晒Sletter□

:Yes/No

:Yes/No

onsoluti㎝

口

口

口

Solutioncode:

－Inhandbook[]

亀
Co1㎜ents:

.

.

出所: IBM「 デ ー タベ ー スの 運 用 と管 理j

図4-25 障 害'報.告 書 例
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(力 保 管方法

保管の方法には①保管 ア ドレス方式②機 能 ア ドレス方式③混成方

式の3種 が ある。

① 保管ア ドレス方式

ボ リュームの一連番号や保 管室 コー ドあるいは棚番 号によ って

直接 ボ リュームを管理する方式

② 機能 ア ドレス方式

デー タの 内容や利用の され 方な どによって間接的に ボ リュー ム

を管理す る方式

③ 混成方式

直接的 に も間接的にも特定デー タの所在 が明 らかに され る方式

㈲ 保管場所の選定の方法

保管場所か らみた保管の方法 は①近接地保管②遠隔地保管がある。

① 近接 地保 管

・使 用頻度が 多い もの

・障害時の回復の緊急性の高い もの

② 遠隔地保管

・3ケ 月以上使用の見込みがない

・非常に重要 なデータで地震等の災害時 に備 えたい もの

(ヴ 正確 なデー タ保管手順の確立

テ ープ等の保管 を万全 にす るためには,次 のよ うなデー タ保管手

順 を明確に してお く必要がある。

①該 当ボ リューム検索手順

②入出庫手順

4.4コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム に よ るデ ー タ管 理 －DD/DSの 利 用

デ ー タベ ー スを多 くの 利 用者 が利 用す る情 報 シ ス テ ム環 境 で は,シ ス テ ム
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の 能 力 と,ユ ー ザ ・ニー ズの 調 整 が大 きな 問題 と な る。 また,デ ー タベ ース

が 大 き くな るにつ れ,そ の 運 用 管理 も困難 とな る。 概 念上,こ の 問題 の解 決

は,デ ー タ管理 者 に依 存 す る こ とに な るが,実 際 にそ の責 任 遂行 の た めの基

本 となるのが,DD/DS(DataDictionary/DirectorySystem)

で あ る。DD/DSそ の もの につ い て は,次 章 で 述べ る こ とに し,こ こで は,

そ の利 用 面 か ら次 の よ うな こ とにつ い て 述べ る こ とにす る。

①DD/DS導 入 の必 要 性

②DD/DSの 目的

③DD/DS導 入 の 効 果.

④DD/DS選 定 基 準

4.4.1DD/DS導 入の必要性

DD/DSの 導入を決定す る特別の基準 とい うものはないが,一 般的に

は次の よ うな問題を抱 えてい る場合 にDD/DSの 導入が必要で あると考

えられ る。

・システム ・メンテナ ンスの管理が非常 に難 しい。

・新 しい システム開発 が,他 に どの ような影響を与 えるかを知 ることが難

しい。 またそれが現在 ある アプ リケー シ ョンあるいは別の システム開発

と正 しく相互 に作用す るか を確認す る手段がない。

・システム構造 に対す る問合せ に,迅 速な返答ができない。例 えばあ るア

プ リケーシ ョンによ って,ど の データが更新 されるか とい うよ うな単純

な質問にも答 えられない。

・デー タベ ースのユーザ実態が把握で きない。

・データベ ースを利用す るプ ログラムが非常 に増 えて,デ ータ定義部分の

生成が大変である。

しか し,こ れ らの問題 は次のよ うな理 由か らDBMSの 導入 だけでは決

して解決 されない。
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'

・DBMSで は ,同 じデ ー タが 全 く別 々に管 理 され て しま う とい うこ とを

未 然 に 防 げ ない し,そ れ らの デ ー タが どこで,誰 に,ど の よ うに使 われ

て い るか を記 録 す る こ とが で きない 。

・DBMSは 組 織 の もつ 全 て の デ ー タを管 理す る こ とは で きな い。 例 えば

ユ ーザ,仕 事 の 手順,ハ ー ドウェ ア,ア プ リケーシ ョン ・プログラ ムな ど

の 情 報 及び それ ら関連 情 報 を 管理 す る こ とはで き ない。

以 上 の こ とか ら,DD/DSの 導入 は デ ー タベ ー スの デ ー タ面 のみ で は

な く,利 用 面 の 複 雑 度 に も左 右 され る と言 える。 つ ま り,デ ー タベ ー スの

運 用 に関 して,現 在 抱 えてい る問 題がDD/DSの 導 入 に よ つて どの 程 度

解 決 で き るか を見 極 め,導 入 に要 す る 費用 との トレー ドオ フを 考 えなけ れ

ば な らない。

4.4:2DD/DSの 目的

r般 的 にDD/DSの 目的 は,次 の3つ に集 約 され る。

① ソー ス ・デ ー タの 収集,処 理,蓄 積及 び ユ ーザへ の 情報 提 供 の 分野 で,

ア プ リケー シ ョン開発 に お け る非 計 画的 冗 長 性 と矛盾性 の 防 止

② ア プ リケ ー シ ・ンの開 発 と修 正 に 係 る リー ドタイ ムと コス トの 低減

③ デ ー タの使 用 法 と責任 に関 す る標 準 の 設定 と実 施

な お,GUIDEのDD/Dプ ロジ ェ ク トで はDD/DSの 主 目的 を デ

ー タ独立 性 ,デ ー タ関連 性,デ ー タ非 冗 長性,デ ー タ ・イ ンテ グ リテ ィ,

デー タ ・セ キ ュ リテ ィ,パ フ ォー マ ンス,ト ラ ンス フ ァ ビ リテ ィの面 か ら

捉 えて い る。 これ らは本 来DBMSの 基 本 目標 と され て きた もの で ある が,

GUIDEは,こ れ をDBMSを 中心 とす る,よ り広 い範 囲 の情 報 シ ステ

ムに 拡 大 し,DD/DSが そ の 目標 を 達 成す るた めの 手段 と して基 本 的 役

割 りを 果 たす もの で あ る として い る。
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4.4.5DD/DS導 入の効果

DD/DSを 導入するこ とに よ って次の ような効果が期待で きる。

① データ要素 を正 しく使 うために,明 確 なデー タ仕様の記述が可能

② 必要十分な定義情報 の,簡 単かつ正確な選択 と,検 索が可能

③ データベースあるいは非 データベース ・フ ァイル内の データ要素間の

矛盾性 と冗長性の解析

④ データの所在場所や ア クセス方法の把握

⑤ 共用 されるデータ要素が一方的 に削除 され ることが ないよ うに,デ ー

タ要素ご とのすべてのユーザの定義 と,登 録

⑥ 分散化 システムでの データ転送な どにおいて,デ ータとその属性の正

確性や完全性 を維持す るための管理者の責任分担 の明確な定義が可能

⑦DBMSやOSア クセス法 に対する適切な イ ンタフェースを介 して,

オ ブジェク ト定義の提供が可能

⑧ デー タの正当性確認のための仕様 の定義 と,DBMSそ の他の プログ

ラム ・モジュールに対 して これを提供可能

4.4.4DD/DB選 定基準

DD/DSを 選定す る際の評価項 目の例 を表4-12に 示す。実際の選定

に際 しては,こ れ を参考に して独 自の選定基準を作 成す る必要がある。

一139一



表4-12DD/DSの 選定基準

大 項'目 小 項 目

デ ータ記述機能 入力の タイプ

エレメン トの構造

必須/省 略機能

省略時の機能

参照定義

自動登録機能
一

デ ー タ ・ ドキ ュ メ ン ァ ー シ ョ ン ・ 識別属性

サ ポ ー ト 記述属性

デ ータ ・タイプ属性

利用属性

修飾属性

リ レ ー シ ・ン 属 性

シ ス テ ム ・ エ レ メ ン ト記述

バ ージ ョン制御

デ ー タ記述生成 ホス ト言語生成

DBMSデ ー タ定i義言語作成

イ ン タ フ ェ ー ス の 完 全 さ

'機 密保護 サポー ト DBMS機 密保護属性

DD/DS機 密保護

保全性サ ポー ト 編集及び妥当性検査

監査機能

テ ス ト ・デ ー タ作 成.

分 散 デ ー タ ベ ー ス ・サ ポ ー ト

ユ ー ザ ・ イ ンータ フ ェ ー ス 標準 レポー ト

臨時の照会/更 新,

オン ライン機能

イ ン タ フ ェー ス

使 用の 容易性/パ フ ォーマンス 学習の容易さ

要求される専門知識レベル

現行プロダクツとの両立性

操作性

ベ ン ダ ー ・サ ポ ー ト ベ ンダーの安定性

パ ッケージとしての質

信頼性/サ ポー トの優秀性

ユ ー ザ ・グ ・レー プ

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン
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4.5オ フ ィス ・シス テ ム に よ るデ ータ管理

4.5.1オ フ ィス ・システ ム に よ るデ ー タ管理 一デ ー タ管 理 推 進 方 策

こ こ数 年,OAに 関 す る 様 々な話 題 が実 に多 くの 人 々の 関 心 を 呼 んで い

る。 そ して,そ れ はOA学 会 や 日本OA協 会の設 立 に見 られ る よ うに,単

なる お祭 り騒 ぎ的 な もの か ら,し っか り地 に足 の つ いた もの に な りつつ あ

る。

オ フィ スにお け る デ ー タ管理 を効 果的 に行 える よ うにす る には,ど の よ

うな 観点 か らの ア プ ローチ が 必要 で あ ろ うか。 こ こで は 最 も必 要 不 可 欠 と

思 える次 の6項 目につ い て説 明す る。

① デー タ管 理 者 の 養 成

② デー タの 整 備

③ 機 器 の複 合利 用 の 推 進

④ 目的 に添 った ソフ トウェ アの 開発 あ るい は 導 入

⑤ コ ミュ ニケ ー シ ョンの充 実

(1>デ ー タ管理 者 の 養 成

オ フ ィス に おい て,デ ー タの 管 理 が うま くい ってい ない 原 因の大 部分

は,デ ー タ管 理 者 が い な い か,い て も権 限が 無 い こ とに よ る。OA機 器

等の 知 識 を有 し,デ ー タ管理 の た め の制 度や 手 続 の立 案,権 限 発 揮,組

織 化等 の リー ダ ・シ ップが とれ る デ ー タ管理 者 を養 成す る こ とこそ,ナ

フ ィスに お け る デー タ管 理 推 進 の 第一 歩で あ る。

(2}デ ー タの 整備

デー タの 管理 を効 率 的 に 行 うた め に は,当 然 デ ー タの 整 備 が 行 わ れ な

けれ ば な らない。 そ の た め に は,次 の よ うな 考 えに立 って,デ ータの整

備 を進 め る べ きで あ る。

①OA機 器 その もの よ りも,デ ー タの整備 にい っそ う大 きな努 力 を払

う。

② 人 間,コ ン ピ ュー タを は じめ とす るOA機 器,情 報 の3つ の 有機 的
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な関係 と流れを,明 確 な"流 れ図"で 再設計す る。'

③ データの利用効果について,徹 底的に実態 を調査 し,利 用効果の少

ない データは縮小 ない し撤廃 し,利 用効果の大 きい データに努力を集

中す る。

(3)機 器の複合利 用の推進

パー ソナル ・コンピュータ,フ ァクシ ミリ,ワ ー ドプロセ ッサ,マ イ

クロフィル ム等のOA機 器が無計 画に導 入 された場合,次 のよ うな問題

が生 じる ことが多い。

① 特定 の機器 だけが良 く利用 され,他 の機器がホ コ リをかぶ る。

② データが特定の組織内だけ しか生か されて ない。

③ ハ ー ドウェア面での投資 コス トに見合 うメ リッ トがでない。

この よ うな問題 に対 しては,次 の よ うな対策を講 じる ことが必要 とな

る。

① 機器 を縦横に書いたマ トリクスの表を作 り,「 どの機器 と,ど の機

器を どう結びつければ良いか」を検討する。 この場合,む やみに機器

1司士の結合 を進 めるので はな く,真 の複合効果,連 携効果が 出る組合

せを探 求す る。

② 機 器の所管が異 なる場合は,部 門間での意思疎通を促進 し,機 器の

結合利用 を検討す る。

③ 機器間の結合を深めるためにはLANに よって複数機 器の有効利用結

合がで きる。

④ 機器 の結合 を深めるためには,そ のための ソフ トウェアを充実する

ことも重要 である。

④ 目的に沿 った ソフ トウェアの開発 あるいは導入

オ フィスにおけ るデータ管理高度化のためには,種 々の機器が必要 と

な るが,特 に データ管理 に関係の深い,コ ンピュータ関連機器の場合 に

は,ソ フ トウェアが非常 に重要 となる。 この ことについては,次 の よう
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な事 を考 えて おか なけ れば な らない 。

① 既 存 の 市 販 ソ フ トウェ アの 利用 可 能性 を 調査 し,利 用可能で,し か

も 良い もの は積 極的 に と り入れ る。

② 社 内に ソフ トウ ェアの 専 門 家 を養 成す る。

③ 社 内にお い て,バ ラバ ラに ソフ トウェア を開発 す る こ とを さけ,

計 画 的 な 開発 を進 め る。

④ ソ フ トウ ェア関連 の ドキ ュメ ン トを整備 し,技 術 の 蓄積 を図 る。

㈲ コ ミュ ニ ケー シ ョンの 充 実

オ フ ィスに お ける デ ータ管理 の 効 率 化 は,デ ー タ管 理 者 一人 で で き る

もの で は ない 。 今 まで 述 べ た こ とは 全 て,ト ップか ら ロアー まで の理 解

と協 力が 無 けれ ば進 め られ ない こ とで あ る。 従 って,デ ータ管 理 者 は 自

分 を媒 介 と して 社 内の コ ミュ ニケー シ ョンの 充 実 を図 らな けれ ば な らな

いo

4.5.2情 報 蓄 積 の た め のハ ー ドウ ェア

オ フ ィス に お け る デ ー タの蓄 積,検 索の 技 術 を ハ ー ドウェアの 立場 か ら

見 る と,次 の よ うな事 柄が 特 徴 的 に 言 える。

① 今 後 のOA進 展 の ポ イ ン トは,高 度 に 自動 化 され た,マ ン ・マシ ン

・イ ンタ フ ェー スのす ぐれ た フ ァイ リング ・シス テ ムの実 現 で あ る
。

② 現在 で は,ユ ーザ側 の要 求 ・要 望 の 方 が ともす る とハ ー ドウェア提

供 者 側 の計 画 よ り先行 気 味 で あ る。

③ 従 って,ユ ーザ は,現 在 あ る各 種 の ハ ー ドウェアを 用 途 に応 じて 特

徴 を 生 か しつ つ,使 い 分 け をす る必要 が あ る。

④ しか し,ハ ー ドウ ェア 自体 もそ れ な りに着 実 な進 歩,発 展 を続 け,

ま た新 規 技 術 の導 入 も試み られ つ つ あ る。

以上 の よ うな状 況は 特 に 蓄積 の た め の ハ ー ドウェ アに お い て顕 著 で あ る。

デ ー タ蓄 積 の た めの ハ ー ドウ ェア,つ ま りオ フ ィス ・シ ス テ ム用 ハ ー ド
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ウ ェ ア装 置 には 表4-13に 示 す よ うな もの が ある。

こ こで は,今 後 特 に重 要 に な る と思 わ れ る光 デ ィス ク装置,そ して,ア

ンケ ー ト調 査 の 結 果,原 デ ータの 管 理 媒 体 と して は最 も利 用 され てい る マ

イ ク ロフ ィル ム装 置,そ して 蓄積 装 置 とは い えない が,文 書 デ ー タの 作 成

と管 理 に増 々利用 され る と予 想 され る 日本 語 ワー ド・プ ロセ ッサ につ い て,

そ の 概 要 を説 明す る。

(1>光 デ ィス ク装 置

VTRが1958年 に開 発 され る と時 を 同 じく して,米 国 ス タ フ ォー

ド大 学 で光 を使 用 した デ ィス クの研 究 が 開始 され た。 当時 は,TV画 像

を記 録 す るこ とが 研究 の 主 目的 で あ り,信 号 もFM変 調 の アナ ロ グ記録

で あ った。 最 近 で は,光 デ ィス クの 高密 度性 能(1ビ ッ ト当 り1μm2)

に着 目 し,デ ィジ タル記 録 の 応 用 が い ろ い ろ と考 え られ て い る。 ち なみ

に デ ィス クの 直径 を30・nと す る と,10'o・-1011ビ ッ トの 記 録 が で きる

こ とに な る。 そ の ため,光 デ ィス クは コ ン ピュー タの 周 辺機 器 と しての

用途 が考 え られ てい るが,現 状 で は ビ ッ ト誤 り率 が10-SC1δ 一5(誤 り訂

正 な し)と 高 く,信 頼 性 に 欠 け る こ と もあ り,実 用 段 階 に 入 って い ない 。

しか し,文 書 フ ァイルや 図 面 フ ァイル等 で は,こ の 程 度 で全 く支 障 は な

く,既 に 実 用化 され てい る もの もあ る。(例 えば東 芝TOSFILE

2100)で あ る。 最近 で は松 下 電 器 産業/松 下 電 送 や 横 河 電 機,

三 洋電 機 な どか ら同様 の装 置 の 発 表 が な され て い る。 これ らは 文書 や

図 面 を ス キ ャ ンニ ソ グしな が ら2値 信 号 に 変換 し記 録 して い くもの で あ

る。 これ に対 して画 像 信 号 をFM変 調 して 記 録 して い くもの が ビデ オデ

ィス クで あ り,静 止 画 デ ィス ク ・フ ァイ ル と呼 ばれ る もの で あ る。 松 下

電 器 産 業 の 静止 画 デ ィス ク ・フ ァイルTQ-2000Fは ・ プ レグル ー

ブ ・デ ィス クに15,000コ マの 静 止 画 を記 録す る こ とが で き る。 一方,

静 止 画 だけ で な く,動 画 も記 録で きる もの に テ ィア ックの ビデ オ デ ィス

ク ・シス テ ムが あ る。 これ は記 録 機 と再 生機 が 別の 装 置 に な って お り,
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表4-13 オ フ ィス ・シ ス テ ム用 フ ァイ ル装 置 の概 観

`

装 置

,.
,

媒 ・体 《種類 ・形状) 記録再生技術`D 鱈 の記鰍容量
場書き
歪み`,

情報書
合換え

記 録
コス ト

'

記n処
理時間
・索・・糠 。畑

、

磁気デ ィスク装 置

磁気ディスク
剛体デ ィスク

磁 気 記 録(W.R}

デ

ィ

ジ

タ

ル

可

.

可

低～高

短

短

'

中

}

長

A

フ ロプピ ・デ ィスク装 置 百萬性ディスク

小～大一
極'」〉》小 低

磁気テープ装置

磁気テープ

オ_プ シ.'‥ ル 中 中

長カセ プト!カ ー トリ7ヅ ・テープ装置 カセ7ト ノカー トリ7ヅ 小 低～中

超大容量紀値装置 低大容量 カー トリ7ジ 超大

光デ ィス ク装 置 光 ディス ク
書き換え不能形

.

レーザ光記 録(W.R,
'

大 可
不可

低 短 短～中
竃～畏? D～P

書き換え可能形 可 ? R

マイク回フ4ル ム ・レrコーダ!フ ァイル
マイ クOフ ィルム

慣 塩}

b■ ル

写 真 光 学(W)

光 学 再 生(R}

ア

ナ

ロ

グ

大

(剛 不可

.

低

長

艮

艮

A
マ イ ク ロ ・フ ィ7シ ュ 中～大 低～中

短～中
S超 マイクロフ ィルム 大 中

柏 グラ力 弓 モリノラ.イ ル ホOグ,ム(主 として フ ィルム, 光学ホ ログ ラフィ(W.R) 大 不可 不可 低～中 長 組～中 S

ビデオ ・テープ ・レコーダ(VTR》 磁気テープ

'

オープ ン ・り一ル

磁 気 記 録 《W,R,

'±

A

アデ
イナ
ジ

`日 夕

ル

グ)

大

可 可

低

旭

長
中

}

長

－

A
カセ7ト!カ ー トリッジ 中～大

ピヂオ ・磁気デ ィス ク装置

「

磁気デ ィスク
廟休デ ィス ク

小～中 中～高

.

短 A'～S
可鍵性ディスク

ビデオ ・デ ィスク ・プ レーヤ ビデオ ・デ'ス ク
再生針式 静電容量変化検出{R}

アナ ログ 大 不可
'不 可

.
低) 短～中 長 A'

光学 式 レーザ反射光検出(R)
∴

一

オーディオ ・テープ ・レコーダ 磁気テープ
オープ ン ・り一ル

磁 気 紀 日(W,R)
アナ ログ

(デ ィジ
タル}

'

巾
可 可 低 短 艮 中～艮 A

カセ7ト/カ ー トリ7ジ" 'lw中

デ ィジタル ・オーデ ィオ ・デ ィス ク ・プ レー ヤ ヂ ィリタル ・オーデ ィオ ・デ ィスク《DAD) レーザ光再生ノ静電容量(R) デ ィジタル 小～中 不可 不可 (低)
一 短～中 長 P

.

〔註〕1)W:書 台込み.R:績 み出 し2)現 場:tフ1ス の乗務現場 をさす.

3)A‡ 広 く普及,A':一 －asでtis荷.普 及 初期P:実 用化開発ほぼ完 了.D:装 置開N中, S:一 部で試作,試 用,Rl研 究段 階

出所:草 鹿庸次郎 「情報の蓄積 ・検索技術」



蒸着膜 をも った ガラス原盤に,フ ァイルすべ き資料,教 材が発生 した都

度,追 加記録 してい くもので,記 録可能 な最大 フレーム数 は45,000

枚である。

以上これ らを表 に して分類す ると図4-26の ようになる。

一方,光 ディス ク装 置を記録/再 生の面か ら分類す る と図4-27の

よ うにな る。再生専用は一般 に市販 されている ビデオディス ク用 レプ リ

カ盤や,DAD用 の コンパ ク ト・ディス クが これに相 当す る。 これに対

して追加記録が可能で 消去できない もの として,前 述の東芝や松下電器

の情報 フ ァイル,あ るいは ティアックの ビデオディス ク ・システムがあ

る。また,消 去で きる もの としては,近 未来 における究極の情報 ファイ

ル といわれ てい る光磁気記録がある。

一∵:ピ㌫;∵

図4-26光 デ ィス クの分 類(そ の1)

光デ ィス ク

一 際1三
。,

一 モll∴∴

図4-27光 デ ィス クの分 類(そ の2)
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(2)マ イ ク ロフ ィル ム式 フ ァイル 装置

マ イ ク ロ フ ィル ムに は次 の よ うな特 徴 があ り,イ メ ー ジ,(画 像),

あ るい は文 書,フ ァイ ル用 の装 置 と して広 く用 い られ てい る。

(長 所)

① 分 解 能が きわ め て高 く,高 密 度記 録 が可 能

② 大 容量 化 しや す い

③ 記 録 品 質 が 良 い

④ 媒 体 コス トが 非 常 に低 い

⑤ 長 期 保 存が 可 能

⑥ 記 録 内容 は拡 大 すれ ばそ の ま ま 目視 で き る

(短 所)

① 記 録 時の プ ロセ スが複 雑 で 時 間が かか る

② 検索 時 間 が比 較 的 長 い

③ コ ン ピュー タ等 との 結 合 の ため の装 置 コス トが 高 い

マ イ ク ロフ ィル ムの 形 態 と用 途 を図4-28に 示す 。

な お,最 近 で は,コ ンピ ュー タとの 関連 装置 として,COM(Com-

puterOutputMicrofiIm)の 他 にCIM(Computerlnput

MicrofiIm)も 実 用 化 され て い る。

(3)日 本 語 ワ ー ド・プ ロセ ッサ

日本 語 ワー ド・プ ロセ ッサ は,OA機 器 の 中で も,最 も ポ ピ ュ ラーな

もの に な りつつ ある。 日本 語 ワ ー ド・プPセ ッサ(以 下,WPと 略 記す

る。)は,表4-15に 示 す よ うな機 能 を持 ってい る。 ここ では,WP

の 特 徴 で あ る入 力機 能 につ いて 説 明す る。

現 在,WPで 使 わ れ て い る 日本 語 入 力の方 式 と して は,各 種 の 方 式 が

あ るが,フ ル キ ー方 式 とか な漢 字 変 換方 式 が主 流 で あ る。

① フル キ ー方 式

この方 式 は適 当 な 広 さの 盤 面 に 使用 頻 度の 比 較 的 高 い文 字 を約
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一 ル 式

カー トリ ッジ式

アパ チュア

カー ド

勘
ロー ルフ ィル ム ●

梧16疏 ない し3Smmで1巷 の 長さ30.5■ の もの が一散

的で ある.IVvnロ ールは1巻 にP.2SOOコ マ までの情 報

が収 録で さ、主に 長期保存 文書 ・資料 の記 録に用 い ら

れ る.3～mロ ール は1巻 に約650コ マ寂貸 で き 主 に図

面情 領の正 確な記 録に利用 され る.

カー トリッジ ●

16fina・一ル フ ィル ム をカセッ、トに 収容 した もの で、機

械に よる 自動検索 に便利.主 に1単 位 当た りの情 報量

が大 さ く 連続的 に配列 ξれた文 書や枝術 資i特等 を頻

繁 に活用す る場 合に用 いられ 番 号頴 の一 方向 検索が

高速 で行 え る.

絡
歓

アパ チ ュア カー ド●

約83×187ev,の カー ドに窓 を開 け3㎞ フ ィルム1コ マ

を張 りつけ た もの で カー ドには手 書ξや タイ プ パ

ンチ等 で聞違 情報の 記載 もでさ 設計 図面の 管理 ・活

用{二大 変便 利であ る.

ジ ャケ ッ ト

フ ィル ム

ー 一δ一♂一=戸一

1

[.」 一
.∴ 、^...,」

_.._._..」

ジ ャケ ッ トフィルム ●

ロール フ ンルムを一定 の コマ 散ずつ カ ッ トして 薄い

フ ィルムジ ャケ ッ トに挿入 シー ト単 位 で活 用す る も

の.部 分差 し換えや 小量ずつの 追加 な ど 貞集 が個 人

で 自由に で さるの で'身 近 に発生 する資料 やデ ーク等

の手許 保管 に便利で あ る、

'ブ
イツシ ュ

フ ィルム

フ ィッシ ュフィル ム●

約tSXto.Scm(A6判)あ シー ト7ィ ル ムに 目で見え

る2イ トル と何 コマ もの情 報 を収 貸 した もの.コ マ致
とその配列 には柱 つかの モー ドが あ リ タイ.トル を除

い て60コ マ ・98コ マが一般 的.編 集 ・フ ァイル ・検索

複 製'配 布 等方ξ非 常`二しやす く 文 書から各4至ftt斗ま

で'幅 広(活 用 されて いる.

出所:藤 村 協生 「情報の保 管 ・検索とマイクロンステム」

図4-28 マイ ク ロフ ィル ムの 形態 と用途
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表4-15日 本語 ワー ドプ ロセ ッサの 基本 機 能

項 目 基 本 機 能

文書作成 ・修正機能 漢字入力(か な漢字変換)

漢字訂正

文書校正 ・編集

外字処理

文例検索 ・索引

出力データ編集

外字 フォ ン ト作 成

文書印刷機能 複数部数印刷

印刷区間指定

頁印刷

袋とじ印刷

縦書 ・横書印刷

差し込み印刷 '

字間 ・行間調整

フ ァイル機 能 フ ァイル 編 集

文書消去

フ ァ イ ル コ ン デ ンス

フ ァイ ル復 写

漢 字 ・単 語 ソー ト機 能

テ ー ブ ル ウ ェ ア 基本単語辞書

基本漢字辞書

固有名詞辞書

特殊用語辞書

付属語辞書

自立語辞書

コ ー ド変 換 テ ー ブ ル

出所:道 家 照彦 「OA情 報の処理技術」
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2,000～3,000字 配列 し,必 要 な文字を1字1字 入力する もので,

タブレッ ト方式 と多段 シフ ト方式 がある。 いずれの方式 も指示 された

文字の座標 より,あ らか じめ定め られた文字 コー ドに変換 し,コ ント

ロール部に送 られ るもので ある。 これ らの方式 はいずれ も文字の配置

位置を覚 えるのにか な りの訓練 を必要 とし,入 力速 度にやや難がある。

② か な漢字変換方式

この方式は,日 本語文の読み をその ままかなキ ーボー ドか ら入力 し,

あ とはWPが 内蔵す る各種か な漢字変換辞書 テーブルを参照す ること

に よ り,適 切 な漢字かな湿 り文 に変換す る もので,漢 字指定方式 と文

節指定方式 とがある。

漢字 指定方式は,日 本語の読みの うち,漢 字 に相当す る部分 だけを

特殊キ ーで 囲む方式で,WP内 の 単語 または漢字 テーブルを検索 し,

該当漢字文を出力す るものである。 この方式で は,同 音意義語がある

場合,適 切な 日本語 をス ピーディに得 られない欠点がある。

文節指定方式は,日 本語文を文 節単位で分かち書 き入力す るもので,

WPが 内蔵す る単語,漢 字 テーブル以外 に,文 法情報 テー ブル により,

か な漢字変換率を高め るこ とがで きる。

4.5.5原 チ ータの管理法

コ ンピュータ関連の原 データとしては,図 面 や図書 とい う場合 もあるが,

一般には普通 の文書である。 よ って,こ こでは,オ フィスにおいて文書管

理 を行 う上で必要 な基本用語 を説明 したの ち,具 体的な管理方法を述べ る

こととす る。

(1)文 書管理の基 本用語

文書管理を行 う上では保管や保存の違いな ど基本用語につい て,そ の

意味 を正 しく,十 分理解 してお くことが必要 である。基本用語 としては

以下のよ うなものがある。
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① フ ァイル期間:文 書を ファイル してい く時,1冊 の ファイル として

ま とめて区切 りをつけるのに最適な期間の単位

② 保 管:フ ァイル期間が終 った文書 を引続 き事務所内の場所 で管理す

るこ と。

③ 保存:事 務所 内での保管が終 った文書を倉庫(書 庫)内 で管理する

こと。

④ 移 しかえ:文 書を保管のた めに保管場所 に移すこと。

⑤ 置 きか え:事 務所内か ら倉庫(書 庫)に 移す こと。

⑥ 保有年数:フ ァイル期間終 了後の保 管期間 と保存期間 との合計年数

(2)文 書管理方法

文書管理 の最 も基本的な方法 と考 え方 を示 す。

切 ファイル管理台帳

これは,フ ァイルを一つの デー タとみ な した場合の管理台帳 であ り,

次の ような内容が盛 り込 まれ る。

リテ ン シ ョン ・ス ケ ジ ュール とは,

の 時期 と場 所 を示 した もの で あ る。

(イ)フ ァイル保 管の 方法

フ ァイ ル保管 の方 法 に は,一 覧 が で き,コ ス トも比較 的 安い シ ェル

フ ・フ ァ イ ン リン グ(棚 式)と,流 動 的 な書 類 に有 効 な バ ーチ カ ル ・

フ ァイ ン リン グ(投 げ入 れ 式)が あ る。

⑰ フ ァイル保 存 の 方 法

フ ァイル保 存 で 注意 す べ き点 は,置 きか えのや り方,及 び,倉 庫

・大 分 類

・フ ァイルNa

・分 冊 数

・発 生 区 分

・保 管位 置

な お,

・中分 類

・フ ァイ ル名

・保 存 年 限

・取 扱 区 分

・ リテ ンシ ョ ン ・ス ケ ジ ュー ル

移 しか え,及 び 置 きか え
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(書庫)の 管理の仕方の2点 であ る。年末や年度末 に必ず保管書類の

チ ェックを して,リ テ ンシ ョン ・スケジュールに記入 された置 きか え

ファイルを抜 き出す。抜 き出 した ら,ダ ンボール製 の文書保存箱に入

れて これを倉庫(書 庫)に 持 ってい く。 この時,置 き場所,保 存 年数,

廃棄年 まで書いてお くよ うにす る。 この ように しておけば,倉 庫(書

庫)の 管理 も容易にな る。

←}法 律 による文書の保存 年限

法律 によって定め られてい る文書の保存年限 と時効は,表4-14

のとお りである。 この場合,保 存年 限の起算点の決め方 に注意 しなけ

ればな らない。 一般文書は,処 理 済になった時,帳 簿は閉鎖 された時,

契約書は契約の履行が終 った時,統 計資料等 は,作 成 日である。

一152一



表4-14法 律 による文書の保存年 限と時効

法

定

保

存

期

間

1 商業帳簿(日 記帳 財産 目録 貸借対照表等) 商法36 10年

2
労働者名簿 賃金台帳 雇人 解雇 災害補償 賃金 そ

の他労働関係の重要書類

労働基準法

109
3年

3
青色申告関係帳簿 決算書類 取引関係書類(注 文書 ・領

収書等)

法人税法施行規

則59
5年

4 有価証券届出書 ・有価証券報告書等 証券取引法25 5年

5 診 療 録 医師法24 5年

6 放射性同位元素の使用等に関する帳簿
放射性同位元素

障害防止法25
5年

時

効

1 債権または所有権以外の財産権 民法167 20年

2 通常の債権 民法167 10年

3 1年 以下の定期給付債権 民法169 5年

4
医師 助産婦 薬剤師の技術 勤労 調剤に関する債権

請負人 の工事に関する債権
民法170 3年

5
月またはそれ以下の時期で定めた雇人の給料 旅館の宿泊

料 飲食料 運送費
民法174 1年

6 商品代価 民法173 2年

7 商事債権 商法522 5年

8 運送人の責任,
566商 法

589
1年

9 保険金支払義務 保険料返還義務 商法663 1年

10 保険料支払義務 商法663 1年

11

引受人に対する為替手形上の請求権 所持人の裏書人 ・振

出人に対する請求権
手形法70 1年

裏書人の他の裏書人 ・振出人に対する請求権 手形法70 6ケ 月

12 保険料 保険金を受ける権利
厚保法74 健保法4

厚年法92
2年

13 国と国以外の者相互間の金銭債権1会 計法30 5年

14 地方団体の徴収金
地方税法8

地方自治法236
5年

15 賃金 災害補償の請求権1労 基法115 2年

出所:武 藤 修靖 「文書廃棄と保存の基準づ くり」
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デ ー タ管 理 の 技 法 と ツ ー ル
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5.デ ー タ管 理 の 技 法 と ツ ー ル

前章では,デ ータ管理の方法論を中心 に全般的 に述べたが,こ こでは ,デ ー

タ管理の技法 とツール として次の6つ を取上げて説 明す る。

①

②

③

④

⑤

フ ァイル編 成 法

デ ー タベ ー スの論 理 設 計

デ ー タベ ース の効 率 評価

DD/DSの 利 用

デ ー タ管 理関 連 技 術 一 〇BE

5.1フ ァイ ル編 成 法

5.1.1フ ァイ ル編 成 法 とそ の特徴

コ ン ピ ュータ に よ って デ ー タ管 理 を 行 う場 合 には
,通 常,デ ー タの 集 合

体,つ ま りフ ァイル とい う形 で 行 われ る。 この フ ァイル は何 らか の フ ァイ

ル ・シス テ ム用 の ツール を用 い て 実現 され
,管 理 ざれ る。 この ツー ルが フ

ァイ ル編 成 法 と言 わ れ る もの で,主 な もの に表5-1の よ うな も のが あ る。

5.1.2フ ァイル編 成 法 の選 定 と考 え方

フ ァイ ル編 成 法 の選 定 に あた っては,フ ァイ ルの 目的 ・性 質 に応 じ
,最

適 な もの を選 ぶ こ とが最 も大 切で あ り,そ の 考 え方 には 次 の もの が あ る 。

(1)フ ァイル の 目的 か らの 決定

フ ァイル の 目的 には

処理論理か らの必要性

データの再利用

処理の効率化

デ ータの大量保管

データの長期保管
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表5-1フ ァイル 編成 法 の特 徴

ラ亨イ・編 成避 長 所 短 所

順編成フ ァイル

・レコー ドかキイ順に配列 されてい ると

き,キ イ順の処理が他のフ ァイル編成

と比較 して速い。
・どのファイル媒体上で も実現可能である

・スペースの使用効率が よい

・レコー ドを挿入する場合,フ ァイル全

体のコピーが必要になる
・アクティビテ ィ率に関係な く,フ ァイ

ル全体の検索が必要で ある。

結合順編成ファ

イル

・レ コ ー ドを 追 加 ・挿 入 す る 場 合,フ ァ

イ ル全 体 の コ ピ ー が 必 要 な い

・ポインタを利用 してい るため,シ ーク

エンシャル処理する場 合,順 ファイル

編成と比較 して処理時間が遅い
・処理効率向上のために,適 当 な時点で

のファイル再編成が必要になる

索引編成 ファイ

ル

・シークエンシャル処理 とランダム処理

のいずれ も可能 である
・二 次索引の機能が あるため,同 一のデ

ータ ・ファイルに対 して種 々の キイ項

目が設定で きる。 しか もシークエンシ

ヤル処理とランダム処理¢いずれも可能である

・Cレ コー ドの機能があるため,同 一の

キイ内容を持つレコー ドを複数個持つ

事が可能である
・レコー ドを追加 ・挿入 する場合,フ ァ

イル全 体の コピーが必要ない
・データ ・エリア内の レコー ドの配列は

乱順で もよい

・インデ ックス部分のスペースが必要で

ある
・インデ ックスを使用 したアクセスのた

め,直 ファイル編成 と比較 してダイレ

ク ト・アクセス時間が遅い

・二次索引の メンテナンスが必要である

・処理効率向上のために,適 当な時点で

のファイル再編成が必要になる

索引順編成7ア

イル

・シークエンシャル処理 とランダム処理

のいずれも可能 である
;レ コー ドを追可 ・挿 入する場合,フ ァ

イル全体の コピーが必要 ない

・インデ ックスおよびオーパフロ部分の

スペ ースが必要である

・インデ ックスを使用 したアクセスのた

め,直 ファイル編成 と比較 してダイレ

ク ト・アクセス時間が遅い
・オーバフロー ・レコー ドが多 くなった

場合,そ の分だげアクセス時間が余計

に必要 となる
・処理効率向上のために,適 当 な時点で

のファイル再編成が必要になる

直編成 ファイル

・レコー ドとア ドレスか1対1の 対 応の

ため他の ファイル編成 と比較 してアク

セス時間が速い

・レコー ドを追加 ・削除する場合,フ ァ

イル全体のコ ピーが必要 ない

・キイ変換が必要で ある

'キ イ変換方法に より,ス ペ ース効率が

悪 くなる可能性がある
・シノニム ・レコー ドに対 する処理が複

雑である

VASAフ ァイル

(VSAM)

・順 ファイル編成 ,索 引順 ファイル編成

お よび直ファイル編成が持 ってい る機

能を兼ね備 えてい る
・二次索引の機能か ある

・レコー ドを追加 ・挿 入す る場合,フ ァ

イル全体のコ ピーが必要 ない
・ファイルの更新 に際 し,自 動的に ファ

イルを再編成 する
・アクセス技法を実行時に動的に変更で

きる

.'1つ のVSASフ ァイル上での3つ の
'
ファイル編成 の混合使用 に制限がある
・ファイルの障害対策が複雑である

・処理効率向上のた めに,適 当な時点で

のファイル再編成が必要に なる

デ ー タ ベ ー ス

・非常に複雑な構造を持 ったファイルが

可能である
・データの独立性が図れ る

・統合化共有利用が可能である

・ファイルの定義が複雑 になる

出所:水 野幸男 「ソフ トウエアの標準化」
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・ 逐 次記録

・ データの共同利用

な どがあ り,こ れ らの 目的を満足 させるフ ァイル編成法の決定 にあた っ

ては,次 の よ うなこ とが言 える。

① データの大量保管,長 期保管,あ るいは逐次記録には,順 編成 フ

アイルカミ良し、o

② デー タの共同利用 にはデータベース ・システムが適す る。

③ 処理論理か らの必要性,デ ータの再利用および処理の効率化には,

何 に対す る考慮か を明確に した上で,最 適な編成法を選択 する。

(2)デ ー タの特性か らの 決定

フ ァイル 内のデータ出現状況や データ間の関係の程度 も選定 の重要 な

キーとな り,次 のことが言 える。

① 可変的特性 の強しザ ータ,あ るいは複雑なデータ間の関連がある場

合には,デ ー タベース ・システ ムが有効である。

② データが比較的 固定的か,あ るいは規則的な可変状況 を示す な らば,

データベ ース以外の編成法が良い。

(3)ア クセス方法か らの決定

ファイルの利用状況を分析 し,ア クセスが ランダム性の高いか,あ る

いは順 次性の高いかに よ って,フ ァイル編 成法を決定す る。

5.2デ ー タベー スの論 理 設 計

オ ンライ ン ・シス テ ムの 普 及や,デ ー タの一 元 管理 の必 要 性 な どか ら,デ

ー タベ ース化 を 図 る 企 業 は ます ます 増 加 してい る
。

ま た,従 来 困難 とされ てい た オ フ ィス ・コ ンピ ュー タや,パ ー ソナ ル ・コ

ン ピ ュー タで も,大 容 量(20～40MB)の デ ィス ク等の 出現 に よ って デ

ー タベ ー スが可 能 とな り
,DBIVISも 開 発 され は じめ てい る 。

この よ うな こ とか ら,今 後,デ ー タベ ースは,デ ー タ管 理 の主 要 な方 法 に
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なることは間違いないであろ う。

ここでは,デ ータベ ースの設計の中で も最 も重要な論理設計について,そ

の方法を示す ことにす る。 この方法は,デ ー タベースの概念スキーマの設計

方法であるが,既 存の ファ イルの 設計方法 として も利用す ることができる外,

データ間の関連を知 る方法,つ ま り意味論的な分析 方法 としても有効なもの

である。

5.2.1デ ー タ要 素 の収 集 と定 義

デ ー タベ ー スの論 理 設計 の最 初は,デ ー タ要素 の 収 集 と特 性 の 明確化 で

あ る。 デ ー タ要 素は適 用業 務 に 対す る 入 力/出 力 デ ー タを収 集 した デー タ

・マ ト リス クを作 る こ とに よ って 明 らか に され る。 デ ー タ ・マ トリス クの

例 を 図5-1,及 び デ ー タ要 素 特性 分析 表 の 例 を 図5-2に 示 す 。

受注伝票
1
1納 入遅延書

受注残
問い合わせ マスタ

商品
マスタ

受注
出荷指示書

/}
、

、

基 本 項 目一 覧 表

受

注

伝

票

受問
い
泣合
わ
残せ

受
注

《
タ

商
品

《
タ

出
荷
指

墨
日

納
入
遅
延
表

×

×

表

×

×

表

×

×

表

×

×

表
グル ーフ項 目 基本項目
受 注 受 注 区 分

受注区分処理

受 注 部 門

受 注 年 月日

受注一連番号

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

担 当 者 担 当者 コー ド

担 当 者 名

○ ○

受 注 先 得意先コード

得 意 先 名

得 意先 住所

○ ○

○

○ 一
受注 品 目

/

ラ イ ン

ペ_番
○

○ ○ /
/

一 ～＼ ノ
図5-1デ ー タ要 素 一 覧表 の例 出所:日 本 電気 「ADBS設 計 手 引書」
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新
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記録方法 記録部署 変更 追加 削除 参照

1 商 品 名

取り扱い

商品につ
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商品を一

意に区別

する

現

状

新商品の

取 り扱い

時

登録通知
の

手 書 き

業務部

1回

/

年

1回

/

年

1回

/

年
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要

時

全 社

新

規

購買部

2 購入単価

現

状

新

規
/

,、

一 一

＼
〆

図5-2デ ー タ要 素 の 特 性 の収 集 出典 所:日 本 ユ ニパ ック 「デ ー タベ ース シス テ ム設計 演 習」



5.2.2デ ー タ要素 の分析

デ ー タ要 素が 収 集 され ると,そ れ らの論 理 的 な関 係 を 明 らか にす る必要

が あ る。 つ ま り,論 理 レコー ドの設 計 で あ る。 これ は,デ ー タベ ー ス ・ア

クセ スの 最小 単位 に な る もので あ る。

論 理 レコー ド(概 念 スキ ーマ)の 設計 方 法 は種 々あ るが,こ こでは 全 く

タイ フ.が異 な る次 の3つ の方 法 を示す 。

①

②

③

ω

して提示 した もので

の組を得 ようとす るものである。現在では リレーシ ョナル ・データヘー

スに限 らず一般的 な概念スキ ーマの設計法 として用い られてい る。 この

手法の特 徴は,デ ータ意味論の観点か らキーとなるデータ要素 と属性 と

なるデ ータ要素を区分けすることにある。従 って,エ ンテ ィデ ィが比較

的明 らかで,キ ーとその属性の識別が容 易 な 場 合 に 適用 され る。その

ため一般的には,事 務処理分野では適用 し易いが,デ ータ要素間の独立

性が高 く,従 属関係が と らえに くい場合には適用で きない とい うことが

言 える。この手法の実施手順を事例をま じえなが ら説明す る。

手順1.第1正 規形への変換

正規化 されてい ない関係の属性 並びを左か ら順に調べて,複 合属性(

繰 り返 しグル ープ)が 現われた らもとの関係の主キ ーをそこに埋め込む。

これを全ての 複合属性について繰 り返す。そのあ と一番内側の複合属性

か ら順に取 り出 して独立 した関係にし,も との関係か らその複合属性 を

取 り除 く。従 って,第1正 規形は関係のすべての属性の値が原子的でモ

デル としては その属性をそれ以上 に分解 して考 えない と規定す ることが

で きる。

正規 化 法

統 計的 分 析法

SDDM(SententialDatabaseDesignMethod)

正 規 化 法

正 規 化 法はIBMのGoddが リレー シ ョナ ル ・デ ー タベ ー'スの 理 論 と

,デ ー タ要 素の 従 属性 に着 目して 最 良 のデ ー タ要素
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手順2.第2正 規形へ の変換

複数の属性がキーを構成 してい るとき,他 の属性のいずれかが キーの

一部にのみ従属 してい るときはその属性と従属しているキーの一部を独

立 した関係にす る。従 って,第2正 規形は,第1正 規形の関係Rに おい

て どのキーに も属さない 属性Aの す べてが,い かなるキ ーの真部分集合

にも関数従属でない と規 定す るこ とがで きる。

手順3.第3正 規形への 変換

上記の第2正 規形ではキーの一一+一一部に従属す る属性がなけれが よい ので,

例 えば次のよ うな関係も第2正 規化 となる。

職 員(職 員番号,職 員名,部 番号,課 番号,部 名,深 名)

しか し,こ の 関係はかな り不完 全で これは次のよ うに分解す る。

職員(職 員番号,職 員名,部 番号,課 番号)

部(部 番号,部 名)

課(部 番号,課 番号,課 名)

これが第3正 規形への分解であ り第3正 規形は①キー属性集合中には

関係従属性が ない。②いか なるキ ーについて もそのキーに含まれ ない 全

ての属性は,そ のキ ーまた はそれを含む属性集合にだけ関数従属である。

③いかなるキーの真部分集合 も決定項 にはな らない と規定す ることがで

きる。

手順4.第4正 規形へ の変換

職 員(職 員番号,職 員名,子 供,特 技)こ のような関係は第3正 規形

である。 しか し,子 供 あるいは特技が2人 あるいは2つ 以上 あ った場合

には,第3正 規形でな くなる。つ ま りその場合,そ の職員番号が決 まる

とその職員の子供連 の名前の集合が決 まるが,同 時にその職員の任意の

特技を組み合せた値に対 しても,子 供連の名前の集合が決 まるか らであ

る。(こ の場 合,職 員番号 と子供 との間 には多値従属性があ るとい う)

従 って上記の関係は次の ように分解すべ きであ る。
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扶養(職 員番号,子 供)

特技(職 員番号,特 技)

職員(職 員番号,職 員名)

従 って,第4正 規形は,第1正 規形の関係Rの いかなる属性集合のX

に対 して も 「Xに 含 まれない 属性の うちの どれかがXに 自明でない多値

従 属であ るときは,Rの すべ ての属性はXに 関数従属である」 ことが成

立す る。

(2)統 計的分析法

統 計的分析法は,デ ー タの使 用状 況を統 計的に分析 して,キ ーとなる

デ ータ要素を識 別 しよ うとするものである。 この手法の特徴は,デ ータ

要素の持つ意味的な ことは一切考慮せず,純 粋に統計的な観点か ら概念

スキーマ を設計す る点にある。従 って正規化法 とは逆 に事務 処理分野な

どのデータ要 素間の従 属性が比較的明 らか な分野での適用には不向きで

あるが,デ ータ要素が高い独立性を有している場合には有効である。 こ

の手法の一般的な手順は次のとお りである。

手順1.使 用状況 マ トリクスの作成

まず,デ ータ要素一覧表 と本質的に同様 な下図のようなデー タ使用状

況マ トリックスを作成用意す る。

デ ー タ 要 素

12345678910

イA × × × × ×

ぺ

ンB
× × × × × ×

トC × × × × × ×

D × × × × ×

/

図5-3デ ー タ使 用 状況 マ トリス ク

手 順2.デ ー タ使 用統計 表 の 作成

前節 で 作成 した デ ー タ要 素一 覧 表 を 用い て,各 デ ー タ要 素が 他 の あ ら
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ゆ るデータ要素 と共 に使われ る回数 を数えて,そ の中で各データを使 っ

てい る事象の個数 を把握す る。

データ要素を使用 して デ ー タ 要 素

い る イベ ン トの 個数 12345678910

10デ1

・ 去 ・

461212185

4441100033

6要3 61112010'43

素
14 112110000

/
図5-4イ ベ ン トA～Jの データ使用統計

手順3.デ ータ使用状況比率の把握

各データ要素について,各 データ要素が他の ものと共 に使用 され る回

数の比率を計算す る。(計 算A)

次いで閾値(デ ータ要素が 多数回使用 されてい るとみな される点,例

えば70%)を 設定 し,他 のいずれかのデータ要素とともに使用 され る

各デ ータ要素で,閾 値 と等 しいか大 きい比率の ものがい くつあるか を数

え,そ れ をデー タ要素が使われ る回数で割 って,デ ータ共用頻度の比率

を計算す る。(計 算B)

デ ータ共用

頻度比率%
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

111 40 60 10 20 10 20 10 80 50

662 100 100 25 25 0 0 0 75 75

143 100 67 12 33 0 12 0一/ ミ / 、 /
一

1008 100 0 0 0 0 100 100 100 100

139 100 39 50 0 13 13 25 13

2210 100 60 60 20 20 20 20 20 80

計算B 計 算 A

図5-5デ ータ使 用状 況 の比 率
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手 順4.統 計 要 約 リポ ー トの 作成

手 順2及 び3で 作 成 した各 マ トリクスに含 まれ てい る情報 を 利用 して

表5-2統 計要 約 レポ ー ト

A1 A2 A3

イ ベ ン ト 使用 されている 使用頻度の高い

の 個 数 他の データ要素 要 素 の%

の個数

デ ー タ要 、 (図8) (図8) (図9)

1 10 9 11

2 4 6 66

3 6
ト7 14

4 1
マ

5 100

5 2 7 28

6 1 5 100

7 2 7 28

8 1 5 100

9 8 8 13

10 5 9 22

手順5.デ ータ要素の分類

上記の図で示 される3つ の例の各 々の値について度数分布を用意 し,

'との度数分布上で高位 と平均の境界を下記 のよ うなデー タ要素分類 マ ト

リクスを使 用して 設定す る。

表5-3デ ータ 要素 分 類 マ トリクス

イ ベ ン ト
使 用されてい る 使用頻度の

他 のデータ要素 高い要素の

の 回 数 の 個 数 %

キ ー となる 属性 高 高 低

1キ ーの属 性 低 低 高

2つ 以上のキーの属性 平均 平均 平均
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その例は次表の とお りである。

表5-4デ ー タ要 素の 分 類

A1

値 度数

A2

値 度数

A3

値 度数

キーとなる属性
81高

101

81高

92

111

131

141低

221

1つ の キ ー と対

応 す る属性 、

13

22低

53

61低

282
平 均

661

2つ 以上のキー

対応す る属性

41

51平 均

61

73平 均
1003高

例題の分析結果は下表のように概括できる。

表5-5境 界 決 定

キ ー と な る 属 性 1つ の キ ー を もつ 属性 2つ 以上のキーを持り 属性

08個 以上の イ ベ ン ト 02個 以 上 の イベ ン ト 03個 か ら7個 の イ ベ

で使われる。 で使用 されるρ ン トで 使 用 され る。

08個 以上 の デ ー タ要 06個 以下のデ「タ要 07個 の デ ニ タ要 素 と

素 と関係す る。 素 と関係す る。 関係す る。

oデ ータ使用頻度の高 oデ ー タ使 用頻 度の高 oデ ータ使用頻 度の高

い デ ー タ要 素 が22 い デ ー タ要 素が67 いデータ要素が23

%以 下であ る。 以上である。 %か ら66%ま でで

あ る 。

この基準 に従 って分析 した結果は次のとお りである。
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表5-6統 計 要約 レポ ー ト(分 類つ き)

注)?は 更に分析が必要である。

イ ベ ン ト 使われている 使用頻度

の 個 数 他の デ ー タ要 の高い要
'

評 価 データ要素の分類

素 の 個 数 素 の%

1 10 9 11 HHL キ ー

2 4 6 66 ALA ?1キ ーの 属 性

3 6 7 14 AAL ?キ ー

4 1 5 100 LLH 1キ ーの 属 性

5 2 7 28 LAA ?2キ ー以 上の 属 性

6 1 5 100 LLH 1キ ーの 属 性

7 2 7 28 LAA ?2キ ー 以上 の属 性

8 1 5 100 LLH 1キ ー の属 性

9 8 8 13 HHL キ ー

10 5 9 22 AHL ?キ ー

これ までの 分析の結果,各 デー タ要素は次の ように分類で きる。

上

キ ー とな る もの:1,3,9,10,

1つ の キ ー を持つ 属 性:2,4,6,8,

2つ 以 上 の キ ーを 持つ 属性:5,7,

手 順6.キ ー に 属性 を割 当 てる

次 に,キ ーに 属 性 を割 当て る。 これは 最 初 に作 成 した デ ータ要 素一 覧

表 か らデ ー タを 取 り出 し,次 の 図 に示 され る よ うな キ ーと使 用 され る属

性 の マ ト リクス を作 る こ とによ り行 う。
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表5-7キ ー と使 用 され る 属性 の マ トリクス

米:2つ 以上のキーに所有 されるもの

属性
キー 2 4

x
5 6

x
7 8

1

3

9

10

40

⑰
39

60

10

12

0

⑳

⑳
⑧
13

⑳

10

0

13

⑳

⑳
12

⑳
⑳

10

0

13

⑳
このよ うに して最終的に次のよ うな論理 レコー ドが得 られる。

Ll(1,

L2(3,

L3(9,

L4(10

5,

2,

7)

,4

7)

5)

,5,6,7,8)

(3)SDDM(SententialDatabaseDesignMethod)

SDOMは,デ ー タベ ー ス設計 手数 とデ ー ダ ・モ デル 又は デー タベ ー

ス ・モ デル を一 体 化 した体 系 と して と ら えた もので あ り
,情 報 分 析 の過

程 を全 て文 章 の 形 で記 述 す る ことに 大 きな 特 徴 があ る。 そ の た め ユ ーザ

部 門の 人 達 な ど デー タベ ー スあ るい は コ ン ピ ュータにつ い て殆 ん ど知識

が ない人 に で も比較 的 容 易 に分 析 を 行 うこ とが でき るの で,新 た に デ ー

タベ ー ス ・シス テ ムを 構築 す る場 合 に は 最適 であ る。 しか し ,こ の手 法

は,こ れ までの 手 法 の よ うに デ ー タ要 素の 分析 か ら入 るの で は な く ,情

報要 求の 分 析 か ら入 るの で,ま ず,デ ー タ利 用 ニー ズが 明確 に な ってい

るこ とが 前提 とな る。 従 って,デ ー タの 蓄 積 を 第一 義 とす る よ うな シ ス

テ ムの 場 合 に は 不 向 きで あ る。 この 手 法 の 実 施手順 は 次の とお りで あ る。

手 順1.情 報 要 求 の 列挙

デー タベ ー スか ら得た い情 報 につ い て 文 章 の 形式 で 列挙す る
。
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R12「 商 品の 現 在の 在 庫量 を知 りたい 」

L→R。q。i,em。nt、15 .

手順2:単 文に よ る回答 の 記 述

手順1の 情 報 要求 に 対 し,単 文 の形 で 回 答 を記述 す る。

F12「 商 品Xの 在 庫 量はyで あ る。 」

」 →File%一

手順3.導 出デ ー タ を経 て 末端 文 に帰 着 させ る。

..Fl2'、1「 商 品xの 期 首 在 庫 量はyiで あ る。 」

F122「 商 品xを 日時t1に 数量y2を 仕 入 れ た。 」

F123「 商 品xを 客k1に 対 して 日時t2に 数 量y3売 上 げ た。 」

F124「 商 品xは 客k2か ら 日時t3に 数 量y4だ け 返 品 され た。 」

手順4.叙 述 主体 型 の 明確 化(キ ーの 抽 出)'

末端 文か ら叙 述 主体 型(キ ー)を 抽 出 し明確 にす る。

F121は 商 品xが 叙 述 主体 型

竃 曇}一一
手 順5.フ ァイル 化

最 終 的 に概 念 スキ ー マ を設定す る。

F121(商 品 コー ド,期 首 在 庫 量)

F122(仕 入 十,商 品 名,日 付,仕 入量)

Fl23(売 上ll,商 品名,顧 客 コー ド,日 付,売 上 量)

Fl24(返 品 ≠,商 品 名,顧 客 コー ド,日 付,返 品 量)

5.5デ ー タベ ー スの効 率 評 価

コ ン ピ ュー タに よ って デ ー タ管理 を 行 う場 合,よ く問 題 とな るの は 処理 効

率 で あ る。 特 に デ ー タベ ー スの 場 合,そ の 効率 は使 用 す るに従 い 低 下す る こ
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とが 多く,そ の測定と対処(再 構成,再 編成)は 非常 に重要 なものである。

従 って,こ こではデータベ ースの効率評価の具体的 方法を説 明す る。

5.5.1効 率評価の局面

データベースの効率の評価は次の3つ の局面において特に重要 な問題 と

な る。

①DBMS選 定時点

複数のDBMSが 選定可能であるとき,そ の効率(性 能)は 選定の重

要な要素とな る。

② デ ータベースの論理 ・物理設計時点

デ ータベースの運 用初期の効率は,論 理 ・物理設計で決 まる。設計の

仕方によ っては10倍 以上の差がで ることも珍 らしくない。従 って,こ

の時点での効率の評価は必要不可決な ものである。

③ デー タベ ース運用時点

運用に入 ったデー タベ ースは,そ の度重 なる追加,更 新等によ り,効

率が次第に悪化 して くることは避け られな い。 特 にCODASYLタ イ

プのDBMSを 使用 している場合で,追 加,更 新,削 除 の多い システム

に おいては 効率の低下は著 しい ものが ある。データベースの効率低下の

問題は,デ ータベース運用時におけるデータ管理者にと って重要な問題

で あ り,今 回の アンケー ト調査で も,今 後の課題 として データベースの

効率化 を挙げ たところが 多い。データベ ースの運用に入 った場合には,

定期的に効率 を測定 し,低 下が著 しい場合は,再 編 成を行わ なければ な

らない。

5.ろ.2効 率 評 価 方 法 の種 類 と特徴

効 率 評価 の 方 法 と して は,次 の4つ があ る。

① ベ ンチ マ ー ク法
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② モ ニ タ リング法

③ モデル 化法

④ シ ュミ レー シ ョ ン法

この 中で,ベ ンチ マ ー ク法 と モ ニタ リン グ法は 最 も良 く用い られ て い る
。

こ こで は,4つ の 方 法 につ い て の概 要 と特 徴 を示 す が ,ベ ンチ マ ー ク法 に

つ いて は,次 節 で 詳 細 に説 明す る。 また ,モ ニタ リング法 につ いて は,本

ガイ ド(1)一 費 用 対効 果 分析 ・稼 動分 析予 測 方 法 一 を参 照 され た い
。

(1)ベ ンチマ ー ク法

ベ ン チマ ー ク法 は,実 際の ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラ ムあ るい は モ

デル ・プ ロ グラ ムで 実際 の デ ー タベ ース を ア クセ ス し ,そ の 実 行時 間 を

計 測す る もの で あ る。 ベ ンチ マ ー クの 実 施 と実際 の ア プ リケ ーシ ョンの

実 施 との 概 念 的 な 相違 は,

・ 代表 的 な ジ ョブ;ミ ックスの 展開 に際 して の 注意 が 必要 で あ る
。

・ 正 しい 測定 が 必 要 で あ る
。

の2点 で あ る。 特 に 後 者 はベ ンチ マ ー ク法 に 特有 な問 題で あ り ,測 定 は,

ハ ー ドウエ ア ●ク ロ ック ,ソ フ トウエ ア ・モ ニタ,あ るい は ハ ー ドウェ

ア ・モ ニタ等 に よ って 実 際 に 計測す る とい う形 が と られ る。

ベ ンチ マ ー ク法 の 特 徴 は 次の とお りで あ る
。

① 代表 的 な基 本演 算 が 実際 に実 施 され る。

② 基 本 演 算のCPU時 間 と入 出 力時 間の 実際 の 測 定が 行われ る。

③ 効 率 に関す る信 頼 に足 る予測 を行 うた め に,十 分 な範 囲 に亘 って デ

ー タベ ー ス ・パ ラ メー タ(容 量
,ブ ロ ック ・サ イ ズ,レ コ ー ド形 式 等)

をい ろい ろ 変 えて み る こ とは 時 間が かか る。

(2)モ ニ タ リン グ法

モ ニ タ リング 法 はOSの モ ニ タ リング機 能 ,デ ー タベ ー ス ・ユ ーテ ィ

リテ ィ,ソ フ トウエ ア ・モ ニ タ,あ るい は ハ ー ドウエ ア ・モ ニ タ等 を利

用 して,デ ー タベ ー スが 実際 に稼 動 して い る状 況 を モ ニ タ リン グ し ,ア
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クセ ス回数,実 行 時間 な どを把 握す る もの で ある
。

モ ニタ リング法 の 特 徴 は 次の とお りで あ る
。

① 単 純 に ア クセ ス 時 間のみ に着 目して もあ る程 度の 評価 は で きるの

で 実 施 しやす い 。

② モ ニ タ リン グ法は,そ の 時点 にお け る効 率を 測 定す るのみ であ る

か ら,デ ータベ ース の 内容(デ ー タ量,プ ログ ラ ム等)が 刻 々変 化

す る よ うな シス テ ムにおい て は,効 率 変化 の 見極 めが 難 しい 。

(3)モ デ ル化 法

モデ ル化 法は 統 計 的 仮説 に基づ く計 算や ,DBIV[Sの 動 作 を表 現 した

数 式 を利 用す る方 法 で あ り,決 定 論的 な 予 測 を行 う。 モ デル 化 法の 特 徴

は次 の とお りで あ る。

① 予 測 値 が 計 算に よ って 求め られ る。

② マ シ ン コス トが ほ とん ど不 要で あ る。

③ 計 算結 果 は 分析 上の 仮 定 に不 規 則に 関 係づ け られ て い るの で
,DB

MSの 概 念 的,実 践 的 理 解 を深 め てお く必 要 があ る
。

④ 結果 の 妥 当性 の 評 価 は難 しい 。

(4)シ ミ ュレー シ ョン法

ン ミ ュレー シ ・ン法 は,デ ー タベ ース ・シス テ ムを モデ ル化 し
,架 空

の デ ー タベ ー スを 稼 動 させ て ,そ の 効率 を 評価 す る も ので あ る。 シ ミュ

レー シ ョ ン法 を 実際 に 行 うた めに は
,DBMSで 採 用 され てい るハ ッシ

ュ・アル ゴ リズ ム等 の 各種 アル ゴ リズムや コ ンパ イ ラ との イ ン タ フ ェ

ースの 詳細 な 内 容等 の情 報 が必 要 とな る
。 この方 法の 特 徴 は 次 の とお り

であ る。

①DDLを 書 く必 要 は な く,デ ー タベ ース を ロー ドす る必 要 もない
。

②DBMSの 動 き を まねす る プ ロ グラ ムの作 成 は難 しい。
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5.5.5ベ ンチマ ー ク ,・テ ス トの方 法

本 節では,ベ ンチ マ ー ク ・テ ス トを 実際 に 行 う場 合の 手 順,測 定 項 目及

.、び 実 施 ヒの 留 意 点 につ い て 説 明す る。

(1)ベ ンチ マ ー ク ・テ ス トの 手 順

ベ ンチ マ ー ク ・テ スbの 手 順は 図5-6の とお りで あ る。

1・ 手 順'1

手順2

テ ス ト ・チ ー ム の 編 成

↓

デ ー タ ・ア クセ ス要 求 の予 測

↓

手順3

手順4

目標設定

測定項 目の設定及びプログラ ミング

↓

手順5 テ ス ト ・デ ー タベ ー ス の 作 成

↓

手順6 テス トの実施

手順7

↓〔=
図5-6ベ ン チ マ ー ク ・テ ス トの 手 順

チ順1:テ ス ト・チ ー ムの 編 成

次 の よ うな 人 々に よ りテ ス ト・チ ー ム を編成 す る。

・デ ー タ管 理 者:テ ス トプ ログ ラ ムの 設計,結 果 の 評価

・主 任 プ ロ グ ラマ

}テ ス ト'・プ ログ ラムの 作 成 等
・フ。ロ グラ"マ

手順2.:デ ー タ ・ア クセ ス要求 の予 測

実 際 に デー タベ ー スを利 用す る アプ リケー シ ョ ンを 分析 し,デ ー タ

ベ ー スに対 す る将 来 の ア クセス要 求の パ タ ー ンを予 測 す る。

手順3:目 標設 定
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「シス テ ム効 率 の推 定 」,「 複 数DBMSの 比較 」 とい った 目的 に

沿 った 目標 を 設定 す る。

〈例 〉 「1時 間に5万 件 の レコー ド処 理 はで き るか 」

「DBMS-AとDBMSrBで は1万 件 の レ コー ド更新 処

理 を行 う場 合,ど ち らが 良い か 。 」

手 順4:測 定 項 目の 設定 及び プ ロ グ ラ ミング

手 順3で 作 成 した テ ス ト目標 につ い て解 を 得 るた め に必 要 な 測定 項

目を設 定す る。 次 に,手 順2で 得 た情 報 を も とに プ ログラ ミングを 行

う。

手 順5:テ ス ト ・デ ー タベ ー スの 作 成

ベ ンチマ ー ク ・テ ス トは 実際 の デ ー タベ ー スを使 用 して 行 うの で,

DD/DSの テ ス ト ・デ ー タベ ー ス作 成機 能 等 を利 用 して,テ ス ト用

デ ー タ ベ ース を作 成す る。

手 順6:テ ス トの 実 施

テ ス トを実 施 し,時 間 を計 測す る。 ラ ソ ・シ ー トの例 を 図5-7に

示す 。

テ ス ト コー ド ADABAS-TESTPo1-0031

テス ト準備老 山 川 太 郎

テス ト実施老 山 田 次 郎

内

容

テ ス トプ ログ ラ ムTESTPO1を 実行 す る。

ADABASに お い て,2つ の デ ー タベ ー ス に対 して

1,000回 の順 次 アクセスを行い,時 間を計測す る。

弓バ

㍑
●

デ ー タベ ー スの構 造 エ ラーが 発 生 した ら,山 川 に 連絡 の うえ

デ ー タベ ース を 再 作成す る。

テ ス ト番号 結 果 日 付 時 間 備 考 承 認

1

2

3

4

15.6秒

153秒

16.1秒

15.9秒

1吟

11/3

1レ4

11/4

10:30

12:00

15:00

16:00

ノ 、

il

③
図5-7ベ ン チ マ ー ク ・ テ ス ト の ラ ン ・ シ ー ト
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手順7:評 価

測定内容は次のとお りである。

① 操作完了までの平均時間

② ある時間内に完了 した操 作の割合

③ 操作完了までの時間の標準偏差 、

④ 測定の標準誤差

標準誤差=標 準偏差/テ ス ト回数

(2)重 要 な測定項 目

ベンチ ・マーク ・テ ス トを実施す る場合,次 の項 目について測定す る

必要がある。

① 順次基本キー ・アクセス'

② 代替 キーによる順次アクセス

③ 直接 ア クセス

.④ レコー ド更新

⑤ ログや ジ ャーナルの オーバヘ ッ ド

⑥ データベース ・ダ ンプ

(3)ベ ンチマーク ・テス ト実施上の留意点

ベ ンチマーク ・テス トを実施す る場合,次 の点に留意 しなけれ ばなら

ない。

① 十分な大 きさの データベースでテス トす る。

② 多重 タス ク処理に関す る性能 もテス トす る。

③ デー タベースの密度(使 用空間 と空 き空間の比率)に 対す る端末台

数別の応答時間や データベース密 度に対す る分あた りの トランザ クシ

ョンの総数(1操 作当 りの時間の逆数)に ついても測定してお くと良

いo

一般的には
,デ ータベ ース密度が80%程 度 を超 えると効率が落ち

ると言われてい る。

一174一



5.5.4効 率 評 価 に 関連 す る ツー ル

効 率 評価 に 関連 す る ツ ール を表5-8に 示す 。 た だ し,こ こに 示 され て

い る機 能 は昭 和56年 度 の もの であ り,現 在で は,か な り機 能 ア ップされ

て い る もの と思 わ れ る 。

5.5.5効 率 改善方法

データベースの稼動効率改善方法 と しては再構成 と再編成が ある。 これ ら

の作業は結果 としてか な りの効率改善が望めるが,反 面費用と時間がかか

る場合も多い。

(1)再 構成

再構成 とは,デ ータベ ースの構造(内 部 スキーマ)を 変 更す る作業で

ある。 どんなによ く設計 されたデータベ ース も時がたてば,構 造的変更

も要求 される。(デ ータベースの変更は最小限 にとどめるよう設計すべ

きであるが,初 めか ら長期の柔軟性をね らいす ぎると,初 期 の時 点で既

に効率が悪か った りす る。)こ れは,対 象 シズ テムの姿が変わ った り,

データベースへ の要求が変わ った りす るこ とによって起 る'。常に適用シ

ステ ムと利用者の状況をみて,そ の時期を判断す るこ とになる。

(a)再 構成の手順

再構成の手順は 次の ようになる。

① 再構成す るデータベースの 目標を設定す る。

② 現在の データベースの弱点を分析する。

③ 全体に亘 る変更に注意 して,デ ータベースを再設計する。

④ 内部 スキ ーマをつ くる。

⑤ 再構成によ って影響を受ける現存 プログラムを再設計す る。

⑥ アンロー ド・ロー ドプログラムを用意する。

⑦ デ ータベ ースをアンロー ドす る。

⑧ デ ータベ ース ・ファイルを確保す る。
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表5-8効 率 測定 に関す るユ ーテ.イ リテ ィ機 能 一 覧
「

ユ 一一テ ィ

1テ ィ名

主 な 機 能

ADABAS

ユーティリティ

(ADABAS)

ADABAS

統 計 機 能

(ADABAS)

ADABAS'

ESTIMA
-TION

(ADABAS)

.

Q2CALL

,

(ADBS)

Q2UTIL

(ADBS) .

ADMDBG

ADMDBA

(ADM)

ADMDSA

ADMDDM

(ADM)

データベースの

乱れ状態の解析

○
♪

デ ー タベ ー スの

スペ ース 利用 状

況 の解 析,予 測

○ ○ ○

1/0回 数や処

理時 間の解析
○ ○

デ ータベ ー ス構

造 の 解析
○

デ ー タベ ー ス定

義 情報 の 解析
`

プログラム定義

情報の解析

.

♪.

そ の 他

テス ト
ー"●

ア ータヘ ース

の 作 成
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デ ー タ ベ ー ス 構
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プ ロ グラム定義

情報の解析

ランユニット単

そ の 他
♪

位の走行ステ
ップ 数 等 ・
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リテ ィ名

主 な 機 能

MODEL
-

204,シ スァ

ムフアイル コマ

ン ド(MODE

L204)

PDM

PANL

(PDM皿')

STATI-

STICS

(TOTAL)

RUN
TIME
STATI-

STICS

(TOTAL)

IMS

PARS

(IMS)

Accountlo9

(SYSTEM

2000)

PRINT

SIZE

デ ー タベ ースの

乱れ 状 態 の解析
○

デ ー タベ ー スの

スペ ー ス利 用状

況の解 析

○ ○ ○ ○ ○

1/O回 数や 処

理時間の解析
○ ○ ○ ○

デ ー タベ ー ス構

造 の解析

デ ータベ ー ス定

i義情報 の 解析

プログラム定義

情報の解析

そ の 他
膓 へ



⑨ デー タベ ース ・ロー ド

(b)再 構成 の 方法

イ ンバ ー デ ッ ド・フ ァイル 型DBMSの 場合 では,構 造 が 簡単 な た

め,ア ン ロー ド ・ロー ドの 必 要 はな く,比 較 的簡 単 に 行 える 。

ここで はCODASYL型(木 構 造 型も ほぼ 同様)に お け る再 構 成 の

方 法 を示 す 。

(i)レ コー ド ・タイ プの追 加 削除

① 新 しい レコ ー ドタ イ プの 追加 は,そ れ までの デ ー タベ ー スに は

影 響 を与 えな い。 ス キー マの 変 更 で済 む。

② レコー ドタイ プの 削除 は,ス キ ー マの 変更 と,そ の レ コー ド ・

才 力 レ ンスの デ ー タベ ー スか らの 削除 で終 る。 ただ し,そ の レコ

ー ドが セ ッ ト関係 を も
って い る時 は 注 意が 必要 とな る。

(ii)デ ー タ項 目の 追加,削 除

① デ ー タ項 目の追 加は,も との レ コー ドを削除 し,新 しい デ ー タ

項 目を加 えて,追 加す る。 《

② デ ー タ項 目の 削除 は,レ コー ドの 削除 と追加 の ア クシ ョンを と

る よ りも(ス ペ ー スが それ ほ ど厳 密 に 要求 されて い な い 場 合),

論 理的 に削 除す る方が 容 易 であ る 。

③ デ ー タ項 目の追 加 で,レ コー ドの入 れ 直 しを必 要 と しない で,

多 重 メ ンバ構 造 を利 用す る方 法が あ る。 これは スキ ー マの 変 更 だ

け で済 む。

(lll)セ ッ トの追 加,削 除

① セ ッ トの 追 加 は,そ の オ ー ナ レコ ー ドと メ ンバ レ コー ドと共 に

ポ イ ンタ領 域 の 付加 が 必要 に な り,関 係す る レコー ドの 入れ 直 し

が 必要 とな る 。

② セ ッ トを追 加す るの で は な く,多 重 メ ンバ構 造 に よ って セ ッ ト

の機 能 を 増せ ば,変 更費 用 は少 ない 。
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③ セ ッ トの 削除 は 関係 す る レコー ドの 入れ 直 しを必要 とす る。

④ セ ッ トの 削除 で 入れ 直 しを した くない と きは,多 重 メ ンバ構 造

で 定義 してお く。

(vi)パ ラ メー タの 変 更

① セ ッ トの メ ンバ関 係の 変 更 は,ス キ ーマの 変 更だ けです むが,

オ ヵ レ ンスの 状況 を十 分 知 って 行 う必 要が あ る 。

② 追 加 ポ イ ンタの変 更は,レ コ ー ドの入れ 直 しをす る必 要が あ る。

③ セ ヅ トの 選 択 の変 更は,マ ッチ ン グ時 のキ ーの状 況 を よ く考 え

て 行 えば,ス キ ー マの 変 更だ け で 済 む。

(2)再 編 成

再編 成 とは,デ ー タベ ー スの構 造(内 部 ス キ ーマ)は 変 更せ ず に,レ

コー ドの格 納 状 況 を変 える作 業 で あ る。 特 に,CODASYL型(木 構

造 型 もほぼ 同様)の デ ー タベ ース は 〉構 造 的 変化 が な くて も,削 除,追

加,メ ンバ 関 係の 変 更が 繰 り返 され る うちに,初 期 に 設定 した 格納 状 況

に変 化 が 現わ れ,徐 々に効 率が 落 ちて くる。 した が って,デ ー タベ ース

の 固定 化 され た 部 分 以 外は,定 期 的 にか プあ るい は 効 率が低 下 した 時 点

で再 編 成 を考 えな けれ ば な らない 。CODASYL型 デ ー タベ ー スの再

編 成の 手 順 は 次の よ うにな る6

① 再 編 成 の 目標を 設定 す る。

② 現 在 の デ ー タベ ー スの 状 況 を 分析 す る。

③ 改 良,改 善 設計 を 行 う。

④ ペ ージサ イ ズ ・エ リアサ イ ズ の 変更

⑤ レコー ド配置 状 況 の 変更

⑥ デ ー タ ベ ース ・ア ンロー ド

⑦ フ ァイル の ロケ ー シ 。ン

⑧ デ ー タベ ース ・ロー ド

また,再 編 成 の 方法 は 次 の とお りで あ る。
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① ペ ー ジサ イ ズの 変 更

最適 な サ イズ の 決定 は 難 しい。

② ペ ージ数 の 変 更

カル ク レコ ー ドの ラ ンダマ イズは しな おす 必要 が あ る。 また,ペ ー

ジ数 を縮 少 す る 場合,レ コー ドの格 納 ペ ー ジの変 更 が 必 要に な る場 合

が あ る。

③ カル クヘ ッダの 変 更

関 係す る レ コー ドの 入れ 直 しが 必要 とな る。・

④ カル ク レコー ドの 格納 範 囲の 変 更

オ 三パ フ ローす る時期 を予測 してお くこ とも必 要 とな る。

⑤ レコー ドの 配 置 の 変 更

クラス タの 状 況 とそ の取 扱い に は十 分 な注 意 が 必 要 とな る。

5.4DD/DSの 利用

今回の アンケー ト調査では,DD/DSを 実際に導入 している企業は少 な

か ったが,DD/DSに 興味を持 ち,デ ー タ管理の有力な ツールどして認識

している企業は 多い ことがわか った。

本節では,DD/DSの 利用を進めるに必要な知識 として,次 の ことを説

明す る。

①DD/DSの 機能

②DD/DS実 現 の形態

③DD/DSの 構成

④DD/DSの 用途

⑤DD/DSパ ッケージ

5.4.1DD/DSの 機能

DD/DSの 持つ主 な機能は次のように要約 できる。
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① デ ー タに 関す る 広 範な 定義 付 け

デー タの 意 味,発 生 源,他 の デ ー タ との 関 係,責 任の 所 存,利 用 者,

表 現形 式 な ど,個 々の デ ー タの もつ様 々な特 性 を定 義す る。

② デ ー タの 冗 長 性 と矛 盾 性 の検 知

デ ー タの 定 義 を受 け入 れ る際 に,そ れ がDD/Dの 中で既 に定 義 済

みである とか,あ るいは,そ れ が既 に定 義 され てい る事柄 と矛盾 しない

か ど うか を 検 知す る。

③ デ ー タ ・バ ー ジ ョン制 御

現 実の デ ー タ処理 では,同 一 の デ ー タ要 素が,古 い世 代 の もの と新

しい世 代 の もの,あ るい は 未確 認 の もの と確 認済 み の もの な どが 入 り

混 って使 わ れ る。 その 実 態 をDD/Dに 正 し く反 映 す る。

④ ク ロス ・リフ ァレ ン ス機 能

デ ータ要 素 と レコー ド,レ コー ドとフ ァイ ル,フ ァイ ル とデ ータベ

ー スな ど ,デ ー タ構 成 上 の階 層に お け る包 含 関 係や,プ ロ グラムや ユ

ーザ とそ こで使 わ れ る デ ー タとの 対応 な どの 対照 リス トを必 要 に応 じ

て 表示 す る。

⑤ 発 見 的検 索 機 能

DD/Dの 情報 は 一 般 に膨 大 な もの とな る。 その 中か ら事 前 に予 期

し得 ない 特 定 の情 報 を迅 速 に検索 す る。 この ため には,内 容 に もとつ

くダイ レク トな検 索 手 段 が 必要 とな る。

⑥ 共通 ドキ ュメ ンテ ー シ ョン

デ ータ管 理 者か ら シス テ ム ・アナ リス ト,シ ス テ ム ・プ ラ ンナ,プ

ログラ マま で 共通 に 利用 で き る,各 種 の デー タ定 義 に 関す る ドキ ュメ

ン トを標 準 形 式で 生 成 す る。

⑦ ソー ス ・デ ー タ定 義 ス テ ー トメ ン トの 自動 生成

全 ての プ ロ グ ラ ミング言 語 に対 し,そ の ソー ス ・プ ロ グラ ムの デ ー

タ定義 部 を,共 通の デ ー タ定 義 情 報か ら 自動 的 に 生 成す る。
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図5-8DD/DSの 持 つ機 能 とユ ーザ の関 係



⑧ デ ー タベ ー ス定 義 マ ク ロ ・パ ラ メー タの 自動 生成

特 定 のDBMSに 対 しては,デ ー タベ ース定 義 マ クロ ・パ ラ メー タ

を 自動 的 に生 成す る。

上記8つ の 機 能 と利 用者 との 関係 を 図5-8に 示す 。

5.4.2DD/DS実 現 の形 態

現 在 のDD/DSは,DD/Dの 管 理 とユ ー ザ ・イ ンタ フ ェース に関 し

て,OSやDBMSと 二 重 構造 的 な 関 係を 持 つ ものが 多い 。DD/DSは,

DBMSと の共存関係か らみ ると,次 に示す よ うな4つ の形 態 に分 け られ る。

① 完全 独 立 型

DBMSと の イ ンター フ ェー ス を持 た ない 。

(例)PRIDE/LOGIK

図5-9完 全独立型

② 完 全分 離 型

DD/DSは,DBMSと の イ ン タ フ ェ ー ス は もつ が,DD/Dは

DD/DS独 自の ア クセス法 に よ って管 理 され る。

(例)

LEXICON

DataCatalogue2

DATAMANAGER

図5-10完 全 分離 型
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③ 部 分 的結 合型

DD/DSはDBMSか ら一 応 独 立 してい る が,DD/DSの ア クセ

スは共 存す るDBMSを 使 う。 つ ま りDD/DSはDBMSの 一 つ の ア

プ リケ ー シ ョ ンとな る。

(例)UCCTEN

DB/DC

Dic .tionary

他 多 数

図5-11部 分的結合型

④ 完全統合型

これは,DD/DSがDBMSに 統合 された ものである。例えば,

GUIDE(IBMの ユ ーザ団体の一つ)の 出 したDD/Dに 関す る要望

等では,こ の型を志 向 している。

O

DD/D
)
D/B

DBMS

亟
)

図5-11完 全 統 合型

5.4.5DD/DSの 構 成

先 に述 べ たDD/DSの 機 能か らも 明 らか な よ うに,DD/Dに は あ る

ア プ リケー シ ョン ・シス テ ムに おけ る全 て の コ ンポ ーネ ン ト(処 理,ト ラ

ンザ ク シ ョ ン,レ ポー ト,ソ ー ス ドキ ュメ ン ト,ア プ リケ ー シ ョ ンで使 用

す るデ ー タ類)に つ い て の情 報 を含 まな けれ ば な らな い。 これ らの 目的 や

そ れ 自身 を エ ン テ ィテ ィと呼ぶ 。 これ らの エ ンテ ィテ ィの特 性 の あ る もの

は,説 明 しな くて もわ か る もので あ る。例 えば,デ ー タ要 素 の 長 さ及び形
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式 な どで あ る。 しか し,そ の他 に,環 境 要 素 に よ って発生 す る特 性 もあ る。

例 えば,デ ー タ要 素の 意 味,他 との 関連,そ の妥 当性 に関す る 責 任者 な ど

であ る。 前者 の 本質 的 特 性 と環 境 要素 か ら決 ま る特 性の 両者 を ま とめて エ

ン テ ィテ ィ記 述 と呼ぶ 。

基 本的 な エ ンテ ィテ ィ とエ ンテ ィテ ィ記 述 の 例を表5-9と 表5-10に

示す 。

5.4.4DD/DSの 用 途

DD/DSは,デ ー タ管 理 の強 力な ツー ル であ るが',DD/DSは,他

に も 多 くの 用 途 が あ る。

DD/DSの 主 な用 途 と して は,次 の よ うな もの が あげ られ る。

①DBMSサ ポ ー ト

DBMSが,検 索,更 新 等 の サ ー ビス を遂行 す るに当た り,DD/DSを

利 用 する。・

②DBMSの 独 立性 の達 成

DD/Dに 概 念 スキ ーマ と論 理 ス キ ー マを記 述 し, この間 の 変 換 を司

る デ ー タベ ース ・アクセス ・モ ジ ュー ルを 介 して ア プ リケー シ ョ ン ・プ ロ

グ ラムが デ ー タベ ー スに ア クセ ス で き る よ うにす る。 これ に よ り,ア プ

リケ ー シ ョン ・プァ グ ラムは,デ ー タベ ー スに 対 して概 念 スキ ー マ ・イ

ンタフ ェース を持 つ ことに な り,通 常 の デ ー タ独 立性 よ りも次元 の高い

DBMSの 独 立 性 を達 成 す る ことが で き る。

③ 分散 デ ー タベ ース の仮 想 化

デ ー タが 分 散 され てい る場合,DD/DSを 用い る こ とに よ って,ユ

ーザ は デ ー タの分 散 を 意識 す る こ とな く ア クセ スす る こ とが で き る。 つ

ま り,DD/Dに は デ ー タの 所在 場 所 が 記 述 され てお り,シ ス テ ムは ユ

ーザ の 要 求が あ った場 合,DD/Dを 利 用 して ア クセ スを振 り分 け る。

④ シス テ ム ・運 用保 守 支援

シス テ ム の変 更に伴 う影 響 を 知 るた め にDD/DSを 利 用す る。DD
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表5-9基 本 的 な エ ンテ ィ テ ィの例

① 要素(エ レメン ト)(EL):処 理 の 対 象 とな る最少 の独 立 した デ ー タの

(フ ィール ド)単 位(例 えば,扶 養 家 族数,職 員 の性 別

② グループ(GR):論 理 的 に 関係す る要 素 また は グルー プの集 合。 プ ロ

(データァグリゲ グラ ムに よ り参 照 され る エ レメ ン トの セ ッ トで あ り,

一 ト)IMSの ロジ カル ・セ グ メ ン トに対 応す る
。

③ 物 理 セ グメ ン.ト(PS):外 部 記憶 装 置 に記憶 され る ア クセ ス可 能 な デ

(物 理 レコード)一 タの 最小 単位

④
、

データセット(DS):物 理 フ ァイル と もい う。物 理 セ グメ ン トの 集 合 。

(フ ァイル)

⑤ デ ータベ ース(DB):1つ また は複 数 個 の 関連 の あ るデ ー タセ ッ ト.,あ

るい は デ ー タベ ー スの 集 ま り。

物 理 デ ー タベ ー ス と論 理 デ ー タベー スの2種 あ り,物

理 デ ー タベ ースは1つ ま たは そ れ以 上の デー タセ ッ ト

の 集 ま りで あ り,論 理 デ ー タベース は1つ ま たは そ れ

以 上の 物 理 デ ー タベ ース の 相互 関連 した もので あ る。

⑥ 処理(PR):特 定の デ ー タ処 理 にお け る仕 事 を行わ せ るた めの 手順

(ジ ョブ ・ス テ ップ,プ ログ ラム,ま た は 処理 手 順 の
'

1つ)

⑦ ジ ョブ(JO):関 連 の あ る処 理 の 集 ま り,そ れ だけ で一 つ の 処理 の .

単位 を構成 す る 。-

OSの1ジ ョブ。

⑧ システム(SY)=い くつかのジ ョブを結合 したもので,そ れだけで

情報 処理要求の一つの範囲を満たす ものである。

⑨ トラ ンザ ク シ ョン(TR):あ る特 定 の 入 力 デー タの 集 ま った もの で

構 成 され,一 つ の ジ ョブまた は処理 の 実行の き っか け

とな る もの であ る。

⑩ レポ ー ト(RE):人 に提示 され る情 報,特 に ,そ れ は 何 らか の 処理

の結 果 で あ り,印 刷 され た リス トの 形 を と った り,デ

ィス プ レイ に表 示 され た りす る。

⑪ ソース(SO):原 始 文書 類 な どの デ ー タを収 集す る媒 体

⑫ そ の他:ユ ーザ等 必 要 と認 め られ る もの 。
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義5710・tt工'ン テ ィ'テ1イ`記'述 の 例'

ラベ ル(ユ ニークID}{11i

バージョン②

状 況{提 案,同 意,承 認 ・有効)

仕様責任

内容責任

最終変更 日付

テキス ト記述(共 通の名前,意 味,目 的}(3}

デジグネイタ(意 味 をも⇒ともよ/表 わすキーーワ・一ドのセ ワト}(4)

シ!ニ ム(同 じ意味で異 くたラベルをもつ別のエンテ ィテ ィ)㈲

苦長 さ(文 字}

xモ ー ド(ビ ブト連糸,文 字連糸,パ ック10進 数,単 純浮動小数点}

祷精 度{数 字データ要素のために)

券桁寄せ(右,左)

祈図(表 示の 目的のみ}

升編集基準(定 数,値 の範囲,編 集マスク,表)

派生アルゴ リズム(演 算ユ.レメン トのためK}⑥

苦 キ

※ 索 引

単 位(ポ ン ド,イ ンチ.ド ル)

祈願'序(メ ンバーシプブの中で しめ るこの項 目の順次位置}

言語シノニム(COBOLの 名前のようなもの)

ボリューム(デ ータセ プトやデータベ.一スレコー ドの数}

成長要素(あ る与え られた時間内にふえるレコー ド数)

編成方法(SAM.VSAM,HIDAMな ど}

機密保護 〔読み取 り,更 新のための機密保護レコー ド)

宛 先

媒 体(カ ー ド,デ ィスク.チ ーフ.ビ テオ}

分類1順序(そ れに よって配列が位置づけ られる.エレメソh/グ ループ

の名前)

壬更新規則(1MS使 用の場合)

・x－処理オプシ ョン{IMS使 用の場 合1

+親{IMSの ために,こ のDBの 中での親はどれか を示 した もの)

x関 連(IMSの ための4つ の基本的関連:PPLP.pCH

プログ ラミング言語

プログラ ミングタイム(パ ッチまたはTP}

メンバーシップ(こ の項目がその要素の一つであるか又は,そ れ に工り参照され

るエンティテ ィの集 まり)(7)

・ン

bB'PR

+エ ンテ ィティ関連記述{IMSで い う交差デ ータ)

傲1}ラ ベ ル

使mパ ーージ・9ン

ピ鎌3)テ キス ト記述

笹X4}デ ジグネイタ

二DD/Dに 記述され た各々のエンテaテa

につけ られた独自の.識別子である。 ラベル

はプログラムの中で使用 される場合にはエ

ンティテ ィ名 ど して も使われ る。 ・

・=以 前定義され たエンテ ィテ ィと同じ意味,

同 じラベルを持つ新 しい エンテ ィテ ィ記述

が.起った時にわ りふ られ る数字。

.,.

白5)同 .義 語(シ ノニム

,'.

:ユ ーザ向けのtエ ンテ ィテ ィK関 するテ キ

スト記述定義で ある。

:短 かいユーザ志向の識別名であり,制 御さ

れたキマワー ドの リス トで構成され る。 こ

れは起り得る重複/矛 盾にそなえて,基 本

の語を並べて記述 したもの である。例 えば
'
税額控除のための扶養家族の数を取扱 う場

合のデジグネイタは,次 のようなキー ワー

ドが考え られる。.

COUNT,EMPLOYEB,DEPENDENTS,

TAX.DEDUCTION

:tこれはPD/Dに 記 述されていて同 じ意味

を持 っているが,異 なったラベルをもった

別のエンテ ィテ ィへ のポィン.タである。

'

白(6)派 生アルゴ リズム

:演 算されたあるエレメン ト{要 素)(他 の

エレメントか ら導 き出されたエレメン ト)

が どのように得 られ,又.演 算の中にどん

なエレメン トが含まれてい るかの記述 であ

. .る 。PL/1記 述 などで もよい。

θ ⑦ メ ンバ ー・シ ップ':特 定 の エ ン テ ィテ ィが 参 照 され る エ ンテ ィ

テ ィの集 ま りか らな る。「



/Dは 保 守用 ドキ ュメ ン トの 役割 を はたす 。

⑤ システ ム開 発 支援

シス テ ム開 発時 にDD/DSを 用い る ことは,非 常 に有 効 な 方法 で あ

る 。っ ま り,DD/Dを エ ンジニ ア リング ・デ ー タベ ー ス と して捉 え,

システ ム部 品が 識 別 され,仕 様 が 決定 され る都 度DD/Dに 投 入す る。'

この場 合,デ ー タ ・エ レメ ン トに限 らず あ らゆ る シス テ ム部 品が 記述 さ

れ る。 開 発担 当者 は,こ れ を共 用 し,コ ミュニケー シ ョ ンの ツー ル と し

て 用い る ことが で きる 。

⑥ 異 種 シス テ ムの 統 合

`異 なる ア クセ ス法 に よ
って 構築 され た 複 数個 の デ ー タベ ー ス'(ま たは

フ ァイル)を 一 個 の シス テ ム と して 統合す る。 つ ま り異 機 種 ネ ッ トワニ

クの 標準 プ ロ トコル の役 割 を果 す 。"へ

⑦ 標 準化 の 推 進

これ は,DD/DSの 利 活用 に よ って 自然 に達 成 で き る もの で あ る。

種 々の エ ンテ ィテ ィを 明示 的 に記 述す る ことに よ って,デ ー タ管理 者 と

ユーザ 間 等の コ ミ ュニ ケー シ ョ ンが 正 し くかつ 効率的 に 行わ れ ,標 準 化

が進 む こ とにな る。

⑧ 情 報 シス テ ム計 画 支援 ・ ・.

この 分野 で の 例 と しては,IBMのBSP(BusinessSystem

Planning)が あ る。 企 業 の情報 シス テ ムの計 画 にDD/DSを 利 用す る

もの で,こ の場 合の エ ンテ ィテ ィは,企 業 全体 に関す る情 報 とな る。

5.4.5DD/DSパ ッケ ー ジ

DD/DSパ ッケ ー ジの例 を表5-11に 示す 。 これ らのDD/DSに

は,か な り機 能 の違 い が あ るが,デ ー タ ・エン テ ィテ ィ(デ ー タ に関 す る

情報)と プ ロセス ・エ ンテ ィテ ィ(シ ステ ムや プ ログラム に関 す る情 報)

は ほ とん ど全部 のDD/DSで 登録 可能 とな ってい る。
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表5-11代 表 的 なDD/DSパ ッヶ_ジ

DD/DS
パ ヅケ ー ジ名 提 供 会 社 日 本 代 理 店 対象DBMS

ADBS 日本電気 ADBS

DCT 日 立 ADM

DDMS 富士通 AIM

DDSllOO 日本 ユ ニ パ ッ ク DMS1100

デ ィクシ 。ナ リ204 三井情報開発 Model204

DRC/ADM 日 立 ADM

GUIDE 日 電 INQ

MADAM 三'菱 EDMS

LEXICON ArthurAnderson・
"

ア ーサ ー ・ア ン ダ ー セ ン 1・MS/VS

&-Co. 会計事務所,

69W.Washington 港 区 赤 坂8-1-19

St.ChicagoIL 日本生命赤坂ビル
.

60602' 4F
シ

(312)346-6262 03(403)4211

TOTAL CincomSystems, ㈱ シ ンコム ・シス テ ム TOTAL

DATA・ Inc.2300Monta一 ズ ・ジ ャパ ン

DICTIONARY naAvenueCincL 港区虎ノ門3-8-21

nnatio耳45211 33森 ビル

(513)662-2300 03(438)2791

Integrated CullinaneCorp., ㈱ ズ ノ ノス IDMS

Data 20WilliamStreet 〒107世 田谷 区 岡

Dictionary WellesleyMA 本2-35-1-201

02181

(617)237-6601 03(709)6133
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DD/DS
パ ッケー ジ名 提 供 会 社 日 本代 理 店 対象DBMS

DB/DC

Dictionary

IBMCorp.

1133Westchester

AvenueWhite

plainsNY10604

(914)696-1900

日本アイ ・ピー ・エム㈱

〒116港 区 六 本

木3-2-12

03(586)1111

IMS/VS

拡張
一"

ア ー タ

ー"

ア イク シ ョナ リ

MRISystems

Corp.12675

ResearchBlvd.

AustinTX78759

(512)258-5171

日商エ レク トロニクス

㈱"

03(544)8448

SYSTEM2000

DATA

MANAGER

MSP.Inc,

594MarrettRoad

LexingtonMA
'

02173

(617)861-6130

～

ADABAS

IDMS

IMS/VS、

SYSTEM2000

TOTAL

Data

Catalogue2

SynergeticsCorp.

OneDeAngleo'

DriveBedford

MAo2173

(617)275-℃250

,

㈱ ソフ トウエ ア ・リサー

チ ・アソシェイツ

〒160新 宿 区 四

谷3の12

丸 正 ビル

03(234)2611

ADABAS ,

TOTAL

DMS1100

1DMS

IMS/VS

SYSTEM2000
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DD/DS
パ ッケ ー ジ名 提 供 会 社 日本代理店 対象DBMS

UCC-10 University

ComputingCo.

8303Elmbrook

St.DallasTX

75247

(214)688-7100

IMS/VS

PRIDE/

LOGIK

M.BryceAssoc.

1248Springfield

PikeCincinnati

OH45215

(513)761-8400

㈱ 日本 シス テ ミッ・クス

斤107港 区 南 青 山

2-12-16

石 塚 ビル

03(478)2939

'

特定 しない

±

ADABAS

DATA

DICTIONARY

SoftwareAG

11800Sunrise

VallyDrive,

RestonVA22091

㈱ ソフ トウエ ア ・エ ー

ジー ・オ ブ ・フ ヤーイ

ー ス ト

〒104中 央 区 八 重

州2-7-2

八 重 州 ビ ル

03(278)0258

ADABAS

'

DATACOM/

DD

AppliedData

ResearchInc.

3250akPlaza

Bldg.3707

RawlinesSt.

DallasTX75219

データ ・エ レク トロニク

ス㈱

港 区 赤 坂9の6の

39赤 坂 コーポナイプ

レス

03(479)1600

DATACOM/

DB

出所:行 政管理 庁 「デ ータベース運用管理 指針の作成 に関す る調査研究報告

書」
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5.5デ ー タ管 理 関連 技術 一 〇BE

本章 の最 後 と して,デ ー タ管 理関 連 技 術,特 にオ フ ィス にお け るデ ー タ管

理 関 連の 最 新 技術OBE(Office-By-Example)に つ い てそ の概 要 を紹

介 す る。

OBEはIBMの ワ トソ ン研究 所 の 研 究 プ ロジ ェ ク トで あ り,有 名 なQB

E(QuerryByExample)はOBEの サ ブセ ッ トであ る。QBEに つ い

ては 既 に 良 く知 られ て い るが,OBEを 説 明す る うえで 必 要な の で,簡 単 に

説 明す る 。

QBEはIBMの 商 品 で あ り,2次 元的 プ ログ ラ ミングの技 法 を導 入 して

い る 。 この技 法は,デ ー タベ ー スの生 成 と検索 の新 しい 方法 で あ り,エ ン ド

・ユ ーザ は 非常 に僅か な 指示 で従来 の プ ログ ラム言 語の長 い プ ロ グラ ム に匹

敵 す るも を表 現す る こ とがで き る。 ま た,ユ ー ザ は,デ ー タベ ー ス を手 動操

作の 感 覚 で 扱 え,そ の 結 果,堅 苦 しい プ ロ グ ラム言語 を全 く学 ん だ こ との な

いユーザで も,数 時間 の 訓練 で,デ ー タベ ー ス の検索 ,変 更,デ ー タベ ー スの

定 義,制 御 な どにつ い てQBnの プ ロ グ ラ ムを系 統的 に作 成す る こ とが で き

る。

QBEの 機 能 とは 次 の よ うな ものが あ る。

① デ ー タベ ー スか らの 検索

② デ ー タベ ー ス操 作

(i)フ ィール ド間 の 相 互 参照

(ii)フ ィール ド値 の 条件 の 定 式化

(iii)一 方の デ ー タ実 体か ら他 方へ の デー タ移動

畑1)新 しい フ ィール ドの 導 入

(V)テ キ ス トの探 索

③ デー タベ ー ス内容 の 更新

④ デ ー タベ ー スの制 御

(1)デ ータベー スの 不正 な 照 会,変 更,破 壊 か らの 保護
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(の 正 しくない デ ー タの 混 入の防 止,完 全性 の 保証 。

QBEは,こ の よ うにDBMSと 言 って も よい 機能 を有 して い る。OBE

は,こ のQBEを そ の 機 能の 一 部 と して い る 外,ワ ー ドプ ロセ シ ング機 能(

デ ー タの編 集 機 能 等),デ ー タ処理 機 能,電 子 メ ール機 能,レ ポ ー ト作 成機

能,グ ラフ作 成機 能,更 に,ア プ リケー シ ョンの 開 発 まで を含む 様 々な コ ン

ピ ュー タ処理 を1つ に統 合 され た(言 語)イ ンタフ ェー スの 中に 組込 む こ と

を 試 み てい る。

OBEは,こ の よ うに 多 くの 機 能 を 有 して い るこ とが,そ の大 き な 特徴 で

あ るが,も う一 つ の特 徴 は,ユ ーザ が 多様 な トリガ条 件 を設定 で き る点 であ

る。 オ ブ ィスや ビジネ スの ナ ー トメー シ ョンの ひ とつ の 基 本機能 と して,あ

る 条件 や 時 刻や 事 象 が 発生 した と きに はい つ で も 自動 的 にあ る ア クシ ョンを

起 こす よ うな シス テ ムが 必要 とな る。OBEに は この トリガ機能 が あ り,定

例 の 実務 の 処 理 の 大部 分 を 自動化 す る こ とが で き る。

こ こでは,OBEの 全機 能 を紹 介 す る こ とは で きない ので,特 徴 の一つ で

あ る トリガ機 能 を 示す に 止 どめ る。

OBEで は 次 の よ うな ア クシ ョンを起す こ とがで き る。

① 定 例 メ ッセ ー ジ送 信

〈 例 〉 予 め 定 めた 日付 また は 周期 で メ ッセ ー ジや 報 告書 を送 付す る。

② デ ー タベ ー ス 中で あ る 条件 が 発生 す る と 自動 的 に メ ッセ ー ジを 送 付す る。

〈 例 〉 マ ネ ージ ャが 旅 費 予算 を 超過 した とき,「 上 司 に報 告 せ よ。」

とい うメ ヅセ ー ジを 自動 的 に送 付す る。

③ 手 続 きの 自動 的 な フ ォロー

〈例>2週 間 以 内に 回答 が な され ない とき,ユ ーザ に警 告 メ ッセ ー ジ

を送 付す る。

④ 領 収 書 の 自動 発 行

⑤ デ ー タベ ース の 自動 更 新

く例 〉 予 算 総 額が100万 円 を 超 え る と個 々の 管 理者 の 予 算 を10%
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⑥

⑦

増す 。

ロ グの生 成

〈例 〉 メ ール ・ログ,発 送 された 手 紙 ご とに,予 め定 義 した メ ール ・

ロ グ用 テ ー ブル に名 前 と住 所 を 挿 入す る。

在 庫補 給 の 自動 化

〈例 〉 あ る アイ テ ムの 量 が一 定 量以 下 に なる と,発 注 部 門 に注 文 を 出

す 。
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6.デ ータ保 護 と シス テム監 査

コ ン ピ ュータ ・シス テ ムが 質 的 ,量 的 に高度 化,拡 大 化す る につ れ,シ ス テ

ムの安 全運 用 は 重 大 な課 題 と な って きて い る。 以下 には この ため の デ ー タ保 護

とシ ス テ ム監 査 につ い て 目標,各 種 技 法,体 制等 につ いて 述 べ る。

6.1デ ータ保 護

6.1.1デ ー タ保 護 の必 要 性 と背景

わが 国 の コ ン ピュ ー タ設 置 台数 は 昭和56年12月 時 点 で 小 型機 を含 め

お よそ10万 セ ッ トに及 び,対 前年 比 で20%以 上 の 成 長 を示 して い る
。

コ ンピ ュー タの利 用 は この よ うな量 的 な増 加 とと もに シス テ ム形態 もバ

ッチ処 理 か ら通信 回 線 と コ ン ピ ュー タを結 合 したオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー

ク ・シ ステ ムへ と高 度化 して きて い る。 コ ン ピ ュータ ・シス テ ム の質 ・量

の両 面 で の利 用 の 高度 化 が デ ー タ保 護の必 要 性 を増 し ,最 適 な シ ス テ ムづ

く りや安 全 な シス テ ムの 運用 を行 う うえで,デ ー タ保 護対 策 や 技 法 をい か

に取入 るかが 大 き な課題 とな って い る。

コン ピュー タ ・シス テ ムの 安全 に 及ぼす 脅 威 は

① 地 震 ・風水 害 な どの 天 災

② 火 災 ・暴 動 な どの人 災

③ ハ ー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェアの設 計 ミス

④ コ ン ピュ ー タシ ス テ ムの 不正 利 用

な ど きわ め て多 くの範 囲に わ た って いる。

それ 故,近 年 デ ー タ保 護の 重 要 性 は高 ま って き てお り,経 済 性 とシ ス テ

ム の安 全性 を 最 適化 す る こ とが シス テ ム構 築 ・運 用面 で の 大 きな カ ギ とな

っ てい る。

以下 には人 的要 因 に 関 わ る デ ー タ保護 を 中心 に して シ ス テ ム運用 や 技 術

的 方法 につ い て述 べ る こ ととす る。
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企業の情報 システ ム部門におけるデータ保護の実態 については既に第二

章 で調査分析 した。管理上の対策 として記録媒体の二重化,分 散保管,コ

ンピュータ室等へ の入室管理,作 業手順等の設 定,標 準化が主体 とな って

お り,デ ータ保護規程の 企業 内での制度化は定着す るには到 っていない。

一方,技 術 的な方策 としては パスワー ドの利用が最 も多 く,一 般化 してい

る手法 と言 える。暗号化技術や セキ ュ リテ ィ ・ログの利用な どの新 しい手

法 を採用す る企業 も一部 に現われてきてお り,シ ステ ムの性格に応 じて各

種の方法を組合わせて利用す る傾 向にある。

6.1.2デ ータ保護 の 目的 とシステム概 念

データ保護の究極 目標 は利用者情報(プ ログラム,デ ータ)を 各種の危

害要因か ら安全確保す ることにあ る。

この ためのデータ保護 システムは① どん なね らい(不 正行為の 目標)で

②誰が(不 正行為者),③ どんな手段で,シ ステ ムに不正行為を行 うか を

把握 した うえで,④ どの よ うな方法で,⑤ どの情報を保護すべきかの5つ

の要素か らその構成が決 まって くる。

図6-1は この よ うなデータ保護のシステム環境を技術的対策の観点か

ら示 したものであ る。 不正行為の 目標 として,デ ータの盗用,改 ざん,破

壊があ る。 不正行為者 として考 えられ るもの には端末利用者,シ ステム設

計 者,プ ログラマ,オ ペ レー タ,保 守者等 がある。

不正行為の手段 には 回線盗聴,プ ログラム偽造,暗 証偽造,雑 音信号の

混入等があ る。

データ保護の方法については後述す るが,識 別 ・認証,ア クセス制御,

暗号化,監 視等があ る。
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⑤ ・・.

③…蕊

㊥⑩鷲
不iF－行為の目標
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③
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⇔

ぷ

9

日

国

国

…
セ

圃
セキュリティシステム構造

図6-1デ ー タ保 護 の技 術 的 シス テ ム環境

これ らの 対 策 は ネ ッ トワー ク,ナ ペ レーテ ィ ング ・シ ステ ム,デ ー タベ

ー ス等 の機 能 と して組 込 む こ とた よ って シ ステ ムの利 用 目的 に 沿 った デ ー

タ保 護 シ ステ ムを 作 る こ とが で き る。

6.1.3コ ン ピュー タ ・シ ステ ム の利 用形態 に よ るデ ー タ 保護

デー タ保 護の 方 策 は コ ンピ ュー タ ・シス テ ムの利 用 形態 に よ って その 選

択 は異 な る。

シス テ ムの利 用 者,処 理 の 対象 デ ー タの性 格 に よって① 不特 定 多数 の 利

用 者 に供 され る オ ー プ ン ・シ ステ ム と②特 定利 用 者 に供 され る ク ロー ズ ・

シ ステ ム に分 け る こ とが で き る。'

オ ー プ ン ・シス テ ムは オ ンライ ン ・バ ンキ ン グ ・シ ス テ ムに代 表 され る

よ うに,シ ステ ムの利 用 者 が 不 特定 多数 で あ り,扱 うデ ー タ も銀 行 の 顧 客,

す なわ ち 他人 の情 報 を処 理 す る シ ステ ムで あ る。 この よ うな シス テ ムの デ

ー タ保 護 は シ ステ ムの構 築 や 運 用 面 で の最 大 の課 題 で あ り,キ ャシ ュ カー

ド対策 や 通信 回線 網 を 利 用 した 犯 罪へ の対 応 な ど総 合 的,高 度 な対 策 が 金
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融機関における コンピュータ ・システムづ くりの課題である。外部者 及び

内部者 による犯罪対策 として,キ ャシ ュカー ド対策,通 信回線利用による

犯罪対策等技術的方策 と併せ てシステムの運用管理対策な ど種 々の方策が

構 じられてい る。

一方,ク ローズ ・システム と言 えるものは各企業における自社内システ

ムが 相当する。 システムの利用,運 用が社 内に閉 じた形態で使用 され るも

ので ある。社 内各セ クシ ョンのデータの共用あ るいは単独利 用す る場合の

デー タ保護対 策には第二章の調査分析結果 によれぼ,記 録媒 体の二重化,

分散保管や コンピュータ室の入室チ ェ ック,作 業のル ール化 な どのシステ

ム運用管理体制 とパス ワー ドによる利用資 格の チェ ックなどの技法が一般

化 されてい る方法である。

以上 システムの利用面 とデ ータ保護の対 応を述べたが,シ ステムの処理

形態 によ っても データ保護の方策は異 なる。

コンピュータ ・システムの処理 方式の発展形態 を示す と図6-2に 示す よう

にパ ッチ処理方式からオンライン処理方式へ と高度化 してきている。オンライ

ン ・システムも特定のセ ンタにデータを集中管理す る方式か ら,分 散配置

し,相 互利用 可能 なシステムへ と技術及び利用の両 面か ら発展 してい る。

デ ータ保護の方策 は システムがバ ッチ方式か ら高度なオ ンライ ン ・ネ ッ ト

ワーク ・システ ムへ と処理方 式が移行す る とシステムの運用面 のみ な らず

技 術的 にも高度なデー タ保護の方式が求め られ る。バ ッチ処理の場合は コ

ンピュータ室の運用管理の強化が主体 となるが,オ ンライ ン・ネ ッ トワー

ク化 によ って伝送 データ内容 の機密 保持のための諸機能 をシステムに組込

む ことが必要 となる。 回線へ の出力情報の暗号化,相 手確認や承認,入 出

力情報の シーケンス ・チ ェ ック,さ らには漏洩,雑 音信号の混入等への防

止策を講 じなけれぼな らない 。
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システムのタイプ

バ ッ チ 処 理 方 式

オ ンライ ンー集中方式

オンラインー分散 方式

(特 定 システムの相互

利用)企 業お よび企業

グループなど

オンラインー分散 方式

(不 特定多数利用)
一般大衆など

シ ス テ ム 構 成

利用者 「
　

処理依頼1

0=
回 答{

1

センタ(
)

〔コー ⊃PU-E・
)

利用者 　

ー

-
`

↑
-

-
r

-

センタ

PU D.B

L____

Bセ ンタ1

圃Aセ ンタ ～1回

公 衆充分2=ク ー"

胱 ・タ{薗

データ保護の視点

コ ンピュータ室の運用

管理を重視

センターの管理 とあわ

せて,オ ンラインネッ

トワークにおけるデー

タ保護の技法として,

端末ID,パ ス ワー ド

等の基本的技術が シス

テムに必要 となる

不特定多数の利用者が
システムを共用するの
で暗号化技術,モ ンタ
リング技法アクセス制
御技法等の高度な技術
的方策とシンテム運用
体制が必要となる

図6-2コ ンピュータ ・システ ムの 発 展形 態 とデー タ保 護 の視 点

6.1.4デ ー タ保 護 の た め の諸 方策

コ ン ピ ュ「 タ ・シス テ ムは マ ン ・マ シ ー ン ・シス テ ムで あ る こ とか ら
,

デ ー タ保 護 の た めの 方 策 は 技術 的 対 策,シ ス テ ムの 運用 管 理方 法
,シ ス テ

ム監査に よる方法等 に分類できる。 システムの安全運用を図るにはシステ

ムへ の リスクに対 して,保 証すべ きシステムの安全水準
,シ ステム構築 ・

運用の費用対効果 を総合的に判断 しこれ らの方策 を選択 することが求め ら

れ る。

こ こで は,技 術 的 方 策 とシ ステ ムの運 用管 理 方 法に つ い て適 用方 法 等 を

示 し,シ ス テ ム監査 につ い て は,6 .2で 詳 述 す る。

一201一



(1)技 術的方策

① 識別認 証技法

コンピュータ・システムの使用者の正当性 をチ ェ ックす る識別 ・認証

技法は,次 の3種 の基本形に分類 できる。

(ア)特 定の人だけが 知 り得る情報 を用いる方法

この代表的 なものが パス ワー ドである。端末機,利 用者,プ ログ

ラム,フ ァイル,ア イテ ムにパ スワー ドを付与 し,そ れぞれの ア ク

セス権の正当性 をチェ ックす る方法が現在一般的に使 われてい る。

パス ワー ドはシステム構築の うえで極 めて経済的な方法 ではある

が,必 ず しも 「人 」を特定す ることにはな らない とい う欠点があ る。

←/)声 紋や手形,指 紋のように特定の人のみが保有す る情報 を利用す る

方法

これ は個 々の人間が完全 に一意性 を持つ情報 を用い ることで,使

用者の正当性 をチ ェックしよ うとす るもので,極 めて有効な方法 で

ある。手形に よるチ ェ ック ・システ ムも実現 してい るが,指 紋,音

声による方法は端末使用者の識別 をいかに低 コス トで実現できるか

が システム構築上の カギとな り,現 時点で は装 置の導入 コス トの面

で普及す るには時間がかかる と思われ る。

(ウ)磁 気 カー ド,バ ッチの ように特定の人だけが所有す る ものを用い

る方法

システムの使用者がIDカ ー ドの ように物理 的に保持 されてい る

ものによって,正 当性 をチ ェックする方法は,パ ス ワー ドによる方

'法 とともに一 般的な ものとな ってきている。

IDカ ー ドのみで正当性 のチェ ックを行 う方法以外に各種パ スワ

ー ド,氏 名 コー ドあるいは 氏名 と組合せて使用す ることでシステム

の安全 性が さ らに補強 され る。 またIDの 盗用 に対 しては,電 話番

号や生年 月 日等 多 く使用 される数字 と異 なるID番 号を付与す るこ
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とが必要で ある。

パスワー ドが他人 に漏れ ることを防 ぐには必要 に応 じてある期間

で更新 する ことが望 ま しい。パスワー ドが漏れた場合 にす ぐ更新で

きるシステ ムとしてお くことが必要 であ る。

② オ ーソ リゼ ーシ ョン(承 認)と アクセス制御

利用者 の正当性が識別 され ると,次 には利用者が ア クセスす るデー

タや プログラム及びその他の機能を制御す ることが必要 となる。すな

わ ち,利 用者 に必要 な資 源の利用を許可す る方法が オー ソ リゼー シ ョ

ン及びア クセス制御であ る。

機密性の高い デー タや プログラムの利用については,利 用者の権限

をセキ ュ リテ ィ ・プ ロフ ィール ・ファイルに登録 しておき,こ れ を参

照 して使 用承認 を行 う方法がある(セ キュ リテ ィ ・プロフィールによ

るア クセ ス管理)。

また端末機操作 を強制的に ロックす ることによって反復的 エラーや

不当と思われ るアクセスを防止す ることが可能で ある。

利用端末機の場所,使 用時間 を限定す ることも機密 データの取扱い

の一方法であ る。

認証や,ア クセス制御機能が ソフ トウェア として製品化 され てい る

もの もあ り,そ れ らの利 用 もある。

表6-1認 証 ・アクセス制御機能 の製品

製 品 名 会 社 機 能 備 考

RACF艦:::ce/

Control

/Facilityノ

IBM

富 ± 通

認証(パ スワー ド)

アクセス制御(READ

WRiTEア クセ ス権

い ず れ も

Program

Product

(有 償 ソ フ ト)

で あ り セ キ ュティ

パ ッケ ージ と し て

販 売 さ れ て い る

RUAF信::篇
、。/

己i㍑ ノ
日本電気 同 上

SAFE 日立製作所 同 上
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③ 暗号化技法

暗号化 とはオ ンライン ・コンピュータ ・システムにおけるデー タの

送受信 に際 して,第 三者に情報内容 を把握 させ ない ようにす るこ とで

あ り,第 三老 による故意の内容変更を防ぎ これ を無効にする方法で あ

る。

代表的な方式 には①DES方 式 ②RSA方 式 ③MIX方 式等が

ある。

DES(DataEncryptionStandard)方 式は1977年 米

国商務省標準 局が公表 したデータ暗号規格であ る。 この方式は送受者

が 同一の鍵を使 用す る伝統的 な手法で あ り,現 在既 に商品化 されてい

る。 しか し,こ の方式で はコンピュータ ・ネ ッ トワーク上の多数の利

用者 に鍵 を安全に配送す ることが難点 となる。

表6-2DES方 式に よる暗号化商品

製 品 形 態 暗号方式 会 社 製 品 名 等

暗 号 化 装 置 DES方 式

コ ー デ ック ス ㈱ イ ン フ ォ ・ガ ー ド

レイカル ・ミル ゴ ㈱ デ 一 夕 ク リプ タ ー 皿

パラダイン㈱ イ ン フ ォ ・ ロ ッ ク

IBM㈱ IBM3845(端 末 側)

IBM3846(セ ン タ 側)

端 末 装 置 DES方 式 IBM㈱ IBM4700シ ステム

(暗 号組込 み金融端末)

ソ フ トウェア ・パ ッケー ジ DES方 式 IBM㈱
PCF(Programed
Cryptographic
Facility)

公開鍵暗号化方式RSA(RivestShamirAdlemam)方 式は

この問題 を解決す る手法 として開発された ものである。 これは暗号鍵

と復号鍵 とを別 々に設定 して,暗 号鍵はあ らか じめ公 開 してお くこと

が特徴で あるが 現在 研究開発途上である。

これ ら両方式の比 較を表6-3に 示す。
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表6-3DES方 式 とRSA方 式の機能比 較

ア ノレゴ リズ ム

項 目 DES RSA

1・ 体 系 慣用暗号系 公開鍵暗号系

2,開 発 ・ 発 表 者 .

アメ リカ商務省標準局

(NBS)

ぽ⑫
R.LRivest

A..Shamir

L.Adleman

3・ 公 表 文 献

1977年1月

FIPSPubhcation
,

%46

(ア ル ゴ リズムは1975年3月に発表)

1977年4月

MITLaboratoryfor

ComputerScienceTech-

nicalReport

4.暗 号 ア・レゴ リズムの基礎 換字,転 置の混合形式

(プ ロダク ト・サイファ)
素因数分解

5.暗 号 化,復 号化 の過程 同 じ 同 じ

6.鍵 の 配 送 手 段 秘 密 公 開

7鍵 の 長 さ
56ビ ッ ト

(他 に8ビ ッ トのパ リテ ィ)

不 定

(:鴛 瞬 とすると)

8.平 文 ブ ロ ッ ク 長
64ビ ッ ト 不 定

(:駕2野 とすると)

9.暗 号 文 の 長 さ 平文と同じ 平文と同じ

10.デ ィ ジ タ ル 署 名

(メ ッ セ ー ジ 認 証)
因 難 簡 単

11.実 現 化

ハー ドウェアで簡単に実現
。

ソフ トウェアで も可。

ハー ドウェアで も開発可能

ソフ トウェアのサポー トも

必要 となる。

12.

処

墨

(窃

ハ ー ド ウ エ ア

(LSI)

2,000,000ビ ッ ト/秒

G品 濡 慾/秒)
100ビ ッ ト/秒

《ぽ鷹誘)
ソ フ ト ウ ェア

(マ イ ク ロ・コ ン ピュー タ)

900ビ ッ ト/秒 5.3ビ ッ ト/秒

13・ 実 用 化 製品化段階 研究開発段階
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DES方 式,RSA方 式 の双方の特徴を生か した方式がMIX方 式で

ある。 これ はDE§ 方 式の長所であ るデータの暗号化,復 号化の処理

速 度及びRSA方 式の長所である機密に鍵 を配送 しな くて もよい点 を

組合せ たものである。郵政省は商社 ・銀行間のデータ転送 を対象 した

モデルに この方式を適用 し分析 ・評価を実施 した。

④ システム監視

ジャーナルやモニ タ リングによ って システムに対する不正行 為を検

知す るシステム監視は有効 な方法 である。

重要 なデータや プログラムへの ア クセス時に利用者別に,時 間,端

末番号,パ スワー ド,操 作種別な どの情報を取得 し,記 録 してお くと、,

不正行為に対す る追跡の手がか りとな る。

(2)シ ステ ムの運用管理方法

データ保護及び システムの安全性確保のために管理面で必要な方策 を

列記すれば以下の通 りである。

① 記録媒体,物 品の保管 ・管理,二 重 化,分 散保管

② 入室管理

③ ドキ ュメン トの管理

④ 入出 力帳票 の管理

⑤ 端末 キーの管理

システ ムの運用管理 を効果的 に行 うには これ らが 各 セ ンタ作 業 の流

れの中に手順化 され標準化 され ることが必要 であ る。

データ保護を より積極的 に行 うには,保 護 のた めの規定づ くりが重要

であ り,今 回の調査で も126社 中36社(30.8%)が 試みている。

その他 システムの安 全性 を高 める方策 としては セ ン タを無 人化 して

オペ レー タの介入 を排除す る方法 もあ る。具体 的 には セ ンタ ・ナ ペ レ

ーシ ョンの自動化,セ ンタの 遠 隔 保 守,端 末のオ ンライ ン遠隔診断等

が考 えられる 。
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以上主要な手法 について紹介 したが,シ ス テムに対す る侵害行為 とそ

の防止方策につい て網羅的にま とめると表6--4の よ うな諸 々の方法が

ある。

表6-4シ ステムへ の侵害 と防止策

呼出し管理 コ ン ピ ュー タ ・ 情報の変換 使用記録 各種保全措置
防止策 (パ ス ワ ー ド プ ロセス上の (暗号化や符 (監 査,ロ グ (ハ ー ドウ エ

証 明書,許 可 保護策(記 憶 号化など) 記録など) ア,ソ フ トウ

証など) 装置,各 種保 エ ア,要 員 な

護対策,オ ペ ど)

侵害行為 レー シ ョ ンの

制限など)

ユーザ側の パ ス ワ ー、ドな 被害の減少に パ ス ワ ー ドだ 事故の傾向を 該当せず
エ ラ ー どの偶然 の一 役立つ けでは有効性 知 り,事 故分偶

致を除き有効 を欠 く,し か 析を行 うこと

発 しなが ら,他 によつて,今

の面では有効 後の事故防止
的 に役立て うる

な システム上 エラーの介在 被害の減少に 通信制御機構 事故分析に役 事故の確率を
の エ ラ ー に よ つ て,こ 役立つ の誤動作に対 立つ可能性あ 最小にとどめ
事 の状態が働か して有効 り る効果

故 ない場合を除
き有効

電磁波の影 無効 無効 一応有効 無効 ある程度有効
響による障 (た だ しその

故
意
害 ときの事情に

より異なる)

だ
が 盗電 無効 無効 一応有効 無効 通信回線の保
受 (た だ しその 護については

動 ときの事情に 有効
的
な

より異なる)

侵 使用ずみ用 該当せず 該当せず 該当せず 該当せず 適切な回収続
書 紙や リボン
な ど消耗品

却 などの手段
により,あ る

の入手 程度有効

故 情報のつま 有効 希望の情報の 有効 失敗に終った 他の各種対策
意 み喰い (擬 装せざる 盗み出しをや 場合も発見可 の補強手段と
か をえない こと りにくくする 能・事後分析 して役立つ
つ に もなる) を可能にする
積 ほか,即 時に

極 検 出アラーム

的 を出すことも

な
侵
入1

可能
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呼出し管理 コ ン ピ ュ ー タ 情報の変換 使用記録 各種保全措置
防止策 (パ ス ワ ー ド プロセス上の (暗号化や符 (監 査,ロ グ (ハ ー ドウ エ

証明書,許 可 保護策(記 憶 号化など) 記録など) ア,ソ フ トウ

証など) 装置,各 種保 エ ア,要 員 な

護対策,オ ペ ど)
侵害行為 レ ー シ ョ ンの

制限など)

擬 装 有効 希望の情報の パ ス ワ ー ドの 失敗に終わっ 擬装のための
(パ ス ワ ー ド 盗み出しをや みに頼る場合 ・た場 合も発見 情報入手を困
がもれなけれ りに くくする を除き有効 可能・事後分 難1こする
ばきわめて有 析を可能にす
効) るほか即時に

検出アラーム
を出すことも

可能

通信の合間 各 メ ッ セ ー ジ ある程度まで 情報の変換 事後分析する データ通信網
を縫 っての ごとにパス ワ 有効(当 該 (暗 号化や符 こ とに よ り, に対して実施
侵入 一 ドをつけぬ 正規 ユーザに 号化)な どに 将来の予防に され るときは

限 り無効 対す るものと 不当に時間を 役立て ること 有効
同程度) 必要としない がで きる

限り有効

故 ただ乗り 一 般 的 に は , ある程度まで 情報の変換 事後分析する データ通信網
土 無効だが,プ 有効 (暗 号化や符 こ とに よ り, に対して実施
,思 ロセッサ側か (当 該正規ユ 号化)な どに 将来の予防に されるときは

か らユ ーザに対 一ザに対する 不当に時間を 役立て ること 有効
して行 う呼出 ものと同程度) 必要としない がで きる
し管理につい 限り有効

つ ては有効

積 システム要 擬装以外の手 希望の情報の パ ス ワ ー ドだ 事後分析する 全体的な情報
員による侵 段に対 しては 盗み出しをや けに依存する こ とに よ り, システム保管

極 入 有効 りに くくする 場合や擬装の 将来の予防に 体制との関連
ときを除いて 役立て ること

的 有効 がで きる

な
「裏 口」か 無効 無効の場合が キーとなる情 アラーム警報 システム完成
らの侵入 多い 報を入手しな を打ち出すご 時 の チ ェ ッ ク侵 い限り有効 とや事後分析 と以後 のバー

が可能 ドウ ェ ア,ソ
入 フ トウ ェ ア両

面からの機能
的なメ ンテナ
ンスが必要

コ ア ・メ モ 無効 ス ワ ッ ピ ン グ 無効(暗 号 アラーム警報 該当せず
りのダンプ のときに主記 化した情報を を打ち出すご
な ど{こ よ る 億内容を消去 処理できれば とや事後分析
残留情報の すれば有効 よいが…) が可能
入手

磁気 ディス 該当せず 該当せず キーとなる情 事後分析 物理的な保護
クや テープ 報を入手しな (要 員の自動 費や防護用の
など媒体の い限り有効 記録など監査 各種機能
直接入手 証跡 となるも

のへの知識が

必要)

出 所:H.E。Petersen&RTurn「SystemLnplicationInformationprivacy」
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6.2シ ステム監査

6.2、1シ ステム監査の必要性

システム監査の必要性は第1に コンピュー タの有効利用の追求にあ る。 シ

ステムの構築 とその運用にかか る コス ト,要 員の投資効果が十分 見合 ってい

るか チ ェックす る ことである。

必要性の第2は 誤び ゅ発生の防止で ある。一つの誤ま りが及ぼす影響の範

囲 と大 きさが企業の枠を越 え,多 数の観客にまで損害をもたらす ことが シス

テムの巨大化,複 雑化に伴 って多 くな ってきている。

必要性の第3は コンピュータ犯罪の防止であ る。部内及び部外者に よる コ

ンピュータ犯罪が種 々発生 してきてお り,シ ステム監査の重要な対象である。

さらに社会 的な側面か らシステム監査の第4の 必要性としてプライバシー

の保護をあげ ることがで きる。企業 システムと行政 システムでは個人 データ

の種類,量,性 格が異なるが,そ の処理にあた っては プライバ シーの保護に

十分な配慮が必要である。

6.22シ ステム監査の定義 と目的,視 点

日本情報処理 開発協会の定義 によれば,「 システム監査 とは監査対象か ら

独立 した客観的 な立場で コンピュー タを中心 とす る情報処理 システムを総合

的に点検 ・評価 し,関 係者 に助言 ・勧告す ることをいい,そ の有効利用の促

進 と弊害の除去 とを同時に追求 し,シ ステムの健全化 を図るものであ る」

以上の定義をベー スにす る とシ ステム監査の 目的は コンピュータ ・システム

の効率の追 求,品 質の保障,幣 害の除去 を図 ることであ り,シ ステ ム監査の

ね らいは次の3点 に集約 できる。

① 経営者の観点か らは シ ステムの生産性,採 算性,適 時性の面で十分な シ

ステ ム監査が必要である。

② シ ステムの品質 を高め,エ ラー,事 故,犯 罪 を防止するために準拠性,

信頼性,安 全性,機 密性の観点か ら十分な監査が必要となる。
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③ コンピュー タをめ ぐるプラ イバシーの問題は重要である。従 って個人 デ

ー タの処理に関 してはアウ トプ ットの保管,破 棄に至 るまで十分な機密保

持が可能 とな ってい るかの監査が必要 である。

6.2.3シ ス テ ム監 査 対象 業 務

シ ステ ム監 査 の場 合 には,企 画 レベ ル ー 開発 レベ ル ー 稼 動 レベ ルの 各

段 階 で と ら える必 要 が あ り,そ れ ぞれ の プ ロセ スが 監 査対 象 とな る こ とが 望

ま しい 。

(1}シ ステ ム企画 レベ ルの 諸 問 題

シ ステ ム企画 レベ ル にお け る問 題 点 の受 け とめ方 は,シ ステ ム部 門 の総

合 管 理,シ ステ ム開 発企 画,及 び シ ス テム運 用 企 画 と して と ら え られ る。

総 合 管 理 は,全 社 的 な立 場 で の シ ステム部 門 の方 向づ け等 を含 ん だ 部門

全 体 の管 理 ・運 営 に関す る企 画 と して と ら える こ とがで き る。

シ ステ ム開 発 企 画は,開 発 が要 請 され,具 体 的 に 開発 計 画 を 立 案す る際

の 企 画 を さ してい る。'

シ ステ ム運 用 企 画は,オ ペ レー シ ョン段 階 に入 った シ ステ ムの,運 用 体

制 に つ い ての 基 本 方 針の 策 定 に 関す る 企画 と言 うこ とがで き る。

(2)シ ステ ム開発 レベ ルの 諸 問 題

シ ステ ム開発 レベ ル の業 務 を監 査 可 能 にす るた め に は,ま ず,シ ステ ム

開発 過 程 を標準 化 す る必 要 が あ る。 も し標 準化 され てい な い とす れ ば,シ

ステ ム監 査 人 の 関与す べ き 時 点が 明確 に把 握 で きな くな るで あ ろ う。

そ こで,こ こで は,各 フ ェー ズにつ い て 監査 の 観 点 か ら 検 討 を 加 え,

そ して,こ れ らを も と に して,シ ステ ム開 発 レベ ルに おけ るチ ェ ック リス

トを 作成 す る必要 が あ る。

(3}シ ステ ム稼 動 レベ ルの 諸 問 題

シ ステ ムの稼 動 レベ ル とは,完 成 した シ ステ ムが,開 発 部 門か ら運 用部

門 に 引 き継 がれ,実 際 に業 務 を処 理 してい る段 階 で あ る。
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この段階で,プ ログラム上,あ るいは操作上のエ ラーが発生す ると業務

上の混乱を招 くし,破 壊行為の対象 とな り被害を受け ると,業 務が中断 し,

大 きな損害 を蒙るな ど,混 乱 を深め ることになる。

さ らに,最 近では,コ ンピュー タ犯罪が大 きな脅威 とな りつつ あ り,具

体的 な予防策の実施が急がれている。

プラ イバシーの侵害 について も,や は り稼動 レベルで発生す ることにな

る。

以上のよ うな ことか ら,シ ステム稼動 レベルについては,有 効利用の追

求が行われ ることは 当然の ことなが ら,幣 害 を発生 させ ないための監査が

重視 され なければ な らない。 このよ うな観点か ら,シ ステム運 用における

チ ェック リス トを作成す る必要が ある。

62.4シ ステム監査 の主体

シ ステム監査は,民 間企業の場合,第 一義的には企業の内部監査部門の業

務 と位置づけ られ ることになる。

一方,公 認会計士は,独 自の立場か らシステム監査を要請 してい る。公認

会計士の行 う会計監査は,端 的にい えぼ計算書類が法令や定款に従 って,適

法に作成されてい るか どうかについ て監査を行い,意 見を表 明す ることであ

る。そ して,シ ステム監査 との関連 については,会 計が コンピュータに より

処理 され てい る場合に,計 算書類の作成過程,す なわち会計処理 システムに

もとつ く処理過程について,監 査証跡が 見読不可能な形 に変 って しま うこと

が問題点として指摘 され ている。従 って,公 認会計士 としては,こ の部分 に

つい ての信頼性を確認 で きるよ う望んでいるわけである。企業 としては,こ

れに対応す る必要性が あるか ら,内 部監査部門は会計処理 システムについて

は公認会計士 との意志 疎通 を図 り,公 認会計士の意図す るところを十分理解

す るよ うに努め,調 整 を図 りなが ら監査の実施にあたることが望 まれ る。

また,監 査役は,取 締役の職務執行 を監査す るとい う独 自の機能 を持つ も

一211一



のであ り,取 締役の職務執行を監査するわけであ るか ら,取 締役が下部機構

に委譲 して行われてい る職務について も,監 査役の監査の範ち ゅうに入ると

解釈す ることもで きよう。 これ らの ことか ら,シ ステム監査への監査役のア

プローチ としては,内 部監査部門が行 った システム監査の結果を活用 し,不

足 してい る点があれ ぼ 自ら行 うとい うのが効果的であろ う。

(1)監 査主体の独立性 ・客観性

システム監査は,「 監査対象か ら独立 した客観的立場で」行われ る必要

がある。 このため,監 査の主体は,組 織的 に独立 した位置づけを与 えられ

るべ きで あ って,こ うした意味か らも,シ ステム監査は内部監査部門の業

務 と位置づ けるのが望ま しい。

また,監 査 人個 々人 としても,公 正 ・不偏な客観的立場 を保持 し,守 秘

義務 ・企業利益追求義務を守 り,知 識の向上 ・熟練の体得 に努力す る必要

があ り,監 査人の行動基準 としての 「システム監査人倫理綱領」の制定が

望 まれ る。

(2)シ ステム監査人の養成

シ ステム監査を実効あ るもの とす るためには,運 用段階におけ るスポ ッ

ト的事後監査のみ な らず,企 画 ・開発段階 におけ る事前監査を常時行 う必

要 が あ る。 従 って,コ ンピュ ー タに 関す る専 門知識 をもって常時 シス

テムの監査にあた るスペシ ャリス トとしての システム監査人を養成す る こ

とが急務 となって きてい る。

シ ステム監査人の養成につい ては,コ ンピュータ専門家 を監査部門に配

置 して監査教育を施す方法 と,監 査人に コンピュータ教育を施す方法 とが

考 え られ る。一般的には,前 者が比較的 よく採用 されてい るが,後 者の場

合は相 当長期間の訓練が必要になると言われ てい る。

今後,シ ステム監査人 に必要 とされ る資質が 明確に され,い かに養成 し

てい くか について,そ の教育の内容 と方法 についての研究が進め られてい

かなければ な らない。
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62.5シ ステ ム 監査 の 手 法

(1)手 法 の分 類

シ ステ ム監 査 の段 階 と して は,ま ず コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムを ブ ラ ック

ボ ック ス的 に取 扱 う段 階(こ れ は シ ステ ム監査 不在 の段 階で あ る)か ら ,

シ ステ ム に立 入 って,質 問書 ・文 書 ・記 録 の 監査,面 接 調 査 ,現 場 調 査等

に よ りシ ステ ム監 査 を行 う段 階,さ らにそ の上 に監 査人 が コ ンピ ュー タ ・

シ ステ ムか ら何 らか の ア ウ トプ ッ トを取 り出 して 監 査 に利 用す る段 階が あ

る。 監 査 手法 と して,と くに論 じられ て きたの は,主 に この第3の 段 階 に

お け る 諸技 法 で あ るが,こ れ らを その機 能面 か ら 見る と次 の よ うに な る。

① シ ステ ムの テ ス トを主 とす る もの

・テ ス ト ・デー タ法

・ITF法

・平 行 シ ミュ レー シ ョン法

② コ ン ピ ュー タ ・プ ログ ラム ・ロジ ックの 分析,デ ー タ処 理 過 程の 補 足

を主 とす る もの

・平 行 シ ミュ レー シ ・ソ法

・スナ ップシ ョッ ト法

・ トレー ス法

③ 現 行 プ ロ グラ ムの検 証 を 主 とす る もの

・オ ー トマチ ック ・フ ロー チ ャー テ ィン グ法

・ボ ソデ ィ ッ ド ・プ ログ ラ ム法

・コ ー ド比 較 法

④ コ ンピ ュー タ設 備 の オ ペ レー シ ・ソ状 況の 補 足 を主 とす る もの

・ジ ョブ ・ア カ ウ ンテ ィ ング ・デ ー タ分 析 法

⑤ 監 査 目的 上 意味 の あ る デー タを,処 理 中 の デ ー タ,あ るい は フ ァイル

か ら抽 出 し処 理す る こ とを主 とす る もの

・監 査 モ ジ ュー ル法
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・監査 ソフ トウェア法

(2}シ ステム監査の手法

① 質問書

質 問書は,シ ステム監査 において着眼すべ き全分野を対象 とす ること

ができ,と くに システム監査を新た に導入 ・実施 しよ うとす る際 には不

可欠の方法 と言 えよ う。

質問書は,す で にい くつかの ものが発表 され てお り,シ ステム監査に

お けるチ ェ ック ・ポイン トが網羅的に示されているので,そ れ 自体が監

査人 にとっての ガイ ドとな り,組 織の実情 に合わせて これ を利用すれば

極 めて容易に質問書による監査 に着手す ることができる。

質問書に対す る回答がネ ガテ ィッブなものであれば,直 ちに改善策の

検討へ進む ことがで きるし,ポ シテ ィブな場合 には,必 要 に応 じてさ ら

に実地にこれを検証す るとい うことになる。質問書は,シ ステム監査が

すでに実施 されている組織 体にあ っても,依 然 として有効 な監査手法で

ある。

質 問書において注意すべ きこ とは,質 問書に掲げ られた以外の項 目を

見落 していないか,シ ステ ムの変更 に対応 し得ているか とい う点で ある。

また,質 問が 単純 な イエ ス ・ノーの回答を求め る形式のみの場 合には,

システ ムの十分 な把握がで きないので,記 述式の回答を求め る質問を 加

えるな どの工夫が必要であ る。

② ドキ ュメン ト調査

システム監査におい ても,文 書 ・記録 の閲読な どによる監査 の基本的

重要性は変 らず,監 査作業の大 きな比重を 占め るもので ある。

ドキ ュメン トによる監査 は,シ ステム ・ドキ ュメンテーシ ョンが十分

な され,メ ンテナ ンスされ ているかの チェ ック,ド キ ュメン ト上十 分な

コン トロールが シ ステムに組込まれ てい るかの検討,運 用実施状況の記

録の検査,さ らに プログラム ・ドキ ュメン ト,原 始伝票 の精査 にも及び

一214一



得 る。

ドキ ュ メ ン トに よ る監 査 は,手 作業 に よ る監査 の 主 な もの で あ るが,

コ ンピ ュー タに よ り処 理 され る情 報量 ・対 象 業 務が 拡大 し,さ らに デ ー

タが 電 磁 化 され 見読 可能 な範 囲 が ます ます 限 定化 され て くる と,量 的 ・

質 的 に これ の み で は 監査 目的 が十 分達 成 で きな くな って くる。 そ こで,

コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの 情 報 処 理機 能 を監 査 に利 用 した り,コ ン ピ ュ

ー タ処 理過 程 を 直接 コ ン ピ ュー タを用 い て監 査す る こ とが 次 第 に必 要 に

な って くるの で あ る。

なお,面 接 調 査,現 場 調 査 な どで は現 場 に 出か け,担 当者 と合 い,現

場 を観 察す る こ との 重要 性 は 極 め て大 で あ る。担 当者 との 公式 ・非 公 式

の 面接 に よ り,監 査 人 は,シ ステ ムにつ い て理 解 を深 め,方 針 ・規 定 等

の 満足 状 態,遵 守 状 況 を直 接 的 に看取 す る ことがで き る。

また,施 設の 物 理 的 セ キ ュ リテ ィの監 査 は,現 場 で の 実 施 調査 な しで

は 満足 す べ き結 果 は 得 られ ない 。

③ITF(ミ ニ ・カ ンパ ニー)

ITFは,IntegratedTestFacilityの 略 で あ り,ミ ニ ・カ ン

パ ニー と も呼ば れ て い る。 シ ステ ム中 に架 空 の部 門(ミ ニ ・カ ンパニー)

の フ ァイル を設 け,こ の架 空 部 門の 架空 の テ ス ト ・デ ー タを 実 際 の デ ー

タ と一 緒 に稼 動 中 の シ ス テ ムに流 し,そ の 結 果を 予 め手 作 業 に よ って得

られ た 正 しい 結 果 とを 照合 し.シ ステム を テ ス トしよ うとす る もので あ

る。

架 空 デ ー タを用 い て シ ス テム を テ ス トす る方 法 と しては,従 来 か ら テ

ス ト ・デ ー タ(テ ス ト ・デ ック)が あ るが,運 用段 階 に あ る シ ス テ ムの

テ ス トと しては,テ ス ト ・デ ー タの設 計 ・メ ンテナ ン スが 困 難 で あ る 。

また,実 際 の オ ペ レー シ ョ ン時で は な く,別 に テ ス トの た めの コ ンピ ュ

ー タ時 間 を要 し,し か もそ の 際 テ ス トされ る プ ログ ラムが,実 際 の プ ロ

グラムと異な るものに取 替 え られ てい れぼ,テ ス トは無 意 味 に な る な ど,
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あ ま り優 れ た方 法 とはい えな い とされ てい る。

ITFは,こ の テ ス ト ・デー タの 発 展形 態 と考 えて よ く,テ ス トに 特

別 の 時 間 を要 さず,シ ス テム稼 動 中 に本 番 プ ロ グラ ムを テ ス トで き るの

で,と くに オ ンラ イ ン ・シ ス テムの 監 査 に 有効 な 手法 と され てい る。

④ 平 行 シ ミュ レー シ ョン

ITFが,稼 動 シ ス テ ムに テ ス ト ・デー タを流 す方 法 であ るの に対 し

て,平 行 シ ミ ュ レー シ ョンは,シ ス テム中 の監 査 目的 上必 要 とす る プ ロ

グ ラムに つ い て,監 査 人 が別 の シ ミュ レー シ ョン ・プ ログ ラムを 用意 し,

そ れ に 実 際 の デ ー タを イ ン プ ッ トし結 果 を 比較 す る方 法 で あ る。

この 方 法 は,テ ス ト ・デ ー タの設 計 ・維 持 が不 要 で あ り,稼 動 シ ステ

ム と全 く分 離 して実 行 で き,金 融 機 関 の利 息 計算,自 動 在 庫,不 良債 権

償 却 シ ステ ムな どの 事 故 防 上等 に 適 してい る。

欠点 と'して は,シ ミュ レー シ ョン ・プ ロ グラ ムの 開発 に 時間 と費 用が

か か る こ とで あ るが ・ この 点は 汎 用 監査 ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジの利

用 に よ り短 縮 す る こ とが 可能 で あ る。

⑤ スナ ップ ・シ ・ ッ ト,ト レー シ ング

スナ ップ ・シ ョッ トは,シ ス テムに この た めの ル ーチ ンを組み 込 み,特

別 の コー ド(タ グ)を 付 した デ ー タが 各 ス テ ップを 通過 す る際,そ の 時

の コ ン ピ ュー タの主 記 憶 装 置の 内容 を ア ウ トプ ッ トと して書 出 させ る方

法 で あ る。 プ ロセ ス中で,デ ー タが 次 々 と変 形 加 工 され て 行 く場 合,そ

の 時 々の 処 理 状 態 を確 認 で きるの で,監 査 証 跡 の 確 保が で き,デ バ ッグ

の た めの 方 法 と して も有 効性 を発 揮 す る。 しか し,こ の方 法 の活 用 には,

高 度の 知 識 を要 し,メ モ リ占有 量 の 増 大,コ ン ピ ュー タ ・パ フ ォー マ ン

スの低 下 な どの 欠 点が あ る。従 って,監 査 モ ジ ュールやITFの 方 が,

同 じ監 査 目的 を達成 で き,し か も時 間 的 に も有 利 な 方法 で あ る と言 わ れ

'て い る
。

トレ ー シン グ は,選 択 され た あ る トラ ンザ クシ ョンにつ い て実施 され
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た プ ログ ラムの全 て の ス テ ー トメ ン トの リス トを得 て,プ ログ ラムの ロ

ジ ックを分析 す る方 法 で あ る。 しか し,こ の方 法 は,監 査 手法 と して は

スナ ップ ・シ ョットと同様 の 欠 点 が あ り,継 続的 監査 の た め の ツー ル と し

てふ さわ しい とは 言 えな い。

以上 の 二手 法 は,シ ステ ムの 検 収 テ ス トや 限 定 され た詳 細 な監 査 目的

に とって 有効 な手 段 で あ るが,そ の 利 用範 囲は 自 ら限 られ た もの で あ る

とい って よい 。

⑥ オ ー トマチ ック ・フ ローチ ャー テ ィング,ボ ンデ ィ ッ ド ・プ ログ ラ ム,

コー ド比 較

オ ー トマチ ック ・フ ローチ ャー テ ィングは,現 行 プ ロ グラ ムか ら フ ロ

ーチ ャー トを 自動 的 に プ リン ト ・ア ウ トし
,シ ステム ・ドキ ュ メ ン ト中

の フ ローチ ャー トと比較 す る方 法 。 ボ ンデ ィ ッ ト・プ ログ ラ ムは,現 行

プ ロ グラ ムとオ リジ ナ ル ・プ ログ ラ ムを比較 し,加 除 訂 正 され た ス テー

トメ ン トの 明細 や件 数 トー タル を取 る方 法。 コー ド比 較 は,高 レベル 言

語 に よ る コー ドを現 行 コ ンパ イ ラ と監 査 用 コ ンパ イラに か け て,2つ の

オ ブ ジ ェ ク ト ・コー ドを 比較 す る方 法 で あ る。い ず れ も ,現 行 プ ロ グラ

ム と ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンの間 に 喰い 違 いが ない か の 検証 に利 用 され る
。

これ らの 方法 の た め に は,各 メー カや ソフ トウ ェア会 社 か ら発 売 され て

い る プ ログ ラムを 利 用す る こ とが で きる。

⑦ ジ ・ブ ・ア カ ウ ン テ ィン グ ・デ ー タ分 析

ジ ョブ ・ア カ ウン テ ィン グ ・デ ー タ分 析とは,シ ステ ム部 門 の パ フ ォ

ー マ ンス測 定や
,ユ ーザ ご との コ ン ピ ュー タ使 用経 費 測定 の た め に開 発

され た プ ログ ラムを,監 査 のた め に 利 用す る方 法 で あ る。 た と えば,S

MF(SystemManagementFacilities)は,ユ ー ザ 名,ジ ョブ名 ,

CPU使 用時 間,デ ー タ ・セ ッ ト名,デ ー タ ・セ ッ トご との デ ー タ量 等

の情 報 が 得 られ る の で,監 査 人 は コ ンピ ュー タ施 設 の リソー スの 使 用 状

況 の詳 細 が 把 握で き,効 率 性 の検 討,プ ログラ ムや デ ー タへ の ア クセ ス
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に関 す る規定 の遵 守 状 況の 監査 がで き る。

このSMFに お け る制約 は,SMFデ ー タは被 監 査 部 門か ら提 供 され

る もので あ り,量 も膨 大 で あ る こ とか ら,監 査 人 の側 にデ ー タ処理 とS

・MFに つ い ての 高 度の 知 識 を要 す る こ とで あ る。

⑧ 監 査 モ ジ ュー ル

監 査 モ ジ ュ ー ルは,シ ステ ム内 に組 込 まれ てい て,監 査 人 の 指定 した

抽 出条 件 に合 致 した デ ー タが,シ ス テ ムを通過 す る際 これ を抽 出す る プ

ログ ラ ムで あ る。

この監 査 モ ジ ュールは,ス イ ッチ に よ って オ ソ/オ フの 切替 えを した

り,抽 出条 件 を変 更す る こ と も可 能 で あ る。

監 査 人 は,抽 出 され た 監査 用 フ ァ イルに よ り,異 常 な トラ ンザ クシ ョ

ンを補 足 し監 査 に 利 用す るこ とが で きる。

監査 モ ジ ュール は,余 分 な コ ン ピ ュー タ時 間 を ほ とん ど必 要 とせず,

通 常 の コ ン ピ ュー タ処理 の 中 で継 続 的 監 査 を実 施 で き,エ ラ ー ・不 正 な

どは 直 ちに 発 見で き る。 ま た,オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムに も適 用 可能 で あ

る こ とか ら,極 め て有 効 な監 査 ツールで あ る。

監査 モ ジ ュール の抽 出条 件 は,こ れ を あ ま り限 定す る と継 続的 監 査の

目的 を 達 し得 ない こ とに なる ので,相 当 に 包括 的 な もので あ る こ とが 必

要 で あ る(例 えば,全 ての 修 正支 払 トラ ンザ クシ ョンとい うよ うに)。

これ に よ り,監 査 上 有意 なデ ー タが もれ な く捕 え られ る ことに な るが,

他 方 モ ジ ュール は弾 力性 を欠 き,監 査 フ ァ イル が膨 大 な もの とな りが ち

で あ る。

監査 人 に は,コ ンピ ュー タ と対 象 シ ス テ ムの 双 方 につ い て の十 分 な知

識 ・理 解 が要 求 され る。 さ らに,既 存 の シ ス テムに これ を組 入 れ る こ と

は,極 め て 複 雑 な作 業 とな り,新 規 シ ステ ムに つい て も開発 コ ス ト ・時

間 に 負担 と な る こ とは 避 け られ な い 。 また,頻 繁 に変 更 を 受 け る シ ス テ

ムの場 合 の メ ンテナ ン スも多 くの 時 間 と費 用 を要す る。
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⑨ 汎 用監 査 ソフ トウ ェア

(ア)汎 用監査 ソフ トウェ アの機 能

汎 用監 査 ソ フ トウ ェアは,コ ンピ ュー タ ・シ ス テ ムの フ ァイルか ら,

監 査 人 の 指 定 した基 準 に従 って デ ー タを抽 出 し,計 算 等 を行 い,レ ポ

ー トを ア ウ トプ ッ トし,シ ステ ムを監 査 で き る よ うにす る プ ログ ラム

群 で あ る。 従 って,前 項 の監 査 モ ジ ュール の よ うに,シ ステ ムを継 続

的 ・自動 的 に 監 査 しフ ァ イル を作 成す る もの では な い。

汎 用監査 ソフ トウ ェアは,パ ッケー ジ と して ア メ リカを中 心 に か な

り開 発 され て い るが,ほ ぼ いず れ もデ ー タ ・フ ァ イル か らの デ ー タの

抽 出,デ ー タの 各種 演 算 と検 算,別 フ ァ イル との 比 較,統 計 処 理(サ

ンプ リン グ,度 数 分布 表 の 作成 な ど),レ ポ ー トの 作 成,さ らに 平 行

シ ミュ レー シ ョン,シ ステ ム ・ロジ ックの テ ス トな どの機 能 を有す る

もの もあ る。

これ らの ソ フ トウ ェア ・パ ッケー ジは,利 用 度 も高 く,歴 史 もあ り,

高 度 の 柔 軟性 を備 えてお り,プ ロ グラ ミン グ言 語 も ハ イ レベ ルで 書 か

れ るの で,監 査 人 は それ ほ ど高度 の 技 術的 知 識 が な くて も,シ ス テム

部 門 に依存 す る こ とな く監 査 手法 を実 行す る こ とが で き る。 シ ス テ ム

の 変 更に 対 して も対 応 が容 易 で あ り,1つ の パ ッケー ジで 多 くの ア プ

リケ ー シ ョ ン ・シ ステ ムを監 査 し うる等 の優 れ た 特長 が あ る。

(イ)他 の 監 査 手法 との 結合

以上 の よ うな汎 用監査 ソフ トウ ェアの機 能 を,他 の監 査 手 法 と結 び

つ け る こ とに よ って 活 用 す る とい う方 法 が あ る。

た とえば,監 査 モ ジ ュール は,前 述 の よ うに継 続 的 監査 の た め の 優

れ た方 法 で あ るが,モ ジ ュール に よ り提 供 され るデ ー タは膨 大 な もの

とな る傾 向が あ る。 そ こで,監 査 フ ァ イル に対 して 汎 用監 査 ソフ トウ

ェ アを組 合 わ せ る と,監 査 人 は,そ の 時 の監 査 目的 に 即 した 形 で監 査

用 の デ ー タを 分 析,検 討す る こ とが 可 能 とな る。 この 方法 は,一 般 に
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監査 ソフ トウ ェアが対 象 フ ァ イル の性 格,フ ァイル更 新 の タ イ ム ・サ

イクルの 制約 を受 け る点 を考 える と,双 方の 長 所 を活 か した 方法 で あ

る と言 うこ とが で き る。

この よ うな活 用 法 は,SMFに つ い て も同 じよ うに 用い る こ とが で

き,コ ン ピュー タ施設 の 監査 に効 果 を発 揮す る。

(エ)監 査 ソフ トウ ェア ・パ ッケー ジの選 択

監査 用 ソフ トウ ェアは,自 社 で 開 発す る こ とも不 可能 で は ない が,

一 般 的 には 汎 用 パ ッケ ー ジを 購入 す るほ うが 現 実 的 で あ る
。 パ ッケー

ジ選択 の 基 準 は,他 の 場 合 と特 に変 わ って い るわ け で は な い。 す な わ

ち,使 用 目的へ の 合致,柔 軟 性,使 用 の容 易性,機 能 の豊 富性(こ れ

は使 用 目的 と価 格 との 関連 で 考 慮す べ きで ある),サ ポ ー トの程 度,

コ ス トと利 益 の 対 比等 で あ る。

6.2.6各 機 関に お け る シ ステ ム監 査 実 施基 準

コ ンピ ュー タ シ ステ ムの安 全 性 ・信頼 性 を確保 す るた め 運 用体 制 面 で の各

種 基 準 が行 政 機 関 を中 心 に 提示 され て い る。

行 政 管理 庁 で は行 政 機 関 を 対 象 に 「コンピュータ ・システムの システム ・コ ン

トロール の実 施 要領 」,通 産 省で は 民 間 の ソフ トハ ウ ス,計 算 セ ン ターを 対

象 に 「コンピュータ ・システム安 全 基 準」,郵 政 省で は デ ー タ通 信 ネ ッ トワー

クの 観 点 か ら,さ らに 日本 情報 処理 開発 協会 で は一 般 コンピュータ ・ユ ーザを

対 象 に 「シ ステ ム監 査(試 案)」 を と りま とめてい る。

以下 には その 概 要 を紹 介す る。

(1)行 政 管理 庁 に お け る シ ステ ム ・コ ン トロール実 施 方法

シ ステ ム監 査 の ガ イ ドラ イ ンの 一つ の 基準 と して,行 管庁は 「システ ム ・

コン トロール実 施 要領 」 を ま とめ てい る。 この ガ イ ドラ イ ンで は コ ンピ ュ

ー タ ・シ ス テムの 効率 性 を担 保 しつ つ ,安 全性 ・信 頼性 を確 保 す るた め に

行 う シス テ ムの 点 検 ・評 価 を シ ス テ ム ・コン トロール と定 義 して,コ ンビ
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ユー タ シ ス テムの 運 用,選 定 評価,さ らには 業 務処 理 シ ス テ ムの 開発 ,変

更,評 価 等 につ い て実 施 方 法 を ま とめ てい る。 総 計186の チ ェ ック項 目を

設定 して,実 践 的 に利 用で きる よ うな リス ト形式 と して い る。

① 目 的

この 要綱 は,行 政 機 関 にお け る電 子 計算 機 システムの システ ム ・コ ン

トロー ルの 実 施 に関 し,必 要 な事 項 を定 め る こ とを 目的 とす る。

② 定 義

この 要 綱 等 に おい て使 用す る用 語 の定 義 は,次 の とお りで あ る。

(ア)シ ステム ・コン.トロール:シ ス テ ムの 効 率性 を担 保 しつつ,安 全 性,

信 頼 性 を確 保 す るた め,電 子 計算 機 シ ス テム を総 合 的 に点 検 ・評 価

す る こ と をい う。

(イ)電 子 計 算機 シ ス テム:ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェア及 び要 員 を含

む 資 源 の 総 体 をい う。

(ウ)業 務 処理 シ ステ ム:電 子 計 算機 シス テ ムを使 用 して 処理 を行 う業

務 の シ ス テ ムをい う。

←)電 子 計算 機 運 用 管理 部門:電 子 計算 機 シ ステ ムを 運 用管 理す る部

門 を い う。

け)開 発 部 門:業 務処 理 シ ス テ ムを 開発 す る部 門 をい う。

(カ)ユ ーザ 部 門:業 務 処 理 シ ステ ムを利 用す る部 門 をい う。

侍)関 連 部 門:電 子 計 算機 運 用管理 部門,開 発 部 門,ユ ーザ 部 門 の う

ち 自部 門以 外 の 部 門 をい う。

(ク)ラ イ ブ ラ リ:集 合体 と して体 系 的 に管 理 され た プ ロ グラ ム及 び デ

ー タの 磁 気 フ ァイル な らび に ドキ ュ メ ン トを い う。

(ケ)ド キ ュメ ン ト:業 務処 理 シ ス テムの設 計,プ ログ ラ ミン グ結 果及

び 電子 計 算 機 シ ス テ ムの 運 用 に 関す る事 項 を 記 述 した 書 類 を い う。

③ 実 施 対象
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システム ・コン トロールは,電 子計算機 システム及び業務処理 システ

ムを対象 とす る。

④ 実施主体

システム'コ ントロールは,関 連部門の理解 と協力の もとに,原 則 と

して電子計算機運 用管理 部門が実施す る。

⑤ 実施体制

システム・コントロールの実施にあた り,実 施責任者 と実施担当者 を

設置す る。

実施責任者は,原 則 として,電 子計算機 運用管理部門の長とす る。

実施担当者は,電 子計算機 システム及び業務処理 システム全般に関

す る専門知識 と実務経 験を持 った者 とす る。

⑥ 実施時期

システム ・コントロールは,定 期的 に実 施す るもの とす る。

⑦ 実施計画

システム・コン トロールの実施にあた っては,実 施責任者は実施計画

を策定 しなけれぼな らない。

⑧ 実施方法

システム ・コントロールの実 施にあた っては,本 要綱 にもとづ き,別

途 作成す るチ ェ ックリス トを使 用す るもの とす る。

⑨ 報

実施担 当者は,シ ステム・コントロールの実施結果を報告書 にまとめ,

実施責任者 に提出 しなければな らない。

⑩ 改善措置

実施責任者は,上 記報告書 にもとづ き,改 善の必要性が認 め られ る

事項については,す みや かに適切な措置 を講 じなければな らない。
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(2)通 産省における コンピュータ ・システム安全基準

通産省は コンピュータ利用者 に対す る安全基準に係 る指針を示 してい る。

その内容は設備基準及び運用基準か ら成 り,対 象主要項 目は以下の通 りで

ある。

① 設備基準

(ア)共 通事項

(イ)建 築物

(ウ)電 子計算機室

←)電 子計算機 システム

(オ)デ ータ等保管室

(カ)電 源室,空 気調和室等

Gう 電気設備

(ク)空 気調和設備

(ケ)監 視制御

② 運用基準

(ア)組 織体制

(イ)建 築物

(ウ)電 子計算機室,電 子計算機 システム及び1司関連設備

(⇒ 記録媒体及び ドキ ュメン ト

〔ガ 外部委託

(3)郵 政省におけ るデー タ通信 ネ ッ トワーク安全 ・信頼性基 準

郵政 省は大規模なデー タ通信 ネ ッ トワー クで社会的に比較的 重要 なもの,

またはそれに準ず るものを対象に した安全 ・信頼性に関す る設計及び管理

の指標 と しての基準 を定めている。

その主要対象事項は以下の とお りである。

一223一



① デー タ通信の一般基準

・システムの故障 または災害等の対応条件

デー タ通信 セ ンタ及び データ交換セ ンタの基準

。設備基準 一 回線設備,電 子計算機の本体 または データ交換設備,

電力設 備,空 気調和設備,機 械室,建 築物

。管理基準 一 通信の秘密保護及びデー タ保護管理,保 全管理

デー タ集線 セ ンタの基準

。設 備基準 一 電気的条件,耐 震,信 頼性,フ ァイルの保管,設 置に

あた っての条件

。管理基準 一 端末の利 用者 ファイルの保管,集 線装置等の室 または

保管 庫の管理,デ ー タ集線 センタの無人運転時の管理,集 線装置等

の保全管理

(4}日 本情報処理開発協会試案の システム監査基準

日本情報処理開発協会は,シ ステム監査に関す る基本事項を システム監

査基準(試 案)と している。 その主要項 目は以下の とお りであ る。

一 般基 準

1.シ ス テム監 査 の 意義 ・目的

コ ン ピ ュー タを 中心 とす る情 報 処 理 シ ステ ムを客 観 的 な立 場 か ら

総 合的 に点 検 ・評価 し,シ ス テ ムの 有 効利 用の 促進 と幣 害 の 除去 を

行い,シ ステ ムの健 全 化 を図 る。

シ ス テ ム温 査 の 対象

シ ス テ ムの 企 画 ・開発 ・運 用 等の 全 て を対 象 とす る。

シ ス テム監 査 人

シ ス テム と監 査 の知 識 ・経験 を基 礎 と し,シ ス テ ム監 査 を行 う者
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をい う。

4.シ ステム監査の原則

4-1.シ ステム監査の独立佐

川 監査人は監査対象か ら独立 していなければな らない。

(21監 査人は システムに対す る客観的な評価者でなければな らない。

③ 監査活動 を保証す るため,複 数 の監査人により評価 ・検討 を行

うことが望 ましい。監査人は,倫 理的要請を自覚 し,的 確かつ誠

実な監査 を通 じ,信 頼 と期 待に応 えなけれぼな らない。

H実 施基準

1.体 制の整備

1-1シ ステム監査

(1)監 査を実施す るため,規 程 を定 めなければな らない。

② 規程は,監 査 を十分に実施で きる内容でなければな らない。

(3}規 程 には,原 則として監査人の責任 ・権限,他 監査 との調整,

監査手続 き ・報告手順 を定めなければな らない。

④ 規程は,最 高経営者の承認を得 なければな らない。

1-2.シ ステム監査人の員数

シ ステムの規模に応 じて複数人置かれ ることが望 ま しい。

1-3.シ ステム監査人の能力

川 シ ステムの開発 ・設計の経験があ り,プ ログラ ミング,ハ ー ド

ウ ェア,ソ フ トウェア,シ ステム分析等に関 し基本的知識を持 た

なければ な らない。

(2)監 査についての専門知識 と実 務経験 を持たなければな らない。

(3}情 報 処理内容に精通するよ う努 力 しなけれぼな らない。

(4)常 にシステム監査 に関す る新 しい知識 ・技能の習得 に努めなけ

れぼな らない。

⑤ 的確 な判断力を養 うよ う努 めなければな らない。
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1-4.シ ステ ム監 査 人 の 育 成

(1)最 高責 任 者は,シ ス テ ム監 査 人の 育 成 に努 め なけ れ ぼ な らない。

(2}シ ス テム監 査 人の 育 成 に あた って は,情 報 処 理業 務 の 経験 を有

す る者 に,監 査業 務 の 知 識 を習 得 せ しめ る こ とが望 ま しい。

2.シ ステ ム監査 人 の職 務

2-1.シ ステ ム監 査人 の任 務

シ ス テ ム監 査 を通 じて,つ ぎの 各 項 の 実現 に貢献 す る よ う努 め な

け れ ぼ な らない 。

ω シ ステ ムの 有 効利 用を 促進 し,処 理 の 正確 性 を確 保 す る こ と。

(2)エ ラーの発 生 を 防止 す る こ と。

(3}地 震 等 の 自然 災害 対 策 を十 分 な ら しめ,事 故 の 発 生 を防 止す る

こ と。

(4)プ ラ イバ シーの 侵害 を 防止 す る こ と。

(5)コ ンピ ュー タ犯罪 を防 止す る こ と。

(6)そ の 他,総 合 的 に シ ステ ムの健 全 化 をは か る こ と。

2-2.シ ステ ム監 査 人の 権 限

U)シ ステ ム監査 の 実施 に あた って,事 前 に被 監査 部 門 に 対 して資

料 提 出 を 求め る こ とが で きる。

(2)被 監査 部 門 は,シ ステ ム監 査 人の 資 料 要 求 に対 し,正 当 な 理 由

が な い 限 りこば む こ とは で きな い。

(3}シ ステ ム監 査 人が 必 要 と認 め た場 合,情 報 処 理 の 専 門家 を補 助

者 に 加 えた シ ス テム監査 チ ー ムを編 成 し,シ ス テム監 査 に あた る

こ とが で き る。

(4}シ ス テム監査 人 が と くに必 要 と認 め た場 合,被 監査 部 門 の 特定

者 を シ ス テム監査 チ ー ムに 加 えて協 力を 求 め る こ とが で き る。

2-3他 監査 との調 整 ・連 携

(1)シ ステ ム監 査 人 は,シ ステ ム監査 業 務 に 関 して,監 査役 と連 携
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を保持す ることが望 ましい。

② 会計 システムについて,公 認会計 士または監査法人(以 下 「公

認会計士等」 とい う)と の意思疎通 を図 り,公 認会 計士等の意図

を十分理解 し,調 整を図 りなが ら監査にあたることが望 ま しい。

(3)シ ステム監査 の結果について,公 認会計士等 よ り要請が ある場

合 には,こ れを提示 しなければな らない。

(4}シ ステム監査の結 果について,公 認会計士等が疑問を持つ場合

には,シ ステム監査 人はすみやかに調整iをはか らなければな らな

い。

3.計 画 ・実施

3-1.監 査計画

q)シ ステム監査人 は,シ ステム監査の実施にあた って,事 前にシ

ステム監査計画を策定 しなければな らない。

(2)シ ステム監査計画は,基 本計画 と個 別計画を策定 しなけれぼ な

らない。

{3)基 本計画 には,当 該事業年度の主要監査 テーマ,監 査対象等 を

明記 し,最 高経 営者の承認 を得なければな らない。

(4}個 別計画 には,対 象,範 囲 と手続 き,時 期と 日程,責 任者,事

務分担,報 告時期等を明記 しなければ な らない。

㈲ 個別 計画では,具 体的にチ ェックポ イン トを設定す ることが望

ま しい。

3-2.実 施

川 システム監査の実施にあた っては,監 査対象業務,シ ステムの

規模お よび バ ッチ処理 ・オ ンラ イン処理等の処理形態を十分考慮

した 上で,監 査 手続 きな らび に使用す る手法等を選択 しなければ

な らない。

② 監査手法 につい ては,そ の効用な らびに限界を十分認識の上,
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使 用にあた らなければな らない。

(3)必 要に応 じ,被 監査部門へ事前準備事項等を文書で通知 しなけ

れ ぼならない。

(4)被 監査部門の業務 に大 きな支障を生 じさせ ないよ う留意 しなけ

れ ばな らない。

4.報 告

4-1.報 告体制

(1)」システム監査実施の効果を高めるための報告体制を確 立 してお

か なければ ならない。

(2}監 査の結果 については,被 監査部門の関 係者 に対 して現 地講評

会等を開催 し,意 見を聴取 しなけれぼな らない。

(3)監 査報 告は,文 書で行 うことを原則とす る。ただ し,必 要に応

じ,口 頭による報告 も出来 る。

4-2.監 査結果

川 企画 ・開発段階 については,監 査 の結果が出次第,シ ステム監

査 人 と企画 ・開発担 当部門の両者で,直 ちに改善方法 を検討すべ

きである。

(2)運 用段階につ いては,監 査の結果が出次第,こ れを被 監査部門

に通知す るとともに,必 要に応 じ,開 発担 当部門 にも参考 として

連絡す ることが望ま しい。

4-3.監 査報告書

(1)シ ステム監査人 は,監 査結果について報告書 をと りま とめ,最

高経営者 に報告 しなけれぼ な らない。

(21報 告書 には,作 成者 名,作 成 日,監 査結果,指 摘 事項,な らび

に シ ステム改善に関する勧告がある場合はその 勧告等が記載 され

なけれぼな らない。

(3)報 告書は,現 地講評会 の検討結果を勘酌 して作 成 しなけれぼな
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らない。

4-4.フ ォ ロー ア ップ

(1)シ ステ ム監 査 人 は,報 告 書 に記 載 され た監査 結 果 に も とつ く改

善勧 告 等 を実 現 させ るた め の努 力を払 わ なけれ ば な らな い。

② 被 監 査 部 門は,一 定 期 間 内 に,指 摘 事 項等 に 関 して実 施 した 内

容 を シ ステ ム監 査 人 に 回 答 しな ければ な らない。

(3}被 監 査 部 門の 回 答 は,次 回監 査 におい て フ ォロー ア ッ プしな け

れ ば な らない。
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7.L社 の デ ー タ管 理 事例

ここではL社 におけ るデ ータ管理の実態を管理者の姿を通 じて紹介 し.,今 後

のデー タ管理を検討す る際の題材 として提供す る。

L社 は"OA化"に 関 しては先覚的な企業で あり ,特 に大型 コンピ ュータの

利用を重視 して展開 してい る点に特徴がある。積極的な試み と同時に,管 理 と

い う面では様 々な問題 も存在 し,そ れ らに対す る論理 と反省がある。

ZIL社 及びその システム

ズ1.1L社 のシステム概要

L社 は年商約3千 億,当 該業界では大手の製造業である。 本来的には素

材産業 に属す るが,早 くか ら消費市場への進出を図 り,幅 広い展開を進め

ている。8ケ 所 の支店 と30数 ケ所の出張所で営業 を行い,工 場は4ヵ 所

の 直営工場の他に,十 余の関係会社工場を有 してい る。その他に中央研究

所 もあ り,こ こでは基礎研究 から商品研究 まで広い範囲を カバー してい る。

従業員は総数4,200人 であ り,高 い生産性を誇 っているが,そ のため

の従業 員全般の努 力も大き く,こ れは当然EDP部 門も例外でない。 この

ことが システム管理の面で もその特長を作 り上げ る一つの大きな ポイ ン ト

とな ってい る。

L社 のEDP費 用は 全社で年間約12億 円 ,売 上のO.4%に 相当す る。

本社に大型 コンピュータを持 ち,情 報処理要員の主力がここに集 中 してい

る。また,7つ の支店 と主 力工場 に中 ・小型 コンピュータを分散配備 し ,

他 に営業所,デ ポ,地 方工場,関 係会社な ど約70ヵ 所はイ ンテ リジェ ン

ト端末によ り,親 支店 あるいは本社 と結ばれている。東京 ・名古屋 ・大阪間

及びそれぞれの近郊内で特定回線が使用されてい る外は,大 部分は公衆回

線が使用 されてい る。

受注出荷在庫請求あた りが共通 システムと して,統 合管理 のもと稼動 し
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て い るが,販 売 管理 資 料 な どは地 域 性 を持 ってい る。 本社 に 近 い幾 つ か の

工 場や 中央 研 究 所は,大 型端 末 に よ り,本 社 の 大型 コン ピ ュー タをRJE

ま た はTSSに よ り利 用 してい るが,そ の 処 理 内容 や 日々の 運 用 は 各利 用

事 業所 の シス テ ム担 当に 任 され,本 社 サ イ ドは 関 知 して いな い 。

大 型 コ ンピ ュータか ら中 ・小型 コ ンピ ュー タ,端 末 に至 る まで,ほ ぶ同

一 メー カーの機 種 に よ って統 一 され てお り,こ れ に よ り,端 末 等 のか な り

自 由な 多 目的 使 用 を保 証 され てい る。 これ は 更 に百 台 余 のパ ソ コンが 全 社

に散 在 し,教 育 も熱 心 に 行わ れ てい て,"OA化 先 進企 業"と の 評価 も高

い。 これ らを 通 じて,利 用者 に その 意志 が あ れ ば,本 社 の 大型 機 と接 続 の

上,デ ー タベ ー スの 利 用 のみ な らず,専 用 の フ ァイル ・エ リアの 確 保 な ど

もか な り自由 に 許 され て い る。

7.1.2シ ス テム の経 緯

L社 が 現 在利 用 して い る シ リー ズの コ ン ビ=一 タに切 替 えた の は 昭和50

年 か ら51年 に か けて で あ る。 そ れ まで 本社 周辺 にあ る6つ の 事 業所 で7

台 の バ ッチ専 用 中 ・小 型 コ ン ピ ュー タが 稼 動 してい たが,こ れ らが 新世 代

の 大型 コ ンピ ュー タ1台 に 統 合 され,共 同利 用 の形 態に切 替 え られ た。 オ

イ ル ・シ ョ ックの さ中で あ り,エ ネル ギ ー,人 件 費,資 材 費 な どの著 しい

上 昇 に企 業 の経 営 が 極 め て厳 しい 中,こ の 統合 に よ りコ ン ピ ュー タの運 用

要 員計20名 の 節 減 が 図れ,機 械 費 用の上 昇 もな く,総 能 力 と して 約2倍

の 向上 を得 た。 さ らに 強化 され た シ ステ ム要 員の 能 力 と相 侯 って,全 般 的

に業 務 の効率 向上 に 役 立つ シス テ ムの充 実へ 向か って の足掛 りを 与 える も

の とな った。51年 秋 には,早 くも受注 出 荷 在庫 管理 の シ ス テ ムが オ ンラ

イ ン化 し,営 業 事 務,倉 庫 や輸 送 部 門の 効 率 向上 に 寄与 す る こ とが で きた。

と ころで,5つ の事 業 所が それ ぞれ 独 自の シス テム を持 ってい た もの を

統 合 し,共 同利 用 に移 行 す る過 程 にお い て,本 社 セ ンタ ーは,各 事 業 所が

所 有す る シ ス テ ムに は ノ ー タ ッチ,と い う独 特な 基 本ル ール が 生 じた 。 こ
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れ が 後のL社 の コ ン ピ ュー タ利用 形 態,あ るい は フ ァイ ル管 理 形 態 に大 き

く影 響 す る こ とに な る。

本社 の運 用 管理 部 門 は,本 社 及び 全社 的 シス テ ムの デ イ リー ・オペ レー

シ ョ ンは 行 うが,そ の 他 に関 して はハ ー ドウエ アお よび基 本 ソ フ トの管 理

に と どま り,こ れ は 月 に一 度 の運 営 会 議で 実 行 され る形 で現 在 に至 ってい

る。 リソー スの棚 卸 しが年 一 回 行わ れ,こ の デ ー タに基 づ い て セ ン タ ・コ

ンピ ュー タの 能 力 拡大 計 画が 進 行す る。時 に窮 屈 な 時 期は あ って も,総 合

的 に 計画 され るた め,ハ ー ド技術 の進 歩 と相 侯 って 合 理的 に拡 大 され て き

た。 下表 に7年 間 の リソー スの 拡 大推 移 を示す。

表7-1メ イ ンホ ス トの 主 要 リソー ス推移

主 要 昭51 昭54 昭57 57/51比

MIPS値 1 2 10 10

メイ ンメモ リー(MB) 1.8 3 8 8

ディスク容 量(GB) 1.1 30 15.6 142

レンタル(M¥/月) 18 20 25 1.4

これ らの費用は,各 事業所のホス ト利用にもとづ き,公 平的な方法で課

金管理 されてい る。特 に最近 の趨勢 として,OA化 の進展 に伴な う,エ

ンド・ユーザ化の傾向が強ま り,課 金対象 も拡大 し,リ ソース計画は調

査と統計ベースで進 められ るよ うにな った。

上表で最高の倍率で増加 しているの はデ ィスク容量であ り,蓄 積 され

てい るデータの量の増加は著 しい ものがあ る。図7-2に この模様 を示

したが,ほ ぼ通線的,指 数的増加 を示 している。
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これ が デ ー タ管 理の 重 要 性 を強 調 され るゆ えん で あ るが,一 方 その 価

格 は逆 に指 数 的 に低 価 格 化 し,容 量の増 加 に もか かわ らず,費 用 的 には

変 化 してい ない ことが わ か る。 容 量 を節 減す るた めの 管 理は あ ま り行わ

ず,む しろ,デ ー タの デ ィス ク化 を 推進 して きてい るが,こ れ は 次 の よ

うな計 算 に も とつ い てい る。

1270MBの デ ィス クの レンタ ルは1ヵ 月30万 円 前後 で あ る。 日'

本語1字2B,A4の レポー ト用紙1枚 に1,000字 入 るも の と してみ よ

う。1本 の デ ィス クに80%収 ま る とす る と約50万 枚 の ドキ ュメ ン ト

を記 憶す る こ とが で き る。 す な わ ちA4の 紙1枚 の貯 蔵 コス トは1ヵ

月当 り,60銭 に しか な らなv・。L社 で支 給 してい る レポ ー ト用紙 は50

枚 綴 りで240円 とい うので,1枚4円80銭 で あ る。 つ ま り今 や デ ィ

ス クは紙 よ り安 いの で あ る。 一 昔 前 の集 団 デ ィス クや,大 容量 ドラム と

比 べ れ ば 実 に隔 世 の 感 で あ る が,だ か ら と言 って,紙 の 山 とな って い る

,オ フ ィスの 肩代 わ りをそ の ま ま コ ン ピ ュー タに求 め る よ う短 絡 して も困

る。 コ ン ピュ ー タの デ ータ管 理 に新 しい 局面 を迎 えつ つ あ る こ とが この

よ うな 事 実か ら も実感 され る。

ス1.3シ ス テ ム部 門 の構 成 と運 用 体制

前 節 でセ ンター の コン ピ ュー タは 多 くの事 業 所か ら共 同利 用 され てい る

と述 べ た。 現 在 この コ ン ピ ュー タを ホ ス トとして 利 用 して い る いわ ゆ るR

JEサ イ トは7事 業所 に 及び,そ れ ぞ れが 独 立 して シス テ ム管 理部 門 を持

ってい るo

勿 論共 有 され てい る ア プ リケ ー シ ョンや,そ れぞ れ の事 業所 シ ス テ ム間

で の デ ー タのや り と りも 行 われ てお り,そ の 企 画 ・開発 は 共 同 プ ロジ ェ ク

トと して実 行 され てい る。 しか し利 用 の 大半 は 各事 業 所 独 自の もので あ る。

中 ・小型 コ ンピ ュー タを持 ち,デ イ リーの 定常 業 務 を運 用 してい る各 支

店 も小 さい なが らそれ ぞ れ の 担 当部 門 を持 ってい る。 ただ し業 務 はか な り
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限定 され,ど ち らか とい うと本社 システム部門の管理の もとにある。

関係全事業所の組織をすべて述べ るのは繁雑であるの で,本 社 システム

部 門の組織 を図7-3に 示す。

長部

一
門部ムテスシ門部流物 一

ウ
一

●

『
▽

●

-

管OAグ ループ 解析 〃 本社S広 域S
　

男4
　 　

女2

3710

● ・ ・

036

図7-3本 社 シス テ ム部 門組織

セ ンタ

7
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セ ンタ ・グル ー プは 運 用業 務 を 包 括 し,定 常 化 し,委 託 され て い る全 シ

ス テ ムの運 用 に 当た る。 シス テ ム ・グル ー プは,本 社 シス テ ム と広 域 シス

テ ムの2グ ル ー プにわ かれ,前 者は"本 社"と い う事業 所個 有 の シス テ ム

を担 当 し,前 述 共 同利 用 事業 所の それ ぞ れ の システム担 当 と並 列 の 位 置 付

け とな る。 一 方 広域 シス テ ムは そ の 名の 通 りの システ ムを 担 当す るが,統

一 す べ き コー ドの 管理や ,マ ス ター ・デ ー タの 管理 担 当者 は この グル ー プ

に 所 属 してい る 。

OAグ ル ー プは,ど ち らか とい う と教育 推 進 を主にす るが,OA機 器 と

セ ンタ機能 の連 動 に よ る有効 化 に 多大の 関 心 を払 ってい る。 解析 グル ー プ

も 役割1は似 た よ うな もの で あ るが,ORや バ ッ ク ・グ ラウ ン ドを 持 ち,問

題 解 決が 主 な業 務 で あ る。

次 に セ ンタ ・グル ー プの 業 務分 担 を 示す 。
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図7-4セ ンタ グル ー プ組織 と役 割

セ ンタ ・グル ー プの 業 務 を大 別す る と,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 全体

管理 と運 用 を任 され た 定 常 システ ムの デ ィ リ運 用 に大 別 され る。 後 者 は最

近 自動 化 が 進み,少 ない 人 数で 多 くの 業務 を消 化 して い る。 コ ンピ ュータ

の オペ レー シ ョンは 昼 間 は セ ンタ ・グル ー プの 男子が 交 替 であ た り,夜 間

は 無 人 稼 動が 原 則で あ る。 こ こで プ リンタ 出力や,磁 気 テ ー プの 脱 着 な ど

人手 を 要す る業 務は 昼 間 有 人時 間 帯 に 集 中 して 計 画 されて い る 。

7.2L社 のデ ー タ管 理

ス2.1デ ー タの種 類 と管 理

一 般 に デ ー タの デ ィス ク化 ,DB技 術 の 発 達に 伴 な って,"デ ー タの管

理"の 仕 事 はそ の 意味 や 性格 が 変 化 してい る。 ジ 。ブ とジ ョブをつ ない で

ゆ く中間 フ ァイル,あ るい は イ ンプ ッ ト・デ ー タが いわゆ る"デ ー タ"で

あ った が,次 第 に,関 連 を も って 整 理 され,か つ 常 に最 新の 状態 に ア ップ

・デ ー トされ,い ろい ろ なサ ブ ・シス テ ムの 基 にな る。 デ ー タベ ー ス と し

てい か に最 良 の状 態 で管 理 ・利 用 す るか とい うこ とにそ の 中心 が 移 って き

た 。
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L社 の 場 合定 常 処理 シス テ ム間 で 共 有 され てい る,い わ ゆ る統 合 デー タ

ベ ー ス とい うもの が 無い 。 従 って ,残 念 な が ら新 しい 意 味で の デ ー タ管理

とい う職 務 も存 在 していない。 このためそ の事 例 を 求 める こ とは で き ない が,

極 めて 特 徴的 な こ とは 多彩 な 目的 の た めの 多彩 な デ ー タベ ース,大 きい も

の 小 さい もの,色 々な手 法 の ものが,エ ン ド ・ユ ーザ の直 接 利 用の た め 数

多 く維 持 され て い る こ とで あ る。

これ らは セ ンタで 管理 してい る場 合 もあ り,RJEサ イ ドの シ ス テ ム担

当者,あ るい は エ ン ド ・ユ ーザ ・グル ー プの 代 表 セ クシ ョ ン,個 別部 門,

とい ろい ろな ケ ース が あ る。 同一 の デ ー タベー ス を利 用す る人数 が 多いか

少 な いか,と い う よ うな 意 識は あ って も,こ れ らが 統合 化 され ねば な らな

い とか,集 中管 理 す べ きで あ る とか とい った よ うな意見 は あ ま りで て きて

い な い。 保 有 し てい る デ ータの 内容 か ら これ は 当 然 と思 わ れ る。

OA化 に熱 心 なL社 のEDP長 期 計 画 の中 で は,tt分 野 別情 報 フ ァイ ル

の 拡充"と い うよ うに これ らは表 現 され て お り,コ ンピ ュー タ とデ ー タと

い うよ りも,オ フ ィス とデ ー タ,と い う観 点 でL社 の ケ ー スを眺 め てゆ く

ことが 適 当で あ ろ う。

L社 で"デ ー タ管 理"と い った 場合 は,セ ン タの運 用 部 門 にお け る磁 気

テ ー プ管理 を指 してい る。運 用の 自動 化が 進み,こ れ らの 多 くは デ ィス ク

化 して い るが,本 質 的 には磁 気 テ ー プ管理 と同様 であ る。RJE化 に よる

統 合 の結 果,磁 気 テ ー プの 全て が セ ンタに 集め られ,集 中管 理 の も と運 用

効 率 化 とい う面 で参 考 にな る事 項が 多い。 又,呼 称 がttデ ー タ管 理"と い

う業 務 であ るの で,概 要 を 紹介す る こ とは 役 立 つ と思 われ るが,こ こで は

コ ンピ ュー タ化 した オ フ ィス ・デ ー タの管 理 実体 に 目を 向け たい 。 数 多 く

の エ ン ド・ユ ーザ 向け フ ァイ ルが 保持 され て お り,こ れ に 対す る セ ンタ担

当者 の 位 置 付け は,マ ンシ ョンの 管理 人 に た とえ られ る。 デ ー タの 内 容に

は 全 く ノ ー タ ッチ で あ り,エ リアを与 えて 課金 す る。 つ ま り鍵 を 渡す 。 そ

して運 用 会 議で 定 め られ た ル ール に も とづ き,秩 序 の維 持 にあ た る。
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ファイルの内容の維持に関 しては,い わゆる定常業務 として更新などが

運用部門に任せ られ てい る幾つかの ものについては,当 然セ ンタが管理 し ・

他は事業所 システム担 当者が維 持す るもの,エ ン ド・ユーザ 自身が あたる

もの,と 極端に管理が 分散 しているのが特長であ る。

表7-2管 理者 別 フ ァイル保 有量

FIXDISK(200MB想 定)8台

OS,共 通 ソ フ ト ・デ ー タ 25,286

ワ ーク及 び テ ム ポ ラ リエ リア 54,714

小 計 80,000

PERM,DISK(630MB想 定)22台

定常業務 センタ運営 分 226,087

、〃 分散 管 理 分 79,761

DBセ ンタ管理 56,452

DB分 散管理 45,916

個別部門用エ リア 39217

空 きエ リア 242,567

小 計 690,000

・

総 計 77qoOO(=≒15400メ ガ バ イ ト)

Z2.2FMSの 役割

先に 分散 処理 サ イ トの コ ンピ ュー タは 主 と して 定 常業 務 に 使 用 され て い

る と述 べ た。 エ ン ド・ユ ーザ 用の フ ァイ ルは,本 社 大型 コ ン ピ ュー タの デ

ィス クに 収 め られ てお り,こ れ らが広 く全 社の 従業 員 に開放 され るた めに

は利 用のた め の コ ミュニ ケー シ ョ ン ・ライ ンが 必 要 とな った。

この た め,図7-6の よ うにPBXを 利 用す る こ とに よ って既 設 の電 話
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線をLAN代 りに利用 した。

電話PC
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図7-6PBXと コン ピ ュー タの 接続

これ はPBXと コ ン ピ ュー タ の直接 々続 で あ り,57年 秋 の デ ー タ通 信

の 自由化 に よ り可能 とな った形 態 であ る。
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L社 にお い て は 図7-5,7-6の 形 態 に よ って広域 的 に セ ンタ ・マ シ

ン利 用 の途 が開 か れ てい る。離 れ た各 事 業所 の オ フ ィスの机 上か ら電 話料

を 気 にす る こ とな くセ ンタ と コネ ク トで き,又 回 線 はマ ルチ ・チ ャネルで

あ るの で,低 い ビ ジ ー 率 で 不 特 定 多数 の 利用 が で き る形 態 に な って い る。

い ま一 つ の 利 点 はすべ ての 内線 コール で あ るの で 機密 保護 上 都合 が 良い 。

しか もユ ー ザ側 か ら見た 場 合,相 手が 自社 の メ イ ン ・ホ ス トだ け で な く,

電 線経 由で遠 くア メ リカの デー タベ ース を ア クセ ス で きる利 点 もあ る。

この よ うに 回線 の 仕 組 み を述べてきたのは,L社 の コ ンピ ュー タが 多勢 の

人 間 の 自由な 使 用に 開放 され てい る点 を強 調 して お きた いか らで あ る。 し

か し,こ れ は 決 して 全て の デ ー タが 開 放 されて い る こ とを意 味 してい るの

では な い 。 デ ー タの 保護 及び 機 密 保護 は フ ァイル ・マネ ー ジメ ン ト ・シ ス

テ ム(FMS)の 機 能 を利 用す る こ とに よ り,充 分 そ の 目的 を 果た してい

る 。

.FMSはOS機 能 の一 部 で,そ の 機能 を 良 く理 解 し,利 用す るこ とに よ

って 最大 限 に 管理 目的 を 果たす ことが で き る。 一般 に ツ リー状 の カ タ ログ

構 造 に よ り,デ ー タの 位 置 決め を 行い,ツ リー をた どる時 の分 岐 毎に保護

措 置を 講ず る こ とがで きる よ うに な ってい る。
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分野別 データファイル 個別部門デー タ 各事業所定常システム
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図7-7フ ァイ ルの カ タ ロ グ構 造

保 護 措 置は パ ス ワー ドを与 える方 法 とパ ー ミ ッシ ョンを与 える方 法の2

通 りが あ る。 パ ス ワー ドを知 らぬ もの は,ツ リー分岐 を そ れ 以上 た どり
,

そ の 下 にあ るファイル アクセスをす る ことが 許 され ない 。 又 パ ー ミッシ
ョ ン

は特 定 の アィ デ ン トに対 して,そ の フ ァイル を読 む こ と
,或 い は読 み,か

つ 書 くこ とを許 す 機 能 であ る。

L社 のFILE-IDは 各 ア プ リケ ー シ ョンに対 して 与 え られ て い る も

の と,組 織 名 な どに 対応 す る ものが あ り ,一 般 に前 者は 非 公 開,後 者は 公

開が 原 則で あ る。 公開 部 分が 大枝 に 近 い方 に,非 公開 部 分 が ノ」枝 の 方 に位

置づ け られ る こ とは 当然 で あ るが,事 業 所 を 通 じて 利 用 され る よ うなデ ー

タに 対 しては 上 位 のIDが 与 えられ てい る。 セ ンタか ら大 枝 又 は 中核 を一
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本もらえば,そ の先の小枝 の部分は許 された容量の中でユーザは 自由にフ

ァイルを構成できる。

例 えば原材料資材 の諸属性 に関するデータベースがある として,本 社資

材部 がエ ン ド・ユーザ ・グループの責任部門 とな り,ttSHIZAI"と い

うファイルIDを カタログ名 としてパスワー ドを付与 し ・各事業所資材担

当者 に蛎 せ 湯 合によ ・ては グ・レー プ内の打合せに より不定期 にこれ を

変更す る。 ハイアラキーを与 え,ア クセス権を管理す るのは 本社資材部で

あ って,そ のための作業は端末か ら実行できる。

それ らの デー タベ ースが資材関係の定常事務か ら定期的にデー タをもら

う場合には,当 然 システ ム部 門の資材 システム担 当者の協力が必要であ る。

この ような場合 には一般にデー タベース管理 まで含んで,シ ステム担当者

の責務に置かれ ることが 多いが,フ ァイルはエ ン ド・ユ ーザ 用として,通

常 システムか ら切離 し,作 成 され るのが通常 である。

,要 するに定常事務 システ ムの ・ ・イ・レ管駄 系 と賭 して,こ れ らは設

定され るのであ り,定 常事務の世界 と,ス タフ ・ワ ー クの 世 界 を 相互 に

関連付けなが らも,デ ー タ管理面ではそれぞれ 独立不可侵 とい う形 で運営

してお り,一 般論か らはかな りかけはなれた形態にな っているのであるが,

FMSの 機能を うま く利用 して,そ の切分けを単純かつ 確実に実行 してい

る とい うことである。既存の定常業務 システムはそのままに,そ のい くつか

か らデータを集めて,ス タッフ業務や経営 に役立つ データ ・ソースを手軽

に作 り出し,開 放 しよ うとい う発想か ら生まれ た形態なのであるが,こ れ

は前述 した"分 野 別情報 ファイル"と い う考 え方であ って同社の長期計画

の中で次のような図式化 されている。

各分野用のDB間 で一 部データの重複な どは避け られないであろうが ・

これ も前述 した デ ィス クは紙 より安い,と い う割切 りに もとつい て,あ ま
　 　 　 　

り問題 としていない。 データの共有 と保護の間で悩 んだ挙句,何 もしない

よ り,多 少の無駄は承知で一歩で も前進す る方が 良い。
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非定型情報一 定型情報一
・事業利益の向上

・開発 ・技術力の充実

・流通力の強化

・各種業務の効率化
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図7-8分 野 別情 報 フ ァイル の概 念
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既存のFMSは 必ず しもユーザの要望 を全面的に満足せ しめるものでは

ない。 しか し一種の割 切によ り単純化などに成功すれぼ,そ の機能は充分

有用であ って,こ れ らを正 しく使用'して適切なデー タ管理 に役立 てること

が肝要で ある。問題の多 くは考 え過ぎも含んで,せ っか くの機能を正 し く

利用 しない ところにある ようだ。

7.2.5デ ー タ管理 者 の役 割

L社 は デー タフ ァイ ル の分 散管 理 体 制 を と ってい る。 これ はほs'次 に示

す よ うな4つ の 管 理 形態 に大 別 で き よ う。

(1)セ ンタ ・グル ー プに よる ハ ー ド ・ソフ トの管 理

① ハ ー ドウエ アの 管理一 フ ァイル 量 の需 給 の ケ アー増資 割 当 て るな

ど

②OS機 能 の 管理 －FMSの 機 能 等 を理 解 し,そ の 用法 をル ール 化,

指 導 徹 底す る

③DBソ フ トの 提供 一 ソ フ トを 評 価 し,セ ンタの 汎用 ソフ ト機能 と

して提 供 ・管 理 す る。・

④ ネ ッ トワー クの構 築 と維 持 一 デ ー タ利 用 体 制,セ キ ュ リテ ィとの

関 連 な ど

② セ ンタ ・グル ー プの 運 用実 行管 理

① 定 常 業務 運 用 の た めの ボ リュー ム管 理 一切 。

② 定常 ラ ンと デー タの 関 連維 持 のた め のス ケ ジ ュー ル管 理JCL管 理

な ど

③ 定 常 化 し,運 用 を受 託 した デ ー タベ ー スの 管 理。

(3)シ ステ ムの 維 持 開 発 担 当者 に よ る管理

① 開 発 時の フ ァイル 設計 一 アペ イ ラベル な 方法 論 の 中 で 一 。

② 定常 シ ス テ ム機 能の 維 持 一 実 務か らの 要請 に応 じての 変 更な ど。

(4)エ ン ド ・ユ ー ザ部 門で の管 理
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① ア ップデ ー ト,デ ー タ保護 な ど,自 分 の持 物 と しての デー タ管理 。

こ の よ うに デ ー タ管理 の 役割 が 分散 して い る シ ステ ムにお い ては,業 務

の 円 滑 を期 す た め の コ ミュニ ケー シ ョンが 重 要 とな る 。運 営 会 議や,普 段

の エ ン ド・ユー ザの 接 触は さて お きて,ド キ ュメ ン トと して セ ンタ との や

りと りに使 用 されて い るの は 次 の よ うな もので あ り,シ ス テ ムの 開 発 あ る

い は変 更時 に セ ンタに提 供 了解 を受 け るた め の ものが 主 と な って い る。

① ジ 。ブ コー ド申請 票

② フ ァイル 申請

③ 論理 ジ ョブ登 録

④ シス テ ム ・フ ロー

⑤ ラ ン ・フ ロー

通 常 の 事務 シス テ ムの 場 合 には この 他に情 報が 必 要 とな るが',こ こで は省

略す る。 以上 の イ ニシ アル登 録 で シ ス テムが ス ター トす れば,稼 動後 の ド

キ ュメ ン トは 逆 に セ ンター及 至 コ ンピ ュー タか ら色 々 とサ ー ビス され るよ

うに な って い る。

① ア カ ウ ン ト ・ログか らの性 能情 報

② パ ー マ ネ ン トフ ァイル 使用 容 量

③ ジ 。ブ,フ ァイル 関連 表

④ フ ァイル の ア クセ ス ログ

又 セ ンタ ーか ら必要 に応 じて

⑤ 改 善 依 頼 表

が 発 行 され る こ とが あ る。

ドキ ュメ ン トに 関 しては,多 くを整 え る必要 が 叫ば れ た 時 期 も あ ったが,

維 持,利 用が 困難 で繁 雑な ことか ら,L社 では 目下 整理 の 方 向 にあ り,前

述 の よ うに初 期 登 録 に必 要 なもの に限 定 し,他 はなるべ くコンピュータか ら

得 られ る もの で 充足 して ゆ く方針 で 工 夫 を進 め"人い る 。
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ス5二 ・三 のデ ー タベ ー ス運 用例

7.5Aセ ン タ管 理 のデ ー タベー ス

L社 の データ ・ファイルは典 型 的 なパ ッチ業 務 タイ プの 中 間 フ ァイ ル群 と,

直 接 エ ン ド ・ユ ーザ の 利 用 にサ ー ビス され る デ ー タベ ース に大 き く二 極 分

化 してい る ことは 前 に述 べ た。 又 エ ン ド・ユ ーザ 用 デ ー タベ ー ス も,セ ン

タで 作 成提 供 してい る もの もあ り,ま た エ ン ド ・ユーザ 自身が 管 理 し,利

用 して い る場 合 もあ って 巾 が 広い 。

セ ン タが 作成 管理 してい る デー タベ ース として代 表 的 な もの は,販 売 実

績 フ ァイルで ある。2年 分の 販 売 実 績 の デ ィテ ール を持 ち約600MBの デ

ィス クを 占有 してい る。 取 引件 数 と しては 約500万 件 の詳 細で あ る。 昨

日ま での 販 売実 績 につい て,期 累 計,月 別,前 年 此 等様 々な 集計 を 顧 客 別,

品 目別,営 業 担 当 別 な どで 得 る こ とが で き,営 業 の各 層そ れぞ れ の 要 望 に

応 じた 情報 提 供 に使 用 され て い る。

L社 の受 注 出荷 シス テ ムは,受 注 デ ー タを オ ン ライ ンで 集 め,処 理 は 基

本的 には パ ッチ 処理 で あ る。1日 の 受注 デ ー タは 夜 間 に 出荷 処理,在 庫予

想 ・移 動指 示 な どの 処理 が 行 わ れ,翌 朝 に 出 力 す る フ ァ イ ル が 作 成 さ

れ る。 引 き続い て 新 しい 受 注 デ ー タ と加 えて 販売 実 績 フ ァイ ル の デ ー タベ

ー スの 更 新 処理 が 行わ れ る。 デ ー タベ ース は この 目的 のた めに 作 られ た 簡

略化 され た もので あ り,新 デ ー タの マ ージ,累 計 デ ー タの計 算 な どを しな

が ら,必 要 な キ ー ・ダイ レ ク トリの 更新 な どが 行 われ る。

出荷,在 庫 処理 か らこ の デ ー タベ ー スの 更新 な どは夜 間 に 無 人で 処 理 さ

れ る。 無 人 オペ レー シ ョ ンの監 視 に は ミニ ・コ ンが 当 た り,異 常 は 管 理 者

宅 に 自動 電 話で知 らされ る。 又 管理 者 は 自宅 か らTSSに よ りJOBの 進

行 を モ ニタで き る仕 組み に な って い る。

デ ー タベ ー スの 利 用 は 全営 業 担 当者,管 理 者等数 百 人 に開放 され てい る。

イ ンテ リジ ェ ン ト端末 に よ り,メ ニ ュー を選 び,パ ラ メー タを 入 力す る こ

とに よ って,利 用 者 の セ ル フサ ー ビスで 実行 され る。 利 用は こ の よ うに イ
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ンテ リジ ェ ン ト端末 が ワ ソ ク ヅシ ョ ン入 り,又 デー タ ・フ ァイル そ の もの

をい じるの は セ ンタの 自動 処 理 のみ とい う運 用 なので,デ ー タ保 護 は 比較

的 容 易であ る。 セキ ュ リテ ィの 重 点 はむ しろ営 業 担 当者 が情 報 を用 紙 に 出

力 した 時の 用済み 後 の ハ ー ド ・コ ピーの 仕末 の指 導 に置かれ てい る。

デ ー タベ ー スの利 用 法 は検 索 とい うよ りは 処理 に近い 要 求が 多 く,特 に

月末 時 の 利 用は その よ うな も のが 多い 。 ま た 月末 に は利 用件 数 も集 中す る

ので,は なは だ しい ピー クを形 成す る。 これ が 運用上 問 題に な る こ と も充

分 考 え られ るが,現 在 の とこ ろで は リプ レー ス した ばか りの コ ンピ ュー タ

で,能 力に 恵 まれ てお り,関 心 には な って い な い 。

7.5.2分 散 部 門 で管 理 す るデ ー タベ ー ス

L社 商 品の 利用 技術 に関す る諸 デ ー タを 前節 同様 営業 部 門の 技 術 サ ー ビ

ス 担 当者 に サ ポ ー トしてい る。技 術 部 門で の研 究,試 験 結 果,あ るい は営

業 か ら入 った 客先 で の使 用 報 告 な どが 整理 され,中 央 の コ ンピ ュー タに フ

ァイ ル され てい る 。 報 告 書 は 商 品 技 術 セ ン タ で 整 理 さ れ,コ ン ピ ュー

タに 入 って い るの は その 要 旨 とキ ー ・ワ ー ドで あ る。 メ ー カ ・サ ポ ー トI

Rア プ リケ ー シ ョンが そ の ま ま用い られ て お り,コ ンピ ュー タ ・セ ンタは

デ ィス クの 割 当,IR・ アプ リケー シ 。ンの 提供 のみ に責 任 を 持 ち,中 央

研 究 所 シス テ ム担 当の 指導 の も と,管 理 実 務 の一切 は 技術 セ ンタが あ た っ

て い る。

デ ー タの 利 用は 全国 の 支 店 ・工場 か ら行 われ るが,前 述 の 専 用電 話 回線

を通 じ,TSSで 実行 され る。 端末 はパ ソコ ンで あ るが,パ ソコ ン上 に コ

マ ン ド ・フ ァイル を準 備す る ことに よ り,フ ァイ ルに到達す るま での セ ン

タ との や りと りを 自動 化 し,パ ス ワ ー ドの 入 力の み をマ ニ ュアル ・イ ンプ

ッ トと してい る。 これ は利 用 者の 手 間 を 省 く効 果 と ともに,デ ー タ利用 の

手 続 き を ブ ラ ック ・ボ クス化 す るの に役 立 ち,機 密 保護 に も適す る。

この 他,当 然 の ケ アー と して,ア クセス の た めのパ ス ワー ドを 商 品技 術
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セ ンタの 方で 不 定期 に変 更 し,利 用 権 利者 の み 知 らせ る こ とで,完 全を 期

して い る。(こ の パ ス ワー ドは コ ン ピ ュー タ ・セ ンタには 知 ら され ない 。)

更に 常時 この デ ー タ ・フ ァイル を ア クセス した 部 門が モ ニタ され てい て,

不 審 な ア クセ ス には 確 認 が行 わ れ る。

Z5.5エ ン ドユー ザ独 自 のデ ー タ管理

L社 で 製造 され る商 品の一 部 は主 要 原 料 を輸 入一 次産 品 に あお い でい る。

い わ ゆ る国際 相 場商 品 であ り,甚 だ しい 価 格 変動 が あ る。 この た め,輸 入

代 金は 為 替 相場 の影 響 を大 き く受け,そ の うえ生産 され た商 品 の 市況 も国 内

の 景気や 需 給 の動 向 に大 き く影 響 され る。

これ らを 支援 す るため,L社 の 原 料 手配 部 門 と商社 の間 で共 有 され る デ

ー タベ ース がL社 コ ンピ ュー タに構 築 され てお り,そ の 内容維 持 は 商 社が

実 施 して い る。 これ は情 報 の 性質 上 この よ うな 運用 が 最 も適 切 かつ 円滑 で

あ.るとの 判 断 に至 って の こ とであ り,コ ンピ ュー タ運 用上 の 一 般的"あ る

べ き姿"に 優 先 して 考 えね ば な らな か った。 デ ータ ・ソース は 多岐 にわ た

り,毎 日の 国際 相場情 報は,ICASネ ッ トを通 じ米国 の デ ー タバ ン ク業

者 か ら取 寄せ られ,為 替相 場,購 入 実績 等 も毎 日しか るべ き ソー スか らイ

ンプ ッ トされ る。

これ らはL社 メイ ン ・コ ンピ ュー タ 内に 約40MBの リレー シ 。ナル 型

・デー タベ ース と して 貯 え られ てい る。

デ ー タ ソー スは 大別す ると,海 外 デ ー タバ ン ク,テ レ ックス,ペ ーパ ー

情 報 な どに分 け られ るが,こ れ らの 仲 介に パ ソ コ ンが大 きな役 割 を 果た し

て い る。TSS接 続に よ り,国 外 デ ー タバ ンクに ロー ドされ て い る プ ロ グ

ラムが 起動 し,デ ー タの 受 信,そ の加 工,L社 コ ン ピ ュー タへ の デ ー タ送

信等 を 行 う。L社 コ ン ピ ュー タは これ らを受 信 して,デ ー タベ ー スの 更新

を 行 うが,プ ログ ラム機 能に よ り,送 られ て きた デ ータの 判 別を 行 い なが

ら 自動 的 に しか るべ き処 理 を実 行す る よ う工 夫 され て い る。
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この デ ー タを利用 す る には,入 力に使 用 したの と同 型 の パ ソ コンに よ り
,

や は りTSS機 能 で ポ ス ト ・コン ピ ュー タか ら任 意 の デ ー タを セ レク トし ,

い った ん フ ロ ッピー ・デ ィス クに貯 め込 んで ,接 続 を切 り,以 降 各 パ ソ コ

ンの 持 つ ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グラムに よ って,統 計,シ ミュ レー シ ョ

ン,図 表 出 力そ の 他 様 々な 利 用 が行われ る
。 これ らは メ ニ ュー選択 方式 に

よ って 利用 者 の利 用 を 容易 な もの と してい て ,共 有 化 され た プ ロ グ ラ ム

だ け で な く,L社,商 社 それ ぞれ 独 自の ア プ リケ ー シ 。ン ・プ ロ グラム も

用 意 され てい る。

上 述 の よ うな デ ー タ利 用 にお い て,機 密 保 持 を 含み ,デ ー タの 保護 体 制

が 確i立 して い な けれ ば な らない が,次 の よ うな 利 用環境 の 設 定 の 中で
,い

ろい ろ工 夫 され てい る。

① 共 通 の 利害 関 係を持 つ 者 同志 の共 同 利用 に限 定 し,守 秘 義務 を含む 共

同利 用 契 約 の 締結 。

② パ ソ コ ンを 含む 数 個 所 の コ ンピ ュータに 分散 した プ ロ グラ ムの 連 動 に

よ って のみ 一 連 の 業 務が 進行 し,プ ログ ラムが 業務 遂 行の た めの 合札の

役割 を果 た してい る。

③TSSコ ン トロール に必要 な コマ ン ドな 上記 範 囲 に あ り
,ブ ラ ック ・

ボ ックス 化 し,パ ス ワー ドのみ が 表 に 出て い る。

④ 最 も実 務 に近い ア プ リケー シ ョ ン ・プ ロ グラ ムは手 許 の パ ソ コ ン上 に

分 散 保持 され てい る。

⑤ 電話回線 を限定 し・電 話番 号 の 守秘 要 求。最 近 の回 線 の 自由化 に よ り特

定 回線 化 を 申 請中 で あ る。

Z4L社 におけるデー タの保護

以上述べてきた よ うにL社 の コンピュータは広範囲にその利用が開放 さa

てお り,又 省力化の要請のもとに無人稼動が 実現 してい る
。 更に,無 人時間

帯における情報処理 要員の コンピュータ室への立入 り
,利 用な ども許されて
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いる。はなはだ意欲的 との評価 もあろ うが,通 常の保護安全対策の常識か ら

考 えると八方破れの 観もある。 しか し,無 人時間帯のオー プン利 用一つ とし

て も,同 社では数名のス タッフによる何 ヵ月かの討議 を経た答申によ って実

施 してお り,こ れは 次のような考 え方に立脚 してい る。

先づ第一に,一 般にシステ ム部 門において,何 に対 してデータ保護を考 え

ねぼならないか とい うこ とがある。その重点の順位は企業によ って も異 なろ

うが,発 生頻 度に着眼 して次のよ うに考 えられる。下か ら順に各項 毎に一桁

程度つつ生起の可能性が高 まると考 えられ よ う。

① 職 員のおかす エ ラー

② 機械 ・回線 などの障害

③ 目的々,計 画的 な悪意

④ 無 目的,衝 動的 な悪意

⑤ 災 害

第二に 行うべきことは これら脅威が起 った時の影響を分析 し,最 悪の事態

が 生じた時の対策 を考 えて,実 行す ることで ある。いいかげんでは困 るが,

又め ったに起 きぬ ことに対 し,そ して考 えられ る損害の割 には,あ ま りにも

エ クスペ ンシヴな対策 を 日常運用に持込むの も困る。

④,⑤ にもとつ くコンピ ュータ ・システムの全損が最悪の事態 と思われ る

が,こ れへの対策 はバ ックア ップ ・マ シンの確保と全損状態か らの復 旧であ
　

ろ う。 必ず し も被 災翌 日か ら保 有全 シ ステ ムの 正 常 稼 動 を 前提 としな けれ ば

パ ヅク ア ヅプ ・コ ンピ ュー タ ・メー カの セ ンタを 利用す る こ とで,充 分対 処

可能で あ る。 これ は② 項 機 械 障 害時 の パ ヅク ア ップと 多 くの場 合オ ー バ ラ ッ

プす る。 オ ン ライ ン処理 を一 時 的 に パ ッチ稼 動 で逃 げ る よ うな工 夫 を し,L

社 で は メ ー カの協 力を 得 て,日 頃 か らバ ックア ップの 訓 練 も行 って い る。

デ ー タ(含 ソ フ トウエ ア)に 関 しては デ ィス クセ ィヴ ・デ ータ及び基本 ジャ

ーナル ・デ ー タの 外部保 管 が 必要 で あ る。L社 で は セ ィヴ ・デ ー タを専 門 の

MT保 管業 者 に預 け,隔 週 全 量 入替 を 行い,こ の間 は シ ソスセ ィ ヴで つな い
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でい る。基本データに関 しては親子のMTを と り,子 データは離れを他の事

業所に保管 している。その 分 割 は 他 事業 所 に,日 常 的 に煩 わ しい仕 事 を

課す ことな く,外 部に支払 う保管費用を最小限に止めようとの意図による も

のであ って,業 者への保 管費,入 出庫配送費の支払いは1ヵ 月当た り数万 円

で済んでい る。

この ように して外部に 出してい るデー タは,稼 動全システムを勘案 しての

必要最小限であるので,実 際の後 日作業が発生 した場合,そ の作業は 容易で

はないが そのための 日常的負荷は最小 と考えられ る。

職 員のエ ラーや 間穴障害へ の対策 は,チ ェック,と リラ ンで あ り,よ り根

本的には このよ うな事態の 発生そのもの を最少化 してゆ くための 日頃の努力

であ ることは言 うまで もない。後者に対 しては システム部門におけ る品質管

理運動 として拡が りを見せ てい るが,こ れをデータの保護安全対策の一つで

あ るとす るのは無理であろうか 。

エ ラーがあればす ぐ発見できること。そ して リランが 簡単に行 えることは,

システム設計上の重要事項である。 前者に対 してはチ ェック ・プログラムも

さることなが ら,機 械のOS機 能や,運 用ツールを良 く利用 し,エ ラーがあ

れば受付けない,動 かない,と い う留意をルール化 していかねば な らない。

前述 したL社 のQup運 動において,シ ステムとセンタの間で最 も熱心に討

議 され るポイ ン トである。

同社の場合,基 本的なシステムは ほとん どバ ッチと中間フ ァイル,と い う

形態で稼動 してお り,リ ランそのものは比較的楽である。 これは 同時に,マ

シ ン ・システムの障害 時に も言 えることであ って,発 生時点稼動 していた幾

つかの ジョブを,復 旧時,は じめか らリランす ることで,ほ とんどの場合は 問題

ない。一つのジ ョブを30分 程度で完了す るよ う,同 社では設計 標準 として

指導徹底 している。

④が⑤ と同じ範ちょうで考 えられることは前述した。残 りは③,目 的的,計 画

的悪意に対す るデータ保護 である。銀行 システムのように,即 時現金にな り
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うるシステム とは異な り,製 造業で稼動する システム,ま たは保有す るデ ー

タに侵入 して利益 を得るためには今一つ 明確な 目的意識 と綿密な計画が必要

である。要す るに ス トレー トに役立てるのは難 しく,盗 んだデータを価値あ

る情報に仕立 てるにはか な りの計画性が必要である。悪 意と知性の両方を持

つ 侵入者へ の対策は,い わゆる"泥 棒の経済学"に もとつ く配慮であ る。

(文 献 参 照)

かな り現 実的な リス クと負担 を侵入者に対 して与 えてお くことで,多 くの

場合 目的を果たす ことがで きる。理論的に絶 対不可能,と い う対策は恐 らく

あ り得ないが,侵 入者が乗越 えるべ き障害を何段階 も用意することで,侵 入

者の リス クをべ き乗的 に増大す ることができる。

L社 におけ る幾つかの例はデー タベースの実例紹介 の中で個 々に述べ られ

てい る。

ここで,さ らにその詳細に触れるわけ にはいか ない が,基 本的 には コンピ

ュータのOSや データ管理機能の中には幾つ もの保護機能が組込まれてい る

のが 普通で,こ れ らを正し く利用す ることが基本である。特に利用の詳細の

全記録である。 アカウン ト・ログや コンソル ・ペーパーの役割は大切であ る。

7.5文 書 整 理 キ ャンペ ー ン とその 効果

コ ンピ ュー タ ・シス テ ムにお け る デ ー タ管理 と言 う と,一 般 的に は シス テ

ム運 用 の ノウハ ウの 中の 重 要な 一 部 を指 してい る。 こ の事 例の 多 くの部 分 は

この よ うな観 点か らL社 の ケ ース を紹 介 して きた もの であ るが,こ の ケ ース

の 一 つ の特 徴 は,い わ ゆ る 社 内デ ー タ とい う もの の 整理 と利用 に コ ン ピ ュー

タの 力 を 意欲 的 に振 向け てい る点 にあ る。一 口に社 内 デ ー タとい って も これ

程 ま とま らぬ もの は ない。 本事 例の 最 後 に,こ の 漠 と した 対 象に 対 し,L社

がい か に取 組 ん で い るか,少 し異 な った 角 度か ら紹 介す る。

書 類の 山,と い うこ とが よ く言わ れ る。 台 帳類 とか 伝 票,あ るい は 図面 な

ど主 流か つ,オ フ ィシ ャルな 書類 の 管 理 につ い て は い ろい ろな 工夫 の 例 がみ
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うけ られ,OA化 の 対 象 と して も 話題が 多い 。 そ して,こ れ らは どち らか と

言 うとオ ペ レー シ ョナル 業 務 に属す る もので あ る。

ど この 職場 で も,セ ミ ・オ フ ィシ ャルか ら プ ライベ ー トの 間 の,企 画 ・検

討 な どに 使 用 され る諸 資 料が 無 秩 序 に,量 的に も多 く発生 してい る。 そ して

多 くの 場合,こ れ らに 関 係す る"仕 事"の 方が 重 要 な ので あ る。 カ タ ログ,

新聞の切 りぬき,調 査 資料,会 議資 料 等 々雑 然 とした 文 書 デ ー タに 問題 があ る

わ け で あ る。

OAブ ーム とか,デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン トの要 請 も ここか ら発生 してい る と

考 えた方 が 本質 的 で ない か と思 うが,現 実 は機 械 化 とか マ イ ク ロメデ ィアな

どで ま と もに アプ ロー チで きるの は 前者 の オ フ ィシ ャル ・デ ー タで あ る と言

って 良い。

L社 の 文書 整 理 キ ャンペ ー ンは,後 者の 文 書 に挑 戦 した 珍 しい 例 であ り ,

デ ー タ ・マ ネ ジメ ン トに ア ンタ ッチ ャブルは ない,と い う意 味で,多 少 本質

か らは離 れ るが 以 下 紹 介す る。

L社 は 生 産現 場 の 合理 化 と営 業 の 多様 化の 同時 進 行で 成 長 を遂 げ て きた 。

そ の結 果 と して現 場か ら本店へ の 要 員移 動が 著 し く進 行 し,こ れ がOA化,

あ るい は デ ー タ ・マネ ジ メ ン トな どへ の ニー ズへ の 発想 とな ってい る。 物理

的 に も,こ れ が さ らに 進 行す るな ら,本 社 の 第一 分 室,第 二 分 室 と付近 の ビ

ル を借 りま くらねぼ な らな くな るだ ろ う。 特 に 本社 業 務の 主 な ミ ッシ
ョンが,

新 企 画,新 事 業 の 検 討,と い う ことに な ると,定 常 的で な い雑 然 と した デー

タや フ ァイルが 際限 もな く増 加 して くる。

工場 の過 疎 化が 同時 に 進 ん でい る こと もあ り,こ こに 集 中 文書 セ ンタ を用

意す る こ とで そ の 解 決を 図 ろ う,と の 構 想で コンサ ル タ ン トが 入れ られ 検討

され た のは4年 前 の こ とであ った。 そ の答 は簡 単 で あ る。

"書 類 は全 て捨 てな さい
,ど うして も捨 て られ なけれ ぼ 預 け な さい。 会社

は皆 さん の イ ンテ リジ ェ ンスに期 待 してい るの で あ って,持 って い る紙 に は

何 の 期 待 も して お りませ ん 。"コ ンサ ル タ ン トが コ ンサ ル タ ン トた る ゆ えん
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は,何 時 の 間 にか 各部 が 捨 てた 紙 の総 量,空 に した キ ャ ビネ ッ トの 本 数 を競

い 合 うよ うに な った こ とで あ る。 空 に な った キ ャビネ ッ トは 大型4段 で200

本以 上 に な った とい う。

残 った ファイルは次の4つ の範 ち ゅうに分け,そ れ ぞ れ 各 部 ご とに 分 類整 理 さ

れ た。

① 各部 共通 フ ァイ ル

② 各業 務 グル ー プ共 通 フ ァイル

③ 文 書セ ン タ保存 フ ァイル

④ 各 個人 手許 フ ァイ ル

各 部 共通 フ ァイルは,各 部の 機 能 に 応 じた 最少 限 の オ フ ィシ ャル ・デー タ

と して 特定 された もの で あ って,部 の 共有 物 と して 管 理者 を定 め管 理 され る。

人事部であれぼ従業員台帳であ り,EDP部 門であれば コー ド台帳 な どであ

る。

業務 グルー プでの共 通フ ァイルは同 じ考え方で あるが、 もう一段下の レベ

ル例 えば給与関係とか プログラム ・ドキ ュメ ント,あ るいは技術部におけ る

設計 書や契約書の ファイルが相当する。

以上の ドキ ュメ ン トは経済的条件,あ るいは利用上の条件が 整えば,勿 論

機械化やOA化 の対象 にな り得るものであ り,前 述 した個別の売上実績な ど

もその範ちゅうである。また,EDP部 門で言 えば,賃 貸契約書はマイコンで管理

され,ま た システムの ドキ ュメ ン トの類 もかな りホス ト・コンピ ュー タの機

能で サポー トされ るよ うにな ってい ることは前述 したとお りであ る。

問題は残 る2つ の ファイルであ る。個人の手 許フ ァイルには特 別な制限は

ないが,キ ャビネ ッ トの利用は認め られず,机 の引 出以外に置き場はない。時

に机 の下の足許まで書類を押込んでいる人も見 られるが,定 期的に一斉文書

整理の時期が くれば整理 され る。57年 の年末には本社全体で段 ボール 箱に

1006箱 の文書が整理 された。ちなみに本社従業 員 数 は 約600人 で あ

る。その内,後 述文書セ ンタに送 られた ものは10%に 充たない 。
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オ フィシ ャル ・データの うち手許保存期間を過ぎたものや,手 許デ ータの

中でも保存を要するものは所定の文書 保存箱に整理 されて,文 書保存セ ンタ

に送 られ る。箱には保存期間が明示 されていて,時 期が来れば一応持主にそ

の 旨連絡 を行い,特 に指示が なけれぼ 自動的に廃棄 され ることにな っている。

預けるときに内容の イ ソデクスを残すの で,参 照 したい時にはセ ンタに要求

すれば 良い。 当日ない し翌 日中には希望の ものが箱ごと送 り返 されて くるル

ールにな
っている。

どう見ても文書セ ンタの システム としては,あ ま りスマー トな形態では な

い。少 くとも最初の構想では セ ンタの文書は共有化 され,要 求に際 しては コ

ピーがFAXさ れて くる位の ことは 考えていたわけであ るが,現 実は廃棄 ま

での猶予期間を提供 してい るに過ぎない。 しか し,セ ンタの データ利用度 が

極めて低い もので ある ことも実証 された。

Z61・ 社 の事 例 の まと め

L社 の コ ンピ ュータ ・シス テ ムの 特 徴は,分 散 サイ トの コ ン ピ ュー タと大

型 セ ンタ ・コ ンピ ュー タの 一 部が,い わ ゆ る定常 事 務 シス テ ムに 使 用 され,

大型 セ ンタのか な りの 部 分 が エ ン ド ・ユ ーザ に開放 され て い る 点 に あ る。 前

者 は 伝統 的 な コン ピ ュー タ ・シス テ ムで あ って,そ の運 用 の 中に位 置 付け ら

れ る"デ ー タ管 理"が 先づ 存在す る。 後者 にお いて,も っと広い 意 味 で の ビ

ジネ ス ・デー タを対 象 と した デ ー タ管理 へ の 指向 が認 め られ るが,こ れ は 必

ず しも体 系的 に 整理 され た ア プ ローチに よ った もの では ない 。 しか しそ の 多

くの 断 面 の 中に は この種 の デ ー タ管理 にお け る様 々な 問題点 が 提 起 され てお

り,今 後 よ り多 くの 経験 と討 議 が積 まれ て 発展す べ きもの と考 え られ よ う。

L社 の シ ステ ムの特 徴 を も う少 し整 理 してみ よ う。

① 能 力の半 分 が,販 売,会 計 周 辺 を中心 に トー タル化 され た 基 幹 定 常事

務 処理 に使 用 され て い る。

② そ の 方法 論 は どち らか とい う と伝統 的 パ ッチ処理 形 態 を と り,統 合 デ
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一 タベ ース とい う形 態 は ない
。

③ 上 記 の 形態 に対 しては 独 自の シス テ ム ・コ ンセ プ トもあ り,そ れ な り

の総 合 的 管理 技 術 の もとで連 用 され て い る。

④ 定 常事 務 を デ ー タ ・ソー ス とす る幾 つか の デー タベ ー スが 作 られ,こ

れ らは エ ン ドユ ーザ の利 用 に開放 され てい る。

⑤ そ の 他 コ ンピ ュー タの 大 きな 部分 が 広 く開 放 され てお り,OA化 との

関 連が 大 き く意 識 され てい る。

ア.多 数の 端 末 ・パ ソコ ンが 企業 内にゆ きわ た り,利 用 教育 が盛 ん に行

わ れ て い る。

イ.PBX経 由,既 設電 話 ネ ッ トが,ミ ニ マ ム ・サポ ー トと して 大 多数

の 従業 員 に 自分の 机 上か らパ ソコ ンな ど を用い て ホ ス トに接 続 す る道

を 与 えてい る。

ウ.セ ンタが サ ポ ニ トす る特 定業 務 に と どま らず,エ ン ド ・ユ ーザ は フ

ァイ ルの 確 保 も含 めて,任 意 にホ ス ト ・コ ン ピ ュータ を利用 で き,課

金ル ー ルな どを ベ ースに,制 度 化運 用 され てい る。

⑥ 大量 の デ ィス クのか な りのエ リアは エ ン ドユ ーザ,あ るいは そ の グル

ー プに 開 放 され ,管 理 も大幅 に分散 され てい る。

⑦ いわ ゆ るデ ー タベ ー ス技 術は も っぱ ら エ ン ドユ ーザ 用の デー タに使 用

され てい る。

⑧ セ ンタ運 営 は 上 述 して きた よ うな 前提 で 行 われ,移 管 され た定常 業 務

の運 用 と分散 管 理者 に 対す る リソー ス提 供,ル ール維 持 な どの サ ー ビス

と に大 き く二 極 分化 してい る。

以上の ような実態に 対 し,L社 シス テム部門の問題意識の所在は次のよ う

な点にある。

① 旧式 なバ ッチ形態の定常業務 システム

② あま りにもパ ラパ ラかつ恣意的に作 られた 多岐にわたるエ ン ド・ユ一
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ジ ・ デ ー タ ・ フ ァ イ ル

前者に関 し,統 合データベースを中心としたシステムに少 しつ つで も近づ

ける努 力をすべ きではないか,と の 議論は部内でも活発に行わ孔,ま た,コ

ンサル タン トの意見 求めた経験 もあ るが,現 在の結論は現状を良 しとするも

ので ある。お よそ データベース化する 目的 として次のよ うな事項 があげ られ

よう。

① 経営に必要な任意的情報 を迅速に得ることを 目的 とする。

② コンピ ュータ部門が直面 している,シ ステム維持の硬直化な どを解 決

す る。

後者 に対 しては,現 在L社 が採 っている諸効率化手段 と,統 合化 された デ

ータベースを環境の 変化に合せて維持 してゆ く別の意味での硬直性のバ ラ
ン

スを考 えた とき,現 状を良しと し,大 きな投入を してまで魅 力あ る改善は行

えない,と い う結論を 目下のところ持 っている。

以上の環境の中で"コ ンピュー タ ・システ ムのデー タ管理"は ,そ の運用

の中で良 く自動化 され,正 確かつ 高度に効率的に実行 され ている。 また,E

DP部 門のQCと い う,部 門の活動の中での最大関心テーマ として
,な お強

力に改善が進め られ てい ることは注 目に値する。

コンピュータ化の メイ ン ・ターゲ ッ トであ った定常 大量事 務の諸 デー タと

"経 営"を 結びつけるのは難 しい
。 また機器 を用いてデー タ管理の 効率化 を

図る対象にな り易い企業 内データについて も同様である。 もちろん無関係で

ない ことは確か であるが,そ れが全て でない ことは もっと確かである。諸 デ

ータを経営のニーズに向か
って統合化 していこうとい う観念はあ って も,現

実化するには まだまだ距離があ り過 ぎる。

L社 の第二の問題意識,エ ン ドユーザ向きの データベースを あま りにも無

秩 序に,多 数,管 理主体もパ ラパ ラに保有し ,今 後ます ます拡大 していきそ
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うな傾 向に対 して,適 当な ア ドバイス とい うようなものがあるだ ろ うか。こ

れ らの 中で,誰 が見て も統合すべ きだ,と 思うような対象につい ては,シ ス

テム部門が 当然介入 ・改善 してゆ くことだろ う。む しろ関連を見出 しえない

ものの方が 多い。 要す るに,私 達が使用でき るデータ管理の ための機器は ・

企業が 必要 とし,企 業 内に存在す るデータの量に対して,あ ま りにも小 さい

のでないか と思 う。 コンピュータの扱 うデー タは本質的に断片的 しか あ り得

ない 。

"統 合 デー タベース"と い っ言葉は,コ ンピュータ処理 システムの ための

もの,と 理解すべ きであろ う。所詮 これは用いられたせまい世界の中の もの

で ある。一種の誤解を与 える言葉にな っている。デー タとは本来的に無限 に

開かれて存在 している。 これ らを情報 化 し,ビ ジネスに,経 営につないでゆ

く機能 は組織であ り,そ れを構成す る人の役割である。情報処理機能 とい う

ものは,部 門や人がそれぞれの役割の 中で,扱 うデータの量や混沌に圧倒 さ

れ,正 しく機能 しな くなるの を救 う手段 である と害ll切り,こ れ を当面の 目標

とす るのな ら,L社 の今のゆき方 も評価 されよ う。 このよ うな観点にもとつ

くデ〒 タ ・マネジメ ントはあ りうるし,そ れが さらに正しい認識に支 えられ,

また将来への ビジョンにも とついて展開 してゆ くのな ら言 うところはない。

情報処理周辺の技術の進歩は著 しく早い,コ ンピュータに限 らず,OAの

展開の中に デー タ提 供サ ービスの充実,あ るいはL社 の最後の例のよ うな組

織的デー タの捨て方の技術まで 包含 して,デ ータ ・マネジメン トは考 えられ

ねば ならない。言われ るところの情報の洪水の中で,役 所が,企 業が,誤 ら

ずに途 を見 出し,有 効 な活動を展開す るのに必要な最重要資源は情 報である

といわれている。 人 ・物 ・金 と並ぶ 第四の資源 としての情報の重要性が 今ほ ど

叫ばれ てい る時はない。技術 として,ま た原理 としての データ管理へ の関心

は今後 もます ます 高まるであ ろ う。
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(ア)

IRS

用 語 索 引

ITF(ミ ニ ・ カ ン パ ニ ー)

ア クセ ス制 御

ア ン マ ッ チ ・ レ コ ー ド ・ チ ェ ッ ク

暗 号化

移 しか え、

SDDM

エ ソア イア イ

エ ンテ ィテ ィ記 述

映像情報

遠隔地保管

OBE

オ ー ソ リ ゼ ー シ ョ ン

オ ー トマ チ ッ ク ・フ ロ ー チ ャ ー テ ィ ン グ

、オ ー バ フ ロ ー ・ア ン ダ フ ロ ー ・チ ェ ッ ク

オ フ ィ ス ・シ ス ァ ム

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

オ フ ィス ・シ ステ ム に よ る デ ー タ管 理

置 きか え

音声情報

(カ)

かな漢字変換方式

画像情報

監 査 モ ジュール

1

5

3

0

4

1

7

5

6

0

6

3

3

7

0

8

7

5

1

0

1

1

0

1

0

5

6

8

8

1

3

9

0

1

1

7

5

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

150

218



漢字指定方式

完全分離型

完全統合型

完全独立型

QBE

機能 ア ドレス方式

近接保管

クロ ス ・リフ ァ レ ン ス機 能

区分 コー ド

組 合せ チ ェ ック

桁 別 コー ド

結合順編成 ファイル

COM

コー ド化

コー ド管理 規 程

コー ド比 較

コ ン ポ ジ ッ ト ・カ ー ド

コン ピ ュー タ ・シ ステ ム に よ る デー タ管 理

誤字 エ ラー

混 成 方式

(サ)'

再構成

再編成

索引順編成 ファイル

索引編成 フ アイル

シ ェ ノレ フ ・

シ ー ク ェ ン ス

フ ァ イ リ ン グ

・チ ェ ッ ク

0

4

5

只
)

1

1
⊥

5

4

3

6

6

2

1

9

2

6

7

0

7

7

4

5

5

6

8

8

9

3

3

8

9

0

9

5

4

9

9

1

0

7

9

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

89

89

156

156

150

109



シ ステ ム監査

シ ステ ム監視

シ ス テ ム ・ コ ン ト ロー ル 実 施 要 領

シ ミュ レ ー シ ョ ン法

"

ジ ョブ ・アカ ウ ンテ ィグ ・デー タ分 析

識別 ・認証技法

質問表

集中管理型組織

十 進 コ ー ド

順 編成 フ ァ イル

順 番 コー ド

情報

さ

ス タ フ ・ カ ー ド

ス ナ ップ ・シ ョ ッ ト

ス プ レ ッ ド ・カ ー ド

数 字 式 文 字 カ ー ド

数 値 情 甲

正規化法

静 止 画 デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル

(タ)

ダフル転 倒 エ ラー

ダ ブ ル ・ レ コ ー ド ・ チ ェ ッ ク

対 応 チ ェ ック

多値属性

チ ェ ッ ク ・デ ィ ジ ッ ト付 コ ー ドの チ ェ ッ ク

チ ェ ック レター 法

直 編 成 フ ァ イ ル

DES方 式

9

6

0

1

7

2

4

,
6

2

0

0

2

7

1

0

1

5

9

2

2

2

1

2

2

2

56

田

8

田

田

㏄

田

9

60

ね

1

1

2

1

、

1

1

95

110

109

161

110

156

204



DD/DS

DBA

DBMS

デ ー タ

デー タエ ンテ ィテ ィ

デ「 タ管 理

デ ニ タ管 理 者

デニ タ コー ド

デ ー タ使 用 状 況 マ ト リ..ッ ク ス

デ7タ ・ソー スの 記 述

御制ンヨ

縮

ジ

ス

圧

一

一

の

バ

ベ

タ

タ

タ

ニ

ー

ー

ーア

.
一ア
、

一ア

デー タベ ー スの 記 述

デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ー ジ ャ

デ三 タベ ー スの 密 度

デー タ要 素 分 類 マ ト リク ス

転 倒 エ ラー

ト、レー シ ン グ

統 計的 分析 法

統 計要 約 リポ ー ト

(才)

ニ ュ ー メ リ ジ.グ ・チ ェ ッ ク

日 本 ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ

入 出 力 デ ー タ.管 理 表

(ハ)

バ ー チ カ ル ・フ ァ イ リン グ

1

0

0
∨

-

ρ0

8

9

1

1

0

2

3

0

2

8

5

6

9

6

2

1

8

1

1

1

1

1

124

60

174・

164

95

'216
.

162

164

109・

147

99

151



　

ハ ッ チ ・ ト ー タ ル ・チ ェ ッ ク

バ ラ.ン ス ・チ ェ ッ ク

発 見的 検索 機 能

汎 用 監 査 ソフ トウ ェア

ビデオ デ ィス ク

光 デ ィス ク装置

光磁気記録

表意 コー ド

VSASフ ァ イル

フ ァイル管 理 台 帳

フ ァイル管 理 表

ファイル利用管理表

ファ イル 期 間

フ ァ イル 識 別 名

フ ォ 「 マ ツ、ト

プ ラ ス ・マ イ ナ ス ・チ ェ ッ ク

・チ ェ ッ ク

ブ ラ ン ク(ゼ ロ)消 去 法

フル キ ー方 式

り 　 パ

フ ロ セ ス ・ エ ソ ァ ィ ァ ィ

複合属性

蔀分的統合性

文節指定方式

分担管理型組織

文脈 セ ンシテ ィブ圧縮法

文 脈 フ リー 圧縮 法

ベ ンチ マー ク法

平 行 シ ミュ レ ー シ ョ ン

9

0

2

9

4

4

6

3

6

1

8

1

8

8

9

0

0

6

9

0

5

0

6

1

2

0

6

0

1

8

1

4

4

4

9

5

5

7

5

7

8

0

1

1

4

8

6

8

5

5

1

1

7

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2



ボ リ ュ ー ム ・ ラ ベ ル

ボ ン デ ッ ト ・プ ロ グ ラ ム

保管

保管 ア ドレス方式

数年有保

　マ(

マ イ ク ロ フ ィル ム 式 フ ァ イル 装 置

マ ル チ ・ カ ー ド ・ レ コ ー ド

マ ル チ フ ロ ル ・ ユ ー ス ・ カ ー ド
⑰

MIX方 式

Modulus法

文字情報

モデル化法

モ ニ タ リ ング法

(ヤ)

ユ ニ ッ ト ・ レ コ ー ド ・ カ ー ド

要 求者

(ラ)

RAS方 式

LAN

フ ン タ ・ エ .ラ ー

リテ ソ シ ョ ジ.ズ ケ ジ ュー ル

リ ミ ッ ト ・ チ ェ ッ ク

87

217

151

136

151・

151

147

104

104

206

96

9

171

176

!04

60

204

7

96

151

109
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